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余よ話わＡ　吸きゆう血けつ鬼きと人間







日本某ぼう所しよ　ある民みん俗ぞく学者の言




　吸血鬼？

　この私に、吸血鬼の事を聞きたいと？　そういう系けい統とうの本を出した事もない、学徒の駆け出しの駆け出し、田舎いなか者の村そん夫ぷう子しに過ぎないこの私にですか？

　悪いことは言いませんよ、おやめなさい。

　私に対してその単語を口にするという事は、どうやら貴方あなたも『知っている』側の人間のようですが──深く関わらないに越した事はありませんよ。

　永遠の命をお求めなら、もっと別の方法もあるでしょう。

　力を求めるなら、自じ衛えい官かんや傭よう兵へいになって自分を鍛きたえては如何いかがでしょう。あるいは政治的、資本的な力を得る為ために政治家や実業家を目指す事をお勧めします。

　……ははあ、純じゆん粋すいに興きよう味みがあるから？

　うーん。

　それでも、深く関わらない方がいいんですけどねえ。

　まあ、聞きたい事があるならば、お答えしますよ。私程てい度どの知識ではどこまでお役に立てるか解わかりませんが。




　……はあはあ、なるほど。

　吸きゆう血けつ鬼きと人間の関係について、ですか。

　それは難しい問題とも、簡単な問題とも言えます。

　極きよく論ろんしてしまえば、ケースバイケースとしか言いようがありませんからね。




　吸血鬼から見た場合、人間とは何なのか……

　愛いとしき存在？

　進化に取り残された過去の存在？

　自分達の心しん臓ぞうに杭くいを刺して滅ほろぼそうとする悪あく魔ま？

　それとも──ただの餌えさ？




　人間から見た場合、吸血鬼とは何なのか……

　単なる化物？

　死ぬこともできない哀あわれな隣りん人じん？

　伝でん承しようと共に永遠を生きる憧あこがれそのもの？

　それとも──利用すべき道具？




　見る者の偏へん見けんによって千せん差さ万ばん別べつでしょうし、また、見られる対たい象しようである人間もしくは吸血鬼によっても当然反はん応のうは異なるでしょう。

　偏見が生まれるのは、大たい抵ていは声のでかい誰かが叫んだ事が原因です。

　吸血鬼が「血を寄よ越こせ」「お前らはただの餌だ」と叫んだり──

　人間が「あいつらは化物だ」「殺さないと殺される」と叫んだり──

　声の大きさというのは、アジテーター煽動者の重要な素質の一つでしょうねえ。

　それまで何も考えていなかった人々の脳のう味み噌そに強烈に思し想そうを植え付けるわけですから。

　もっとも……仮にどのような思想を植え付けられていたとしても、実際に吸血鬼なんて存在を目の前にしたら、過去も理り性せいも吹き飛びかねない。

　人間の喉のどに牙きばを突き立て、血を啜すする光景。

　それを見れば、吸血鬼に物語の英雄的な憧れを抱く者達は、一いつ転てんしてその渇かつ仰ごうを恐れに変えるかもしれません。

　あるいは、夜空を飛び回り、永遠に生きる優ゆう雅がな姿。

　それを見れば、吸きゆう血けつ鬼きを化ばけ物ものだと蔑さげすんでいた者達も、一いつ転てんしてこう思うかもしれません。

「俺達も欲しい、あの永遠の命が！」

　とね。

　つまり、吸血鬼と人間の関係は時代や状況によって移ろうものですよ。人間と完全に意思の疎そ通つうができる者が多いだけに、単純に食物連れん鎖さのピラミッドに組み込むわけにもいきません。

　言わば、国家と国家、民族と民族、宗教と宗教の関係というぐらいにデリケートな問題だと考えていただいて結けつ構こうです。

　まあ、もっとも……現在の状況では、吸血鬼に恐れを抱く人の方が大たい半はんでしょうけどね。

　すなわち、現時点では人間から見た吸血鬼は『恐ろしい化物』です。実際に存在が公おおやけになって、その細さい胞ぼうから癌がんの特とつ効こう薬やくができたなんて事になればＶＩＰ扱いになるかもしれませんが、実際の所は古くから人々に恐れられる存在どまり。

　恐れを抱かないのは、狂きよう信しん的なヴァンパイア信しん奉ぽう者か、ハリウッド映画や日本の漫まん画がの中で素す敵てきな吸血鬼を見てきた人達などでしょう。




　さて、吸血鬼が『いる』という事を確認している我々の間でしか通用しないデータを持ち出しますが──

　現在、吸血鬼はこの地球上だけで最低五万体たいはいると推測されています。

　宇宙人がいて、更さらに宇宙人の吸血鬼がいるのかどうかは解わかりませんが。あ、そういえば『スペースヴァンパイア』って映画ありましたね。御ご存ぞん知じですか？

　と、失礼。話がそれましたね。とにもかくにも、地球上には最低でも五万の『異い形ぎよう』が存在しているという事ですよ。

　多い、と驚かれるかもしれませんが……人間の総数と比べれば０・００１％、十万人に一人にも満たない数です。例えば東京という街だけでも千二百万人を超える人間が蠢うごめいている事を考えれば、そう大した数字でもないでしょう。人間が十万人がかりで攻めて来た時に圧倒できる吸血鬼となると更に数が絞しぼられますしね。

　逆に、吸血鬼からすれば不安なんじゃないでしょうか。

　自分達を滅ほろぼす力を持っていて、しかも自分達の事を化物だと思っている存在が、自分一人に対して十万人もいるんですよ？

　力の無い吸血鬼にとっては、まさにゾンビ映画の主人公気き分ぶんかもしれませんね。




　……おかしな事を言っていると思いますか？

　人間など餌えさ扱あつかいできるのだろうと？

　何な故ぜスーパーマンがゾンビの集団を恐れる必要があるんだと？

　まあ、それも正しいと言えば正しいんですけどね。ああ、そういえば『マーヴル・ゾンビ』というアメコミを御ご存ぞん知じで……とと、失礼、また話がそれてしまいました。

　ちょっと、海の話をしましょう。

　イルカは群を成し、サメを狩かるというのを知っていますか？

　無む論ろん、食する為ためではありません。自らの身を守る為です。

　吸きゆう血けつ鬼きが我々を殺し、血を啜すする事を何とも思っていないのだとすれば──

　彼らは大たい海かいを泳ぐサメ。

　絶対的な捕ほ食しよく者。

　我々人間は、サメと姿こそ似ているものの、全く違う生物──イルカだとします。

　しかし、イルカはチームプレイを用いてサメを狩るんですよ。

　信じるも信じないも貴方あなた次第ですがね。

　一匹が囮おとりになり、サメをおびき出し、横から回り込んだ仲間が相手の土ど手てっ腹ばらにズブリとその鋭い口を突き立てるのです。

　そう、まさに白しら木きの杭くいのようにねえ。

　人間の中には、イルカというよりもシャチに近い獰どう猛もうな連れん中ちゆうもいます。吸血鬼の間では俗に『食鬼人イーター』などと呼ばれているらしいですが。

　とにもかくにも、ありとあらゆる手段を用いて、サメは駆く逐ちくされるでしょう。

　ならばサメ……吸血鬼達たちはどうすれば良いか──

　このままではプランクトンしか食べない温おん厚こうなサメまでシャチの餌え食じきになってしまう。

　それを考え続けた結果、彼らは一つの結論に達しました。




　──自分達も、群れようじゃないか。




　まあ、単純な話ですよ。

　吸血鬼の同どう盟めいを作る事にしたんです。

　より自分達がこの星に住みやすくなるようにね。




　現在、吸血鬼は組織的には主に三種に大別されます。

　一つは、小さな集団や個人で行動する有う象ぞう無む象ぞう。

　一つは、血けつ族ぞくを中心とした『ファミリー』。知られているだけで七つの血族が存在しているらしいですよ。日本にも一つあるらしいですが、まあそれぞれの人数自じ体たいは少ないですし、少数精せい鋭えい、まさしく吸血鬼の名にふさわしい『貴き族ぞく』のようなものだと考えて下さい。

　そして最後の一つ……これが、私が一番詳しよう細さいを語る事のできる大集団です。




『組織』と呼ばれています。名前はありません。

　その組織の吸きゆう血けつ鬼きに実際聞きいた所──

『よくわかりませんが、なんだか自分がコレだ！　と思う名前を持ち寄って議論した結果、組織内がいきなり分ぶん裂れつしかけたんだそうです』

　と言っていました。

　え？　ああ、まあ、その知り合いは一応その組織の幹かん部ぶらしいんですけどね。人間である私とも気軽に話してくれる……いい人ですよ。ええ、いい人です。いい人すぎていつも胃を痛くしてますけど。吸血鬼が胃い痛つうというのもおかしな話と思うかもしれませんが──そういう吸血鬼も確かに『いる』んです。なにしろ、彼らは千せん差さ万ばん別べつ、十じゆう人にん十と色いろですからねえ。

　組織の幹部といっても、彼はその立場の強さを理解していないようです。

　何しろ、その組織だけで二万人の吸血鬼が存在し──

　なおかつ、幹部だけで百人前ぜん後ごいるんですから。

　創設した時は、たった二十人の吸血鬼しかいなかったそうですよ。

　それが、いつの間にやらそんな大おお所じよ帯たいに……。




　……組織として動く吸血鬼が二万人、脅きよう威いだと思いますか？

　彼らは軍隊ではありません、あくまでサークルのようなものです。

　例えば、日本に暴力団と呼ばれる組織の人間が何人いるか御ご存ぞん知じですか？

　警察官の人数が日本だけで二十五万人を軽く超えるという事は？

　どうです？　二万人という数字なんて、少し大きな大学の在校生の数にも負けるんですよ？




　そもそも、その組織は一枚岩いわとはほど遠いんです。

　岩の集まり？　いえいえ、極きよく論ろんを言ってしまえば、砂場の砂のようなものです。

　吸血鬼は強烈な個人主義者が多いですからね。そもそも、一人一人が違う故こ郷きようや家族、宗教を持っているわけですから……。

　もっとも、中には磁じ石しやくのような吸血鬼もいて、周りの砂の中から砂さ鉄てつを綺き麗れいに引き寄せる場合もあるようですが。

　はてさて、今の組織はどうなっているのか……。

　私もそこまで詳しいわけではありませんから、なんとも言えません。




　……それこそ、人じん外がい魔ま境きようってヤツでしょうからね。













プロローグ　吸きゆう血けつ鬼き……？







ドイツ南部




　平和な村だった。

　その村は、都市部から遠く離れた山間部に存在し、五十人前ぜん後ごの村人達が平和に暮らしている場所だった。

　携帯電話の電波は疎おろか、電話線自じ体たいが届いておらず、かろうじて自じ家か発電のシステムと、テレビの電波が届いているような状況。

　新聞もなく、車もなく、自転車で走れるような穏おだやかな道も無い。

　徒歩、登山を嫌う者にとっては隔かく絶ぜつされた世界。陸の孤こ島とうとでも言うべき場所だった。

　しかしながら、若者達が都市部へ移住するという事もなく、村の中の十人ほどは年とし端はもいかぬ子供達で、老人もまた十人前後というバランスの取れた年ねん齢れい分布の村だった。

　そんな小さな村に、異い変へんが起こる。

　前まえ触ぶれなどは一切存在しなかった。

　しかし、それは確実な──それでいて、ドロリと世の中に波は紋もんを広げる不ぶ気き味みな異い変へんだった。




　その村では、手紙のやり取りが外部との主な連れん絡らく手段だった。

　異変に最初に気付いたのは、その郵便配はい達たつ員いんの男。

　収しゆう集しゆうと配達を兼ねた作業の為ために、麓ふもとの街から３時間かけて村の入口へと辿たどり着く。

　彼はまだこの仕事について３年。

　最初にこの村への手紙の集しゆう配はいを任された時は、正直な話、この村に住む人間達を恨うらみもした。

　初めて村に行く前日に、酒場で同期の仲間に『あんな所に住み続けていないでとっとと街に引っ越して欲しいもんだ』などという愚ぐ痴ちすらこぼした。

　だが、その発言に、すぐに自分を恥じる事となる。

　前ぜん任にんの男と共にその村を訪れると、男の『村』に対する印いん象しようは一いつ変ぺんした。

　朗ほがらかな笑顔の村人達に囲まれ、ただ手紙を運んだだけなのに親の命を救った恩おん人じんに対するかのような感謝の声を響ひびかせる。

　今日で終わりだという前任の男を涙で見送り、入れ替わりとなる自分の事を新しい家族であるかのように歓迎してくれたのだ。

　そして──、彼は、村と外とを繫つなぐ架かけ橋となった。

　子供達がワラワラと駆け寄ってきて、大人おとなと共に村の外からの便りに顔をほころばせる。

　そんな微笑ほほえましい光景を思えば、週に一度の山登りも苦ではなかった。

　だが──配達員が一週間ぶりにその村を訪れた時、既すでに異変は始まっていた。




　声が聞こえない。

　普段ならば、既に子供達が村の小さな広場ではしゃいでいる声が聞こえてくる距離だ。

　だが、村の入口を過ぎても、はしゃぎ声どころか、村人の生活音すらも感じられない。

　圧倒的な違い和わ感かんが配達員の心を駆け抜ける。

　最初は不安、そして、戸と惑まどいから恐怖を経て──再び、感情は不安に包まれる。

　そのサイクルを繰り返す度たびに、不安の度合いが増大され──

　郵便配達員は、思わず大声を出した。

「誰か、誰かいませんか！」

　と。

　しかしそれは、不安の正体を確認するだけだった。

　村の中の様よう子すは、一週間前まえと何ら変わりない。

　子供達が遊んでいたボールが広場の片かた隅すみに転がり、石造りの家の前に立てかけられた農のう具ぐの数々が、山間部を吹き抜ける風にカラカラと揺れている。

　だが、いない。

　誰だれ一人として──村人の姿が存在しないのだ。

　不安を通り越した後に彼が感じたものは、悲しみ。

　いなくなった理由が思い当たるわけでもない。

　生死も判別できない。

　もしかしたら、ただみんなで山さん菜さい採とりにでも行っているだけかもしれない。

　だが、どんな理由があったとしても、男の内から湧わき上がる圧倒的な悲しみは止められなかった。

　普段いる筈はずの者達がそこにいない。

　普段聞こえる筈の声が聞こえない。

　ただそれだけの事が、恐ろしいまでの喪そう失しつ感かんとなって郵便配はい達たつ員いんの心に襲おそいかかる。




　配達員は、誰かいないかと必死で村人を捜し回った。

　それでも反応がなく、諦あきらめかけたその時──

　彼は、視し界かいの隅すみで動く者を見つける。

　それを見た瞬しゆん間かん──彼の心は真っ白となる。




　村に立ち並ぶ石の家のうちの一件。

　古びた木の扉とびらを開いて現れたのは──

　怯おびえた様よう子すでこちらを窺うかがう、村でよく見かけた一人の少女の姿だった。

「ゆうびんやさん……？」

　後ろにお下げ髪がみを垂らした少女は、目を涙で赤く腫はらしながら、見知った郵便配達員に向かって駆け出し──そのまま彼の足に縋すがり付き、ワンワンと声を上げて泣き始めた。




　数日後、この事件は新聞で世界を賑にぎわせる事となる。

　生存者である少女は、村が『何か』に襲われたとだけ証言しており、いくつかの家屋の屋内が荒れていた事から、その発言には信しん憑ぴよう性せいがあるという事。

　だが、血の一いつ滴てきすらも存在せず、殆ほとんど痕こん跡せきを残さぬまま一晩で五十人を消しさったという事実が合わさり──人々は、これが人間の仕し業わざではないのではないかという噂うわさを流し始めた。




　宇宙人による誘拐事件アブダクト。

　時じ空くうのねじれによる現代の神かみ隠かくし。

　集団自じ殺さつ。

　地ち底てい人じんの襲しゆう撃げき。

　噂うわさが広がるに従って、『家の中では飲みかけの珈琲コーヒーと吸いかけの煙草タバコがあった』などというデマも付け加えられ、『現代のメアリー・セレスト号』などと、よりセンセーショナルな怪かい奇き事件として世界中に認にん知ちされた。




　更さらに一部の人間達の間では、まことしやかにこう囁ささやかれた。

　あるいは──吸きゆう血けつ鬼きの仕し業わざかもしれないと。




　そして、その噂にだけは、一つのハッキリとした原因が存在する。

　テレビを始めとしたマスコミ関係には一切漏もれず──ただ、口コミだけであるにも関わらずその噂を海外にまで広めた確固たる原因が。

　それは──




　ただ一人発見された少女の首くび筋すじに、まるで牙きばでも突き立てたように、二つの小さな丸い傷きず痕あとがあったという事実だった。













１章　吸きゆう血けつ鬼き達への招待状







　その文面は実際の所、非常に簡かん潔けつなものだった。




『議題あり。手の空あいている「色付き」の幹かん部ぶ諸君は、ドイツ南部に所在するマーズ家の別荘地に、現げん地ち時間における月末の深夜０時までに集まられたし。


──ゲルハルト・フォン・バルシュタイン』






　文章の内容としてはただそれだけ。

　しかしながら、その文面は数多くの言語に翻ほん訳やくされ、ありとあらゆる手段を用いて地球という空間を駆けめぐった。

　とはいえ、何も電波ジャックなどを用いて世界中の人間に見せつけたというわけではない。

『文面』が送られたのは百人前ぜん後ご。

　だが、その多くが全く異なる地域、異なる環境に居きよを構え、華か僑きようや印いん僑きようと違って民族や言語もバラバラ──まさに、なんの共通点も無い者達に送られたものである。

　もっとも、それは人間の社会においてだが。




　文面が送られた面子めんつには、とても大きな共通点が存在した。

　単純にして決定的な共通点──

『吸きゆう血けつ鬼き』

　送られた面めん々めんは、その殆ほとんどが生物としての人間の範はん疇ちゆうを大きく超えており、あまつさえ、この次元の物理法ほう則そくすらをも無視する存在だった。

　更さらに深く共通点を探るとするならば──彼らは吸血鬼を束ねる『組織』の幹かん部ぶとして名を連ねる者達。




　吸血鬼の中でも特に力を持つと言われる『彼ら』の根は、あるいは人間社会に深く根付き、あるいは遙か社会の外側に根を這はい巡らせる。

　早い話が、彼らは何ど処こにでも存在した。

　それこそ──人間と同じように。
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アメリカ　シカゴ某ぼう所しよ




「いい眺ながめだ、そう思わないかね」

　窓の外を向いたまま話す男の声は、低く重く、それでいて透すき通るように室内に響ひびき渡った。




　シカゴに立ち並ぶ摩ま天てん楼ろうの中の一室──

　どうやらかなり上層にあたる部屋のようで、窓の外には天地に星が散らばっている。

　夜空にちりばめられた星々と、地上に散らばる無数の明かり。

　今や街の光の方が優勢となり、夜空の星の輝きの方が色いろ褪あせ始めた街の中──その境きよう界かいとなる場所に位置する部屋の中で、男は尚なおも語り続ける。

「ただ、あのビルが残念だな。ネブラ社の『ミストバベル』。あれが無ければ私のビルがより栄えるのだが……。くッ……だが、いいだろう。金持ち喧けん嘩かせずだ。存在を認めてやろうじゃないか。グループの総そう資本は我々の方が上だし、あそこの五代前の会長には義ぎ理りがあるからな」

　男の視線の先にあるのは、世界的な複ふく合ごう企業体である『ネブラ』の本社ビル。

　街の中でも有数の高さを誇る純白の巨きよ塔とうを見て、男はくつくつと笑いながら片手に持ったワイングラスをくゆらせる。

　彼の立つ部屋の位置から考えて、恐らくこのビルも街の中で屈くつ指しの高さを誇るのだろう。部屋の中に敷かれた絨じゆう毯たんは原色をふんだんに使っていながら下げ品ひんさを感じさせず、どこか宮きゆう殿でんの中の床の一部をそのまま切り抜いたような印いん象しようを与えていた。

　それは何も絨毯に限ったことではなく、広大な部屋の中にはいくつもの小さな円えん卓たくが並べられ、天てん井じようの照明や壁、柱に至るまで、華か美びにして荘そう厳ごんと言える装そう飾しよくが施ほどこされていた。

　まるでバロック時代の貴き族ぞくの屋や敷しきか、最高級のレストランといった造りである。

　いや、実際、そこはとある資し産さん家かの所有する会食場であり、双方とも間違っているとは言い難かった。

　そんな室内の窓際──というよりも、一面が強化ガラスとなっている壁面に立ちながら、男は振り返らぬまま背後の空間に尋たずねかける。

「ま、あのビルの事を差し引いても……夜の光景というのは実に美しい。やはり世界が美しく輝くのは夜。そう思わないかね？」

「……」

　返事は無かった。

　男の背後──八十畳じようほどの広さを誇る部屋の中心には、両手を背中側がわで縛しばり上げられた一人の青年。年は二十代中ちゆう盤ばんだろうか。うっすらと髭ひげの生はえた男は茶色いコートを血の色でまだらに染め上げており、顔面にも自らの血液を広くこびりつかせている。

「さて……改めて聞こうか。何な故ぜ、私の命を狙ねらったりしたのか」

　命を狙った。

　物ぶつ騒そう極まりない単語を口にしながら、男はゆっくりと振り返る。

　鮮やかなブロンドの髪かみをオールバックに纏まとめた男は、自分の命を狙ったという者を前にして、泰たい然ぜん自じ若じやくとした様よう子すで佇たたずんでいた。

　顔立ちを見ると四十手て前まえといった所だが、その所しよ作さは若々しく、一方でもっと上の年ねん齢れいを感じさせる雰ふん囲い気きも醸かもし出している。

　そんな年齢不ふ詳しようの男を前に、深い嫌けん悪おが籠こもった声が浴びせられた。

「……何故、だと？　解わかった上でここに連れてこられたと思ったが」

　ようやく口を開いたコートの男は、憎にくしみや怒りも交えつつ、なによりも嫌悪感を強く表情に滲にじませている。

「ふむ……確かに狙われる覚えなど星の数ほどあるのだが──誤ご解かいを解くために言っておくが、現在このガルダスタンス財ざい閥ばつを取り仕切っているのは私の血けつ族ぞくであって、私には金を湯ゆ水みずのように使える事とコネ以外にはなんら権力は無い。だから、もしも君の会社か何かが我がグループとの競きよう合ごうで潰つぶされたというのなら──」

「とぼけるな！　この吸血鬼が！」




　吸きゆう血けつ鬼き──




　近代的な都市の中心部で放たれたその非ひ科学的な言葉に、やはり金きん髪ぱつの男は表情を変えずに言葉を返した。

「いかにも。私は吸血鬼だが？」

　あっさりと──あまりにもあっさりと答えた男に、コートの男はギリ、と歯を擦すり鳴らす。

「ならば、それで理由は十分だろうが！」

　それこそ悪あく魔まを呪のろうような表情で叫ぶ襲しゆう撃げき者に対し、金髪の吸血鬼は不ふ思し議ぎそうな顔をして考え込み──やはりあっさりと口にした。

「いや、君の言わんとしている事が解わからんので本気で尋たずねるのだが……何な故ぜだね？」

「なっ……」

「君の背後を調べさせたが、少なくともどこかの宗教関かん係けいの人間とは思えん。フリーの吸血鬼ハンターといった所だと思うのだが……私には狙ねらわれる理由が無い。私は別に純じゆん朴ぼくな村むら娘むすめを攫さらったりなどしていないぞ？　いい女が欲しければ金で買える世の中だし、金で買えぬ愛ならば吸血鬼の力を用いて手に入れる事もできはすまい。私は愛も金で買えると思っているほど傲ごう慢まんではない」

　十分に余よ裕ゆうと傲慢に満ちている言葉を吐き出しながら、吸血鬼は改めて尋ねかける。

「もしかして、誰か別の吸血鬼と勘かん違ちがいしていないか？　私のように金髪オールバックの吸血鬼は割と多くいるからな。映画か何かの影えい響きようだろうが……」

「巫ふ山ざ戯けるな！」

　吸血鬼の言葉を遮さえぎり、縛しばられた狩人かりうどが叫び上げた。

「貴き様さまら吸血鬼に『別の』もへったくれもあるか！　吸血鬼であるだけで滅ほろびる理由には十分だろうが！」

「ああ！　なるほど！」

　当の吸血鬼は合が点てんがいったというように大きく頷うなずくと、両手を大おお仰ぎように開きながら首を振り、優ゆう雅がな表情で眼前の男を笑う。

「いやいやいや！　まさか今いま更さらそんな古ふる臭くさい理由で狙われるとは思わなかったよ！　いやあ、そうかそうか！　珍しいものを見た！　ゲルハルトの所にも以前その類たぐいの輩やからが現れたと聞いていたが、これはいい土産みやげ話ができた！」

「……古臭い、だと？」

「吸血鬼がすべからく悪魔の手て先さきだと思うのは古い思し想そうと言わざるをえまい。何かを滅ぼそうとするなら、それについてもっと学んでからにすべきだぞ？　今時、吸血鬼だから皆みな殺ごろしにしようなどと思うのはナンセンスだ。もっとも、いくつかの宗しゆう派はは我々の事をよく理解した上で正せい々せい堂どう々どうと『でも死ね』と滅ほろぼしに来たりするのだがね」

　肩を竦すくめながら語る吸きゆう血けつ鬼きは、そのまま部屋の更さらに背後を見渡し──告げる。

「で、どうだったかな？　吸血鬼ではない、ただの人間達に行く手を阻はばまれた感想は」

「……悪あく魔まに魂たましいを売り渡した奴やつらが、こんなに大おお勢ぜいいるとは思わなかったよ」

　怨えん嗟さに満ちた皮ひ肉にくを紡つむぎながら、狩人かりうどの男はゆっくりと背後に意識を向ける。

　現在の時点でフロアにいたのは、その二人だけではなかった。

　縛しばられた男の後ろには、数十人と思おぼしき軍用ジャケットの男達が整せい列れつしている。

　この室内だけではない、この階かい層そうの通路やビルの要よう所しよにも、ジャケットの代わりに警けい備び員の服を纏まとった『私し兵へい』が配置されている。

　彼らは一切の無言を貫つらぬき通しており、その表情から真しん意いは窺うかがえない。

　だが、そんな傭よう兵へい達の内心を代だい弁べんするように、吸血鬼は嘲あざけるように言葉を紡ぐ。

「悪魔？　魂？　そこが古いと言っているのだよ。私は彼らに労働を要求し、代だい償しようとして賃ちん金ぎんを払っているだけだ。私が吸血鬼だという口くち止どめ料も込みでね。永遠の命よりも今いま使える金が欲しいという輩やからは山ほどいる」

「……」

「いやいや、君のような古こ風ふうなハンターと話せて楽しかったよ。あとはまあ、裁判所で白しら木きの杭くいという凶きよう器きを持ち歩いていた理由をどう説明するかゆっくりと考えたまえ」

　そのまま興きよう味みを失ったとでも言うかのように立ち去ろうとする吸血鬼に、コート姿の狩人は眉まゆを顰ひそめながら尋たずねかけた。

「……殺さないのか？」

「理由が無い。一つ忠ちゆう告こくしておくとすれば、君は吸血鬼としての私を恐れるよりも、資本家としての私を恐れるべきだろう。君の罪ざい状じようをでっち上げて永遠に刑けい務む所しよ暮らしをさせることも可能だという事を忘れない方がいい」

　淡たん々たんとした調子で傲ごう慢まんに語り、自じ嘲ちよう気ぎ味みの笑顔を浮かべて言葉を終える。

「畏い怖ふすべきは吸血鬼ではない、金の力だ」

　吸血鬼がそのまま男の横を過ぎ去ろうとした刹せつ那な──

「そうか……」

　狩人は、ニイ、と狡こう猾かつな笑みを浮かべる。

「なら死ね」

　気付けば、男の拘こう束そくがいつの間にか解かれていた。

　勢いよく跳ねあがり、弾だん丸がんのような勢いで吸血鬼へと向かう狩人。

　その手には、どこから取り出したのだろうか、細く削けずられた白木の『鍼はり』が握られている。

「!?」

　手近にいた私し兵へいの一人が反応を見せるよりも早く──

　金きん髪ぱつの吸きゆう血けつ鬼きが狩人かりうどに振り返るよりも速く──

　自らが床を蹴けった音よりも疾はやく──

　狩人は、それこそ人間を超ちよう越えつしたような動きで金髪の吸血鬼を仕し留とめんと腕を伸ばす。

　──伸ばす


　　　　　伸ばす　伸ばす




　　　　　　　　伸ばす　伸ばす　伸ばす



　吸血鬼の話など耳に入れる事もなく、ただ、滅ほろぼすという事に特とつ化かして研とぎ澄すまされた使命感の塊かたまり。

　彼の持つ信しん念ねんと深しん淵えんの全てを込めた一ひと突つきが、まさしく銃じゆう弾だんの如ごとき勢いで繰り出されたのだが──

　その猛もう執しつが、相手の心しん臓ぞうに届く事は無かった。

「なっ……」

　目を見開く男の右手の先に現れ、白しら木きの鍼はりを受け止めたのは──男自じ身しんも実によく見慣れている物体。

　紙。

　彼の乾けん坤こん一いつ擲てきの一いち撃げきを受け止めたのは、大量の百ドル紙し幣へいだった。

　一体どこから現れたのだろうか。

　数百枚、数千枚、もしかしたら万に届くかもしれぬ程ほどの圧倒的な『財ざい』の群。

　価か値ちに直せば膨ぼう大だいな額になろうという紙幣が、まるで自らの意い思しを持っているかのように──舞い、蠢うごめき、絡み合い──瞬しゆん時じにして紙の盾たてとなって、狩人の一ひと刺さしを受け止めたのだ。

　本当に弾だん丸がんだったのならば、あるいはその資本主義の象しよう徴ちようを貫つらぬく事ができたかもしれない。しかし、その紙の盾の裏側には、更さらに無数の硬こう貨かが金属の壁を築き、裏側から紙幣の束を押さえつけている。

　そんな完かん璧ぺきな『資本の壁』の裏側から、吸血鬼は狩人に憐あわれみを込めた言葉を紡つむぐ。

「見事な動きだ。人間にしては中々やる」

　吸血鬼は壁の奥で先せん刻こくの狩人と同じように、ニイ、と笑い──

「チップだ、とっておきたまえ」

　次の瞬しゆん間かん、その紙幣が狩人の体へと一いつ斉せいに襲おそいかかり、その四し肢しの自由を完全に奪い去った。

　そして、吸血鬼は懐ふところに手を伸ばし、財さい布ふから貨か幣へいを一枚取り出すと、それを指で弾はじき飛ばす。

　何気ない所しよ作さだったが──弾く瞬間、その指の動きを捉とらえられた者は皆かい無むだった。

　風を切る音が聞こえた時には、既すでに全てが終わっている。

「……」

　声の無い呻うめき声と共に、狩人の男は白しろ目めを剝むいて昏こん倒とうした。

　彼の胸部には、高速で弾はじかれたコインがめり込んでいる。

　既すでに意識の無い男に対し、金きん髪ぱつの吸きゆう血けつ鬼きは爽さわやかに微笑ほほえみながら襟えりを正し、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度で締めとなる言葉を投げかけた。




「見たかね？　これが資本主義というものだ」
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　自分を狩りに来た男が警察へと引きずられていった後、吸血鬼──ルード・ガルダスタンスは、廊下に待機させていた秘書の女性を従えてエレベーターへと乗り込んだ。

　もはや狩人かりうどの事など過去のものだというように、ルードは素そ知しらぬ顔で秘書に問いかける。

「さて、何か変わった事はあるかね？」

「はい、ゲルハルト様から『会議』の招しよう集しゆうがかかっております」

　報告と共に、秘書はＰＤＡを開きながらそっとルードへと差し出した。

　そこに送られてきたメールの本文を読み、つい先せん刻こくまで悠ゆう揚ようたる態度だった吸血鬼が、困ったように眉まゆを顰ひそめる。

「月末か……この時期は何か予定があったかな？」

「はい、シュトルム上院議ぎ員いんとの会食や、客人を多数招まねいた『夜や会かい』があります」

　秘書の言葉を聞いて、ルードは『ああ！』と安あん堵どの息を吐き、笑いながらそのＰＤＡを閉じて彼女へと返す。

「それなら問題はない、全てキャンセルしたまえ。『夜会』とはいえ集まるのは全て人間だ。ゲルハルトからの誘いを断ってまで行う理由もない」

「宜よろしいのですか？」

「構わん。どうせ永遠の命を求めて金を貢みついでくるだけの連れん中ちゆうだ。それならば『組織』の会合に顔を出す方が有ゆう意い義ぎだろう」

「それ程ほどまでに重要な会議とも思えませんが……メールには『手の空あいている者』との前置きが御ご座ざいますし」

　念を押すように尋たずねる秘書に、ルードはエレベーターの天てん井じようを見上げて驕きよう慢まんな笑みを浮かべつつ、その笑いに見合った尊そん大だいな言葉を紡つむぎ出した。

「私は、言われるまでもなく金を持っている。他の誰よりも、誰よりもな」

「自じ慢まんですか？」

　無表情のまま言葉を返す秘書の言葉を黙もく殺さつし、ルードは僅わずかに表情を柔らかくし、呟つぶやく。

「だからこそ──金で買えぬ物のありがたみを知っているつもりだ」




「つまり、我々吸きゆう血けつ鬼きにとっては、『組織』がそれにあたるのさ」
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　ルードがメッセージを受け取ったのと同じように──

　世界の各地で、多くの吸血鬼達たちがそのメッセージを受け取った。

　メール、手紙、電話、モールス信号、狼煙のろし、テレパシー。

　ありとあらゆる手段を用いて、ありとあらゆる場所にいる吸血鬼達がその招しよう集しゆうを知る。




　ある者は、東とう欧おうの古こ城じようで。

　ある者は、神社の境けい内だいで。

　ある者は、街の交差点で。

　ある者は、自宅のパソコンの前で。

　ある者は、海の上で。

　ある者は、海の中で。

　ある者は、洞どう窟くつの奥深くで。

　ある者は、廃はい屋おくの中の巨大な蜘く蛛もの巣の上で。

　ある者は、ペットショップで。

　ある者は、ゲームセンターで。

　ある者は、紛ふん争そう地域の最さい前ぜん線せんで。

　ある者は、ゆりかごの中で。

　ある者は、墓の下で。

　ある者は、電子空間で。

　ある者は、空の彼方かなたで。




　ある者は、吸血の最さい中ちゆうに。

　ある者は、蚊かに血を吸われている最中に。

　ある者は、カジノで一億ドルを賭かけている大おお勝負の最中に。

　ある者は、人間の女性を抱いている時に。

　ある者は、真しん犯人の推理中に。

　ある者は、自分の体の修理中に。

　ある者は、教会で懺悔ざんげをしている最中に。

　ある者は、胃い薬ぐすりを飲んでいる最中に。

　ある者は、ビーチで日焼けの最中に。

　ある者は、爆ばく弾だん処理をしている最さい中ちゆうに。

　ある者は、電でん柱ちゆうにマーキングをしている最中に。

　ある者は、虫むし歯ばの治ち療りよう中に。

　ある者は、ハンターに殺されかけている最中に。

　ある者は、殺されそうになっている仲間を助けようとしている最中に。

　ある者は、ハンターのフリをして仲間を脅おどかしている最中に。




　千せん差さ万ばん別べつの時間と場所、状況の中で──彼らは確かにそのメッセージを受け取った。

　ゲルハルトという人物からの突然の招しよう集しゆうに、誰も彼もが止まった心しん臓ぞうを躍らせながら。
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　そして──全ぜん米べいでも十指に入る複ふく合ごう企業『ガルダスタンス・グループ』の前ぜん会長である男は、自由になった立場と資産を惜しみなく利用する。

「マーズ家の領りよう地ちか。あそこには確かヘリポートがあったな」

「はい。来らい客きやく用のものが八カ所に存在しているかと」

「……そうか」

　暫しばし考え込んだ男は、真剣な表情で秘書に目を向け、相手の心を確かめるように問いかける。

「軍用ヘリを一機買かって、ペイント弾だんを乱らん射しやしながら登場する……というプランをどう思う？」

「資金はありますが、私の心の余よ裕ゆうが無いので自じ重ちようしていただけると助かります」

　感情を消し去った声で答える秘書。

　そのコメカミが僅わずかにひくついているのを見て、吸きゆう血けつ鬼きの中で誰よりも金を持っている男は冷や汗をかきながら目を逸そらし、『会議』に持ち込む土産みやげについて一人思し案あんを巡らせた。





†






ドイツ北部　グローワース島　某ぼう民みん家かの一室




「お金が無い……」

　自らの預金通つう帳ちようと財さい布ふの中身を交互に見比べながら、少年は絶望的な表情で呟つぶやいた。

「あああ、どうしたもんかなあ。これじゃフェレットにプレゼントを買う事すらできやしない」

　少年の名はミヒャエル・ディートリッヒ。

　ドイツの片かた田舎いなかに住む、これといった特とく徴ちようの無い青年だ。

　もっとも、年ねん齢れい的にはまだ少年と言っても通用する区分であり、彼の纏まとう無む邪じや気きな雰ふん囲い気きはどこか子供っぽい印いん象しようを周囲に振りまいている。

　ドイツに複ふく数すう存在する義ぎ務む教育形けい態たいのなかで、職業訓くん練れんの段階に入ろうかという年とし頃ごろだったのだが──グローワース島の場合は少々特とく殊しゆな事情があり、ミヒャエルは特別に、島内の観光ビジネスに纏まつわる各かく施設などについて職業訓練を行っている。

　職業訓練が終わったらすぐに兵へい役えきの義務があったりと、色々と忙しい青春時代は続くのだが──少なくとも、現在の時点でミヒャエルの中にある未来像ぞうは『絵え本ほん作家になって愛いとしいあの子と家庭を築く』という、まさに現実を見ていない『夢』があるだけだった。

　そもそも、その『愛しい彼女』に振り向かれていない上に、仮に振り向かれたとしても色々な障しよう壁へきが存在するのだが──

　彼はそんな障壁など欠片かけらも気にする事はなく、単に目の前の『彼女にプレゼントを買う金が無い』という事実に落ち込んでいた。

　プレゼントはお金じゃない、との考えも頭を過よぎるのだが、現在事じ情じようがあって手作りの物を作るには少々時間が掛かりそうな状況であった。その上、既すでに彼はラブレターというお金の掛からないプレゼントを過去に百ひやく通つう以上贈おくっている。破かれても、捨てられても。

　相手がその気ならばストーカーとして訴えられていてもおかしくない所だが、幸いな事に、相手には警察に駆け込めない理由がある。

　それはすなわち、先せん述じゆつの障壁とも関係があるのだが────

　彼の愛する少女は、身分も立場も違いすぎる存在だった。

　自分はただの一般人。

　相手は島内に聳そびえる『城』に住まう貴き族ぞくの少女。

　自分は人間。

　そして──彼女は吸きゆう血けつ鬼き。




　フェレット・フォン・バルシュタイン。

　ミヒャエルはかつて、その吸血鬼の少女に恋をした。

　そして、現在も恋をし続けている。

　しかし、彼の道には苦く難なんばかりが襲おそいかかる。

　愛の言葉を囁ささやく度たびに殴なぐられる。

　ラブレターは捨てられる。

　両親には反対される。

　その両親が、吸血鬼である彼女を狩かる為ためにハンターを雇やとう。




　彼女を襲ってきた別のハンターに杭くいで貫つらぬかれ──一時とはいえ、重体に陥おちいる。




　しかし、それでも少年は恋を諦あきらめなかった。

　自分の恋心を貫つらぬく為ために、最近元げん気きの無い彼女にプレゼントをしようと思い立ったのだが──哀かなしきかな、今の彼は限りなく財力がゼロに近い状態だった。

「アルバイトかあ……」

　ドイツではアルバイトにも税金がかかり、失業者も決して少なくないので採用される確かく率りつは高いとは言い切れない。

　実際、ミヒャエルも何ヶ所か面接を受けようとしたのだが──とある事情により、彼は中々自分の望むアルバイト先を見つける事ができずにいた。

「まあ、でも大だい丈じよう夫ぶだよね！　フェレットへの愛があればなんとかなるさ！　……そうだ、そういえば前、『博士』が実験体を募ぼ集しゆうしてるとか聞いたことあるけど……あれって、人間でもいいのかな！」

　ミヒャエルは左手でポンと膝ひざを叩たたき、椅い子すから立ち上がるや否や玄げん関かんへと駆けだした。

　その先で誰と出会い、どんな数すう奇きな運命が待ち受けているのかも知らずに。




　もっとも、知っていた所で彼が足を止める事は無いのだが。





†






数日後　ドイツ　グローワース島　バルシュタイン城




　グローワース島は、ヨーロッパ北方のドイツ領りよう海かいに浮かぶ大きな島だ。

　ドイツ領りよう内ないの島々の中でも有ゆう数すうの広さを誇り、観光地としての発展を見せながら、日本やアメリカ、オーストラリアなどの地方都市と姉し妹まい都市化する動きが盛んとなっている。

　島内はノイルベルク市を始めとした幾いくつかの町に分かれ、中世風ふうの町並みを思わせる街道もあれば、近代的なビルが立ち並ぶ官庁・ホテル街も存在する。近代的といっても高こう層そう建築は皆無であり、市し庁ちよう舎しやを除けば、せいぜい五階建てのホテルがいいところだ。それでもシーズン中は宿がいっぱいになり、街道沿ぞいにある古い建物をそのまま利用したホテル等も人気のスポットの一つとなっている。近年では島の祭りの盛せい況きようで観光客が増えた事に伴い、大型ホテルの開発なども議題として持ち上がり始め、島内は賛さん否ぴに分かれて揺れている状態だ。

　島の中央には、落らく葉よう樹じゆが多く分布する低い山々が連なっており──南側の山の頂上付ふ近きんには、大きな中世風の城が存在している。それこそが、この島のシンボルにして観光名めい所しよである、バルシュタイン城だ。

　荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを纏まといながらも、その景けい観かんは緑の生おい茂る山と見事に調和しており、観光客の多くは、自分が物語の中に入ったような錯さつ覚かくの中で陶とう酔すい感かんを覚える事だろう。

　バルシュタイン城は島とう内ない出身の芸術家である『カルナルド・シュトラスブルク』の残した芸術品なども多く存在する事から、歴史的資し産さんが多く残る島内でも最大の観光名めい所しよとして知られている。

　だが──人々の多くは知らない。

　その城の奥おく深く。

　観光用に公開されている場所とは別に、現在も機能している居きよ住じゆう空間があるという事を。

　ただし、そこに住むのは人ではない。

　高こう貴きさと優ゆう雅がさを微み塵じんも失わせていない城に住まうのは、夜の帳とばりの内側にて死にながら生き続ける、島の影の領りよう主しゆ──




　レリック・フォン・バルシュタインと呼ばれる吸きゆう血けつ鬼きを始めとした、闇やみの眷けん属ぞくと呼ばれる者達だった。




　そして、その闇の眷属にして領主たる吸血鬼は────

　妹に詰きつ問もんされて、泣きそうな顔になっていた。





†






夜　バルシュタイン城　大だい食堂




「お兄にい様！　一いつ体たい何度言いえば解わかるのですか！」

　怒ど気きを籠こもらせながらも凜りんと響ひびく声に、一人の少年がビクリと体を震わせる。

「だからそう怒るなってば、フェレット。お皿さらを落とす所だったろ？」

「怒らせるような事をするからです！　この城の主あるじにしてグローワースの領主たるお兄様が、何な故ぜ自分の使った食器を自分で洗い場まで運ぼうとするのですか！」

　怒ど鳴なるフェレットを前に、その双ふた子ごの兄である少年──レリックは、ばつの悪そうな顔をして溜ため息いきをつく。

　時間は深夜の一時。

　彼らは吸血鬼ではあるものの、血だけしか食する事ができないというワケではない。吸血鬼によってはそうした性質を持つ者もいるが、少なくとも彼らに関しては通常の食事を愉たのしむ事も可能なようだ。

　彼らの周りには緑色の服を纏まとったメイドが数人控ひかえ、二人のやりとりを微笑ほほえましい表情で眺ながめている。そんなメイド達の表情など目に入っていないのか、フェレットは怒りの矛ほこ先さきをストレートに兄にだけ向けている。

「いや、だって自分で持って行った方が早いし……」

「効率の問題ではありません！　いいですか！　お兄にい様はもっと貴き族ぞくとしての自覚という物を持って下さい！　庶しよ民みんには庶民の、貴族には貴族の領りよう分ぶんがあります！　その区分を曖あい昧まいにしてはならないと言っているのです！」

　少女は黒くろ一色でありながら、デザインによって華か美びな一品となっているドレスを纏まとっており、その服装だけでどこか普通の人間達、あるいは浮き世そのものから乖かい離りしたような印いん象しようを与えていた。

　一方で、街の若者が普通に着て歩く意い匠しようの服を纏っている少年は、妹が放つものとは全く正反対の空気を靡なびかせつつ言葉を返す。

「前にもこんなやりとりをしたような気がするけど、そりゃ確かに僕は父とうさんからこの島を受け継いだわけだけどさ……だからって、そんな厳きびしくすることも……」

「くぅ……！」

　のらりくらりと言葉を紡つむぐ兄を前に、フェレットはその矛先を周囲にいるメイド達へと向け直した。ただし、どこか遠えん慮りよがあるのか、兄に対するよりも幾いく分ぶんトゲを顰ひそめていたのだが。

「あ、貴女あなた達もなんですか！　城じよう主しゆたる兄が食器を運ぶのを何な故ぜ止めようとしないのです！」

「恐れながら……」

　フェレットの詰きつ問もんに対し、緑色のメイドの一人が、スカートの裾すそを両手で広げながら恭うやうやしく御辞儀カーテシーをしてみせる。

「レリック様は現在の城主であり、私どもの最上たる主あるじで御ご座ざいます。私どもも一度は進しん言げんさせて頂きましたが、笑顔で『自分で運ぶのが好きだ』と仰おつしやられましたので、そのお望みに従うまでに御座います」

「……」

　貴族の上下関係について話をしていた以上、フェレットはその返しに口ごもらざるを得ない。それを好こう機きと見たのか、レリックは安あん堵どの息を漏らしながら言葉を紡つむぐ。

「そうだよフェレット、メイドさん達を責めるのは筋すじ違ちがいじゃないかな」

「お、お兄様！」

　だが──レリックにとって誤ご算さんだったのは、メイド達はフェレットの事も同じく主として慕したっていたという事だ。フェレットの問いに答えたメイドが、しずしずと二人の間に立ち、レリックに対して再び深い一いち礼れいをしてみせる。

「恐れながら、再さい度ど進言させて頂ければ……」

「えっ？」

「食器運びのような些さ事じは、私どもに与えられ、また自らが納なつ得とくして従事している事です。ですから、確固たる信しん念ねんや愉ゆ楽らくからの行動ではないのでしたら、どうか私どもから仕事を奪わないで頂けると助かります」

「……」

　今度はレリックが口ごもる事となり、メイドと妹に暫しばらく交互に視線を送った後──今度は諦あきらめたような溜ため息いきを吐き出しながら、ゆっくりと食器をテーブルの上に戻した。

「すいませんでした、貴女あなた達の主人としてまだまだ至らないみたいです」

　皮ひ肉にくの込められていない純じゆん真しんな謝しや罪ざいに、メイド達は一いつ斉せいに頭を垂れる。

　そして──フェレットの横に立ったメイドが、姿勢を戻しながらそっと彼女に耳みみ打うちする。

「レリック様を諭さとす時は、感情的にならない方が宜よろしいですよ」

「……っ！」

「例え正論でも、感情論として軽く見られる事になりかねません」

「……肝きもに銘めいじておきますわ」

　兄と同じような溜息を吐きながら答えたフェレットに、メイドはクスリと微笑を浮かべながら、貴き族ぞくの臣しん下かとしては幾いく分ぶん礼を欠いた言葉を口にした。

「一つ貸しですよ、御お嬢じよう様」

「う……」

　本来ならば無ぶ礼れいなと怒るところなのだが、自分達が幼い頃から母親のように面めん倒どうを見てきてくれたメイド達には今ひとつ強く出る事ができない。それ以前に、フェレットは確かに今のやり取りに関して『借りを作った』という負い目を感じており、それが直接メイドの口から吐き出される事で、逆に気分が楽になったのだ。

　フェレットは、養よう父ふであり先せん代だいの城じよう主しゆであるゲルハルトも彼女達には頭があがらなかった事を思い出し、目の前にいるメイド達の強したたかさを思い知った。

「では、食後の紅茶をお淹いれしますね」

　メイドの一人がそう言うと、テキパキとしながらも優ゆう雅がな動きでテーブルの上を整えていく。その様よう子すに目を向けた一いつ瞬しゆんの隙すきに、既すでにレリックがテーブルに戻した食器が消えており──典てん雅がなテーブルクロスに彩いろどられた長い食卓の上からは、すっかり食事の時間の残ざん滓しを消し去り、休息の一時たる空気を作り出していた。

「そ、それじゃあ、頂きます」

　──いつ見ても、手て際ぎわが良すぎて圧倒されるなあ。

　毎日のように見慣れた光景だが、未だに彼女達の手際には感心せざるを得ない。

　そして、そうした光景を見る度たびにレリックの頭には疑問が過よぎる。

　──本当に、僕なんかがこの人達の主人って名乗っていいのかなあ。

　メイド達だけではない。

　この島には多くの吸きゆう血けつ鬼きや人じん狼ろうを始めとした『異い形ぎよう』が存在しており、彼らは基本的にこのバルシュタイン城の庇ひ護ごの元に人間と共に、あるいは人間とは異なる環境でそれぞれの生活を送っていた。

　バルシュタインの城じよう主しゆになるという事は、島に住む人間の社会からすれば殆ほとんど意味を持つ事は無いだろう。だが、自分達のような、『人間から見た異い形ぎよう』の者達の間では非常に重要な意味を持つ。

　自分には果たしてそれだけの器うつわがあるのかどうか。

　未だに迷い続けているが、引き受けた以上はその迷いを弱さに変えるわけにはいかない。

　レリックはそのような自分自身の立場とも向き合いながら──

　一方で、妹の事にも少しだけ気に掛かる事があった。

「なあ、フェレット」

「何ですか、お兄にい様」

　さっきの今という事もあり、どこかツンと澄すましこんだ態度で返事をするフェレット。

　しかし、その態度は次のレリックの一言で一いつ変ぺんする事となった。

「たまには、ミヒャエルと何ど処こかに遊びに行ってきたら？」

「なっ……！」

　貴き族ぞくたらんと張り詰めていた緊きん張ちよう感が一気に薄れ、一いつ瞬しゆんだけ年相そう応おうの少女の顔となって口をパクパクと蠢うごめかせる。

　だが、それもすぐに終わり、フェレットは奥おく歯ばを嚙かみしめながら動どう揺ようする心を強制的に抑えつけ、兄に対して熱さと冷たさを同居させた視線を押しつけた。

「……お兄様は、どうやら先ほどからの私の話を一いつ切さい聞いていなかったようですね」

「聞いたからこそ、言ってるんだよ」

　レリックは、表情を引き締めながら言葉を続ける。

　やや真剣みを帯びた兄の声に、フェレットは暫しばし反論する事を躊躇ためらった。

「最近のフェレットは、どこか無理してるだろう？」

「……何を……仰おつしやっているんですか？　私は別に……」

「誰の得にもならない噓うそはやめようよ」

「……」

　完全に押し黙った妹を見て、レリックは手にした紅茶のカップをテーブルから持ち上げぬまま、少しだけ寂さびしそうな目をして告げる。

「見てて解わかるよ。フェレット……前はなんだかんだ言ってもミヒャエルの話に付き合ってたけどさ、最近は会おうとすらしてないじゃないか」

「別に私は……」

「ミヒャエルの怪け我がの事に、フェレットが責任を感じる必要は無いって言ったろう？」

「──────」

　兄の言葉に黒いドレスの少女は完全に沈ちん黙もくし、そのままゆっくりと立ち上がる。

　そして、ミヒャエルという少年についての想いが自分でも整理できぬまま、ただ兄への反論だけを口にした。

「……理解はできても、納なつ得とくできなければ意味がありません」

　フェレットは目を伏せたまま淡たん々たんと呟つぶやき、そのまま食卓に背を向ける。

「……申し訳ありません、気分が優れませんので、今日はもう休みます」

「あ、フェレット！」

　レリックが慌あわてて声を掛けるが、その足が止まる事は無く、足音を鋭く城じよう内ないに響ひびかせながら、少女は闇やみの中に姿を消した。




「……まずかったと思いますか？」

　足音の木霊こだまも夜の中に消え入り、暫しばしの静せい寂じやくを感じた後──レリックは、側そばにいたメイドの一人に尋たずねかける。

　メイドは恭うやうやしく傅かしずきながら、それでいて相手を諭さとすように言葉を紡つむぐ。

「ハッキリ言わせて頂ければ、レリック様はハッキリと言い過ぎです。男女の仲というものは時間が解決する事も多々あります。ミヒャエル様の怪け我がと同じように、フェレット御お嬢じよう様のお心が癒いやされるには相そう応おうの時間がかかる事でしょう」

「……時間、か。そうは言うけど……僕たちの感覚で時間が解決するまで待っても……」

　レリックの心の中にあるのは、自分達と人間達との差だ。

　心に差はないと感じつつも、どうしても肉体的な差という物は出る。

　フェレットに関しては、日光や流りゆう水すいに対する耐たい性せいもあり、それこそ回かい復ふく力を除けば全く人間と同じように生活できるのだが──『時間』というどうしようもない差があるのも確かだ。

　数百年、あるいは永遠という単位で生きる自分達と同じ時間の感覚で物事を計っては、ミヒャエルの心を時間の影の中に置き去りにしてしまいかねない。

　レリックはそう思ったのだが、メイドは更さらに言葉を返す。

「心が疲ひ弊へいしていらっしゃるのは、フェレット様だけではないようですね」

「えっ？」

「何も、10年や20年の時間が解決すると申しているわけではございません。長くても１年、２年といった単位での話で御ご座ざいましょう」

「で、でも、人間の１年や２年って言ったら相当な時間じゃないんですか？」

　不安げに尋ねる城じよう主しゆに対し、眼鏡めがねをかけた別のメイドが柔にゆう和わに微笑ほほえみながら言葉を紡ぐ。

「それこそ、今のレリック様は理り屈くつで語られているだけです。時の感覚が人間と異なる、などというのは実際に50年、１００年、２００年と生きた後に実感するものです。レリック様はまだ人間と同じ時を歩んでいると言っても良いのですよ」

「で、でも……」

「レリック様、私どもも随ずい分ぶんと長くあのミヒャエルという少年と挨あい拶さつを交わしておりますが……あの御お方かたが、その程度の時間でフェレット様への想いを廃すたれさせるとは思えません」

　更さらに別の場所にいたショートヘアのメイドが、クスクスと笑いながら後に続く。

「彼と仲の良いレリック様が、それを知らないとは言わせませんよ」

「……」

　言葉を失う城じよう主しゆに対し、最初に会話をしていたメイドがレリックのカップに紅茶を注そそいだ後、静かに頭を下げながら囁ささやいた。

「ですが……レリック様のフェレット様を労いたわろうとする御お心こころは素晴らしい物かと存じます」

「……かなわないなあ」

　何かに負けたような気分になりつつ、それでいて悔くやしさも無いまま、レリックはゆっくりと注がれた紅茶に口をつける。

　そして、その透すき通るような味わいに満足しながら、メイド達に対して微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます、僕も、色々あって考えすぎてたみたいです」

「いえ、差し出がましい事を申し上げました。ご無ぶ礼れいをお許し下さい」

　再度一いち礼れいをしてみせるメイドの姿は実に可か憐れんだと感じ、レリックは目の前の吸きゆう血けつ鬼き達が自分よりも長い時を生きているのだと改めて実感した。

　そして──

　メイド達に続けざまに感かん服ぷくしながら、ふと疑問に思った事を口にする。

「でも……貴女あなた達は、もう何年ぐらい生きているんですか？」

　無む邪じや気きな問いかけに対し、メイド達は揃そろって笑いながら窘たしなめるような一言を。




「レディに年ねん齢れいを尋たずねるものではございませんよ、城主様」
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フェレットの自室




「……最低ですね、私……」

　自分の部屋の中に戻り、ベッドの上に腰を下ろしながら自分を責める言葉を紡つむぐフェレット。

「自分の苛いら立だちを、よりにもよってお兄にい様に向けるなんて……」

　天てん蓋がい付きの典てん雅がな寝具を始めとして、部屋の中は如い何かにも貴き族ぞくの寝室といった感を醸かもし出している。それでいて、部屋の隅すみにある読書や勉学に用いる机が違い和わ感かんを放っていたが、その机すらも、通常の家庭に置かれる物の平均よりは高級な代しろ物ものだった。

　普段はそんな室内に見合う優ゆう美びさと気け高だかさを演じているフェレットだったが、今の彼女は部屋の中に閉じこめられた小鳥のように縮こまっている。




　思い出すのは、半年前。

　島が誇るイベントである『カルナル祭』の当日──

　ミヒャエルは自分に襲おそいかかったハンターの攻撃に巻き込まれ、大おお怪け我がを負った。

　少なからず責任を感じ続けていたフェレットだったが、数ヶ月後にリハビリも終えて無事に退院すると聞いた時は本当に嬉うれしかった。

　だが──彼を巻き込んでしまったという『負い目』は、いくらミヒャエル自身が気にしていないとはいえ、彼女自じ身しんの心に小さなトゲを植え付けた。

　後頭部と鳩尾みぞおちに散さん在ざいして突き刺さっているかのような感覚。

　その感覚は、ことある事にフェレットの感情を締めあげる。

　退院から一週間後、彼は妹のヒルダと城にやってきたのだが──いつもの大だい食堂でメイド達による紅茶が振る舞われた際──

　ミヒャエルがいつもの癖くせなのか、利き腕である右手をカップに伸ばした。

　だが、彼は途中でその腕を引っ込め、左手でカップを持ち上げた。

　ただ、それだけの事。

　ミヒャエルもこれといって感情を動かした様よう子すはなく、紅茶を飲んで無む邪じや気きに『美お味いしいです！』とメイド達に賞しよう賛さんの声を上げている。

　だが、その何気ない一いつ瞬しゆんの光景は、フェレットの時間を凍り付かせ、彼女の心を深く鋭く抉えぐり抜いた。




　──『彼の腕は動きます。ですが、リハビリを続けても指先を動かす事は難しいでしょうね』

　それが、フェレットが医者から聞いた事実。

　聞いた瞬しゆん間かん、彼女は深い悲しみに囚とらわれた。

　だが、そんな状況でも自分に笑顔を向けるミヒャエルを見て、その悲しみから救われた思いがしていた。

　実際に、彼の手が動かないという事実を見るまでは。

　百ひやく聞ぶんは一見にしかず。

　例え百の納なつ得とくを事前に用意し、堅けん牢ろうな石いし垣がきを築こうと、現実の光景というハンマーは強烈な一いち撃げきで本ほん丸まるごと叩たたきつぶす。

　フェレットは気持ちの整理がつかぬままに、ただミヒャエルの身に降りかかった『人じん災さい』の記き憶おくが頭の中で繰り返された。

　絶対に勝てぬ相手に、自分を殺しかねない相手に、ミヒャエルは人間の身で、人間であるからこそその『災い』に立ち向かう。

　何度も、何度も。

　何度も何度も何度も何度も何度も。

　彼の事をいつも冷たくあしらっていた、自分を助ける為ために。

　頭の中に何重にも記き憶おくが蘇よみがえり、フェレットはかけるべき言葉を失った。




　そして──

　自らの怪け我がの状況を知りながら、それでも気き丈じように振る舞うミヒャエルとの間に、初めて『距離』を感じた。

　感じてしまった。

　人間と吸きゆう血けつ鬼き。

　この間にある壁が、思いもしなかった方向からフェレットに立ち塞ふさがる。

　人間との体の違い。

　治らない怪我があるという事実。

　無む論ろん、吸血鬼といえども多くの弱点はある。銀で攻撃された傷に関して一切の再生が無くなる吸血鬼も数多く存在し、灰となれば復活は困難。だが、それを言うならば人間も心しん臓ぞうに杭くいを刺せば死ぬし、日光ではなく、火によって灰になっても死ぬ。

　だが、それでも吸血鬼は人間と比べれば遙かに頑がん丈じようであり、ましてやフェレットはそうした弱点が全く存在しない『特とく異い体質』である。吸血鬼としての能力が殆ほとんど使えないという代だい償しようがあるものの、彼女はある意味で普通の吸血鬼以い上じように『永続性』という観点において人間と乖かい離りしている存在であると言えた。

　だからこそ──彼女は今、恐怖を感じている。

　自分の中にあるミヒャエルへの感情に気付き始めた事によって生じる恐怖。

　自分と相手が、あまりにも違う存在なのではないかという単純な疑ぎ念ねんが、彼女の中の罪ざい悪あく感を執しつ拗ようなまでに焚たき付ける。

　人間と吸血鬼の恋。

　当のミヒャエルは一番最さい初しよに、しかも軽々と乗り越えた壁。

　その壁が、今はフェレットの前に難なん攻こう不ふ落らくの要じよう塞さいとなって立ち塞がる。

　思いもしなかった。

　自分が兄あに以外の誰かと同じ時間を歩みたいと思うなど。

　そして、それができないという事実と向き合う事になろうとは。

　彼女に吸血能のう力りよくは存在するものの、嚙かんだ人間を吸血鬼へと転てん化かさせる『繁はん殖しよく』の力は皆かい無むに等しい。

　例の事件の際、一度ミヒャエルを救う為ために『繁殖』を試みた事によって実じつ証しようされている事実。

　そもそも──

　──私は……ミヒャエルにどうして欲しいんだろう……？

　兄のレリックならば、ミヒャエルを吸きゆう血けつ鬼きに転てん化かさせることは可能だろう。

　ミヒャエル自身も、フェレットが望めば喜んで人間を捨てるだろう。

　だが、自分のエゴで人間を吸血鬼に変えるなどという事が許されるのだろうか？

　今まで考えもしなかった困こん惑わくと自分自身への疑ぎ念ねんが湧わき上がる。




　そして、兄にそんな心情を見み抜ぬかれ、更さらなる自じ虐ぎやくの溝みぞへと嵌はまるフェレットだったが……そんな彼女の心に浮かぶのは、現在の状況から更に矛む盾じゆんした願い。

　──……会いたい。

　自分を悩ませ、表おもて向むきは冷たくあしらっている少年。

　彼に会えば、ますます自分の傷は深まるだろう。

　一方で、彼の声がその傷を癒いやすような気もする。

　──……。

　矛盾した感情に悩んでいると、ふと、別の不安が頭を過よぎる。




　ここ数日、ミヒャエルからの連絡が無い。

　今までは、一日と置かずに城を訪ねて来てはフェレットに会おうとしていた少年が、ここ数日は全く連絡を寄よ越こさないのだ。

　──もしかして……私の方が嫌われたのかもしれない。

　過去に素そっ気けない態度を取った事とは違い、ここ暫しばらくはあれこれ理由をつけて会おうとすらしていないのだ。

　逆に愛想あいそを尽かされても仕方が無いと思う一方で、本当はミヒャエルが自分に対して恨うらみを持っているのではないかという不安にも駆られる。

　──……。

　そして、そんな疑いを一いつ瞬しゆんでも持った自分は何という愚おろか者だろうと己おのれを責める。

　負の螺ら旋せんを降り続けるフェレットは、ふと、自分がベッドの横にあったヌイグルミを強く握りしめている事に気が付いた。

　子供ではあるまいし、と慌あわててそのヌイグルミを戻そうとしたが──

　──これは……。

　ディフォルメされたピンク色の蝙蝠こうもりのヌイグルミ。

　このゴシック調の部屋の中で、勉強机づくえや旅行時に使う棺かん桶おけ以上に違い和わ感かんを放っている唯ゆい一いつの代しろ物ものだ。

　──ミヒャエルがくれた……。
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　初めてフェレットに告白した日から僅わずか数日後。どういうルートを辿たどって捜したのか、実に可愛かわいらしいデザインの蝙蝠こうもりのヌイグルミを持ってやってきた。

　最初は『貴き族ぞくである自分を馬鹿にしているのか』『幼おさな子ごではあるまいし』と文句を言い続けたのだが、結局『これを捨てる事は、丹たん精せい込めて作った製作者に対して非ひ礼れいに当たるので私が島の保育園にでも寄付しておきます！』と言って受け取り──結局、手放す事をせぬまま大事にしまい込んでいた。

　そんな思い出深ぶかいぬいぐるみの円つぶらな瞳ひとみに目を向け、自然と目に涙を滲にじませる。

　彼女はそのまま数分間俯うつむき、やがて、涙を拭ぬぐいながらゆっくりと天てん井じようを見上げて呟つぶやいた。

「……会いに行こう……明日……」




　それで何か進しん展てんするのかどうかは解わからない。

　あるいは、最初に考えた通り、更さらに溝みぞを深める事になるかもしれない。

　だが、フェレットは既すでに決めていた。

　明日、自分の想いの全てを打ち明けるのだと。

　強がりも見せず、貴族としての立場も忘れ、一人の女としての感情に従おう。

　その結果として二人が決けつ別べつする事になろうとも、何もせぬままに離れていく事だけはしてはならないし、それはミヒャエルに対する侮ぶ辱じよくになると考えたからだ。




　既すでに涙は乾き、フェレットはそのまま静かにネグリジェに着替えて床へとついた。

　目を閉じた彼女の瞼まぶたの裏に、ミヒャエルとの思い出が映し出される。

　楽しかった頃の記き憶おくも、辛つらかった時の記憶も平等に。

　そんな記憶の中に、少年の笑顔を見た少女は──

　実に一ヶ月ぶりとなる安あん眠みんへと微睡まどろんでいった。







　だが、彼女はまだミヒャエルという少年を知らなかった。

　彼がフェレットの想そう像ぞうよりも遙かにアクティブな性格をしていると知るのは十二時間後。




　ミヒャエル・ディートリッヒという少年は、確かに普通の人間とどこかズレていた。

　もっとも──

　だからこそ、彼はフェレットの心を惹ひき付ける事ができたのかもしれないのだが。
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翌よく日じつ　昼　ミヒャエルの家




「……いない……のですか？」

　身なりを整え、日ひ傘がさを差しながら城の側そばにある民みん家かへとやってきたフェレットだったが、玄げん関かんから出てきたのはいつもの少年ではなく、兄の恋人でありミヒャエルの妹でもあるヒルダの姿だった。

「うん、御ご免めんね、せっかく来て貰もらったのに」

「いえ、事前に連絡を入れなかった私の責任です。あの……それで、いつ頃に戻るのでしょうか？　その時にまた出直させて頂きます」

　今日は貴き族ぞくめいた振る舞いは止やめようと決めていたのだが、いないと解わかった途と端たんにいつもの癖くせが出てしまう。

　ヒルダに関しては、兄の恋人ということもあり、自分の家族を奪おうとする人間に思えて嫉しつ妬としていた時期もあったのだが──

　その嫉妬が憎にくしみに発展する前に薄らいだのも、結果として現在では良い友人となる事ができたのも、ミヒャエルが自分に好意を向けていた事が大きいのかもしれない。

　もしも彼が居なければ、自分はヒルダに嫉妬し、兄から引き剝はがす為ために何か危き害がいを加えていたのではないだろうか？

　フェレットはそう考え、改めてミヒャエルが自分に与えた影えい響きようの大きさを思い知った。

　こうなれば何時間待まってでも会わざるを得ない。

　彼女はどこで時間を潰つぶそうかと思いながらヒルダの返答を待っていたのだが──

「あ……その……えっとね、フェレット」

「？」

「本当は、私も帰ってくるまでお茶でも飲んでいってよって言いたい所なんだけど……」

　珍しく歯切れの悪い調子で言葉を紡つむぐヒルダに、フェレットは妙みような不安を胸の中に覚えた。

　この家の両親が自分達『吸きゆう血けつ鬼き』を忌いみ嫌っている事は知っている。

　もしかして、もう二度と会うなと両親によって地下の部屋にでも閉じこめられているのではないだろうか？

　妙な貴き族ぞく的センスの妄もう想そうを思い浮かべ、一人でオロオロと視線を動かすフェレットに、ヒルダは溜ため息いきを吐きながら正直に告げる。

「兄にいさん、来週までこの島に戻ってこないの」

「えっ……？」

「本ほん土どの方に、短期間で住み込みのアルバイトに行くって……」

「そ、そんな……一体どこに!?」

　想そう像ぞう以上に狼ろう狽ばいするフェレットに面めんを喰らったのか、ヒルダは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰らったような顔をしていたのだが──やがて正気に戻り、理由は解わからないが、フェレットが珍しく積極的に自分からミヒャエルに会いたがっているのだと気付く。

　普段は貴族らしくクールに振る舞っている少女の真剣な表情に、ヒルダは暫しばし考え込み、やがてゆっくりと口を開いた。

「レリック君やフェレットには内ない緒しよにしてろって言われたけど……やっぱり無理だよ。レリック君にも丁ちよう度ど相談しようと思ってた所なの」

「ど、どういう事ですの？」

「だって、兄さんがバイトする先って……」

　ヒルダは一いつ端たん間をおき、深く息を吸ってから言葉を紡つむぐ。

　そして、彼女が口にした答えは──確かに、ある種の覚かく悟ごを必要とするものだった。

「フェレットや兄さんに大おお怪け我がをさせた、あの『食鬼人イーター』の人達の所なんだよ？」

「……え？」

「私も、今け朝さ電話で本当の事を聞いたばかりだったから……。私も、アルバイトで島の外にまで行くなんて珍しいとは思ってたけど……」

　──今、何て……？

　──島の外？

　──『食鬼人イーター』？

　──木き島じま閑しず音ね？　いえ、まさか……

　──まさか……あの時の大おお鎧よろい……？

　──働く？　え？　え？　？　？　？？？？？？？　？？？

　困こん惑わくし、乱れる。

　混乱に、惑まどう。

　フェレットは相手の言葉の意味が一いつ瞬しゆん理解できず、改めて相手に問いかける。

「あの、一体どういう事なのですか？」

「何日か前、その『組織』の人が島に来てたらしくて……なんだかお兄にいちゃん、その人に気に入られたみたいで、アルバイトに誘われたんだって。驚いて止めたんだけど、子し爵しやく様にもメールで確認したから大だい丈じよう夫ぶだよって言って、そのまま電話を切っちゃったの。お父とうさん達には島のボランティア活動だって噓うそついてた。吸きゆう血けつ鬼きがらみだって言うと絶対に止められるから」

　ヒルダの説明は懇こん切せつ丁てい寧ねいであり、言語さえ理解できていれば誰もがその文章の意味を嚙かみしめる事ができた。

　無む論ろん、フェレットも含めて。

「……」

「いくら子爵様も向こうにいるからって……私、心配で……。いい人達も一いつ杯ぱいいるって子爵様言ってたけど、みんなに怪け我がをさせた人もいるって事だから……」

　一人俯うつむくヒルダの前で、今度はフェレットが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰らった蝙蝠こうもりとなる。

　鋭い犬けん歯しをちらちらと見せるように口元をパクつかせ──

　気付けば、彼女はワナワナと拳こぶしを震わせながら吐き捨てるように呟つぶやいていた。

「あ……」

「あ？」

「あ……安心して下さい、ヒルダ」

　色白で端たん正せいな顔を微び妙みように引きつらせながら、彼女は力強い言葉を吐き出した。

「あの馬鹿ミヒャエルは、今すぐにお義と父う様に連絡をして、すぐに連れ戻します！」




　そのまま駆け去る友人の姿を見て、ヒルダは自然と微笑ほほえみを浮かべる。

　フェレット自身は気が付いていなかったのだが、ヒルダは彼女が最後に紡つむいだ言葉を聞いて、『フェレットが元気になった』と安あん堵どしたのだ。

　兄の事も心配だが、それ以上に最近のフェレットの弱々しい様よう子すに不安を覚えていただけに、いつもの激げつ昂こうが聞けた事を微笑ましいとすら思う。

「……でも、まさか……島の外まで追いかけるわけじゃないよね？」

　少しだけ不安を覚えながら、ヒルダは自らも出かける準備を始める事にした。

　レリックが日光を遮しや断だんする棺ひつぎの中から顔を出すのを出迎える為ために。




　しかし、ヒルダにも一つ誤ご算さんがあった。

　フェレットは確かにいつもの調子を取り戻したが、その反動の為ためか、あるいは昨さく晩ばんの決意のエネルギーが行き場を無くした為か、現在の彼女の視し界かいは随ずい分ぶんと狭まっていたのである。

　ヒルダがレリックの元を訪れた頃には──

　彼女は既すでに、ドイツの本ほん土どに向かう船に乗り込んでいた。

　めかし込んだ服装のまま、ミヒャエルを殴なぐってでも連れ戻すという目的の為だけに。




　確かにミヒャエルという少年は──この場におらずとも、フェレットの人生に今日も多大な影えい響きようを与え続けていたのである。













２章　吸きゆう血けつ鬼きの罪







数日前　バルシュタイン城地ち下か　研究棟とう




　バルシュタイン城の地下に広がる広大な鍾しよう乳にゆう洞どう。

　先せん代だいの城じよう主しゆであるゲルハルト・フォン・バルシュタインが開発したというバクテリアの作用によって洞どう窟くつの壁かべ全体がうすぼんやりと発光している。

　そんな柔らかい明かりの洞どう穴けつ内に、地下水の流れる音が歌声のように反はん響きようしていた。

　天てん井じようからは幾いく重えにも鍾乳石石のツララがぶら下がり、その下には対ついを成すように石せき筍じゆんが生せい成せいされている。周囲の壁にも独特の自然な模も様ようが浮かび上がっており、この洞窟が自然に形けい成せいされたものだという事を強調している。

　洞窟の奥の方には、石せつ灰かいの沈ちん殿でん物である石灰華かが段々状じように広がっており、生成するまでに何万年もかかるであろう、鍾乳石せきと石筍が連なった巨大な柱も見受けられる。

　仮にこの空間を世間に知らしめれば、国内はもとより、世界中から観光客が押しかける事だろう。洞どう窟くつの少し先には過去の処しよ刑けい場じよう・拷ごう問もん設備の跡があるが、それすらも現在では歴史的な遺い産さんとして価か値ちのあるものとなる。

　だが、ゲルハルトはそれをしなかったし、現在の城じよう主しゆであるレリックにもその意思はない。

　何な故ぜなら──その空間は人間達のものではなく、人間から見た様々な『異い形ぎよう』達が蠢うごめく魔ま境きようであり、同時に、その異形達にとては掛け替えのない安あん息そくの地でもあったのだから。




「やあ、セリムにヴァル！　元気？」

　そんな空間の中に響ひびく、あまりにも堂々とした『部外者』の声。

　ミヒャエルは太陽の届かぬこの地の底で、あまりにもいつも通りに振る舞っていた。

「あ……こんにちは、ミヒャエルさん」

「ミヒャエルこそ、怪け我がは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　親しげにミヒャエルと言葉を交わすのは、下か半身が巨大な花である吸きゆう血けつ鬼きの少女と、その前に座る緑みどり髪がみの少年。

　前者は吸血植物アルラ・ウネのセリム、後者はスイカから生まれた吸血鬼であるヴァルだ。

「ああ、俺は全然平へい気きさ！」

　根こん拠きよの無い自信からくる笑顔を浮かべるミヒャエルに、今度は別の方から声がかかる。




『やあ、ミヒャエル君。地上は最近変わりないかね？』

　見ると、そちらでは数人の『異形』達が小さなテーブルを囲んで何かの遊ゆう技ぎに興きようじているようだった。

　この地下空くう洞どうは異形達のコミュニケーションの場ともなっており、テーブルやカードなどの私物を持ち込んでいる光景が時とき折おり見受けられる。

　すぐ先に処刑場跡あとがある空間でのゲームという、ある意味で異形らしいといえば異形らしい光景だが──その空気はそうそう重苦しいものではなく、寧むしろ人間社会での公園や公民館といった雰ふん囲い気きに近い。

　最初にミヒャエルに話しかけたスケルトンが、何かをテーブルの上に置き、顎あごの骨の下に付けた発声器を不ふ可か視しの『力』で振しん動どうさせた独特の機械音で語り続ける。

『何しろ、最近は物ぶつ騒そうな世の中だからねえ。おちおち安心して夜も歩け……』

　と、その声を遮さえぎって突とつ如じよ対たい面めんに座っていた男が声を上げた。

「すまんな、ＭＲ．パズル。そいつをロンだ。南なん北ぼく戦争、役やく満まん……と」

『なんだと!?　噓うそだろ、ツォン!?』

　驚きよう愕がくに顎を外し、頭ず蓋がい骨こつにトランプ柄がらの彫り物を入れた髑髏どくろ──『ザ・パズル』が椅い子すから立ち上がる。

　ツォンと呼ばれた男もまた奇き妙みような外がい観かんをしており、昔の中国の民族衣い装しよう風ふうの服ではあるのだが、所々に奇き妙みような札のような物が貼はり付けられていた。

『くっ……やってくれたな、ツォン』

「ハハ……、これで先月の負け分を取り返せたという所か」

「ウゴー」「っかー、やってらんねぇっすよ全くよぉー」

　テーブルには他に二人がついており、それぞれ全身に包ほう帯たいを巻いた細い男と、人間で言えば頭とう髪はつにあたる部分の毛が青く染められている人じん狼ろうだ。人狼に関しては普段は人間の姿をしているのだが、何かもめ事でもあったのか、現在は変へん身しんした状態のままである。

　そして──その状態を維い持じしても何の問題もなく会話ができる事こそが、このバルシュタイン城の地下という場所の特とく異い性でもあった。

　そんな人じん外がい魔ま境きようの中を何食わぬ顔で歩くミヒャエル。

　周囲の吸血鬼を始めとした異形達も、そんなミヒャエルを部外者と敵てき視しする事もなく普通に受け入れている様よう子すだった。




　近所に住む幼なじみ達と会話するような感覚で皆と言葉を交わす少年だったが──

　彼の背後から、突とつ如じよ、太さが人間の腕うで程ほどもある巨大な蛇へびが絡みつく。

「わわっ!?」

　蛇は一匹ではなく、数匹の蛇たちが鋭い眼光を湛たたえたまま、無数の枷かせとなってミヒャエルの体を背後に引きずり込み──

　その先で、何か柔らかい感かん触しよくに包まれた。

　蛇の冷たい質しつ感かんとは違う、人ひと肌はだの温かさ。そして、蛇の筋肉とは違う意味で弾だん力りよくのあるスポンジのような感触。

　その正体を確認する前に、それぞれの質感と弾力を同時に併あわせ持つ存在が、ミヒャエルの頭の上から声を出す。

「フフ……久しぶりねー、ミヒャエルの坊ぼうや？　あーもう！　相変わらず抱きしめて全身の骨を折ってあげたいぐらい可愛かわいいんだから！」

　そう言って首をブンブンと振りながら笑うのは、ストレートの髪かみを艶つややかに靡なびかせるグラマラスな美女だった。

　薄うす手での布ぬの地じ越ごしに、ミヒャエルの頭を挟む肉の双そう丘きゆうの柔らかさがダイレクトに伝わってくる。年とし頃ごろの少年としては実に羨うらやましいシチュエーションであるとも言えるのだが──彼女の下か半身を見れば、それを羨む人間の数は幾いく分ぶん減る事だろう。

　何な故ぜなら、彼女の下半身は人間のそれとは違い──ミヒャエルの体を締め付ける無数の大だい蛇じやと、そのままダイレクトに繫つながっていたのだから。

「あいたたたたたた、メ、メリーナさん！　あの胸と蛇に絡まれて凄すごく嬉うれしいし正直このままでいたいという気持ちもゼロじゃないっていうか正直かなりあるんですけど、でも駄だ目めです！　俺にはフェレットという心に決めた人が……！」

　でれりと表情を崩しながらも必死にもがくミヒャエルの声に、メリーナと呼ばれた半はん人じん半はん蛇じやの異い形ぎようはカラコロと笑いながらミヒャエルの体を解放する。

「アハ、冗じよう談だんよ！　もう、本気でフェレットの事を気にしてる辺りが可愛かわいいわねえ！」

　下か半身に人間の足の代わりに無数の大だい蛇じやを生はやした姿。その特とく徴ちようから俗ぞくに『スキュラ』というギリシャ神しん話わの怪かい物ぶつとして扱われているが、本人は『んー、スキュラってのは本当は蛇へびじゃなくて六匹の犬よ？　ま、確かにそういう体した友達もいるけどね』と、本当なのか噓うそなのか解わからない事を言ってはぐらかしていた。

　そんな異形を前にしても、ミヒャエルは相変わらず陽気な顔つきで暢気のんきな言葉を口にする。

「俺はいつだってフェレットに本気ですよ！」

　胸を張りながら答えるミヒャエルに、麻雀マージヤン牌パイをじゃらつかせながらザ・パズルやツォンが微笑ほほえましい声援を送る。

『若いねえー、ま、がんばるといいさ』

「恋と愛との境さかい目めに立つ少年というのは、何百年経たっても変わらんねえ」

　そんな流れに押されるかのように、セリムとヴァルもそれぞれの言葉でミヒャエルを励はげまし始めた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ミヒャエルさん、とってもいい人ですから！」

「フェレットも素直になればいいのにねえ」

　更さらには、それまで会話に加わっていなかった周囲の異形や魔女達まで会話の流れに加わり始める。いつの間に集まったのか、既すでに洞どう穴けつ内の広場には二十人近い吸きゆう血けつ鬼きや魔女、怪物達が集まっていた。

「３年以内に結婚するに１０００ユーロ」

「１０００ユーロって敷しき居い高くねえか!?」

「じゃあ２０００ユーロ」

「なぜ上げる」

「ロン。金門橋ゴールデンゲートブリツヂ」

『ぬぬ……二連続で役やく満まんとな!?』

「だがなあ、フェレットは難なん攻こう不ふ落らくだぜ？」

「いやいや、ミヒャエルもフェレットに関しては永久機き関かんだからな」

「しかも無む血けつ開かい城じようを目指して動くからな。城の守りとか関係ねえ」

「とりあえず、フェレットちゃんを落とすには、ミヒャエル君が脱げばいいと思うの。ここで」

「おい誰か警察呼よべ警察！　痴ち女じよがいるぞ痴女が！」

「痴女じゃないわ！　魔女よ！　それに魔女が人間の法で裁さばけるとでも？」

「あれ、でもお前って魔女だけど基本的に人間だから、戸こ籍せきとかあったよな？」

「そりゃ、花の女子大生ですもの！」

「……じゃあ、裁さばけるじゃん」

「え？　で、でも、ほら、現代科学で魔ま術じゆつは証明できないから証しよう拠こ不十分っていうかー」

「痴ち漢かんに魔術関かん係けいねえだろ！」

「誰か医者を呼べ医者を！」

「あらあら、私もミヒャエルの坊ぼうやが脱ぐのには賛成よ？」

「メリーナの姐ねえさんまで！」

「しまった！　こっちは本当に人間の法じゃ裁けねえ！」

「誰かキルケ呼んでこいキルケ！」

「誰だそれ？」

「ギリシャ神しん話わでスキュラを怪かい物ぶつに変えた魔ま女じよ」

「神話かよ！」「フィクションじゃねえか！」「現実を見ろ！」「神話脳のうが！」

「え、ええー!?　えええー!?　人じん狼ろうの俺らがそういう事を言うか普通!?」

『ロン。七しち福ふく星』

「ダブル役やく満まんだと!?」

『ふふん……お主ぬし、御お札ふだが煤すすけておるぜ？』

「お前らさっきから二人で役満ばっか……絶対イカサマしてるだろコラ」

「ムガー」

「……！」「────」「……」『　　　　』「　　　」「」「」「」「「「」」」」」」」」」」」」」」」




　だんだんと自分の話からずれていった喧けん噪そうから一ひと足あし先さきに抜け出し、ミヒャエルは軽やかな足取りで洞どう窟くつの奥へと進んでいった。

　歩を進めるにつれ、処しよ刑けい場じよう跡あとあたりから洞窟内ない部ぶの様よう子すも変化する。

　地底湖こに通じる天てん井じようの抜け道がある以外は、この先は基本的に一本道だ。先せん刻こくまでの鍾しよう乳にゆう洞どうとはうって変わり、明らかに人工的に掘られたと思われる通路が続く。天然の洞窟とは言い難い空間が続き、発光するバクテリアとやらはここには存在しないのか、道を照らす明かりは天井に吊つるされた電球からのものに取って代わられていた。当然ながら歩くのは先刻よりも大だい分ぶ楽になっており、自転車でも問題なく走行できると思われる道だ。

　この先には『博士』と『教授』と呼ばれる二人の吸きゆう血けつ鬼きが住む『研究棟とう』が存在し、以前ミヒャエルが訪ねた時に、『人じん体たい実験の献けん体たいアルバイト募集』というポスターが貼はられていた。

　それに期待したミヒャエルは、詳しい内容を聞こうとやって来たのだが──

　研究所が見えた所で、ふと、先せん客きやくがいる事に気付く。




　それは──奇き妙みような男だった。

　緑を基調とした色のスーツに見えたが、何やら光こう沢たくを放っており、光の反射によって金色や赤、青と微び妙みような変化を見せ、正確に『色』を把は握あくする事ができない。

　更さらに奇き妙みようだったのは、頭に被かぶっている同じような緑の光沢を放つ帽ぼう子しだった。

　バラエティー系のクイズ番組で、回答者が頭に被るような目立つ形状の帽子である。

　ボタンを押せば独特のチャイム音と共に『？』のマークが飛び出しそうな印いん象しようがあり、ミヒャエルは最初、どこかのテレビ局がここで企画でもやっているのではないかと考えた。

　しかしそれはあり得ないという事を３秒かかって思い出し、相手も恐らくは吸きゆう血けつ鬼きか何かなのだろうと考える。

　自分やヒルダ以外の人間がここに来る事自じ体たいが考えがたい事でもあるし、何より、服装を除いても全身に纏まとっている雰ふん囲い気きがどことなく人間のそれとは異なっている。

　ミヒャエルにそこまで鋭い観察眼がんがあるわけではなかったが、長く人間と異い形ぎようの狭間はざまで生きてきたせいか、なんとなく『人間か、否か』という判断がつく事もあった。

　──でも、見たことない人だなあ。

　さしものミヒャエルも一いつ瞬しゆん訝いぶかしがるが──

「まあいいや。新しい人かもしれないし、挨あい拶さつしておこう」

　本当にそれは一瞬だけで、彼は迷う事無なく怪あやしさと妖あやしさが同時に大だい爆発している男へと歩み寄り、近所の人間に話しかけるような態度で語りかけた。

「あ、どうもどうも、初めまして」

「……？　やあ、初めまして」

　相手は不ふ思し議ぎそうにこちらを向き、すぐに笑顔を浮かべて挨拶を返してきた。

　改めて顔を見ると、更に妖しさの増す印象を受ける。

　年ねん齢れいは、まだ若いように見える。

　凄すごく若いように見えるが、背せ丈たけは割と高く、どこかアンバランスな印象を受けた。

　男は大きめの帽子を割と深く被っており、眉まゆ毛げが完全に隠かくれていて表情が幾いく分ぶん読みづらい。

　顔を少し前に傾ければ目も半はん分ぶん隠れてしまうだろうという格かつ好こうであり、ミヒャエルは『前が見えにくくないのかな』と思ったが、流石さすがに初しよ対たい面めんの挨拶でそれは聞かず、単純明めい快かいな自己紹しよう介かいから始める事にした。

「えーっと、どうも、俺はミヒャエル。ミヒャエル・ディートリッヒっていいます。お兄にいさんは新しくお城に来た吸血鬼の人ですか？」

「やあ、これはこれは御ご丁てい寧ねいにどうも！　私はドゥー・ヒューリー。お察しの通り、吸血鬼と呼ばれる種の端はしくれです。君はこの城の住人か観かん光こう設備の従業員……といった所ですか？　人間のようにお見み受うけしますが？」

「あー、その、ええと……俺は、ここの城じよう主しゆの幼おさな馴な染じみです」

　思ったよりも気さくな調子で答えてくる男に、ミヒャエルは好こう印象を持って言葉を返す。

「ああ、そういえば城じよう主しゆが代だい替がわりしたと子し爵しやく殿が言っておりましたねえ！　……ああ、すると……なるほど。貴方あなたが、子爵殿の御ご息そく女じよ……フェレット嬢じようのスイートハート君ですか！」

　大おお仰ぎような身み振ぶりと共に驚いて見せる男の言葉に、ミヒャエルはそれ以上のオーバーリアクションで驚きを表現する。

「す、スイートハート!?　なんか凄すごい言い方ですけど、ええと、その、俺から見たフェレットはスイート過ぎて、もう俺の心はもうなんていうかもう蜜みつが溢あふれてる感じでもう蜂はちの針で一日千回は射い貫ぬかれてる感じですよ！」

　混乱しているのか、よく分からない喩たとえで言葉を返すミヒャエル。

　そんな彼を見て、奇き妙みような男はクスクスと楽しそうに笑い出す。

「いやいや、素晴らしいですねえ！　甘い花か粉ふんを運ぶ蜜みつ蜂ばちの針は、一度相あい手てに刺さると腹が千ち切ぎれて死ぬまで抜く事ができない！　つまり、君の心を射い止とめた愛の針は、死が二人を分かつまで永遠に君のものという事ですか！　いやあ素晴らしい！　ご褒ほう美びにアメをあげましょう！　ミントにソーダ、どちらにしますか？　ええい、もう両方持もってけ！　ささ、どうぞ！」

「ああっ！　ありがとうございます……！」

　妙にハイテンションな男と、差し出されたアメを喜びながら受け取る少年。

　互いに話は嚙かみ合っているのだが、もしもこの光景を前にする第三者がいたとすれば、謎なぞの男が少年を誘ゆう拐かいしようとしているようにしか見えないだろう。

　顔の半分が帽ぼう子しの影に隠かくれており、その闇やみの中で目だけが爛らん々らんと輝いている為ため、はたから見たら不ぶ気き味みな事この上ない。

　だが、ミヒャエルはそんな事は欠片かけらも気にせず、男の手をガシリと握って頰ほおを染めながらブンブンと上下に振り始めた。

「やー、やー、やー！　初めて会った人にフェレットとの関係を認にん識しきして貰もらえるなんて、俺とフェレットはやっぱり運命とかそういうので結ばれてるんですかね！　ああ、どうしよう、一いつ刻こくも早く博士の所に行かなくちゃ！」

「ああ、そうそう……テオ……その『博士』っていうのは、この中にいるのかな？」

「あれ？　留る守すですか？　いつもここに居るって子爵様は言ってたけど……」

　そう言いながら、ミヒャエルは研究所の入口に目を向ける。

　相変わらず、ここは地下の中で異い彩さいを放つ空間だった。

　岩がん盤ばんの続く層が唐とう突とつに途と切ぎれ、代わりに姿を現すコンクリート製の壁。

　超ちよう文明を持っていた古代の遺い跡せきでも掘り当てたか、あるいは銀行の地下金きん庫こに辿たどり着いたのかと思わせる光景に、ミヒャエルはただ『どうやって建てたんだろう』という疑問が浮かぶのみだった。

　壁の中央には事務的な扉とびらが設けられており、電子ロックのつけられたドアだけを見れば、近代的なマンションの玄げん関かん口という印いん象しようさえ感じられる。

　しかし、隣となりに立つ男もミヒャエル同様、特に驚いている様よう子すは見られない。

　新入りだと思っていたが、もしかして何度かここに来ているのだろうか？

　そんな事を考えつつチャイムを連続で鳴らしてみるが、結局の所、インターホンからは何の声も聞こえてはこなかった。

「あっれー、留る守すなのかな……」

　首を傾かしげるミヒャエルの代わりに、ドゥーと名乗った男がインターホンに口を近づける。

「アッハッハ、居い留守なら使わない方がいいですよー」

　爽さわやかな笑い声と共に、コツコツとインターホンを指先で叩たたき──

　同じ調子で、妙みような事を言い出した。

「出てきてくれないと、このミヒャエル君がどうにかなっちゃうかもしれませんよーう？」

「え？」

　男の言葉の意味が解わからず、ミヒャエルは首を更さらに傾げるのだが──

　それからわずか数秒の間をおいて、インターホンから少年の声が吐き出された。

『待て待て、ちゃんとおるわい』

　声は少年だが、言葉使いは年老いた男性のものという奇き妙みような言葉と共に、洞どう窟くつの中に電子ロックが解かい錠じようされる音が響ひびき渡る。

「や、開きましたね！　素晴らしい！　ささ、ミヒャエル君も入った入った！」

「えーと、ま、そうですね！」

　とりあえず深く考えない事にしたミヒャエルは、男を疑いもせぬまま共に中へと入り込んだ。

　その無防備さが、自分の運命を決定づけたという事にも気付かずに。





†






研究棟とう内部




「……久しいのお、ミヒャエル」

「あー、本当にお久しぶりです博士！　俺が思ってたよりも入院が長引いちゃって、その間にすっかりここの事を忘れてました、すいません！　あれ？　教授は？」

「寝とるよ。彼女の睡すい眠みん時間は不定期なもんでのう」

　ミヒャエルが彼なりに畏かしこまって挨あい拶さつをする相手は──どうみても、彼より年下にしか見えない少年だった。

　しかも、平均的な顔立ちをしているミヒャエルと比べ、明らかに別の世界からやってきたような美少年。計算されて造られた古こ代だい建築のような美しさであり、どこか不自然な違い和わ感かんすら覚えた。だが、その自然との反はん目もくすらも妖よう美びへと変え、『博士』と呼ばれる少年はどこか遠い異い国こくから来た怪かい物ぶつのように感じさせる。

　鏡かがみのように艶つややかな銀色の髪かみの下から、流りゆう麗れいに磨みがき上げられたガラス玉のような瞳ひとみが覗のぞいている。真っ白い眼球の中に浮かぶ、淡い銀ぎん色いろの瞳。その中心には深い闇やみのようにくっきりと瞳どう孔こうが浮かび、その瞳を取り出して宝石だと称しても差さし支つかえないだろう。

　目め鼻はなの顔立ちはもちろんのこと、耳や口の造型、白はく衣いの袖そでから覗く更さらに白い肌はだ。

　青さを湛たたえた幼い果か実じつ。その存在から負の要素を全て取り払ったとでも言うような──まさにそうした『未み成せい熟じゆくの美』を求める者にとっては奇き跡せきとでも言うべき存在だった。

　だが、そんな少年が、顔に似に合あわぬ老ろう齢れいな言葉を使っている。不自然極きわまりないが、このグローワース島においては決して珍しい存在ではない。

　彼もまた吸きゆう血けつ鬼きであり──その外がい見けんのまま、時を止めてしまっているのだから。




　だが、そんな『永えい生せい者』が、今は明らかに不ふ機き嫌げんな顔をしている。

　不機嫌というよりも、警けい戒かいしているといった表情だ。

　いつもはこの部屋に入った者に軽かる口くちと皮ひ肉にくを浴びせて困こん惑わくさせて愉たのしむ少年が、今は殆ほとんど口を開いていない。

「で……お主ぬしは何者じゃ？　この島ではとんと見かけん面つらじゃが」

「おやおや、先せん刻こく監かん視しカメラを通して入口の様よう子すを見聞きしていたんでしょう？　ならば改めて名乗る事もありますまい……と、言いたい所ですが！　あえて何者かと聞かれたからには名乗りましょうそうしましょう！　何度でもね！　何な故ぜなら私は自分が大好きだから！　ドゥー……ドゥー・ヒューリー！　この名前で宜よろしければ何度でも耳に焼き付けて頂きたい！　我が名はドゥー・ヒューリーです。聞く度たびに拍手が湧わき起こり、人の血が騒ぎ、猫すらも叫ぶのです、ドゥー・ヒューリー万ばん歳ざいと！　そんな世界が私の夢ですが、来る予定はありますか？」

　両手を広げながら高らかに自分の名と夢と疑問を歌い上げる男に、ミヒャエルは思わず拍手を送ってしまう。

「やあ、早さつ速そく私の夢の一部が叶かないました！　さあさあ、御お礼れいとお祝いを兼ねて私のブロマイドを差し上げましょう！　麗うるわしい女性を見かけたら是ぜ非ひその方に渡してあげて下さい！」

「ありがとうございます！」

　今の服装のままで写されているブロマイドを受け取り、ミヒャエルは再び小さな拍手をした。

　──凄すごいや……俺も今度フェレットにこういう自信に満ちた挨あい拶さつをしてみよう！

　マイナスにしかならない方向へ走り続けるミヒャエルとは対たい照しよう的に、博士は警けい戒かいを解かぬまま冷静に言葉を返していく。

「……何を拍手しておるんじゃ？　ミヒャエル」

「え？　いえ、なんだか圧倒されて……」

「……まあ、ちょっと理解はできるのでそれはよしとしよう。じゃが……ドゥーとやら、ワシは別にお前さんの名前が知りたいわけではない。目的を知りたいだけじゃよ。少なくとも、悪あく人にんか善ぜん人にんかはさっきのインターホン前の様よう子すで良く分かった」

「ああ、なんだー、見てたってことは、やっぱり居い留る守すだったんですか！　まったくもう、子供みたいな事するんですから」
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　緊きん張ちよう感の無い声で言うミヒャエルに、博士は『天てん然ねんは得よのお……』と呟つぶやき、そのまま暫しばし黙り込んだ。

　謎なぞの男と博士の間の微び妙みようなやり取りに自分の存在が使われていた事などには微み塵じんも気付かず、ミヒャエルはただ頭の上に疑問符ふを浮かべている状況である。

　そんな中で声を上げたのは、ドゥー、ドゥー、ドゥーと繰り返し名乗る吸きゆう血けつ鬼きだった。

「さて……お初にお目に掛かるわけですが、私は貴方あなたの事をなんとお呼びすれば宜よろしいのでしょうか？　この島の習慣にならって『博士』と？　あるいは、こちらが年上として若者に話しかけるようにテオドシウス君？　友達のようにテオ？　もっと気さくに渾あだ名なでも付けましょうか？　全ては君次第ですし、貴方次し第だいでもあるのです！」

「最後のどういう意味ですか？」

　ミヒャエルの問いに、ハイテンションな男は笑いながら断言する。

「語ご感かんが気に入っただけです。お気になさらず！」

　このまま相手に任せていては話が進まないと思ったのか、博士が溜ため息いきを吐き出し、続いて相手を僅わずかに睨にらみ付けながら口を開いた。

「ワシがお主ぬしをどう扱うかは、お主の目的次し第だいじゃよ。何者なのか、というのも名前ではない。お主の所属や目的を聞いたつもりだったんじゃがな」

「おやおや、『博士』と呼ばれる人間はもっとジョークが通じる御お方かただと子し爵しやく殿から聞いておりましたが？」

「……最近はあまり、そんな気分ではないんでな」

「ハッハハハハ！　なるほどなるほど！　それはつまり、半年前の例の事件が原因で？」

　男の言葉に、『博士』の表情が僅わずかに曇る。

「……やはり、奴やつらの関係者か」

「ＹＥＳ！　素晴らしい！　前もって予想なさっているとは！　ささ、アメを上げましょう。正解者へのご褒ほう美びは蜂はち蜜みつ味あじですよ？」

「いらんよ」

　にべもなく拒きよ否ひする少年に対し、ドゥーは残念そうな表情をして差し出したアメを握り込む。

　するとどうだろう。その手の中からニョキニョキと黒いステッキが生はえ、クルリとそれを一回転させてフローリングの床をカツリと打ち鳴らした。

「手て品じな!?」

　驚きに目を見開くミヒャエルに、ドゥーは帽ぼう子しを直しながらポーズを決める。

「ＹＥＳ！　私、多少奇き術じゆつを嗜たしなんでおりましてね、吸きゆう血けつ鬼き達を相手に夜のマジックショーを行う事を生き甲が斐いとしているのですよ！　お望みとあらばこのバルシュタイン城を消し去って見せましょう！　……ただし、テレビの映像越ごしに」

「凄すごいなあ！　あ、でも城が消えるとフェレットの家が無くなっちゃうから止めて下さい！」

「大だい丈じよう夫ぶさ、その時は君がそのお嬢じようさんを養ってあげればいい！」

「完かん璧ぺきだ！　完璧ですよドゥーさん！」

　幼い子供のように目を輝かせるミヒャエルだったが、ふと笑顔を消しさり、どこか心配するような顔で語りかけた。

「でも、ここのお城にはマジーさんって言う手品師しの人がいるから、キャラ被かぶりますよ？」

「なんですと!?」

　必要以上に大げさなリアクションをするドゥー。

　天てん井じようを仰ぎながらグルグルと体を回し、しまいにはステッキを支えとして力無なく膝ひざをつく。

「吸血鬼の奇術師というキャラクターが被る……それは私のもっとも恐れるべき事態！　個性の消失はすなわち私が私たる証明を失うという事……！　自じ慢まんではありませんが、私には『自分が楽しければいいや』という利り己こ的な感情以外の信しん念ねんも思し想そうもございません！　キャラクター性まで失ったとあらば、すなわち死！　我が肉体は既すでに屍しかばねの身なれど、魂たましいまでもがデッド・オア・ダイなのでございます！」

「大変じゃないですか！」

「くっ……これはもう、その方と正せい々せい堂どう々どうと奇き術じゆつ十番勝負をしてケリをつけるしか御ご座ざいません！　すみませんが、その御お方かたをこちらにお呼び頂きたい！　アメを袋ふくろごとあげますから！」

「わ、解わかりました！」

　言われるがままに、ミヒャエルは携帯電話を取り出しつつ廊下へと出て行った。

　その様よう子すを眺ながめながら、博士は息を吐きながら手近にあった椅い子すに座る。

「……さて、城で寝とるマジーを呼んでくるまで10分はかかろう？　上う手まく追い払ったものじゃが、手て短みじかに終わらせた方が無ぶ難なんじゃろうて」

「おやおや、話が早くて助かります」

　クスクスと笑いながら、男はステッキを再度カツリと打ち鳴らした。

「では……単たん刀とう直ちよく入にゆうに参りましょう。私は『組織』の者です。一応幹かん部ぶの末まつ席せきとして加えて頂いておりますよ。幹部の称しよう号ごうたる色は『玉たま虫むし色いろ』。子し爵しやく殿には『玉虫色のエキストラ』という二つ名を頂ちよう戴だいしております。以後お見知りおきを」

　恭うやうやしく一いち礼れいする男に、博士は溜ため息いきを吐きながら言葉を紡ぐ。

　しかし、その言葉は今まで使っていた老人口く調ちようのそれではなく──外見年ねん齢れいよりも大人おとなびてはいるが、それまでより遙かに外見に見合った若々しい口調によって紡つむがれていた。

「あの組織の連れん中ちゆうって、どうしてそう『二つ名』に拘こだわるんだろうね。『色つき』は全員二つ名を持ってるんだろう？　ヒーローもののアニメみたいに」

「自分から名乗る者もいますし、恥ずかしがって名乗らない者は皆で話し合って二つ名を付けます。恥ずかしい二つ名を付けられる前にカッコイイものを自分で名乗った方が得ですよ。それに──そういう貴方あなたも『楽らく殺さつ者』というご立りつ派ぱな二つ名をお持ちですが？」

「……自分で付けたわけじゃない」

『楽殺者』。

　その単語が出た瞬しゆん間かん、博士の周囲の空気が深く、そして鋭く冷え込んだ。

『玉虫色』と名乗った男は大おお仰ぎように両手を広げながら、ミヒャエルに向けていたものとは別種の、なんとも嫌いやらしい笑みを浮かべて言葉を紡ぐ。

「ま、今日来たのは、その渾あだ名なが少なからず関係しているんですがねぇ」

「……メルヒルムに言われて、僕を殺しに来たのかい？」

「まさか！　世界の吸きゆう血けつ鬼きの人気者たる私ですが、メルヒルムにはハッキリと嫌われております！　そもそも、彼ならば自分の実験体の処理を全くの他人に任せる筈はずがありません！　そして、私個人にも『組織』にも、現在は貴方を殺す理由がない。私がかつての貴方のように理由無き殺さつ戮りくを好むような吸血鬼に見えますか？」

「なら、『組織』の人間が何の用だい？」

　あからさまに挑ちよう発はつしてくる相手の言葉を受け流しながら、博士は淡たん々たんと要点だけを問う。

　ドゥーはそんな博士の様よう子すに表情を変える事はなく、やはり淡たん々たんと要点を切り出した。

「先週、ドイツ南部の山村で起こった事件は御ご存ぞん知じですか？」

「……」

「ああ、知っている、という顔ですねえ。ならば、私が何を言いたいのか……」

「僕じゃない」

　相手の言葉を最後まで待たず、吐き捨てるように言い放つ少年。

　だが、そんな言葉は気にも止めず、玉たま虫むし色いろの服を纏まとった吸きゆう血けつ鬼きは自分の言葉を朗ろう々ろうと語り続ける。

「まあ、御存知なのは確かでしょう！　毎日のようにテレビで報道されていますからねえ！　何も起こらずに平和に暮らしていた村！　その村を襲おそった悲劇は果たして人じん災さいか天てん災さいか、あるいは異い次元からの侵しん略りやくか！　たった一人の生存者の少女！　平和に暮らしている人々の退たい屈くつを紛まぎらわせるには持ってこいのニュースです」

「……」

「ただ、テレビでは報道されない事も御ご座ざいましてね。麓ふもとの街の地ち価かまでもが下落している状況の中……現地を中心としてこんな噂うわさが飛び交っているのは御存知ですか？」

「いや……」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのまま首を振る少年に、ドゥーは楽しげに言葉を返した。

「村は、吸血鬼に滅ほろぼされたのだと」

「……っ！」

「この手の事件にはよくある噂です。しかし、『組織』は決して軽んじません。かつて貴方あなたという吸血鬼が、実際に行ってきたという『前ぜん例れい』がありますからねえ」

「それで……僕が疑われてるんだね」

　拳こぶしを握りしめながら答える博士。

　その表情は変わらないが、ただ、明らかにその奥に感情が渦うず巻まいているのが解わかる。

　感情の色は複雑に入り交じり、恐らくは一言で表現できぬものだろう。

　怒り、悲しみ、憎ぞう悪お、後こう悔かい、絶望。

　負の感情だけを自分の心という大おお釜がまで煮に詰つめて煮詰めて煮詰めた結果のドロドロを、端たん麗れいな表情の裏側に必死に隠かくし通している。

　そんな少年の顔を見て、ドゥーは嘲あざけりも謝りもせず、今までと同じような薄ら笑いを浮かべて人ひと差さし指を立てる。

「チ、チ、チ、確かに、組織で貴方を疑う者も何人かおります。ですが、子し爵しやく殿が『それは無い』と巨大な血ち文字を生み出して一いつ笑しように付しましたし、吸血鬼としての貴方の生みの親であるメルヒルムすら『可能性は薄い』と言いました。そして何より──」

　ドゥーはそこで一いつ端たん言葉を止め、人差し指を立てた手を頭の横でフラフラと蠢うごめかせながら、一言。

「……なにより、私も、貴方あなたを疑ってはいない」

「……？」

　わけが解わからないといった博士の表情を前に、彼は淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「貴方はメルヒルム以外に私達の事を良く知らないでしょうが、私達『組織』は、貴方の事を知っている。そして、その情報の累るい積せきから察するに──」

　その表情がいつしか変化しており、愉ゆ悦えつとも悲しみとも郷きよう愁しゆうとも取れる感情をうっすらとその顔面に貼はり付けていた。

「貴方は、もっと狡こう猾かつだった。そう記き憶おくしております」

「……」




　度たび重かさなる挑ちよう発はつの言葉に、博士はただ沈ちん黙もくを守るのみ。

　しかし、その脳のう裏りでは人間にはあり得ぬ速さで記憶を巡らせ、過去を鮮せん明めいに蘇よみがえらせる。

　自分が吸きゆう血けつ鬼きとして犯した罪と──

　人間として犯した罪を。





†　　　†　　　†






過去




　20年程ほど前──ドイツ北部の街に、とある人間の少年がいた。

　名は、テオドシウス・バルシュタイン。

　少年は当時７歳さい。

　バルシュタインの名字は、グローワース島のバルシュタイン城に住んでいたという貴き族ぞくに連なる物で、自分もよくその島に家族に連れられて遊びに行ったものだ。

　しかし、現代の世では少年は貴族ではなく、城の所しよ有ゆう権けんにも関わりはない状態だ。

　それでも、彼はその島と城に不ふ思し議ぎな魅み力りよくを感じ、親にねだっては何度も何度も島と城に訪れた。




　そんな折──一人で島の中を散さん策さくしていた時、少年は少女と出会う。




　よくある話の筈はずだった。

　日も暮れかけ、頭上には星が浮かび始めた頃──少年は、親とはぐれて泣いていた。

　迷子まいごになった少年を助けて城まで連れ戻してくれたのは、赤い服を着た長い黒くろ髪かみの少女。

　自分より10歳さい近く年上だったものの、相手もまだ『少女』と呼んで構わない程ほどの年ねん齢れいであり──少女は城に戻る道どう中ちゆうで『テオドシウス・バルシュタイン』という名を聞き、少し驚いたような顔をした後、柔らかい微笑ほほえみを浮かべ、言った。

「へえ、君、子し爵しやく様の親しん戚せきなんだね」

　奇き妙みような事だと少年は思う。

　本来ならばドイツに『子爵』の称しよう号ごうが存在しないという点もおかしいのだが、幼い少年はそんな事は知らず、ただ突然出でてきた『子爵様の親戚』という単語に首を傾かしげた。

　だが、年上の少女は夕暮れの中で奇妙に笑い。少年に対して静かに顔を近づける。

　テオも周囲から女の子のように可愛かわいい可愛いと言われてきた。

　だが、そんなテオですら、目の前の少女を見て完全に心を奪い尽くされた。

　彼女の異い質しつな美しさに。

　おしろいを塗りたくったものとは違う、自然な白さを誇る滑なめらかな肌はだ。

　見られただけで、自分の背中を撫なでられるような強く艶なまめかしい視線。

　口元から漏れる吐と息いきからは温度が感じられず、無色の煙が静かに頰ほおを撫なでているようだ。

　テオの手を優しく包む少女の指先は、まるで絵画や人形にそのまま命を与えたかのように、自然な美しさと異質な妖よう美びを兼ね揃そろえ──その先せん端たんから、冷たくも柔にゆう和わな感かん触しよくをテオの神経に伝え、少年の心を惑まどわせる。

　美しい、綺き麗れいだ、可愛い、素す敵てきだ。

　７歳の少年に、彼女を表現する為ためにどのような語ご彙いが存在しただろうか。

　しかし何も言葉にできぬまま、少年はただ固まった。

　硬こう直ちよくする事しかできなかった。

　成長した後に、テオは思い返す事になる。

『あれが金かな縛しばりというのならば、自分は一いつ生しよう金縛りでも構わない』と。

　少女のしたことは、ただ顔を近づけただけ。

　だが、たったそれだけの行為で、それ程までに強く少年の心に入り込み、蹂じゆう躙りんし、支配したのである。たとえ、本人にその意い思しがあろうと無かろうと。

「ねえ、お姉ねえさんの秘密、教えてあげよっか」

　そして──少女はうっすらと笑いながら、一つの言葉を吐き出した。




「私ね、吸きゆう血けつ鬼きなんだ」





†　　　†　　　†






現在




　少女の顔、少女の声、夕暮れ時の風に靡なびく少女の黒くろ髪かみの美しさ。

　まだ人間の頃の記き憶おくなのに、全てが鮮せん明めいに思い出せる。

　だが、そこまで記憶を巡らせた所で博士の過去は打ち切られた。

「もしもーし、聞いてます？」

「うわぁ!?」

　ドゥーの顔が目の前にまで迫っており、帽ぼう子しのツバが博士の頭にコツリとぶつかる。

　珍しく悲鳴という物をあげた博士は、椅い子すを大きく引きながら怒ど鳴なり声を上げようとしたのだが──




「連れてきましたよー！」




　と、研究所の入口の方からミヒャエルの大声が響ひびき渡り、続いてどたどたと走る音が聞こえてきた。

「……そんなに時間が経たっていたか？」

「ええ、もう。私が一人で語っている間に。全く、私がありとあらゆる挑ちよう発はつの言葉で貴方あなたを怒らせようとしていたのに、まさか寝てるとは思いませんでした。この状況で眠るなんて、あなたはなかなか大したタマなのかもしれませんね！　アメをあげましょう」

「いらんと言うておろうが！」

　普段の老人口く調ちように戻したのは、丁ちよう度どミヒャエルが部屋の扉とびらを開けた瞬しゆん間かんだった。

「どうもどうも！　いやー、今、来ますから！」

　先せん刻こくまでこの部屋の中がどのような空気だったかも知らず、また知ってもその空気を読む気はないであろう少年は、ドゥーの方を振り返り、一言告つげる。

「あ、でも、さっきはすいませんでした。キャラクターが被かぶるとか酷ひどい事を言っちゃって……でも、もしマジーさんに手て品じなで負けても、俺はドゥーさんの事、凄すごいって思いますよ！　だって俺とフェレットの関係を一発で見み抜ぬいた人なんですから！」

　空気を激しくかき乱した言葉に、ドゥーはクスクスと笑いながら口を開いた。

「それはありがとう！　でも、それも今だけですよ」

「え？」

「私の正体を知れば、君は私を嫌いになる。その瞬間の顔を見るのが愉たのしみです」

　奇き妙みような事を言う男に言葉を返そうとしたのだが──

　続いて、更さらに空気を読まない集団がドヤドヤと部屋の中に雪な崩だれ込んだ。




「ちーす」「あれ。教授は？」「寝てるんじゃない？」

「ほほう……なら、今日は俺達を追い出せる人間はいないという事か？」

「まあ、俺らが本気を出せば教授程てい度ど軽いけどな」「俺らの本気は凄すごいよな」「今まで本気を出せた事が無いけどな」「本気出すのって難しいわよね」「本気を出せる奴やつって天才だな」「俺達は天才じゃなくていい……努力するひたむきな姿こそが美しいんだからな……！」「かっこいいなお前！　天才じゃね？」「くくく……俺が本気を出せばこんなものよ」

「さて……手て品じな勝しよう負ぶとかいう面白いイベントを観かん戦せんしつつ、ゆっくりと博士に金をせびれるってワケだなあ！」「面白い……じゃあ勝負の内容はいかに早くこの研究所の金庫の中の金を俺達に移動させられるかって事で一つ」「いいわね」

　それは城の中に屯たむろしている吸きゆう血けつ鬼きの面めん々めんで、元々はこの町の市長──ヴォッドという名の半はん鬼き半はん人じんの部下だったが、現在は色々あって城の居い候そうろうとなっている面々だ。

　吸血鬼である以前に無職の穀ごく潰つぶしでもある彼らは、基本的に暇ひま人じんだ。

　永い時を生きる上に無職。しかも人間達を蹂じゆう躙りんしたり支配したりしているわけでもない。

　故ゆえに、彼らは常に退たい屈くつという魔ま物ものと戦っており、ちょっとでもイベントめいた事があるとここぞとばかりに首を突っ込んでくるのである。

　彼らは城の中でミヒャエルから話を聞き、今回も同じ調子でやって来て、物もの見み遊ゆ山さん気分で部屋の中を見渡したのだが──

「さて、その手品師しの吸血鬼ってのはどこのどいつ……」

　そこまで言って、部屋の隅すみにいた玉たま虫むし色いろの塊かたまりに目を向けた瞬しゆん間かん──

　彼らの動きが完全に止まる。

「……」「……」「……」「……」「……」

　平等に沈ちん黙もくした彼らに向かって、ミヒャエルが不ふ思し議ぎそうに尋たずねかける。

「どうしたの？」

　いつの間にそこまで友好を深めたのか、友達に話すような口く調ちようで尋ねるミヒャエル。

　そんな彼の前に、遅れてやって来た最後の一人が現れた。

「ふふふ……この私と手品の腕を競いたいというのは一体どちらの方ですかな？」

　マジーと呼ばれている東とう洋よう人じんの吸血鬼。手品を趣しゆ味みとし、自らのアイデンティティともしている男は、城に手品師が現れたと聞き、自らの高こう揚ようを隠かくし切れぬまま研究室へとやってきたのだが──

「……」

　玉虫色の服の男を見て、その高揚が一気に絶望へと変化する。

「なっ……なっ……ななな、なななな!?」

「なんだ、誰かと思えば貴方あなたでしたか。これは楽しみだ。ヴォッド・スタルフの元でどれだけ手品の腕が上がったのか楽しみですよ」

　クスクスと帽ぼう子しの影から目を光らせる男と、表情を無くしてカタカタと震えるマジー。

　そんな二人を交互に見比べながら、ミヒャエルは不ふ思し議ぎそうに声をあげた。

「えっ？　知り合いなんですか？」

「知り合いも何も！　お、お前。こいつ……いや、この人が誰だか解わかってんのか!?」

　声を荒げたのは、無職の吸きゆう血けつ鬼き達の一人だった。

「え？　ドゥー・ヒューリーさんでしょう？」

「その名前を聞いてたら、俺らはここに来てねぇ！」

「？」

「そいつはなぁ……『組織』の『色つき』幹かん部ぶの一人なんだよ！　ヴォッドさんとかよりずっとずっと偉い人！　ＯＫ!?」

　ミヒャエルがその言葉に反応を示すよりも先に──

「その通りです」

　当のドゥー本人が、自らの存在について語り始める。

「私は吸血鬼の『組織』の幹部です。半年前──貴方の恋人を襲おそい、君すらも襲い、君の右手から未来を奪い去った一人の『食鬼人イーター』……彼を造りだし、利用し、この島をめちゃくちゃにした『組織』の幹部……それが、私の正体です」

　それは、先せん刻こくまでのテンションとは違う、ネットリとした言葉遣づかいだった。

　彼が何を考えているのか、横から聞いていた博士には嫌という程ほどに理解できる。

　短い時間とはいえ、自分を信頼し、好意を寄せた少年。

　その少年に『自分は君達の敵だ』と伝えて絶望を与える。その瞬しゆん間かんの反応や表情を愉たのしむつもりなのだろう。

　──下げ衆すめ……。

　当のミヒャエルは、現在ドゥーや博士に背中を向けている。

　一体どんな表情をしているのか、早く見たいとばかりに、ドゥーはゆっくりと少年に歩み寄ったのだが──。




　ミヒャエルが彼を知らなかったように、彼もまた、『フェレットの友人であり、事件の被害者』という情報以い外がいについてはミヒャエルを知らなかった。

　知らな過ぎたと言ってもいいだろう。

　ゆっくりと振り返ったミヒャエルの表情は──




　何も、何も変化していなかった。




　先せん刻こくと同じような自然の微笑ほほえみを浮かべ、ただ、無む邪じや気きに一言。

「へー、そうなんですか！」

『……え？』

　そう呟つぶやいたのは、部屋の中にいるミヒャエル以外の全ての存在。

　彼らは互いに顔を見合わせ、ドゥーすらも困こん惑わくしたような表情で影の中の目を丸くしている。

「あ、じゃあ子し爵しやく様の友達なんですね！　子爵様、あれからあんまり島に戻ってこないからレリックもフェレットも心配してるって言っておいて下さいよー」

　先刻までと全く変わりの無い調子で喋しやべるミヒャエル。

　無理をしている様よう子すは無い。

　現実逃とう避ひしている気け配はいもない。

　自然に会話を続けているだけなのだが、それがこの状況では逆に不自然極きわまりなかった。

「お、お主ぬし……なんとも思わんのか？　お主やフェレットを……」

「え？　何がですか？」

　博士の言葉に、ミヒャエルが首を傾かしげる。

「お主、自分の右腕の事をなんとも思わんのか？」

「やだなあ、俺やフェレットを襲おそったのは変な鎧よろいの奴やつですよ？　この人とは声も違いますし、何より、あの鎧の奴は俺とフェレットの関係を否定した超ちよう酷ひどい奴ですよ！　スイートハート君って呼んでくれたドゥーさんと同どう一いつ人物なわけないじゃないですか」

　変な事を言うなあ、と笑うミヒャエルに、博士は尚なおも問いかける。

「お主……『組織』の事を恨うらんでおらんのか……？　『組織』が無ければお主もフェレットも傷を負う事は無かったというのに！」

　その問いは意い外がいだったのか、ミヒャエルは笑いを消し、少し真剣な表情になるが──

「んー、そんな事を言われても、考えた事もなかったですよ？　それにほら、フェレットのお父とうさんとお母かあさんもその『組織』で出会ったって子爵様から聞いてるし、だとすると『組織』がなかったらフェレットは生まれてないって事だから、寧むしろ感謝すべきなのかも……」

　暫しばらく考え込んでいたが、結局答こたえが出なかったのか、あっさりと表情を切り替えて玉たま虫むし色いろの男に向き直り、純じゆん真しんの塊かたまりをそのまま人の形に削けずりだしたような微笑みを浮かべ──ミヒャエルは事も無げに話を進めだした。

「ま、それは後でゆっくり考えますよ！　じゃあ、手て品じなの十番勝しよう負ぶって何にしますか？　やっぱり胴どう体たい切断とか……って、吸血鬼じゃ本当に切断しても治っちゃうから手品にならないですよね！　じゃあ……箱の中に十字架かを刺したりとか……それとも瞬しゆん間かん移動とかですか！　あ、でもやっぱり優ゆう劣れつを決めるには審しん査さ員が必要ですよね！　これは俺の意見ですけど……是ぜ非ひ審査委員長はフェレットにして、俺を副ふく委員長にして隣となりの席するという事で一つ……！」

　最後の方はこっそりとした調子で囁ささやくミヒャエルに、玉たま虫むし色いろの吸きゆう血けつ鬼きは暫しばし沈ちん黙もくする。

　期待通りの絶望が起こらなかったので機き嫌げんを悪くしたのだろうか？　博士はそう訝いぶかしみ、突然ミヒャエルに襲おそいかかったりしないかと肝きもを冷やした。

　だが、次の瞬しゆん間かんドゥーの瞳ひとみに浮かんだのは、困こん惑わくの色が少しと──

　圧倒的な、歓かん喜き。

「面白い……」

　心の内から溢あふれる歓喜を抑えつけたドゥーは、最初はそう小さく呟つぶやき、一いつ瞬しゆんの間をおいて口を大きく大きく歪ゆがませ、高らかに高らかに高らかに笑いだした。

「いや、素晴らしい！　素晴らしいですよミヒャエルさん！　貴方あなたは人間でありながら人間としては唾だ棄きすべき欠けつ陥かんを抱え、同時にそれがかけがえの無い美び点てんになっている！　素晴らしい、お金を上げたい所ですがこの感動を金きん銭せんなどに変換するという行為すら醜しゆう悪たいとしか思えない！　いや、子し爵しやく殿が『面白い人間がいる』と言っておりましたが、なるほどなるほど、貴方の事でしたか！」

「え？　え？　よ、よく解わからないですけど、ありがとうございます！」

　わけも解らずに礼を言うミヒャエル。

　もっとも、ドゥーの言葉が良く分かっていないのは他の皆も同じ事で、困惑したような表情で笑う二人の様よう子すを見守っている。

「あ、そうだ、思い出した」

　そこでミヒャエルはハっと目を見開き、博士に向かって問いかける。

「俺、ここで前にアルバイト募集の紙を見たんですけど……、もう募集ってしてないんですか？　俺、今ちょっとお金に困ってまして」

　天才的なまでに空気を読まない少年に、皆が皆ツッコミを入れたくてしょうがなかったのだが──あらゆるツッコミが放たれるよりも先に、玉虫色の男が少年の方をポン、と叩たたく。

「アルバイトをお探しですか？」

　そして、親おや指ゆびを上に立てながらウィンクをし、表情を最高に輝かせながら──




「実は月末に本ほん土どで大きなイベントがありましてね……丁ちよう度ど、人ひと手でを捜してた所なんですよ！」













３章　吸きゆう血けつ鬼き達の夜や会かい







ドイツ南部　某ぼう田舎いなか町まち




　ミュンヘンの南東、アルプス山脈の北に位置する国こつ境きように近い場所。

　それが、騒ぎと怪かい異いの中心となる土地だった。

　周囲を山に囲まれた丘きゆう陵りよう地ちには、一つの小さな町があった。

　小さいとはいえ、人口は三万を超え、都市部に準ずる程度の設備も機能している。

　特に名所や名めい産さん品ひんもなく、これといって世に目立つ事の無かった土地なのだが──

　現在、この町は世界中から注目を浴びていた。




『村人消しよう失しつ事件』




　現代の神かみ隠かくしと呼ばれるこの事件は、昔ならばいざ知らず、情報化が進んだ世で起きた事に大きな意味が存在した。

　実際に村人が消しよう失しつしている以上、国家や警察も当然ながら動きを見せていた。国こつ境きよう近くで起きた事から、周辺国こくから各国の警察に追われた犯はん罪ざい組織でも越えつ境きようしてきたのではないかという噂うわさもでたが──そうした可能性は早々に否定され、捜査が進めば進む程ほどに『怪かい異い』としての一面だけが人々の心に強く刻み込まれる結果となっている。

　世界各かく地ちからマスコミ関係者やフリーのジャーナリストが集まり、警察からの進しん展てん情報も無い事を受け、各おの々おのの勝かつ手てな推測などを並べ立てていた。

　正直な話、町の人々にとっては迷めい惑わく極まりない話であり──同時に、その事件は確実に民みん衆しゆうの『恐怖』を煽あおる。

　得え体たいの知れない事件が起こった。

　それは、遠い国の話ならば、あるいは視し界かいに入らぬ土地の話ならば、人々は超ちよう常じよう現象の一種としてちょっとした日常の刺し激げきとして事件を捉とらえる事もあるだろう。

　だが、自分達が朝起きて、窓を開いた時に目の前に聳そびえる山。

　その中ちゆう腹ふくで事件が起こったというのならば、もはや人ごとでは済まなくなる。

　しかも、全く事件の原因も特定できていない状態であり、インターネットで取り上げられているような『毒ガス』や『謎なぞの宗教団だん体たい』、『奇き病びよう』といった単語の意味を想そう像ぞうするだけで気が気ではないだろう。

　事実、事件が解決するまで他の土地に離れる者も多く、事件目め当あての者を除いて山に近づく者はめっきりと減っている状況だ。




　そんな状況の中──町の中に一つの噂うわさが流れ始める。

　ゆっくりと、しかし、確実に。

　不定形な噂はどろりどろりと町民の心に絡みつき、ゆっくりとその臓ぞう腑ふを締め上げる。




『村は吸きゆう血けつ鬼きに襲おそわれた』




　本来ならば、鼻で笑うしかない噂。

　しかし、生存者の少女の首にあるという二つの傷きず痕あとと、実際に村人が消失しているという不ふ可か解かいさ。そうした事実が日々湧わき上がる膨ぼう大だいな不安と掛け合わされ、町の空気の中に確実な『重さ』となってのし掛かり、人々の背中に重じゆう圧あつをかける。

　重圧は少しずつ重さを増し──


　　　ミシリ、




　　　　　　ミシリ──



　と、人々の心を軋きしませる。

　徐々にひしゃげ始めた心に生じる歪ゆがんだ隙すき間ま。

　その隙間から『噂うわさ』は人の心しん腹ぷくへと入り込み、毒を少しずつ流し込む。毒はゆっくりと理り性せいや常識といった箍たがを腐くさらせ、人々の胸きよう臆おくを更さらに変へん質しつさせていく。

　結果として、人々は次第に思いこみ始める。

　吸きゆう血けつ鬼きなどありえないと口にしつつも──

　本当に、この事件は吸血鬼が起こしたのではないかと。




　その思いこみは人々の不安を更さらに増ぞう幅ふくさせ、町そのものにも、やがて軋きしみの音が響ひびき始める。

　最初にその軋みの音が響いたのは──

　たった一人の生存者である、幼さを残した少女の周囲からだった。







　事件から二週間近くが経過した現在──

　唯ゆい一いつの生存者である少女は、ただ沈ちん黙もくを続けるのみだった。

　警察の聴ちよう取しゆに対して、『村が変な人達に襲おそわれた』と証言していた少女だったが、日を追うにつれ言葉を少なくし、ついには事件について何も語らなくなってしまった。

　冷静になるに従い、ようやく村人を失ったという事実の重大さに気付いたのだろう。警察はそう判断したが──

　一部の人間は、そうは考えなかった。

　日に日に虚うつろになる少女の目。彼女は事件について何も語らなくなり、明らかに周囲に対して壁を築き始めている。

　──吸血鬼に嚙かまれて、心を支配されているのではないか？

　──あるいは……彼女も既すでに吸血鬼なのではないか？

　彼女の首に残る二つの小さく、しかし深い傷きず痕あと。

　数日経たっても治り始める様よう子すの無いその傷跡を見て、人々は徐々にそう思い始める。

　最初は、口に出す事すら憚はばかられた。

　頭がおかしい人間だと思われるのが関せきの山やまだ。そう思って自おのずからその疑ぎ念ねんを喉のどの奥に封じ込める。

　だが、時間が経つにつれ……ぽつり、ぽつりと人の口から言葉が漏れ始める。

「私の知り合いがこんな馬鹿な事を言ってたんだけど……」

　という前置きを口にして、あくまで与よ太た話ばなしという形で。

『王様の耳がロバの耳だ』。神しん話わや童どう話わの中で理り容よう師しが叫んだ穴の代だい替たい品ひんとして、『噂話ばなし』という形態を利用して心しん中ちゆうにある疑念を吐と露ろしたのだ。

　だが──その寓ぐう話わになぞらえるとするならば、穴のあった場所にはやがて葦あしが生おい茂る事だろう。そして、葦あしは風の揺らめきに合わせて『王様の耳はロバの耳だ』と叫ぶのである。

　そして、人々は信じてしまう。

　王様の耳がロバの耳だという、普通ならば信じぬ事ですら。

　村が吸きゆう血けつ鬼きによって滅ほろばされたのだという与よ太た話ばなしすら。

　少女が既すでに吸血鬼に嚙かまれているという推測は、徐々に『事実』として人々の口に上り──




　やがて、軋きしみの音が響ひびき渡る。
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「やあ、遅くなってごめんよ！　ちょっと仕事が立て込んじゃってさ！」

　扉とびらを開いた先で待つ一人の少女に、制服姿すがたの男は笑顔で声を掛ける。

　彼の名前はホルスト・ゲデック。

　町の新しん米まい郵ゆう便びん局員であり──今回の事件を当事者以い外がいで最初に目にした人物でもある。

　そして、少女の方は──現在行方ゆくえがハッキリとしている、唯ゆい一いつの事じ件けん当事者。

「どうだい、アルマの方には何か変わった事とか無かったかな？」

　アルマと呼ばれた少女は、表情を見せぬままゆっくりと首を左右に振った。

　警察の聴ちよう取しゆを終えた彼女を誰が引き取るのかという状態で、最初の内は近くの病院で検けん査さ入院をしていたのだが──結果的に、最初に彼女を保護した郵便局員が預かる事となった。

　郵便局員に年の離れた両親はいるものの、現在はミュンヘンの町で暮らしている。妻や子はおらず、現在は基本的に一人者という状態だ。本来ならば保護対たい象しよう者しやとして選ばれなさそうなのだが──少女自じ身しんがその局員に若じやつ干かん心を開いていた事と、もう一つの要素によって現在の流れに落ちついた。

　もう一つの要素とは──

　誰も、病院から少女を引き取りたがらなかったという事だ。

　吸血鬼に関する噂うわさだけではない、謎なぞの病びよう原げん菌きんや国際的な犯はん罪ざい組織との関わりまで幅広く噂うわさされている事件の中心である少女を引き取ろうという施設は中なか々なか現れず、警察か病院、あるいは事件へのショックを考こう慮りよして遠く離れた町の孤こ児じ院いんなどに預けようかという話になったのだが──いずれにせよ、少女本ほん人にんに話を聴きくということはしなかった。

　結局、引き取りを希望した郵便配はい達たつ人にんの男の手によって、少女はなんとか自分の居い場所を得る事ができたという次第である。

　アルマは暗い表情をしてはいるものの、保護した当初から比べれば随ずい分ぶんと生せい気きを取り戻したように思えた。

　しかし、それと引き替えに口くち数かずは大だい分ぶ減っていると言わざるを得ない。

　普通ならば、生せい気きが戻ると共に何か色々と事件について証言を始めそうなものだが、彼女の場合は逆に事件について語らなくなっている。

　しかし、ホルストもあえて事件については追及せず、なんとか彼女を普通の生活に戻そうと努力を続けていた。

　少女は首に大きな絆ばん創そう膏こうを貼はっており、その下に何があるのかをホルストは知っている。

　だが、それについても彼はアルマに尋たずねたりはしない。

　なんとなく、その傷きず痕あとについて触れるのはタブーであると感じたからだ。

「最近郵ゆう便びんが多くてね、普段の倍も走らされてる感じだよ、ハハ」

「……事件の……せいかな」

「えっ？」

「あんな事件があったから……みんな、この町に住んでる友達が心配だから……手紙をたくさんたくさん送るのかな……」

　そう言いながら俯うつむく少女に、ホルストは慌あわてて手を振り取り繕つくろう。

「いやいやいや！　いつもこの時期はそうなんだよ！　事件の事は関係ないって！　それに……関係あったとしても、アルマが気にする事じゃないだろう？」

「……うん」

　消え入るような声だが、ホルストの言葉にはしっかりと頷うなずく少女。

「さあ、そんな事より御ご飯はんにしよう。今日はね、帰りにいいソーセージを買ってきたんだ」

「……うん」

　心なしか、少女が僅わずかに微笑ほほえんだような気がする。

　その表情を見て、郵便配はい達たつ人にんの若者はホッと息を吐いた。

　刹せつ那な──




　ガゴシャ、という、何かを蹴けり壊したような鈍にぶ高だかい音が家の玄げん関かん先さきから響ひびき渡った。




　アルマはビクリと体を震わせ、ホルストは何事かと玄関に向かう。

「誰だ！」

　ホルストがドア越しに叫ぶが、反応はない。

「……どこかに隠かくれて」

　アルマにそう指示しながら、深しん呼吸と共に覚かく悟ごを決め、勢いよく扉とびらを開く。

　だが──

「いない……？」

　そこには既すでに誰もおらず、夜の静せい寂じやくが通りを包み込むのみだった。

　ホルストは背中にグジャリとした汗を感じながら、何か異常はないかと周囲を見渡し──

　先せん刻こくの『音』の正体を発見する。

　それは、ポストに勢いよく突き立てられた、十字架かを模もしたナイフ。

　苛いら立だたしげに引き抜きながら、更さらに目を向けると──

　いつの間に書かれたのか、家の壁にスプレーで落らく書がきが印しるされていた。

『生ける屍しかばねの心しん臓ぞうを抉えぐれ』

　と、民みん家かの壁に行う落書きとしては非常に無ぶ骨こつで悪あく趣しゆ味みな一言が。

　──糞くそ、なんだってんだ！

　──どいつもこいつも、あんな噂うわさを真まに受けやがって……。

　──アルマに会った事も無い癖くせに……！

　やり場の無い怒りを胸に、すぐに落書きを消そうと玄げん関かんに目を向けると──

「……っ！」

　そこには、青ざめた顔で落書きを見つめるアルマの姿があった。

「……アルマ……」
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　何か声をかけようとしたが、咄とつ嗟さには何も思い浮かばない。

　僅わずか数秒の躊躇ためらいだったが、アルマはその間に踵きびすを返し、家の中へと駆け込んでいった。

　彼女の表情に浮かんだ深い陰りは、恐怖か不安か、あるいは心ない者達への怒りだろうか。

　そのどれかを確認する事もできず、ホルストは静かに少女の後を追って家に入る。

　なんと声をかければ良いのか、慰なぐさめの言葉すらも思いつかぬまま。




　心ない者達による落らく書がき。

　ただの悪戯いたずらとも受け取れるその事件が──

　青年と少女に襲おそいかかった、最初の『軋きしみ』の音だった。





†






数日後　ドイツ海上




　海に反射した夕日の茜あかね色いろが、甲かん板ぱんに立つ少女を暖かく照らしている。

　ミヒャエルを追って島を出たフェレットは、連絡船せんにて本ほん土どを目指す。

　吸きゆう血けつ鬼きならば蝙蝠こうもりに変じて海を渡る事も可能と思われがちだが、吸血鬼によっては『流りゆう水すい』という弱点を持ち、海上や河か川せん上で行動を大きく制限されるケースも多い。もっとも、フェレットに関しては元から蝙蝠に変へん化げする事はできないのだが。

　変わりに、多くの吸血鬼の弱点でもある陽光を顔に受け、整った目め鼻はな立だちをハッキリと世界の中に浮かび上がらせている。

　だが──その表情には、どこか物もの悲がなしい色が含まれていた。

「……ミヒャエル……」

　その名を呟つぶやき、少女は思う。

　──貴方あなたはいつもそう。

　──いつだって、周りが見えてないんだから……。

　彼が周りを見ていないのは、常にフェレットだけを見ているからなのだが──その可能性には思い至らぬまま、静かに甲板の縁へりの柵さくに手を置き────

　──本当に……本当に……

　──本当に……ッ！　貴方という人は！

「会えたら……どこをどこにどう叩きつけてやりましょうか……」

　表情を瞬しゆん時じに苛いら立だちへと変え、強く強く柵を握り締めるフェレット。

　特別頑がん丈じように造られている筈はずの鉄てつ柵さくが、指の形に合わせてグニャリと歪ゆがんだ。
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「ムィックシュッ！」

「おや、風か邪ぜですか？」

『組織』の現場に向かう最さい中ちゆう、ミヒャエルが奇き妙みようなクシャミをする。

「それにしても変わったクシャミだ。長く生きてますが、そういう変なクシャミをする人間は君の他には一人ぐらいしか知りません」

「いや、昔からの癖くせで……ムヒュックシュ！」

「大だい丈じよう夫ぶですか？　風か邪ぜは万病の元と言いますよ？」

「ハハ、きっと誰かが俺の噂うわさをしてるだけですよ」

　鼻を啜すすりながら笑うミヒャエルに、ドゥーも笑いながら言葉を返す。

「それなら、あともう一度クシャミをした方がいい」

「え？」

「東とう洋ようのことわざでは、一は褒ほめられ、二は憎にくまれ、三は惚ほれられ、四は夜よ辻つじの風か邪ぜ引ひき、五は強ごう突つく張ばりの居い候そうろう、六はろくでなし、七は……というように、クシャミの数によって噂の質を決めるんだそうです。後半はもう何がなんだか解わかりませんけどね。さあ、あと一回クシャミをすれば誰かに惚れられますよ！」

「そ、そうか！　頑がん張ばります！」

　馬鹿なやりとりをする二人を余よ所そに──

　彼らの背後には、その諺ことわざの何いずれにも当てはまりそうにない、複雑な感情が迫りつつあった。

　もっとも、ミヒャエルにとってはいつも身に受け続けた感情ではあるのだが。
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「……どうする、声をかけるか」

「……無む茶ちや言うな」

　鉄の柵さくが歪ゆがむ光景を遠とお目めに見ていたのは──フェレットに気付かれぬまま後を尾つけていた、二人の人じん狼ろうの姿だった。

　一人は青い髪かみ、一人はスキンヘッドと目立ち過ぎる格かつ好こうではあるが、フェレットも今は周りを見ていないので気付かれる様よう子すもない。

「ゾブ婆ばあとかメイドに言われて付いてきたのはいいけどよ……えーと……フェレットの嬢じようちゃんを陰から見守れって言われても……何をどうすりゃいいんだ？」

　スキンヘッドの言葉に、青せい髪はつの人狼が溜ため息いきをつきながら答える。

「ミヒャエルの坊ぼつちゃんをうっかり殺さねえように見張るに決まってるだろ」

「……そいつぁ難しそうだ」

　二人は顔を見合わせて溜息をつくと、そのまま肩を苛いら立だちに震わせる少女を見守り続ける事にした。少女の纏まとうあまりの鬼き気きに、背せ筋すじに冷たい汗を搔かきながら。




　こうして──ミヒャエルとフェレットは、共に南を目指して進み続ける。

　その先で、何に巻き込まれる事になるのかも知らぬまま。

　知っていたとしても、決して止まる事はしないだろうという性しよう根ねを携たずさえて。

　結局、二人は感情はどうあれ、互いの為ためにその場所を目指していたのだから。




　そして、僅わずかに時は流れ────
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翌よく日じつ　ドイツ南部　マーズ家私し有ゆう地ち　夜




　資し産さん家か。

　大だい富ふ豪ごう。

　金きん満まん家。

　物持ち。

　お大だい尽じん。

　百万長ちよう者じやに億おく万まん長者。

　あるいは単に──お金持ち。

　資産、資産、資産。

　圧倒的な富を持って、周囲から浮き上がって見える存在。

　それは資し本ほん主義国こつ家かにおいて、あるいはその他のシステムの社会においても非常に解りやすいステータスであり、地位の有う無むによって貴き族ぞくや素そ封ほう家かと呼び分けられるだろう。もっとも、貴族であっても必ず金持ちであるとは限らないのだが。




　そして──イギリスに本ほん家けを置くマーズ家という名の血統に関しては、地位や過去の栄光とは無む縁えんな存在であり、それでいながら稀き代たいの資産家でもあった。

　世界各かく地ちに私有地を持ち、土地の安い郊外とはいえ、その一つ一つが広大な敷しき地ち面積を誇っている。

　多数の企業を抱えた企業財ざい閥ばつというわけではなく、株の取引の成功やイベントへの投とう資しを行ってきた事で有名な資産家だ。

　過去には成なり金きんなどと呼ばれる時代があったかも知れないが、現在では『昔からの金持ち』であり、成り上がりなどという言葉とは無縁の存在となっている。




　そして、このドイツ南部の郊外にも、古くからマーズ家の所有とされている別べつ荘そう地ちが存在しており──その内部には、小さな『英国イギリス』が広がっていた。

　カントリーハウス。

　人々にその名で呼ばれる、英国貴き族ぞく達たちが己おのれの富と地位を誇こ示じする為ために建てた大だい邸てい宅たく。

　それは城と同じ広大さと絢けん爛らんさを持ち合わせながら、戦争を意識した城じよう塞さいにはない独特の優ゆう美びさと華はな々ばなしさが鏤ちりばめられていた。

　貴族の性格や時代背はい景けいにより、百通り、千通りの豪ごう邸ていを超えた豪邸が存在し、英国内ないではその『貴族の邸宅』がそのまま観光スポットとして成り立っている。

　だが──このドイツの地に建てられたマーズ家のカントリーハウスは、人々にその姿を公開する事は無く、山の合間にある一つの平地の中にひっそりと存在していた。

　ただし、『ひっそり』と言い切るにはあまりにも広大な邸宅ではあるのだが。

　敷しき地ち面積を具体的に示すよりも、『一番近い門からでも、邸宅にたどり着くまでに庭を３キロ以上進む必要がある』と言った方が敷地の広大さをより具体的に表す事ができるだろう。

　世界に散らばるカントリーハウスの数々に比べれば中ちゆう堅けんといった広さであるのだが──それを他国の領りよう内ない、しかも複数の国に持ち合わせているというだけで、このマーズ家の潤じゆん沢たくな資産の一部が窺うかがい知れるというものだ。

　現在の当とう主しゆは一人の少女だと言われているが、その詳しよう細さいは何な故ぜか決して表には出てこない。

　当主は代だい々だい女性が務めており、数十年に一度、代だい替がわりした時にだけ顔を出すが──どの代の少女も非常によく似た顔立ちをしており、人々はそれが全て同どう一いつ人物なのではないかという噂うわさをまことしやかにささめき合った。




　もっとも──それは紛まぎれもない真実だったのだが。
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　そして現在──黒くろ塗ぬりの高級車に乗せられたミヒャエルが、石いし畳だたみで舗ほ装そうされた『庭の道』をゆっくりと揺られている。

　遮しや光こうガラスの窓を開け、夜の庭園の様よう子すを見る。

　月明かりに照らされた風景は、先せん刻こく私し有ゆう地ちの門をくぐってきたという事をあっさりと忘れさせるものだった。

　庭園の中に森は疎おろか『川』が存在しており、小川というものではなく、何なん艘そうもの船が浮かび、その上を横切る石造りの橋には橋はし桁げたが四つも使用されており、その下を船が悠ゆう々ゆうとくぐり抜けている。

　聞けば、その川は自然に流れていたものではなく、人工的に引き直したものだという。だが、その周囲には肥ひ沃よくな土と緑が広がり、人間の手が加えられたとはとても思えない。

　だが、その木々の配置が美しく調ちよう和わされすぎている事こそが、この風景が『不自然な自然』であり、人じん為い的な手が加えられているという事を証明していた。

「……ここって、公園じゃないんですよね？」

　呆あきれたように驚いているミヒャエルの言葉に、高級車に似に合あっているのかいないのか、玉たま虫むし色いろに輝くスーツを来た男が笑いながら答えた。

「ある意味、公園ですねえ。もっとも、この敷しき地ち内での『公おおやけ』というのは極ごく々ごく限られた存在ではありますが」

「？」

　良く分からない、と言った表情をするミヒャエルに、ドゥーも外の光景を見ながらその疑問の答えとなる言葉を紡つむぐ。

「グローワース島と一緒ですよ。世界各かく地ちに存在する彼女の『領りよう内ない』は、我々のように『人間社会から見た異い形ぎよう』に広く開放されているのです。言わば、異形達の公園ですね」

「へえー」

　感心したように呟つぶやくミヒャエルは、ついでとばかりに更さらなる質問を口にした。

「ここの領りよう主しゆ様っていうのはどういう人なんですか？」

「ただの土地持もちですから、領主というのはおかしいですが……年ねん齢れいは３００歳さいぐらいですかねえ。後こう天てん的な吸きゆう血けつ鬼きですが、外がい見けん年齢は貴方あなたと同じか少し上ぐらい、と言ったところでしょうか」

　肉体の最さい盛せい期きあたりまで成長する先せん天てん的な吸血鬼と違い、他の吸血鬼に嚙かまれる事によって変化した後天的な吸血鬼は、嚙まれた時点で成長と老ろう化かの歩みが止まる。

　これから会う資し産さん家の少女は、外見はまだ少女でも、中身は数百歳の経験豊ほう富ふな媼おうなという事になるのだろう。

　ミヒャエルが『博士みたいにお婆ばあさん口く調ちようで喋しやべるのかな？』と頭の中で納なつ得とくしていると──

　車の前方に、巨大な建造物が姿を現した。

「え、あれ……お城ですか？」

「いいえ？　個人の別荘ですよ？　住む世界が違い過ぎて嫉しつ妬とする気も起きませんねえ」

　目の前に見えてきた『それ』は、確かに大きさだけを見ればバルシュタイン城に匹ひつ敵てきすると思われる。バルシュタイン城のような『高さ』はないものの、その分ぶん平面的に大きく広がっており、その家か屋おくの中に一つの町があるような錯さつ覚かくすら覚える。

　──ああー、本ほん土どの大きなショッピングモールみたいな感じだなあ。

　そんな事を考えているうちに、車が徐々に邸てい宅たくへと近づいていく。

「おっと……止めて下さい」

　ドゥーの声に、運転手は無言のまま車を停めた。

「どうしたんですか？」

「いえ、知り合いが居たもので」

　その答えを聞き、ミヒャエルは首をぐるりと回し、ドゥーと同じ方向に視線を向ける。

　するとその先には、まだ幼さの残る一人の少年が、『トコトコ』という擬ぎ態たい語ごが似に合あう調子で石造りの道を歩いていた。

　艶つやのある黒くろ髪かみの一部を赤く染め、身に纏まとうのはゴシック調の柄がらが入ったＴシャツとズボン。若いミュージシャンを思わせる外がい観かんをしている少年だが、それにしても若わか過すぎる。外見だけ見れば、年は恐らく12歳さい前後だろう。

　まるでビジュアル系バンドのファンである親が、自分の子供にも無む理り矢や理り同じようなファッションをさせているような印いん象しようだ。

　少年の目は奇き妙みような輝きを見せており、見る者を瞳ひとみの中に引き込まんとし、一方で、ゴスロリ調とでも言うべき全身の雰ふん囲い気きが近づき難さを醸かもし出している。

　そんな少年を見て玉たま虫むし色いろの男は窓を開き、顔をヒョイと外に出しながら声をかけた。

「ファニー。乗っていきますか？」

「あ、ドゥーさん。えっと……、いいの？」

　パンクな外見とは裏うら腹はらに、年とし相そう応おうに無む邪じや気きな様よう子すで答える少年。

　ファニーと呼ばれた少年は、笑いながら車に駆け寄り、ミヒャエルのいる側の扉とびらを開けた。

「あっ」

　ミヒャエルの存在に全く気付いていなかったのか、中にいた彼の姿を見かけて一いつ瞬しゆん体を固まらせるファニー。

「あ、ごめんごめん、今奥おくに詰めるよ」

　そのまま体を後部座ざ席せきの真まん中なか、ドゥーの側に詰めるミヒャエルを見ながら、少年はゆっくりと車の中に乗り込み扉を閉めた。

「……君、誰？　新入りの人？」

　警けい戒かいするように尋たずねる少年に、ミヒャエルが口を開くよりも先にドゥーが答える。

「彼は私の友人です。吸きゆう血けつ鬼きではなく人間ですから、そんなに警戒しなくても大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「あ、そうそう。俺はミヒャエル。宜よろしくね」

　笑いながら手を差し伸べるミヒャエルに対し、ファニーは安あん堵どしたように息を吐く。そして、態度を一いつ転てんさせ、フフンと鼻を鳴らしながら余よ裕ゆうに満ちた顔でその手を握る。

「なあんだ。人間かぁ。新しい幹かん部ぶの人かと思ったよ。ボクはファニー・ルー。なんで人間がここにいるのか知らないけど……まあ、僕は男の血には興きよう味み無いから安心してよ」

　小こ馬鹿にしたようにクスクスと笑うファニーに、ミヒャエルは気にした様子も見せずに言葉を返す。

「ああ、宜しく！　いやー、未み成せい年ねんの男なんて俺だけかと思ったけど、君みたいな子もいるんなら少しは気が楽になるよ」

　するとファニーは、少し不ふ機き嫌げんそうにむくれながら、上うわ目め遣づかいでミヒャエルを睨にらみ付けた。

「……えっと……ボクは一いち応おう君よりも年上だよ？　多分、５００歳さいぐらい」

「えっ？　そうなんだ!?」

「そうだよ？　フフッ、それに君は人間なんだから、もっとボクを怖がってもいいと思うんだ」

　得意げに胸を反らすファニーに、ドゥーが笑いながら声を掛けた。

「女の子に怖がられると泣いてしまう癖くせに。ファニーはいつも男と年上に対しては強気に出て愉ゆ快かいですねえ」

「ド、ドゥーさん！」

「ミヒャエル君、別に彼に敬けい語ごを使う必要はありませんよ。確かに数百年生いきてはいますが、人間に近い精神構こう造ぞうを手に入れたのは10年ぐらい前ですから、精神年ねん齢れいは子供です」

「あ、そうなんですか？」

　──ヴァルみたいな感じなのかな？

　精神構造がどうのという言葉の意味は良く分からなかったが、要するに目の前の少年が見た目通りの子供の心を持っているという事は理解できた。

　それを暴ばく露ろされてドギマギしているファニーを見て、ドゥーは尚なおも楽しげに語り続ける。

「ミヒャエル君、彼は自分の外見と同い年ぐらいの女の子にしか興きよう味みないんですよ。普通に考えれば健けん全ぜんですが５００歳の男がと言うと途と端たんに変へん態たい的になりますよねえ」

「ちょ、ちょっとドゥーさん！　もう、意い地じ悪わるするのはやめてよう！」

　涙なみだ目めになりながら抗こう議ぎの声を上げる少年。

　ドゥーかカラカラと笑いながら窓の外を眺ながめていたのだが──再び誰かを見つけたようで、運転手に『ちょっと停めて下さい』と指示を出した。

　しかし、今度は窓の外に誰も見えない。

　訝いぶかしむミヒャエルを余よ所そに、ドゥーは窓の外に顔を出し──地面に向かって声を掛ける。

「ウル、乗っていきますか？」

　すると、ドアの外──それも、大だい分ぶ地面に近い所から渋い声が聞こえてくるではないか。

「無用な気き遣づかいだ。誇り高き狼おおかみである我が車などに乗れるか」

「そうですか、これは失礼を」

　頭を下げ、運転手に車を出すように指示するドゥー。

　そのやり取りを見て、ミヒャエルは、

　──人の言葉を話す狼の吸きゆう血けつ鬼き？　見てみたいなあ！

　と、上半身を捻ひねらせて後部の窓に目を向けたのだが──

　遠ざかる景色の中、道の上を優ゆう雅がに歩いていたのは──

　一匹の、チワワだった。

「……」

　沈ちん黙もくするミヒャエルに、ドゥーが人差し指を自らの鼻に添えながら小声で呟つぶやく。

「あ、彼に『犬』は禁きん句くですよ。自分の事を狼おおかみだと言い張っているので」

「まったくもう、ウルさんも頑がん固こだよねー」

「組織には実じつ際さい狼の吸きゆう血けつ鬼きもいるのですが、皆に『え？　お前まえ吸血鬼じゃなくて人じん狼ろうだろ？』と馬鹿にされているので、その人には『狼』って言うのがタブーなんですよ。ややこしい話ですがねえ」

「自分が見えてない人って大変だよね、ハハッ」

　話が逸それた事が嬉うれしいのか、ファニーもクスクスと笑っている。だが、ドゥーはそんなファニーに対してヤレヤレと首を振り、一言。

「君が言いますか？　君だって人間の形を取り繕つくろってはいますが、本当は……」

「ドゥーさん！」

　慌あわてて口を塞ふさごうとし、ミヒャエルの膝ひざの上に乗り上げながら手を伸ばすファニー。

　刹せつ那な──彼の袖そでが揺らめき──

　Ｔシャツの横の意味の無い位置に開けられていたチャック。単なるファッション的な意味合あいのものだろうと思っていた穴の中から、カニの足を思わせる質しつ感かんの『何か』が飛び出し、ミヒャエルの眼前を通り過ぎてドゥーの首くび筋すじを押さえつける。

　そして、一いつ拍ぱく遅れて少年の生白い手がドゥーの口に届き、その口を強くふさぎ込んだ。

「もー！　人間には内ない緒しよだって言ってるでしょ！　女の子に知られたら、それだけでみんな怖がって近づいてきてくれないんだから！」

「えーっと」

　ミヒャエルは反応に困り、顔の前にある硬こう質しつの『足』らしきものをコツコツと指で叩たたく。

「あッ」

　そこで自分の失しつ態たいに気付いたのか、ファニーは慌てて自分の体の一部をＴシャツの中へと戻し、上うわ目め遣づかいでミヒャエルに問いかける。

「……な……何か、見た？」

「見てない、って言っておくよ」

「ならいいや、ありがと」

　安あん堵どしたように息を吐く少年に、ミヒャエルは島に残してきた友人の一人を思い出す。

　──なんだか、ますますヴァルに似てるなあ。

　──そういえば、ヴァルやセリム、今いま頃ごろどうしてるかなあ。

　まだ島を出て数日だが、早くも郷きよう愁しゆうの念に駆られたミヒャエルは、一人窓まどの外に思いをはせようとしたのだが──よくよく考えてみて、その郷愁は徐々に薄れていった。

　──ああ。

　両隣どなりに座る吸血鬼や、先せん刻こくのチワワの事を思い返し、違い和わ感かんよりも親しみを覚えている自分に気付く。

　──ここって、島の地下と大して変わらないや。




　──ただ……フェレットが居ないのが物足りないけどね。





†






マーズ邸てい　屋内




　ミヒャエル達がまもなく邸てい宅たくの前に辿たどり着こうかという頃──

　マーズ家が所有する邸てい内ないには、既すでに多くの吸きゆう血けつ鬼き達が集まっていた。

『色つき』の幹かん部ぶ、およそ百名。

　更さらに、彼ら直ちよく属ぞくの部下や、元からマーズ家に仕えていた使用人達たちを合わせると、既に三百人を超える吸血鬼や人間、人じん狼ろうなどが来訪している状態である。

　しかしながら、それだけの人数を受け入れてもなお、マーズ家の別荘である邸宅は狭せま苦くるしさを微み塵じんも感じさせる事は無い。

　床面積だけで悠ゆうに１０００平方メートルを超し、五十を数える部屋数かずを誇る。

　それでもカントリー・ハウスとしては広い方ではないという事に、多くの人間は驚きを覚えるが──そうした知識を聞くよりも、実際に中に足を踏み入れた際の驚きの方が遙かに大きいものとなるだろう。

　巨きよ象ぞうの来訪すらも歓迎するといった広さを誇るエントランスは、この世の華か美び、典てん雅がと言った言こと霊だまを凝ぎよう縮しゆくさせたような空気に満ちている。金色のシャンデリアが完全に空気に溶け込み、時に悪あく趣しゆ味みと感じさせる金の輝きを柔らかい暖かみへと変へん貌ぼうさせていた。

　天てん井じようまでの高さは20メートルを超え、壁から続く荘そう厳ごんな絵が天井をただの遮さえぎりではなく、擬ぎ似じ的な『空』へと変え──広大な室内を、閉じられた一つの世界であると錯さつ覚かくさせる。

　そのエントランスから放ほう射しや状に広がる各部屋も、やはり訪れる者に溜ため息いきを吐かせるには十分な造りのものばかりだった。

　美術館ではなく、美術品の絵の中に入り込んだと錯覚させる華美な部屋の数々。

　壁や天井には部屋ごとに違った趣しゆ向こうの絵や装そう飾しよくが施ほどこされており、その細部に至るまで手抜きは一いつ切さい見られない。例えばハガキ一枚分のスペースを壁や天井から切り抜いたとして、その部分だけでも『芸術品』として十分通つう用ようするだろう。

　木もく目めと黄こ金がね色いろが柔らかい調ちよう和わを見せる、小学校の体育館ほどもある大おお広間。

　百名を超える来客を想そう定ていされて造られた、私し邸ていのものとは思えぬ大だい食堂。

　円形の空間の中に一流ホテルのエントランスを凝縮させたような応おう接せつ間ま。

　煌きらびやかな装そう飾しよくの輝きからシルクのヴェールで住人の安あん眠みんを守る寝室。

　他の部屋程ほどの派は手でさはないが、機能性に優れた大量の食事をまかなう調ちよう理り室しつ。料理の熱を逃がす為ために、エントランス以上に高い天てん井じようの空間となっているのも特とく徴ちよう的だ。

　その滑なめらかな曲線だけで一つの『美』を表現している巨大な螺ら旋せん階段。

　ただ部屋にいるだけで心の奥底の童どう心しんや野や心しんを刺し激げきするビリヤードルーム。

　シャワー中心の為か、浴室だけは一般的な家庭のものと大差ない広さだったが、浴よく槽そうの横に置かれた陶とう磁じ器きの花か瓶びんなどが華はな々ばなしさを生み出している。




　そうした壮そう麗ごんな屋や敷しきの中で、一ひと際きわ異い質しつを放つ場所は──『ロング・ギャラリー』と呼ばれる場所だった。

　これは多くのカントリー・ハウスに設置されている部屋であり、部屋というにはあまりにも異質であるが──その異質さ故ゆえに貴き族ぞくという存在の荘そう厳ごんさを感じさせる場所でもあった。

　車が二台すれ違える程ほどの幅の通路が、数十メートルもの長さで続いている空間。

　屋内に走る廊下というわけではなく、そこは確かに一つの『部屋』であり『設備』でもあった。ロング・ギャラリーは貴族達が悪あく天候時じに庭代わりに散さん策さくする『室内の庭園』であり、それぞれの館やかたの主人の趣しゆ味みによって様々な形態をとる『趣味の空間』でもある。時には貴族同どう士しのファッションショーのような事も行われていたというその部屋には、椅い子すなどが多く並び、ただの廊下とは明らかに違う空間として存在しているのだ。

　カントリー・ハウスの主あるじの意い向こうによって、ロング・ギャラリーは時に世界中の名めい品ひん、名めい画がを集めた美術館となり、時に50メートルを超す壁かべ一面を書しよ架かが覆おおい尽くすライブラリーとなり、時にそのまま応おう接せつ間まとして使用される事もあった。

　このマーズ家にも例外なくロング・ギャラリーは存在し、屋敷の主である者の趣味に合わせた設備となっていたのだが──

　その結果として、このマーズ家の邸てい内ないにおいて、ロング・ギャラリーの存在こそが最も浮き上がった場所となっていた。

　この屋敷の中だけではない。

　恐らくは、ありとあらゆるカントリー・ハウスの中でも特殊な部ぶ類るいの存在となるだろう。

　何しろ、そのギャラリーの中にあった物は────




「……なんだ、これは」

　己おのれの到着を屋敷の主に知らしめるべく、使用人に案内されるままにロング・ギャラリーへと足を踏み入れた吸きゆう血けつ鬼き──『蒼あおき血けつ河が』カルジミール・アレクサンドロフは、妙みような違い和わ感かんに言葉を漏らす。

　一見すると、そのロング・ギャラリーは入口から見て左半分に名画と美術品、右側に長い長い書しよ架かの列。書架の前にはいくつもの高級品と思おぼしき木製机づくえと椅い子すが並んでおり、人々が図書館代わりの憩いこいの場として使うのが目的なように思える。

　しかしながら、確かにこの長部屋には何か強い違い和わ感かんがあり、この部屋がどこかまともではないと本能的に感じとれた。

　窓が殆ほとんど無く、唯ゆい一いつの窓も雨戸が閉まっている事に関しては納なつ得とくできる。

　この屋や敷しきの主あるじである吸きゆう血けつ鬼きは日光に耐たい性せいがあるが、当然ながら日光に耐性の無い吸血鬼も数多く存在する。そうした者達を客きやく人じんとして迎えるのならば当然の配はい慮りよだろう。

　しかし、違和感というのはそのような事ではない。

　何か根本的に異なるような気がして、カルジミールは眼鏡めがねの位置を直しながら壁に掛かった額がく縁ぶちの数々に目を向ける。

　それらは善ぜん美びの限りを尽くした装そう飾しよくの額縁であり、中に何の絵が無くともそれだけで一つの芸術品として成り立っているような代しろ物ものだった。それでいて、中にある絵を邪じや魔ましない、実に落ちついた高級感を持ち合わせている一品である。

　だが──

「ん……？」

　違和感は、その中に収まっている絵の方にあった。

「なんだ……？　この絵は？　いや、ポスターか？」

　それらの額縁の中には、様々な絵え柄がらや写真に合わせて何かのタイトルロゴのような物が入っている広告用のポスターだった。確かに趣しゆ味みで飾るものではあるが、額縁に入れて貴き族ぞくの館やかたの壁に飾られるのには確かに違和感があるだろう。

　最初は映画や舞ぶ台たいのポスターかとも思ったが、よく見ると漫まん画がやアニメ調のイラストの物も多く存在し、３ＤＣＧを用いた物も数多く存在していた。

「……」

「ゲームのポスターだな。半分は日本製だ。おお、ゲームセンターのインストカードまである」

　混乱するカルジミールの背後から淡たん泊ぱくな調子で声を掛けたのは、屋敷の入口で合流した一人の女おんな吸血鬼だった。

「ゲーム、だと？」

「うむ、私もそんなに詳しくはないのだが……」

　艶あでやかな軍ぐん服ぷくを身に纏まとった女──【幻げん橙とう機き】ラティーシャ・Ｇギータルリン・アズタンドゥーヤは、怜れい悧りさと冷れい徹てつさを掛け合わせた光を双そう眸ぼうに宿しながら、カルジミールに対して言葉を紡つむぐ。

「カルジミールはマーズ家の屋敷に長居した事は無かっただろうが……彼女の趣味はお前も知っているだろう？　吸血鬼随ずい一いちのゲームマニア。人間の中でも上じよう位い一割に入るかもしれんがな」

「……下らん。だからといってポスターを美術品と同じように……部屋の持ち腐ぐされだ」

「そうか？　本人にとって飾る価か値ちがあるならば構うまい。少なくとも、彼女は幸せなのだろうからな」

「で、その女当とう主しゆ本人は何ど処こにいる？　形だけでも挨あい拶さつはしておかんとな……」

　小声でブツブツと呟つぶやくカルジミールに、ラティーシャはクスクスと笑いながら部屋の奥を指した。

「一番奥おくのテーブルだ。だが、お前にとってはあまり行きたくない場所だと思うぞ？　ただでさえ、お前は彼女を会議から除のけ者にして恨うらみを買ってるんだからなあ？」

「あ、あの件はもう終わりだ！　『金』や『パール』、何な故ぜかイエローにまで踏みにじられたんだぞ私は！　だからこそ、私はこうして貸し借り無しだと主張する為ために挨拶をだな……」

「口数が増えるのは怯おびえている証しよう拠こか？」

「……」

　歯ぎしり混じりの沈ちん黙もくに身を包み、ラティーシャに背を向けて歩を進めるカルジミール。赤い絨じゆう毯たんを必要以上に強く踏みしめるのは、彼なりに緊きん張ちようしているからかもしれない。




　公共施し設せつでもない部屋の中を50メートルほど直線に進むという貴き重ちような体験をした後、カルジミールはまだ10メートルほど先のテーブルに座る奇き妙みような一団に目を向ける。

　すると──絨毯とは全く別室の『赤色』が目に入った。

　──げ、ゲルハルトもいるのか……ッ！

　彼がそこで見た者は──並み居る吸きゆう血けつ鬼きの中でも、異い質しつ中の異質と言える存在。

　椅い子すから机にかけて、人間の常識ではあり得ない光景が液状に広がっている。

　どこまでも原色を貫つらぬいた赤い液体──大量の血液が、まるで幻げん想そう的な世界で描かれるスライムのように、重力や表面張ちよう力りよくといった物を全く無視して蠢うごめいているのだ。

　それまで人に近い姿を取って机に肘ひじをかけていたその赤い液体は、カルジミールの姿に気付いたのか、自らの姿を崩しながら空中に新たな形へと変化し──カルジミールの母ぼ国こく語ごを用いた文章となって浮ふ遊ゆうしたまま動きを止める。

【やあやあ、カルジミールではないか。どうしたのかね？　君が会議の半はん日にち以上前から現地入りするなど珍しい】

「そういう貴き様さまは随ずい分ぶんと暇ひまそうだな……ゲルハルト」

　ゲルハルト・フォン・バルシュタイン。

　それがこの液状吸血鬼の持つ名前だった。

　レリックとフェレットの義ち父ちであり、バルシュタイン城の元もと城じよう主しゆでもある。

　かつて皇こう帝ていより、ドイツには存在しなかった筈はずの『子し爵しやく』の称しよう号ごうを与えられており、グローワース島を領りよう地ちとして現代でも社会の裏から吸血鬼と人間の関わりを支し援えんしてきた存在。

　現在はレリックに城主の座を譲ゆずっているものの、代わりに『組織』の幹かん部ぶとして返り咲いている状態だ。

　非ひ難なんの目を向けるカルジミールに対し、ゲルハルトは堂々たる調子で返答の文字を綴つづる。

【暇ひまではないよ。会議までの時間を有ゆう効こう活用しているだけさ。情報も引き続き集めさせている。今回の案あん件けんは決して笑いながら話せる物ではないが、せめてその時が来るまではいつも通り過ごそうというまでだ】

「だからと言って、会議の当日に何をやっているのだ？　貴き様さまらは……」

　見ると──テーブルには見知った顔が数人と、見知らぬ女が一人座っていた。

　とりあえずカルジミールは見知った顔の一つ、大人おとなしそうな顔をした少女に目を向ける。

「おっと、これはこれはご機き嫌げん麗うるわしゅう。『銀ぎん輪りん舞ぶ台たい』の御お嬢じよう様」

「あ……カルジミールさん。どうもすいません、今、手が離せなくて……ちゃんとした挨あい拶さつも……ああッ！」

『銀輪舞台』という二つ名で呼ばれた少女は一いつ端たんこちらに目を向けて頭を下げるが、何か慌あわてた様よう子すで手元と視線を行ったり来たりさせている。

　見ると、彼女だけではない。テーブルに座っている者全すべてが手元に持った何かの電子機器に目を向けており、液状のゲルハルトまでが念ねん力りきを用いて器き用ようにボタンを打ち鳴らしていた。

　どうやらそれは携帯ゲーム機のようで、画面には小さなキャラクターが所狭せましと蠢うごめいている。

「……」

　強烈な疎そ外がい感を覚えたカルジミールは、咳せき払ばらいを一つしながらテーブル全体に問いかけた。

「改めて聞くが……君らは一体何をやっているのかね？」

　すると、ゲームにも意識を向けながら丁てい寧ねいに答えたのはゲルハルトの血ち文字だった。

【おお、すまないなカルジミール。丁ちよう度ど敵と遭そう遇ぐうした所で、数分間手てが離せんのだ。本来ならば手を止めてでも挨拶をする所だが、ネットを通じて参加をしている者もいる為ために中断するのもまた先方に対する失礼となるのでな。ロミー嬢も本当は挨拶したいのだろうが、おおらかな心で受け止めてくれると助かる】

　それに続いて、ロミーと呼ばれた先せん刻こくの少女があたふたとしながらカルジミールとゲーム画面の間で視線を往復させる。

「ほ、本当にすいません！　カルジミールさん！」

　少女はショートカット髪がみの下で気弱そうな表情を浮かべており、今にも申し訳無なさに泣き出しそうな表情をしていた。だが──彼女の纏まとっている服はテーブルの中で一番質の良い布ぬの地じを使って作られており、腕うで輪わには見るからに高級品の匂においを漂わせる宝石がいくつも鏤ちりばめられていた。

　ただ、些いささか奇き妙みような点が一つ。

　少女の背には、蝙蝠こうもりを思わせる巨大な羽が装着されており、本物さながらの質しつ感かんでぱたぱたと蠢いている。

　吸きゆう血けつ鬼きと蝙蝠の羽。一見すると自然な組み合わせのようだが、実際の所、それは本物の羽ではなく、特殊な素材を用いて作られた特とく注ちゆう品ひんの衣装であった。恐らくは、その特注品だけで相当の金額が動いていると思われる。

　だが、そんな彼女の服装に関して、誰も奇き妙みように思う者はいなかった。

　少なくとも、この場では。

　彼女──ロミー・マーズは、一見すると腰の低い態度をとるだけの少女に見えるが、れっきとしたこの大だい邸てい宅たくの所有者であり、世界に莫ばく大だいな富を蓄ちく積せきしているマーズ家の当とう主しゆでもある。

『組織』では『銀』の称しよう号ごうと共に幹かん部ぶの座についており、『金』と共に経済的な面で吸きゆう血けつ鬼き達を支し援えんする少女でもある。

　彼女は後こう天てん的な吸血鬼で、数百年前からその時を止めており──数十年に一度、服装や化け粧しようを変えて『新しん当主です』と挨あい拶さつする他は一切その姿を世界に晒さらそうとはしていない。

　ただし、例外的に人間社会と関わる点が一つだけ存在した。

　それは──




「しかし……ゲルハルト、一体どんなゲームをそんな熱心にやっているんだ……？」

【うむ、『アンダーグラウンド・ガンマニア』の携帯ゲーム版でな……吸血鬼ハンターとなって人混みに紛まぎれた吸血鬼を探し出すゲームなのだが、これが中々に面白い】

「な、なんだそのゲームは!?」

　ゲルハルトが紡つむいだ文字に、カルジミールが青白い顔に怒りを込めて叫びあげる。

「要するに我々の敵のゲームではないか！　そんなもの、一いつ体たい何が楽しいと……」

「カルジミールさん」

　冷たい声が、テーブルの上を走り抜けた。

　見ると、先せん刻こくまで申し訳なさそうな態度で接していたロミーが、穏おだやかな笑顔を浮かべ、それでいて底そこ冷びえするような冷たさを視線に注そそぎ込んでカルジミールを貫つらぬいた。

「現実とゲームの区別ぐらい、つけられますよね？」

「……あ、……いや、え、ええ？　今のって、私が怒られる所なのか……？　それって普通ゲームをやってる側が言われる言葉じゃ」

　ブツブツと小声で反論するが、更さらに柔らかい微笑ほほえみを浮かべてきたので、背せ筋すじまで寒くなりつつあったカルジミールは思わず目を逸そらしてしまう。




　テレビゲーム。

　ロミー・マーズは映画や小説、アニメや漫まん画がといった分野にさして興きよう味みを持っていないのだが、ゲームだけは話が別であり、時間とお金を一切惜おしむことなく注そそぎ込んでいる。また、ゲームと関わりのある映画や漫画、アニメなどはしっかりとチェックしているという気合いの入りようだ。

　流石さすがにラティーシャも気が付かなかったのだが──このロング・ギャラリーの中にあるゲーム関連のものはポスターだけではない。部屋の片側を埋め尽くす書しよ架かの中身も、その全てがゲームの攻略本や設定資料集、そのゲームに関連する漫まん画がや小説ばかりであった。

　更さらに、そのゲーム好きに付ふ随ずいした趣しゆ味みが一つ。

　自分の好きなゲームのキャラクターの衣装などを職人に作らせ、あるいは自らの手で繕つくろい、それを普ふ段だん着として着て歩く行為。俗に『コスプレ』と呼ばれる行為に至上の快楽を見いだしており、ゲームを知らぬ者から見て（あるいはゲームを知っている者から見ても）奇き妙みような出で立ちをしている事が多い。

　ただ、金を掛けている上に元の顔立ちが良い方面に浮うき世よ離れしているせいか、その手の趣味を持つ吸きゆう血けつ鬼き達には『三次元に迷い込んできた二次元』と評されている。

　一方で、ゲームのキャラクターすら知らない者には『妙な格かつ好こうをしているなあ』で済まされ、結果として、ある程度ゲームなどを知っているが、それ程ほどディープには嵌はまっていない者達が一番微び妙みような視線を彼女に送るというのが実情であった。

　今日はまだ『ゴシック系のドレスに蝙蝠こうもりの羽』という、資産家の吸血鬼として理解しやすいアイテムなのだが、普段はチャイナドレスやクノイチの衣装、果てはビキニ風ふうの鎧よろいや日本のセーラー服まで幅広く着こなしている為ために、彼女の服装に対する印いん象しようは毎日変化する。




　そうした趣味だけを見れば、『金持ちの道どう楽らくが妙な方向に行った御お嬢じよう様』で済む話であり、カルジミールも萎い縮しゆくする事はないのだろう。だが、彼女には何か恐怖めいた感情を持っているようで、カルジミールは頰ほおを引きつらせながら少女の笑顔に言葉を返した。

「ま、まあ、ロミー嬢に言われるまでもなく、私は現実とゲームの区別ぐらいつけているつもりだ。寧むしろ私の方が心配したのだよ。……ほれ、いるだろう？　うちの組織にもギャルドという、現実とゲームの区別が付かなくなった変へん態たいが」

「……」

　その言葉に、テーブルが一いつ瞬しゆん固まった。

　ギャルドというのは『黒』の称しよう号ごうを冠かんする幹かん部ぶの一人であり、全身に黒い包ほう帯たいを巻いたミイラのような吸血鬼である。死体などの支配に長たけており、細さい胞ぼう単位で自らの下げ僕ぼくとして操あやつる事ができる強力な吸血鬼で、戦場をゲームに見立てて戦死者同士をゾンビとして蘇よみがえらせてもう一度殺し合いをさせたという噂うわさもある。

「全く。ああいう奴やつがいるから我われ々われ吸血鬼の評判も落ち、今回の案件のような事態が起こるのだ。奴も私を見習って品ひん行こう方ほう正せいに生きればもう少しマシになろうものを」

　カルジミールはここぞとばかりにギャルドの非をあげつらう事で、自分に向けられたロミーの怒りを逸そらせようとしたのだが──

　最初にその言葉に反応したのは、テーブルに座った中で、唯ゆい一いつカルジミールに見覚えの無い女だった。

　なまめかしい服を纏まとった女は、妖よう艶えんな笑みをカルジミールに向ける。

「？　何か用かな？　美しいお嬢じようさん」

　ロミーか誰かの付き人だと思ったカルジミールは、自らも余よ裕ゆうに満ちた笑みを返したのだが──女が言葉を紡つむいだ瞬しゆん間かん、その笑みが凍り付くことになる。

「いい度ど胸きようだね、お前。凄すごく凄くいい度胸だね」

[image: ]

「!?」

　声は確かに女性のものだったが、次に紡がれた言葉で彼女の体にも変化が訪れる。

「……引き締まれ」

　一体如い何かなる力の作用によるものか、水気のあった女の体が途と端たんに筋きん肉にく質しつなそれへと変化し、胸を覆おおっていた脂し肪ぼう分が消え、喉のど仏ぼとけが浮き上がり、完全に男の体へと変へん貌ぼうしていった。

　顔つきも中ちゆう性せい的だが精せい悍かんな感じの男性のものに変わった所で、その吸きゆう血けつ鬼きは自分の足下から荷物を取り出し。その中に入っていた包ほう帯たいを顔面からぐるぐると巻き付ける。

　そして──さらに一言。

「……乾け」

　すると、タイヤのように硬く引き締まっていた筋肉から水分だけが即そく座ざに失われていき、体をみるみる細く変貌させていく。

　そして──いつもの声になった『黒』の吸きゆう血けつ鬼きは、包ほう帯たいの下で不ぶ気き味みな程ほどに爽さわやかな笑みを浮かべながら、テーブルのゲーム仲間達に問いかけた。

「いいかな？　俺、ちょっとの間あいだ抜けてもいいかな？」

　尋たずねつつも、既すでにその片手はゲーム機から離れ、カルジミールの首をがっしりと摑つかみこんでいる。

「お、おまえ……ギャル……ドドドドドドゴここっこっっここここここかぁッかぁッッ……」

　カルジミールの悲痛な叫びを聞きながら、テーブルのゲームメンバー達は淡たん々たんとした調子でそれに答えた。

【ふむ、ボスの体力も残り少ない事だ。あとは我々でなんとかなるだろう】

「えっと……ギャルドさん、庭でやって下さいね？　ポスターとか破けると嫌ですから……」

「報ほう酬しゆうの配分もあるんだから手て短みじかにして戻ってこいよー」

　口々に答える吸血鬼達たちを見て、カルジミールは怒りと悲しみを同時に表情に貼はり付けながら、なんとも切ない叫びを上げ──

「お、おまえららぁぁぁぁぁっぁぁぁ」

　そして、そのままギャルドに引きずられてロング・ギャラリーから退出していった。

　後に残された者達は、ゲーム画面を見ながら暢気のんきな会話を続けている。

「ギャルドってさー、結局男おとこなの？　女なの？」

「自分でも忘れたって仰おつしやってましたけど……」

「そういやメンバー足りなくないか？　罠わな師しがいねえぞおい」

「ドゥーが遅れてくるとよ。なんか、誰か連れてくるとか言ってたけど」

「そういやあいつ、ギャルドの奴やつに他のメンバーのメールアドレス教えまくってたけど、あれってマナー違反だよな。まあ俺はいいけど」

「キシャー」

　そんな中、一人だけ沈ちん黙もくを守る男がいた。

　ゲルハルトである。

　皆は、彼が文字で会話するためにゲーム画面の邪じや魔まにならないように黙っているだけだろうと思っていたのだが──結局、気付く者はいなかった。

　彼を構成する液体の総量が椅い子すの上から殆ほとんど消え去り、一筋の赤い線を通じて邸てい宅たくの外へ延びているという事を。





†






数分後　マーズ邸てい　中庭




【大だい丈じよう夫ぶか？　カルジミール】

「う……ぐ……ゲルハルト……か……」

　ギャルドにこっぴどく制せい裁さいを受け、床に転がる事になったカルジミール。

　その様よう子すを見ていたラティーシャが横で恍こう惚こつとしている中、どこからともなく延びてきた赤い線が文字を紡つむぎだすのを見て、彼は苦く笑しようしながら言葉を返す。

「ゲームは……いいのか？」

【いや、プレイの片かた手て間まにこうして会話しているだけだ】

「……器き用ような奴やつめ……」

【前から思っていたのだが、君は自分を擁よう護ご、もしくは賞しよう賛さんする為ために他者を貶おとしめる癖くせを控えた方がいい。結果的にそれは擁護にも賞賛にもならないのだからね】

　そんなやり取りに気付いたのか、ラティーシャが二人の間に歩み寄り、カルジミールを見下ろしながらその会話に割って入った。

「無む茶ちやを言うな、ゲルハルト。こいつが昔からこうだというのは知っているだろう？」

【ふむ……】

「そして、そういう互いの欠点を補う為に組織を作った。……忘れたのか？」

　ニヤついた笑みを浮かべながら問うラティーシャに、ゲルハルトはフム、と赤い体をくねらせ、郷きよう愁しゆうを感じさせる文字で答えを紡ぐ。

【いや、忘れんよ。忘れるものか】

　そんなゲルハルトの文字列に、カルジミールが鼻で笑いながら呻うめきあげた。

「くッ……どうだか……な。一度……組織を抜けた奴が……」

【何度も言ったと思うが、それについては後こう悔かいはしていない。もう少し別の道があったかもしれないとは思うがね】

　ゲルハルトは感かん慨がい深げに体を揺らしながら、遠い昔に過ぎ去った時代に思いを馳はせる。

【この『組織』を作った頃……我々は若かったな。誰もが、そう、誰もが若かった……私、君、ラティーシャ……メルヒルムにドロシー……そして、あの兄弟も】




【思えば、彼らに出会った事が……『組織』を作るきっかけだったと言ってもいいだろうね】





†　　　†　　　†






数百年前　東とう欧おう　某ぼう所しよ




『存在そのものが罪である』




　そう断ぜられた二人の少年が、夜の闇やみを駆ける。

　駆ける、駆ける──ただ、駆ける。

　星明かりすらない山道を、明かりも点つけずに駆け上る。

　年ねん齢れいはどちらもまだ15歳さい前後だろう。

　二人は全く同じ顔をしており、双ふた子ごか、あるいは三つ子や四つ子の内の二人であろうと推測できる。

「兄にいちゃん！　どこまで……どこまで逃げればいいんだよぉ」

「……あいつらが追ってこなくなるまでだ！」

　夜よ目めが利くのか、闇に包まれた山を躓つまずく事もなく駆け続ける兄弟。

　弟の方が、兄の言葉に反応して足運びを緩める事なく背後を振り返った。

　すると、そこに広がっていたのは──闇の中を無数に揺らめく、松明たいまつの灯あかりだった。

　ボウ、と光る一つ一つの炎ほのおが群を成し、己おのれを闇に浮かぶ巨大な『何か』へと変へん貌ぼうさせる。

　一直線に並んでいるのならば、竜りゆうや蛇へびに喩たとえる事ができたであろう。

　だが、炎は少年達の遙か後方に無数に散在しており、ただの巨大な『何か』として逃げ場の無い圧あつ迫ぱく感かんを夜空の下に蔓まん延えんさせていた。

　　火が　　火が　　火が　　火が　　火が　　火が　　火が　　火が　　火が　　火が

火が　　火が　　火が　　火が　　火が　　火が　　火が　　火が　　火が　　火が　火が

　　火が　火が　火が　火が　火が　火が　火が　火が　火が　火が　火が　火が　火が

　火が火が火が火が火が火が火が火が火が火が火が火が火が火が火が火が火が火がユラユラユラユラゆらゆらゆらゆらグジャグジャグジャグジャ、グジャリネチャリと闇の腑ふを搔かき乱し、少年達に対して絶望の光を煌きらめかせ続ける。

　そして──炎の元ではいくつもの怨えん嗟さの声が絡み合い、山の中に不ぶ気き味みなうねりが響ひびいた。

　──逃がしてはならぬ。

　──生かしてはならぬ。

　──逃がしたら殺される。

　──殺さなければ殺される。

　──殺せ。──殺せ。──殺せ。

　──子供でも容よう赦しやするな。

　──子供だからこそ、殺せ。

　──後の憂うれいとなる前に。

　──滅ほろぼせ。滅ぼせ。滅ぼせ。

　──滅びを。──滅びを奴やつらに。

　それは、実に鬼き気き迫る光景だった。

　彼らを追っていたのは──使い古された布の服に身を包む人間の集団。

　騎き士し団だんや山さん賊ぞくといった、戦争や荒あら事ごとに慣れた者達とは思えない。

　着きの身み着のままで山に駆けつけたとでもいうような、どこにでもいる民みん衆しゆう達だ。

　だが、手には松明たいまつの他に鍬くわや鉈なた、狩しゆ猟りよう用のクロスボウなどが握られ、その顔に浮かぶ恐怖と嫌けん悪お、憎にくしみの入り交じった表情が民衆を猟りよう奇き的な集団へと変へん貌ぼうさせている。




「あぁ……あぁ……兄にいちゃん！　あいつら……あいつら、また数が増えて……」

「見るな！　走れ！」

　兄の声に引きずられるように、弟は泣きながら走る。

　山を登る速度ならば彼らに分ぶがあるだろう。

　自分達の方が速い筈はずだ。それは兄弟も理解していた。

　だが──それは全く不安を解消する希望には成り得なかった。

　──速いから……なんだ？

　──逃げ切れる気が……全然しない。

　背後に迫る松明の群は、ゆっくりと、しかし確実に山を覆おおいつつあった。

　このまま山の反対側まで逃げる。その選択肢しは果たして残されているのだろうか？

　背後に広がる炎の群は、山の麓ふもとを濁だく流りゆうの如ごとき勢いで吞み込みつつあった。

　──反対側まで……あの炎の群が吞み込んでいたら？

　心の中で同じ不安を抱える兄弟。

　だが、決してそれを口にはしない。

　その瞬しゆん間かんに、妄もう想そうに過ぎなかった不安が現実になるような気がしたからだ。

「兄ちゃん……俺、もう走れないよ……！」

「摑つかまれ！」

　兄は倒れかけた弟の手を取ると、強く引き寄せ──尚なおも、走る。

　その行為に奮ふるい立たせられたのか、弟もまた、歯を食いしばりながら足に力を取り戻す。

「畜ちく生しよう……どうして、どうして俺達がこんな……俺達が……何したんだよぉ……」

「何をしたって？　……生まれてきたのさ。あいつら……それが罪だって言ってただろ？」

　唇くちびるを嚙かみしめながら、兄はただ前に足を運び続けた。

　血の滲にじむ唇から覗のぞくのは、犬けん歯しというのは些いささか鋭すぎる二本の牙きば。

　彼らはこのまま永遠に走り続ける事になるのではないかと錯さつ覚かくする。

　──いや、その方がましかもしれない。

　弟の手を引く兄がそう思った瞬しゆん間かん──

　目の前の獣けもの道みちの先から手が伸び、二人の襟えり首くびを左右の手でそれぞれ摑み上げた。

「っ……！」

「兄ちゃんっ！」

　ヒョイ、という音が似に合あう調子で、それまでの命をかけた疾しつ走そうを無にするかの如ごとく、あまりにもあっさりと二人の歩みを止めたのは──

　山さん賊ぞくのような格かつ好こうをした、背の高い女おんな丈じよう夫ぶだった。

「くそっ……放せ……！　放せよ……っ！」

「こ、こいつっ！　兄にいちゃんを放せ！」

　自分も摑つかまっているというのに兄を放せと叫ぶ弟。

　必死にもがいてみせるが、女の体は微び動どうだにしない。

　──なんで……全然……動か……

　兄弟は焦っていた。

　自分達の力が人間離ばなれしている事は知っている。何しろ、その異い形ぎようの力が存在するが故ゆえに、近きん隣りんの人々に追われるハメに陥おちいっているのだから。

　だが、その力を全力で振るっているというのに、女の体はピクリとも動かないのだ。

　まるで鉄でできた樹じゆ木もくに絡め取られているような感覚に陥った二人に、女は溜ため息いきを吐きながら口を開く。

「ちいと落ち着きや。うちらぁ、あんた達を助けに来てやったきになぁ」

　すると──彼女の背後から、次々と似たような装しよう束ぞくの男女が現れた。

　そこで兄弟は違い和わ感かんに気付く。

　彼らは背後に迫る村人達と違い、誰だれ一人として松明たいまつを持っていないのだ。

　背後から現れた男の一人が、首をコキリと鳴らしながら女に対して語りかける。

「ゾブの姐ねえさん、ゲルハルトの旦だん那なはなんて？」

「なに、方法は任せるきー、この砂利じやりっ子どもさ助けい言うだけやね。人間の連れん中ちゆうは、ゲル坊ぼうとメル坊が適当に脅おどかして追い払う言うとったき」

　妙みような訛なまりで喋しやべる若い女は、カラカラと笑いながら二人の体を更さらに高く持ち上げ──そのまま、自分の両肩へと担かつぎ上げた。

　そして、次の瞬しゆん間かん──

　女の体がブワリ、と膨ふくらんだかと思うと、柔らかい獣じゆう毛もうが少年達の肌はだに触れる。

　巨大な人ひと型がたの狼おおかみとなった女は、僅わずかにその身を屈かがませると、世界そのものを押し戻さんとする勢いでその大地を蹴けり、自らの身を宙ちゆう高く舞い上がらせた。

　刹せつ那な、兄弟の見ていた背景の全てが風と混じり、凄すさまじい速さで後方へと流れていく。

　大地を蹴る一足が大たい砲ほうの一いち撃げきのような音を響ひびかせる中──少年達は、自分達がどうしようもない『力』を持った、先せん刻こくまでの恐怖や不安すらも吹き飛ばす存在に『助けられた』のだと気が付いた。

「に、兄ちゃん、どうしよう」

「……とりあえず、どうしようもないみたいだから……大人おとなしくしておこう」

　慌あわてふためく弟とは対照的てきに、兄は比較的冷静なまま、その妙みような集団に従う事にする。




　そして──それが、兄弟の運命の重要な転てん換かん点てんとなった。

　数年後、彼らは自分達を助けた人じん狼ろうの群の主あるじである吸きゆう血けつ鬼き──ゲルハルト・フォン・バルシュタインと共に一つの『組織』を立ち上げる事となる。

　吸血鬼の吸血鬼による吸血鬼の為ための組織。

　人間達から見れば悪あく魔まの群と受け止められるであろう集団。

　だが、その組織は──少なくとも、二人の少年にとって『救い』となった。




　そして、時は流れ────





†　　　†　　　†






現代　マーズ邸てい　玄げん関かん




「しっかし、ロミーの別荘で会合なんて久々だな、兄あに貴き」

「ああ、そうだな」

　ヘラヘラと笑う西せい洋よう人じんの男に相づちを打ったのは、眼鏡めがねをかけた東とう洋よう人の男だった。

　髪かみや瞳ひとみの色は違うものの、その二人は全く同じ顔の造りをしており、それぞれが瞳などの色を変えた双ふた子ごだという事が見て取れる。西洋人の方は如い何かにもアメリカの若者といった格かつ好こうをしており、ズボンの脇に銃を差し込んでいた。東洋人の方は、カッチリとしたスーツを身に纏まとっているが、何な故ぜか脇に竹たけ光みつを差している。

　弟──イエロー・ブリジストンは、兄である石いし橋ばし藍あい児じの背をバンバンと叩たたいて声をあげた。

「ま、今回はゲルハルトの旦だん那なの号ごう令れいだろ？　普ふ段だん来てない連れん中ちゆうもジャンジャン来そうだな！」

「うむ……長く組織にいなかったというのに、ゲルハルト殿どのは何故か多くの幹かん部ぶと親交があったからな……袂たもとを分かったメルヒルム殿とも和わ解かいしたようで何よりだ」

「はは、組織の創設者の一人なんだからよぉー、旦那が居てくれるとやっぱ色いろ々いろ安心だよな。少なくとも、カルジミールのアホがでかい面つらしてるよりゃ随ずい分ぶんマシだ」

　当のカルジミールが中庭の方でボロ切れになっているとも知らず、二人は玄げん関かんを開け放ってエントランスホールへと足を踏み入れる。

「うっわ、天てん井じように絵とか書いちゃってるよ……ここって教会？　なら俺は帰るぜ？」

「屋や敷しきの主あるじに対して失礼な事を言うな。それにこれは宗教画じゃない」

　想そう像ぞう以上に豪ごう華かな邸てい内ないに皮ひ肉にくを浮かべる弟と、それを窘たしなめる兄。

　そんな二人を見て、エントランス内にいた吸血鬼達たちがそれぞれの反応を示す。




「あ、あああ！　良かった、石いし橋ばしさん！　日本語解わかる人が来てくれて……うぅっ。もうみんなが何語を喋しやべってるのかすら解らなくて、寿じゆ命みようが縮みましたよ本当に！」

　煤すすけた印いん象しようを受ける灰色の背広を着た日本人が、胃をさすりながら駆け寄ってくる。

「やあ、佐さ藤とうさん。……あれ？　日本の人は他に来てないんですか？」

「いえ、その……。『五ご色しき』の速はや水み君や『丹に色いろ』の森もり若わかさんは別室にいますけど、速水君はなんか話しかけ辛づらいですし、森若さんは巫み女こさん達に囲まれててやっぱり近寄りがたくて……。『チェック』の市いち松まつさんや『千せん紫し万ばん紅こう』の胡こ蝶ちようさん、『パール』の山やま田ださん達はまだ来てないですし、あとここにいる日本人って……彼しか……」

　そう言って佐藤と呼ばれた男が視線を向けた先では、オールバックの髪かみの下をタキシードで纏まとめ、何な故ぜか普通のサラリーマン用のネクタイを締めている日本人がおり、他の吸きゆう血けつ鬼き達に対し、背せ筋すじを伸ばしながら演説を行っている。




「すなわち！　人類は今こそ新しい局面に脱だつ却きやくすべきなのです！　このままではいつ新たなオイルショックが起こるかも解りません！　その時の為ために、人間は過去のエネルギー資源の呪じゆ縛ばくから逃れ、血という新たなエネルギーを有ゆう効こう活用すべきなのです！　その第一歩として、牙きば森もりリョウマ、牙森リョウマを男にして頂きたい！　一日九時間労ろう働どう制せい、ただし夜勤のみの世界を実現させるべく、是ぜ非ひとも、是非とも皆様の清き一票を……」




「……ああ……『山やま吹ぶき色いろ』の……」

「なんで彼、こんな所で選挙演えん説ぜつやってるんですか!?　ていうか彼、日本で『日本吸血党とう』とかいう政党作って知事選とかに立りつ候こう補ほしてるんですよ!?　ネットではネタとして扱われてマスコミには痛い人として報道すらされませんけど！　昔は百票とかだったのに、なんか最近得とく票ひよう数すうが上がってきて、本当に当選したらと思うと……！　それにあの人、私にまで『一緒に選挙に出ないか？』って言ってくるんですよ！　うっ……し、失礼……」

　突然顔かおをしかめて胃を押さえたかと思うと、ポケットから取り出した粉こな状じようの胃い薬ぐすりを口に流し込む日本人の吸血鬼。

「ま、まあ、お大事に……。貴方あなたのような常識人はうちの組織では貴き重ちようですし、倒れられると我々の浮うき世よ離れの度合いが跳ね上がりますから……」

　哀あわれみと懇こん願がんが入り交じった言葉を『灰色』の称しよう号ごうを持つ幹かん部ぶに送り、藍あい児じはその他の吸血鬼達たちに目を向ける。

　すると、目の前に色鮮やかなオウムが現れ、藍児とイエローに向かって甲かん高だかい声をあげた。

『クワセロ！　クワセロ！』

　そのオウムが足を載のせるのは、ターバンを巻いて口くち髭ひげを生はやしたインド人らしき吸血鬼。

「やや……これはこれは。上級幹かん部ぶのお二人に生きている内に会えるとは……。これも前ぜん世せいのお導き……ナマステー」

　何やら露ろ骨こつ過ぎて逆にインド人らしくない行動を見せる男に、イエローがオウムのくちばしを指で突きながら声をあげる。

「あ、おい！　チャルラータ！　お前、この前に貸した２００ドル、早く返せよ」

「……貴方あなたとは前世の巡り合わせが悪かったようだ……これも神のお導き。ナモナモ……」

「何言ってんだ!?　金！　つーか、３０００年生きてるアンタの前世ってなんだよ!?」

　胸むな倉ぐらを摑つかみ上げて体を揺らしてくるイエローに、チャルラータと呼ばれた怪あやしげな男はどこか遠くを見ながら悟さとりきったという様よう子すで言葉を返した。

「私の前世は徳の高すぎる美少女。天てん竺じくで三さん蔵ぞう法ほう師しに何か凄すごいお経きようを渡す傍かたわら、アキハバラでメイド喫きつ茶さのアイドルとして喝かつ采さいを浴びておりました……モエモエ……」

「テメエ絶対インド人じゃねえだろ!?　さては日焼けした日本人だろ!?」

「はて、貴方が何を言っているのかさっぱり解わかりません。また来らい世せ。コップンカーップ」

「うがあ、想そう像ぞう以上に苛いら立だつ！」

　律りち儀ぎに相手を続ける弟を余よ所そに、藍あい児じは淡たん々たんとエントランスの中央に進んでいく。

「しかし……今回は本当に出席率がいいな……」

　彼の目に映る者は、少々個性が溢あふれすぎている吸きゆう血けつ鬼きの面々だった。




「整列！　上級幹部の到着である！　敬けい礼れい！」

『サー！　イエッサー！』

　軍ぐん服ぷく姿の男の号ごう令れいに合わせ、彼の周囲にいた複数のスケルトン達が足を踏みならして敬礼を向けてくるのが見える。




「誰か……誰かボクを愛してくれないか……真実の愛のキスでボクはカエルに戻れるんだ！」

　絶ぜつ世せいの美び男なん子しがそう言いながら女おんな吸血鬼達に声を掛けているのが見える。女吸血鬼達たちは実に微び妙みような表情で曖あい昧まいな返事をする者ばかりだ。本人はカエルの吸血鬼だと言い張っているが、誰もキスをした事が無いので真実は誰にも解らない。




「信じる、それだけでいいのです。自分の罪を、神を、そして許される事を信じるのです」

　そう言いながら、吸血鬼達に対してとある宗教の免めん罪ざい符ふを売り歩いている吸血鬼。




「……ｋｒｕｕｒｒｒｒｒｒｒ……ｋｋｒｒｒｒｌｌｌｌｌ……」

　艶つややかな濡ぬれ髪がみを揺らしながら、傍かたわらにいる巨大なライオンと何か会話をしている黒人の美女。彼女は藍児に目を向け、獅し子しと共に爽さわやかな笑顔を浮かべて見せる。その猛もう獣じゆうの瞳ひとみに先せん刻こくのオウムと同じ『クワセロ』という意い思しが込められているような気がして、藍あい児じは愛想あいそ笑いを浮かべて別の方向に目を向ける。




「やあ、藍児さん！　相変わらず青白いですね！　もっと鍛きたえないと！」

　白い歯を見せて笑う、小こ麦むぎ色いろに日焼けしたランニング姿の吸きゆう血けつ鬼き。

　日光を苦にが手てとする吸血鬼達たちにも『鍛えれば大だい丈じよう夫ぶですよ』と日焼けを強ごう引いんに勧すすめている。




　混こん沌とん。

　混沌。

　どうしようもなく混沌とした空間がエントランスに広がっている。

　それは一見すると仮か装そう大会か、若わか手て芸人達が楽屋裏うらでネタ合わせをしている姿のようにも見えた。比較的まともなタイプの吸血鬼は、先せん刻こくの佐さ藤とうのようにオロオロしているか、あるいは『一緒にされたくない』という理由などで別室に移動しているかだ。

「……」

　そうした個性的な吸血鬼達の事は嫌いではなかったが、このままこの場所にいたら何が起こるか解わからない。早々と別室に移動してゲルハルト達に挨あい拶さつしたかったのだが、上級幹かん部ぶとしての立場もあり、一通り挨拶を交わし続ける藍児。

「おお、来たか。全く……この連れん中ちゆうときたら、幹部の癖くせに騒がしくて敵かなわんな」

　こちらに手のような何かを上げて挨拶混じりの愚ぐ痴ちを溢こぼすのは──鉄てつ錆さびのような質感の肌はだを打ち鳴らす怪かい物ぶつだった。映画に出てくるエイリアンから更さらに人間らしいフォルムを失わせたような外観。ムカデと甲こう虫ちゆう、土木作さ業ぎよう機械を無む理り矢や理り肉食恐きよう竜りゆうと融ゆう合ごうさせたような存在が、どこから声を出しているのかギチギチというリズムに合わせて石いし橋ばしに語りかける。

「今回は八割かた集まっているようだな。流石さすがに『無』や『鯨くじら色いろ』、『海色』は来ていないが……まあ、『無』はどうせまた無む理り矢や理り我々の頭の中に割り込んでくるだろう」

「ああ、そうだな……しかし、今回は特に集まりがいいな」

「うむ。ゲルハルト殿の招しよう集しゆうという事もあるが、マーズ城の邸てい内ないに入り浸びたれると聞いて、普段来ない者も食事などを目当てに大だい分ぶ集まっているようだ。全く、食い意地のはった連中よ」

　恐らく笑いながら言っていると思おぼしき言葉を紡つむぐと同時に、鉄すら嚙かみ千ち切ぎりそうな歯をガチガチと打ち鳴らす吸血鬼の中の『更なる異い形ぎよう』。

「あ、ああ、そうだな」

　そんな『鈍にび色いろ』の幹部、トラム・エド・ロマンスと幾いくばくかの会話を終えると、藍児はチャルラータと話がついたと思しき弟の方に歩み寄り、一言。

「何やら……既すでに疲れたよ、私は」

「ああ？　だらしねえなあ兄あに貴き。そんなんじゃ『鏡かがみ』の皮ひ肉にくや『玉たま虫むし色いろ』の軽かる口くちに耐えられねえぞ？　まあ、俺もちょっと今回の参加者の多さにはビビッてるけどな」

「この組織は、人が集まれば集まる程ほどに奇なる色を見せるな……。普段こない面子めんつが来ると殊こと更さらにその思いが強くなる」

「だから、比較的常じよう識しき人じんの俺らが上級幹かん部ぶに納まってんだろ？」

　得意げに言う弟に、藍あい児じは溜ため息いきを吐きながら首を振った。

「常識人というなら、お前よりも『灰色』の佐さ藤とう一いち郎ろうの方が遙かに常識人だ。……ただし、彼の場合は人間社会を基準においた常識だがね」

　言いながら、藍児はチラリと先せん刻こく挨あい拶さつを交わした日本人の方に視線を送る。彼は離れた場所でコックの格かつ好こうをした吸きゆう血けつ鬼きに妙みような料理を味見させられている。しかもその料理にはニンニクが入っていたようで、料理を口に含んだ佐藤が床に転がりながら派は手でに噎むせび苦しんでいる。

「失敗か……今度こそニンニクの成分を消しながら風ふう味みだけ残せたと思ったのだが……」

　溜ため息いきを吐きながら落ち込むコックの言葉に、ニンニクを弱点としないタイプの幹部達がワラワラと集まって料理をむさぼり始めた。

　そんな光景を遠とお目めに見ながら、藍児は人ごとのように言葉を紡つむぐ。

「映画などで知識を得た人間達は、この光景を見てどう思うかな」

「さてねぇ。吸血鬼らしい吸血鬼ってのは、大たい抵ていは俺らの『組織』と連つるむ前にやられちまうようなのか……逆に、すげえ力のある『七血けつ族ぞく』の連れん中ちゆうぐらいだろ？　その点、俺ら本当にカオスだよなぁ。何しろゲルハルトの旦だん那なからして液体だ」

「もっとも吸血鬼らしくない吸血鬼を挙げろと言われれば、ゲルハルト殿か『ギムザ染せん色しよく』の連中ぐらいだろうな」

「なんだっけ？　それ」

　唐とう突とつに出てきた『色付き』の存在に、イエローは頭を捻ひねりながら尋たずねかける。

「メルヒルム殿どのが開発した白血球の吸血鬼だ。自じ我ががあるのかどうかを含めて調査中らしいが……人間の赤せつ血けつ球きゆうを吸収し、宿しゆく主しゆの体をゾンビのように変えてしまうあたりは、まだゲルハルト殿より吸血鬼らしいとも言えるがね」

「いよいよ魔ま界かいっぽくなってきたねえ。うちの組織も。それとも宇宙人の寄り合いか？　黒服にサングラスの連中がペンライトと光こう線せん銃じゆう持って襲おそってきたりしてな」

「あながち的まと外はずれでもないのが恐ろしい所だ」

　弟のたとえ話に、珍しく兄が笑顔を浮かべる。

　苦く笑しようと呼んでも差し支えなかったものなのだが、兄の自然な笑顔を久々に見られた事が嬉うれしいのか、イエローは尚なおもジョークを続けようとしたのだが──




　それを遮さえぎる形で、エントランス内に甲かん高だかいベルの音が響ひびき渡った。

　皆がその音源に視線を向けると、エントランスの階段の上に、黒い執しつ事じ服を身に纏まとった男が恭うやうやしく一いち礼れいをしている姿が見受けられる。

　何な故ぜか目にはスキーに使うようなゴーグルが嵌はめられており、薄うす黒ぐろく塗られたその下には男の双そう眸ぼうがうっすらと透すけて見える。

　ゴーグル越しに見える彼の瞳ひとみは非常に冷たい色をしており、丸く彫ったドライアイスを嵌はめ込んだと言われても多くの吸きゆう血けつ鬼き達は納なつ得とくした事だろう。

「ご来訪の皆々様……」

　マーズ家の執しつ事じらしき男は、恭しく一礼をしてみせると、慇いん懃ぎんな態度を崩さぬまま告げる。

「本日は大変貧しくあらせられる所をお越し頂きまして恐きよう悦えつ至し極ごくに御ご座ざいます」

　──……ん？

　英語で紡つむがれた執事の言葉に、何か違い和わ感かんを感じる藍あい児じ。

　──今……なんか変だったような……。

　その違和感の正体を確かめる間も無く、執事は淡たん々たんとした調ちよう子しで言葉を吐き出し続けた。

「大おお広間にて食事の用意ができておりますが、当然ながらロミー御お嬢じよう様のマントルよりも深き情なさけによる皆様への施ほどこしです。それを忘れる事なくお静かに移動なさるようお願い致します。できるだけ息をなさらぬようにお気を付けて。この屋や敷しきの中が皆様の吐き出す貧しき息に汚お染せんされては堪たまりません。皆様の貧しさは既すでに公害のレベルであるという事をブベふっ」

　慇懃な態度で無ぶ礼れいという表現では済まない言葉の羅ら列れつが、奇き妙みような声と共に中断された。

　見ると、男の後ろでは巨大な剣を持った少女──当とう主しゆであるロミーが立っており、あわあわと口を震わせながら執事の肩へと飛びかかり、必死に相手の口を塞ふさいでいた。

「ジョ、ジョドーさん！　なんて失礼な事を！　あ、あの、皆さん大変申もうし訳わけありません！　このジョドーは後で御飯抜ぬきにしますから、どど、どうか今の発言は無かった事に……」

　泣きそうな声で叫ぶ、蝙蝠こうもり羽のコスプレをした吸血鬼の美少女。

　その叫びをどう受け止めるべきか皆が迷っている間に、少女の手を軽やかに外した執事が、ゴーグルの下の目を見開いて声を張り上げた。

「いけませんお嬢様！　これ以上ここにいると貧びん乏ぼうが感う染つってしまいます！　貧乏とは財産という薬でしか治ち療りようできない難なん病びようです！　しかし、御安心を！　この私めが金に代えてもこやつらをお嬢様に近づけはしませんから……！」

「ジョドーさんは黙っていて下さい！　だ、大だい体たい御客様の前でもそのゴーグルをかけたままでは失礼です！　外して下さい！」

　躊躇ためらいながらも少し強めの口く調ちようで言うコスプレ少女に、執事は敬意と自信に満ちた妙な表情で口を開く。

「ふふふ……この黒いゴーグルは紫し外がい線せんを避けているわけでは御座いません。貧乏人にんの皆さんを直視して目が焼けただれないようにしているだけです。私がこれを外して直視するもの、それはお嬢様のみ！」

　言うが早いか、ゴーグルを外して主あるじである少女をじっと見るのだが──

「あ、あの……目つきが恐いです」

　少女の言葉に、男は表情を変えぬままゴーグルをかけ直すと、エントランスの吸きゆう血けつ鬼き達に対して高らかに、実に高らかに己おのれの声を張り上げた。

「……こうして私は、生しよう涯がいゴーグルを外す事はなくなったのであった！」

「であった、じゃねえよ」




　パギュリ




　刹せつ那な、ツッコミの声と共に黒い弾だん丸がんが飛び、執しつ事じの鳩尾みぞおちに齧り付く。

　イエローが抜き放った銀玉鉄でつ砲ぽうから飛び出したのは、一匹の巨大な蝙蝠こうもりだ。

「ぐおぉっ……！　び、貧びん乏ぼう人にんめ！　コストパフォーマンスのいい攻撃を……！」

「ジョ、ジョドーさん！　っていうかどうして素直に謝れないんですか！」

　蝙蝠相あい手てにばたついている執事を見て、藍あい児じは疲れたような顔をしながら狙そ撃げき者である弟に話しかける。

「なんだか……世の中の吸血鬼は変へん人じんばかりなのかと不安になってくるな」

　暗い面おも持もちで言葉を紡つむぐ兄に、弟はあっけらかんとした調子で笑い声をあげた。

「あの執事は人間だぜ？」

「なに？」

「元もと々もと吸血鬼ハンターだったんだが、ロミーの嬢じようちゃんに惚ほれたんだと。まー、変へん態たいが多いのは吸血鬼も人間も一緒ってこったな。ヒャハハ！」

「……」

　──この世界は、一体どうなってしまうんだろうな……。

　そんな事を考えていると、ふと、耳の鼓こ膜まくを震わせる振しん動どうがある事に気付く。

　──……なんだ？

　どこか遠くから響ひびく轟ごう音おん。

　少し待って、それがヘリコプターの飛行音だと気が付いた。

　単なる通りすがりの物とも思われたが、こんな夜よ更ふけに、しかもこの広大な私し有ゆう地ちの上を飛ばす理由などあるだろうか？

　人間や『組織』に属さない吸血鬼達たちの襲しゆう撃げき。

　そうした可能性も視野に入れてヘリの飛行音に耳を澄すませていたのだが──

「あ、きっとガルダスタンスさんですよ！」

　藍児の疑ぎ念ねんを打ち払うかのように、ロミーが暢気のんきな声と共に両手をポンと打ち鳴らす。

「今日はヘリポートが開いてるかって連絡が来ましたから！　あれ、でも、隣となり合ってる二ヶ所を同時に使えるかって変な事を仰おつしやってましたけど……」

　ガルダスタンス。

『金』の称しよう号ごうを持つ幹かん部ぶで、組織内でマーズ家やバルシュタイン家を超える『財ざい力りよく』を持つ唯ゆい一いつの吸きゆう血けつ鬼きだ。

　それにしてもヘリで登場とは目立ちすぎではないのか？　飛行許きよ可かをどうやって取ったのだろうか？　マーズ家の敷しき地ちにガルダスタンスグループの元会長が現れるのが経済記き者しややゴシップ記者にでも知られたらマズいのではないだろうか？

　様々な事を訝いぶかしみ、更さらにその結果まで想そう像ぞうして危ぶみを覚える藍あい児じ。

　とりあえず出迎えて話を聞くのが一番早いだろうと、彼を先頭として吸血鬼達たちが玄げん関かんから外に出たのだが──




「は？　ジャンボジェット……？」

「い、いや、まさか……あれが、ヘリか!?」

　多くの吸血鬼は、眩まぶしいライトの中に浮かぶヘリを見て驚きの声をあげる。

　それは、ヘリコプターというには些いささか歪いびつな形をしており、また、あまりに巨大過すぎた。

　ジャンボジェットを思わせる巨大なシルエット。

　個人の邸てい宅たくのヘリポートではなく、公こう的てきな空港が似に合あうその巨きよ影えいがホバリングしながらゆっくりとその高度を下げてくるという異い様ような光景。

　両りよう翼よくの部分にはそれぞれ巨大なローターが装着されており、爆ばく音おんを立てながら周囲に強い風圧の波動を伝え続けている。

　強い光に弱いタイプの吸血鬼はこの時点で屋や敷しきの中に戻っているものの、庭や別室にいた吸血鬼なども集まり、結果的に百人近い吸血鬼やその配はい下かの人じん狼ろう達がヘリポートを取り囲む結果となった。

『金こん色じき夜や叉しや』ルード・ガルダスタンス。

　金に物を言わせて我が道を行くその吸血鬼の性格を知っている為ためか、彼らは驚きというよりも呆あきれ果てたような目つきでそのヘリの着ちやく陸りくを眺ながめていた。

　恐らくは世界最大クラスであろうヘリコプターが、隣りん接せつする二つのヘリポートを同時に占せん有ゆうする形で着陸する。

　爆音が次第に収まり、ローターの回転が完全に止まった今でも、やはり目の前の物が飛行機ではなくヘリコプターであるという事実が受け入れがたい。

　皆が互いに微び妙みような視線を送り合っている所で──扉とびらが開き、当のガルダスタンスが現れた。

「やあ諸君！　出迎え御ご苦労！　愛しているよ！」

　両手を広げながら堂々とヘリを降りるガルダスタンスに、いつの間にヘリポートに来ていたのか、赤い液体が挨あい拶さつの文字を紡つむぎ出す。

【久しいな、ルード。相変わらず派は手でな登場が好きな男だ】

「おお、ゲルハルトか！　相変わらず摑つかみ所の無い奴やつだな。いや、何。本当は軍用ヘリで皆にトマトジュースのペイント弾だんでも乱射して遊ぼうかと思っていたんだが……秘書に睨にらまれたのと、『乗せていけ』とうるさい奴がいてね、仕方なしにこのヘリを用意したわけだ」

【おや、同乗者がいるのかね？】

「ああ、いま運び出させているよ」

　そう言いながら彼がヘリに目を向けたとき、ヘリの後部が大きく開き、中ちゆう程度の大きさの鯨くじらなら収しゆう納のうできるのではないかという格かく納のうスペースが露あらわになる。

【……まさか、彼女が？】

「そのまさかさ。マーズ邸ていでもなければ会議に参加できんからな」

　フフンと意味ありげに笑うガルダスタンスの声に合わせ、格納スペースからずしりと顔を出したのは────




　巨大な格納庫の中に窮きゆう屈くつそうに全身を縮めていた、一頭の──────




　一頭の────巨大な暴君竜テイラノサウルスだった。




「いやー！　初めて会う幹かん部ぶが殆ほとんどだろうねえ！　何しろ、１００年近くも私の土地で匿かくまってきたわけだからな！　いやいや、50年掛かってなんとか意い思しの疎そ通つうはできるようになったが、何しろ血が足りないようで、年に３００日は眠っているからねえ！」

【うーむ。しかし、彼女が会議に参加してもテレパス能力が無い者は会話もできぬだろう。ルードはどうやって意思の疎通を？】

「金に物を言わせてテレパスを使える奴を雇やとったまでよ」

　体を伸ばしながらコカカカカカと甲かん高だかいうなり声を上げている吸血肉食竜の後ろで、血の塊かたまりと富ふ豪ごうの金持ちが普段通りに会話を続けている。

【ふむ……しかし、いい機会かもしれん。メルヒルムが彼女の事を調べたがっていたからな】

「ああ、何が凄すごいといって、背や尾に毛が生はえている事だ！　果たして他の恐きよう竜りゆうたちにも毛が生えていたのか、それとも彼女が吸血鬼だからなのか……」

【しかし、よくここまで運べたな？　道どう中ちゆう一度も調べられなかったのか？】

「なに、一度見られたが、映画のセットという事で押し通した。なんの問題もなく納なつ得とくして貰もらえたよ。『本物の恐竜です』と言って金で黙らせるのも面白かったと思うがね！　ハッ！」




　そのような、別の意味で人じん智ちを超えた会話をしている吸血鬼達たちを余よ所そに──

「俺達の組織が魔ま界かいじみてきたってのは訂てい正せいするぜ、兄あに貴き」

「……ああ、そうだな」

　巨大な『彼女』の姿を見て、苦にが笑わらいしながら会話を続ける『藍あい』と『黄きい』の兄弟。

　彼らは『呆あきれる』というのを通り越し、半なかば『諦あきらめた』表情で目の前の事態を受け入れた。




「こりゃ……どっちかっつったらハリウッドだわ」





†






ドイツ南部　某ぼう田舎いなか町




　時間は、数日遡さかのぼる。

　吸きゆう血けつ鬼き達がお祭り騒ぎの為ためにマーズ家の敷しき地ちに移動を開始している頃──

　その敷地から東に数十キロほどの場所にある町では、人間達もまた、とある祭りの準備にさしかかっていた。

　もっとも、それは祭りというよりは『儀ぎ式しき』であり、吸血鬼達たちが行うような馬ば鹿か騒ぎとは全くベクトルの異なる物だったのだが。

　彼らに悪意は無く、ただ不安と疑ぎ念ねんが渦うず巻まいているだけだった。

　そして、悪意が存在せぬが故ゆえに、人々は簡単に箍たがを外し──暴走する。

　悪意が無ければ、事前に罪ざい悪あく感かんが働く事はないのだから。

　例え、結果がどのような事になろうとも。




　郵ゆう便びん局員の家に悪質な落らく書がきが描かれた翌よく朝あさ、ホルストは不安に駆られながらも、それを見せぬようにして食事の支し度たくをする。

　アルマは夕べと比べて明らかに顔色も悪く、口には出さないが相当に思い悩み、憔しよう悴すいしている様よう子すだった。

　──警察に相談すべきだろうか。

　ホルストはそんなことも考えるが、それもまたアルマを必要以上に刺し激げきする事になるかもしれない。何しろ、警察内部にも『吸血鬼』の噂うわさが流れているぐらいだし、そもそも警察はアルマを単なる被害者ではなく『解決の糸口を持っている関係者』として見ている。預けていれば何かと嫌な思いをする事もあるだろう。

　──でも、昨日きのうの落書きの連れん中ちゆうが何かやってきたらと思うと……。

　──無理を言ってでも保護して貰もらった方がいいんだろうか。

　食事を摂とりながら暫しばし考え、一つの考えが思いを過よぎる。

　──……町を出る、というのはどうだろう。仕事を辞めるのは難しいだろうが……。

　──あるいは、アルマをミュンヘンの父とうさんと母かあさんに預けるというのはどうだろう。

　──ミュンヘンの町の人達なら気き性しようもこの町より柔らかいしな。

　どうにもこの町の人々は、吸血鬼に対して妙みような警けい戒かい感を持ちすぎているような気がする。

　昔から少し閉へい鎖さ的な感はあったが、どうにも最近それが顕けん著ちよになっていた。

　国内は疎おろか、海外からもマスコミや記者が押し寄せてこの地域のことを根ね掘ほり葉は掘ほり探り出しているのだ。集団失しつ踪そう事件に関係無いことでも、否いや応おう無しにさらけ出されてしまう。

　事件の不安に加えてそんな状況が続くようでは、人々の心が荒すさむのも解わかるが──

「ホルストさん……どうしたの？」

　少女の声に、郵便配はい達たつ人にんはハッと我に返る。

　どうやら随ずい分ぶんと長い間ぼんやりとしていたようだ。

「ん？　あ、ああ。ごめん、考え事しててね」

　慌あわてて笑顔を取り繕つくろうが、アルマは食事の手を止め、哀かなしげな表情で口を開く。

「やっぱり、私が居たら……」

「おいおい、変なこと言うなって！」

　語ご気きをやや強め、ホルストはテーブルに乗りだし、少女に続きを言わせぬよう頭を撫なでた。

「今日は俺も仕事休みだからな、どっかに連れてってやるよ、な？」

「でも……」

「いいから、少しは気分転てん換かんした方がいいだろ？」

　半なかば無む理り矢や理り引きずるような形でアルマを連れ出す事にするホルスト。

　心しん中ちゆうでは、落らく書がきがまだ完全に消せていない家から離れたかったという事もある。

　どこに行くかも決めていないが、山の見えない場所がいいだろう。

　近所のショッピングモールにでも行く事にしよう。

　せめて、彼女のショックを少しでも和らげる事ができればいいのだが。

　そんな事を考えながら、ホルストは外出の準備を始めた。

　出先で冷たい視線を送られるかもしれない。

　落書きをした連れん中ちゆうに見つかったら、何かされるかもしれない。

　そんな不安も過よぎったが、まさか白はく昼ちゆう堂々、人混みの中で何かやってはこないだろうと判断する。実際にアルマの顔を知っている者も少ないし、首くび筋すじの絆ばん創そう膏こうもありふれたものだし、そもそもフード付きの服で完全に隠かくれるようにすれば済む話だ。

　彼は、そう判断して外出する事を決心した。







　そして、彼の試みは半分成せい功こうする事となる。

　確かに、町まち中なかでは何も起こらなかった。

　驚くほどに楽しく休日を過ごせた気がする。気のせいか、アルマの表情も心なしか柔らかくなったように感じられる。

「どうだ、楽しかったか？」

　遊ゆう技ぎ施設なども豊富な町一番のショッピングモールからの帰り道、ホルストは何気なくそんな事を尋たずねてみた。

　すると、少女はゆっくりとこちらを見上げ、静かに声をあげる。

「……あのショッピングモール、行くの、初めてだった」

「ああ……」

　昔から山の村に住んでいた少女にとって、ショッピングモールなどはあまり見たことも無い存在だったのだろう。彼女達にとって最も遠出をする事があるといえば、麓ふもとの町にある基き礎そ学校だけだろう。

　ドイツの学校では殆ほとんどが午前中で授業を終える。その後は村の子供達は暗くなる前に山に帰ってしまうので、麓の町の子供達とは殆ど交流が無かったのだそうだ。

　実際、彼女がこんな事になっても、誰だれ一人として見み舞まいに来た子供はいなかったという。

　最も、仮にそこそこ仲が良かった子がいたとしても、噂うわさを聞いた親が止めるかもしれないが。

　どうにもこの町は、ドイツの主要都と市しや他の田舎いなか町と比べ、人々の様よう子すが陰いん気きに思える。

　──ミュンヘンのビール祭りが懐なつかしいや。

　過去に何度か行った事のある世界最大の祭さい典てん。そこに集まった人々の温かい笑顔を思い出しつつ、青年は、『この町にもあんな笑顔が溢あふれていれば良かったのに』などと考える。

「……ありがとう」

「えッ」

　少女の声に顔を向けると──

　彼女は、ホルストを見上げて静かに笑っていた。

　悲しみ混じりではあるが、今まで見せた事の無かったような笑顔。

　ホルストは、自分が今日彼女を連れ出した事が間違いではなかったのだと感じつつ、自らも笑顔を返して頭を撫なでる事にした。

　こうして、彼の計画は半分成せい功こうを収めた。

　半分、というのは──その夜から、アルマの笑顔が再び失われてしまったからだ。







　二人が帰ると──家が燃えていた。
















４章　吸きゆう血けつ鬼き達の過去







ドイツ　高こう速そく道路




　丁ちよう度どガルダスタンスのヘリが到着した頃──

　本来ならば既すでに会場入りしている筈はずの吸血鬼の女が、白い乗用車のハンドルを握っていた。

　色白の肌はだの上で揺らめく、自然な輝きを放つ純白の艶えん髪ぱつ。

　銀色の瞳ひとみに宿る温かい光を除けば、完全に『氷の女王』と呼ぶに相応ふさわしい女おんな吸血鬼。

　彼女の名はドロシー・ニパス。

　組織の中で『白』の称しよう号ごうを持つ色つきの幹かん部ぶであり、ゲルハルトの婚約者でもある存在だ。

　いつもならばとっくに会場に入り、ストーブの前で暖まるゲルハルトと歓かん談だんを愉たのしんでいる頃なのだが──

　まもなく会議が始まろうかというこの時点で、特に焦った様よう子すもなく法ほう定てい速度で高速道路を移動している。

　彼女は純白な蝙蝠こうもりへと変へん化げする事も可能であり、場合によってはその方が速くマーズ家の敷しき地ちへ辿たどり着く事ができる筈はずなのだが、それをしようともしなかった。




　その理由は──

　彼女の隣となり。助手席に座る一人の少女。

　車や運転手の色とは対たい照しよう的な黒いドレスを身に纏まとっているのは──半日前にグローワース島を飛び出してきたフェレットであった。

「御ご免めんなさいね、飛行機でもチャーターできれば良かったんだけど」

「いえ……私が急に来た事が原因ですので……」

　些いささか緊きん張ちようした面おも持もちで答えるフェレット。

　その目には明らかに戸と惑まどいの色があり、困こん惑わくと疑ぎ念ねんが籠こもった目でちらちらとドロシーの姿を観察していた。

　──この人が……義と父うさんの婚約者……。




　勢いで本ほん土どの港まで来たのは良いものの、これからどうやってミヒャエルを捜すべきかと悩んでいた所──突然空そらを舞う純白の蝙蝠から『初めまして』と声をかけられたのだ。

　それに続いて自らの姿を美しい女性へと変へん貌ぼうさせた吸きゆう血けつ鬼きは、優しく微笑ほほえみながらフェレットに手を差し伸べた。

「貴女あなたがフェレットね。ドロシー、ドロシー・ニパスよ、宜よろしくね。グローワースのメイドさん達から連絡があって、貴女を迎えに来たの」

「えッ……」

「そうそう、会ってすぐにこんな事を言うのもなんだけど……。いつか、貴女の家族になるから宜しくね」

「か、家族？」

　柔にゆう和わな笑顔と共にそう挨あい拶さつされた時、最初に思い浮かんだのはレリックと結婚するという意味だったもので、

「な、何者ですか貴女は！　お兄にい様には既すでにヒルダという心に決めた女性が……」

　と、言わなくても良い事を口走ってしまう。

　よくよく話を聞いてみるとゲルハルトの婚約者だという事が解わかり、大おお恥はじを搔かいたと気き恥はずかしくなったのだが、その事実はその事実で結局フェレットを混乱させた。

　結局、その混乱に乗じて車に乗せられてしまい、こうして二人でマーズ家の敷地へと向かう事になったのである。




　──まさか、お義父様に婚約者だなんて……噂うわさには聞いていたけれど、何かの冗じよう談だんだとばかり思ってたのに……。

　普段は『兄さえ居ればいい』と言っているフェレットではあったが、ゲルハルトの事も心の中ではしっかり父親だと認めている。

　そんな父に婚約者がという話を聞くと、表面上はともかく、心しん中ちゆうにはなんとも言い表しがたい情念が湧わき上がった。

　──そもそも、どうして……あのお義と父う様と……？

　決してゲルハルトの事は嫌いではないが、何しろ液体だ。

　その父と婚約など、どう考えても正気とは思えない。

　もしかして、父親が液体になる前からの婚約なのだろうか？

　──よもや、バルシュタイン家の地位や財産が目当てという事は……。

　そんな考えも頭を過よぎるが、会ったばかりの女性にそんな疑いを抱く事など恥ずべき行いだと自分自身を戒いましめる。

　しかし、本当に理由が解わからない。吸きゆう血けつ鬼きは外見ではないが、それにだって限度という物があるだろう。

　フェレットの疑ぎ念ねんに気付いたのか、ドロシーはハンドルを握りながらクスクスと笑う。

「どうしたの？　何か言いたい事があるみたいだけど」

「……！　……あの、ハッキリと申しておきますが……。私は貴女あなた達の『組織』を快く思っておりません。現在はお義父様がいるとはいえ……」

「ま、当然よね。半年前のあの事件だけじゃなくて、貴女達のお父とうさんとお母かあさんの事もあるだろうし」

「……」

　あっさりと告げるドロシーに、フェレットは僅わずかに動どう揺ようする。

　話には聞いている。

　自分とレリックの両親は、元々『組織』に所属していた身であり、自分達の子供を道具として使おうとしていた組織から逃げ出したのだと。

「やはり、まだお兄にい様の力を狙ねらっているのですか」

　そもそも『組織』がグローワース島と事を構えたのは、レリック・フォン・バルシュタインの身に宿る力が原因だ。

　吸血鬼達たちは吸血鬼としての純じゆん粋すいな力を生み出す為ために長年研究を積み重ね、その一つの結果として生み出されたのがレリックという存在である。

　レリックの力は確かに他の吸血鬼達と比べても群を抜いており、島一つを丸ごと自分の衣服と同じように扱い、数億、数兆ちように上ろうかという蝙蝠こうもりの群や──あるいは、

「狙ってる人もいる、っていう事は覚えておいた方がいいわね。カルジミールとメルヒルム。この二人には特に気を付けた方がいいわ。メルヒルムはゲルハルトがいれば下へ手たな事はしないけど、カルジミールはゲルハルトに敵意を持ってるから」

「……！　お義と父う様は、そんなに危険な状態にいるのですか……？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、敵意って言っても、暗あん殺さつしようとかそこまで考える度ど胸きようのある奴やつじゃないから。そういう意味だったら、島の市長さんの方がよっぽど危険なんじゃない？」

「ヴォッド……」

　フェレットは俯うつむきながら、自らの父の仇きゆう敵てきである男の名を呟つぶやいた。

　ヴォッド・スタルフ。グローワース島にあるノイルベルク市の市長であり、吸きゆう血けつ鬼きの血を半分だけ引いている存在である。

　昔から何かとゲルハルトにちょっかいを出している存在であり、直接的な意味では『組織』以上に明確な敵であると言えた。

「全くです。どうしてお義父様もあんな輩やからを放っておくのか……」

「基本的に、優しすぎるのよ。あの人」

「甘すぎるだけです」

「そうかもね。でも、だからこそ貴女あなたの両親を島に受け入れたのよ。組織や──幼おさななじみを敵に回す事になってもね」

　ドロシーの言葉に、フェレットは暫しばし黙り込む。

　彼女は自分達を生んだ両親の事を良く知らない。ゲルハルトから『誇るべき二人だ』とは良く聞かされていたが、やはり『親』と聞いて実際に思い浮かぶのは赤い血ち溜だまりだけだ。

　だからこそ、彼女は兄であるレリックとの繫つながりを人一倍強く感じていたのだが──最近は、別の絆きずなが彼女の中で育はぐくまれつつあるのも確かである。

「素す敵てきな人よ、貴女のお義父さんは」

　沈ちん黙もくを続けるフェレットに、ドロシーは緩い笑顔を浮かべたまま告げる。

「えッ」

「貴女を見ても、それは良く分かる」

「？　何を仰おつしやるのですか……？」

　突然妙みような事を言い出すドロシーに、フェレットは疑問の声を上げ──それに対する答えを聞いて、露ろ骨こつに心を乱す事となった。

「あら、好きな男の子の為ために、敵意を抱いてる『組織』に乗り込もうなんて、ヤンチャだけど思いやりのある娘を育てたっていうだけで十分に素敵でしょう？」

「なッ……何をおっしゃっているのですか！　私はただ……」

「ただ？」

「た、ただ……ミヒャエルが馬鹿な事をするので、止めないと……お兄にい様のご友人だからというか……と、とにかく！　私達に迷めい惑わくがかかる前に、あの愚おろか者を島に連れ戻そうというだけです！　他た意いなどありません！」

　しどろもどろになりながらも強く言い放つフェレットに、純白の吸きゆう血けつ鬼きは柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮かべるのみ。

「そうやって照れ隠かくしする所とか、昔のゲルハルトにそっくりね」

「……！　……？　昔の……お義と父う様？」

「ええ、まだ人の形をしてた頃は、結けつ構こう強がりな所があったのよ？　そういえば、血は繫つながって無くても、どことなく顔つきが貴女あなたやレリック君と似てるかもね」

「……」

　唐とう突とつに出てきた『人の形をしていた頃』の義ち父ちの話。

　興きよう味みを引く内容ではあったが、フェレットの中では別の疑ぎ念ねんが浮かび始める。

「そんなに昔から、お義父様と知り合いでしたのね」

「ええ、『組織』ができる前からの仲よ。婚約したのは組織ができた後だけどね」

「……それにしては、義父が組織を抜けた時に、付いてくる事は無かったんですのね」

　皮ひ肉にくの言葉を投げかけた後、フェレットは自らを『なんと嫌な女なのだろう』と嫌けん悪おする。

　謝るべきだろうかと心を揺らめかせていると、ドロシーは何も気にした様よう子すを見せず、淡たん々たんと言葉を紡つむぎ出す。

「そうね、確かにあの時、私は組織に残って……ゲルハルトは島に戻ったわ」

　過去を懐なつかしむように目を細め、女は静かに過去を語り出す。

「丁ちよう度どその時よ。私とゲルハルトが婚約したのは」

「え……？」

　──袂たもとを分かった時に婚約？

　訳が分からぬといった顔をドロシーの方に向けるフェレット。

　純白の吸血鬼の笑みの質が僅わずかに変わり、どこか照れているように口元を緩ませる。

「そうね……どこから話したらいいかしら……」

　暫しばし考えた後、ドロシーはフェレットに一つの問いを投げかけた。

「貴女、人間は好き？」

「……？」

　唐突な問いに、フェレットは思わず考え込む。

　──何を突然……。

　先せん刻こくから、このドロシーという女の会話には脈みやく絡らくがあるのか無いのか良く解わからず。どうにも摑つかみ所がない性格だと感じられた。しかし、その質問はただ鼻で笑って聞き流す事ができるようなものでもない。

　しばしまごついたような表情を見せ、膝ひざの上に置いた手がスカートの裾すそを軽く握り込んだ。

「……私達は、人間とは隔へだたりを持つ存在です。好きとか嫌いとか、そうした感情で語る類たぐいのものでは御ご座ざいませんわ。それとも、犬や猫を好きか嫌いかというのと同じ意味で尋たずねているのですか？」

　いつも兄やミヒャエルに言うような強がりの言葉だったが、その響ひびきにいつものような強さは感じられない。

　ドロシーはそんな少女の態度に対し、からかう調子で話し続けた。

「それでも構わないわよ？　貴女あなたは犬いぬ派は？　それとも猫？　人間？」

「ふ、巫ふ山ざ戯けないで下さい！」

　大おお口ぐちを開けて咎とがめるフェレットの言葉に、ドロシーはクスクスと笑いながらハンドルを切り続ける。

　そして、微笑ほほえみを崩さぬまま──僅わずかに間をおいて、一言。

「私は大嫌いよ？　人間」

「え……」

　意い外がいと言えば意外な返答に、フェレットは思わず息を吞む。

「ああ、誤ご解かいしないでね。人間全部滅ほろびればいいとか、そんな事を考えてるわけじゃないから。もちろん、人間にも敬意を払うべき人や親しみを感じる人も多くいる。だけど、それ以上に敵が多いから全体として見ると『大嫌い』っていうだけの話」

「……」

「そして、だからこそ私は『組織』を作ったの。ゲルハルトを利用してね」

「……利用、ですって？」

　妙みような事を言い出す女に、フェレットは自然と眉まゆを顰ひそめる。

「後で人づてに知られて嫌われるぐらいなら、今、私の口からハッキリと言っておいた方がいいと思うから……少しだけお話しさせてもらってもいいかしら……『組織』ができた時の事」

　フェレットは、沈ちん黙もくを続ける。父の口からは「町内会のようなものだよ」としか聞いていなかった為ために、別の吸きゆう血けつ鬼きの視点から見た『組織』について少なからず興きよう味みはあったという事なのだろう。

　ドロシーは助手席の沈黙を肯こう定ていと受け取り、静かに語り始めた。

　郷きよう愁しゆうや悲しみ、愛。様々な感情を言葉の中に織り交ぜながら────





†　　　†　　　†






数百年前　北ほく欧おう某ぼう所しよ




　彼女の姿は雪のように美しかった。

　だが、その心は踏みにじられ──雪は、いつしか氷に変わる。




　ドロシー・ニパスは生まれながらの吸きゆう血けつ鬼きだった。

　両親もまた吸血鬼であり、彼らの肌はだと髪かみの色から、近しい一族内の吸血鬼同どう士しに見えた。

　あるいは──どちらかが人間だった相手の血を啜すすり、自分と同じような体に変質させたのかもしれないが、ドロシーにとってはどちらでも良い事だった。

　自然と周囲の空気を冷やしてしまうという、魔ま物ものめいた特とく異い体質。

　実際に吸血鬼という魔物ではあるのだが、彼女自身にその自覚は皆かい無むであった。

　両親との三人で、北ほく欧おうの国々で旅を続けるドロシー。

　彼女の髪の色も、姿すがた見みの美しさも、人間からすれば十分に目立ちすぎる。

　たまに町の側そばなどを通った時も、両親には、

『決して人間に見つかってはいけないよ』

　と言い聞かされていた。

　成長するまでは人ひと里ざと離れた場所を渡り歩き、当時の世せ情じようではそれで十分に人間から身を隠かくす事はできたのだが──




　ある日、ドロシーが雪山で倒れていた人間の青年を助けた事から、悲劇は始まった。

　凍こごえかけていた青年を近くの山小屋まで連れて行き、自分では相手を凍えさせるだけだと暖だん炉ろに火を点つける。

　人間に見つかってはいけない。

　そう教えられてはいたものの、自分達と似た姿をして、同じ言葉を喋しやべり、自分達よりも遙かに数の多い生き物への好こう奇き心しんが勝ってしまった。

　体力を取り戻した男は素直に礼を述べるが、少女が人間とは少し違うという事にも気付いたようだった。

　ドロシーは『自分と会った事は絶対に内ない緒しよにしてくれ』と言い、青年もそれを了りよう承しようする。

　日本の雪ゆき女おんなの民みん話わのように、約束を破れば命を取るなどという脅おどしはしなかった。思いつきもしなかった。

　両親にもその事を話さず、ただ新しい生き物との『出会い』に興こう奮ふんし、心を密ひそかに躍おどらせる。




　だが、彼女はいくつかの事に気付くべきだった。

　自分が両親との『人間に関わるな』という約束を守れなかったように──

　人間もまた、約束を破る事ができる生き物であるという事に。

　そして、人間は──『自分達にとっての異い形ぎよう』を忌いみ嫌うという事にも。





†　　　†　　　†






現代




「男が山を下りた次の日、彼はすぐに戻ってきたわ」

　ハンドルを握りながら、どこか寂しげに呟つぶやくドロシー。

「大おお勢ぜいの村人を携たずさえてね」

「……」

「私が最後に見たのは、棺ひつぎの中で寝てた父とうさんと母かあさんが首を切られて燃やされる所」

　軽い調子で語るドロシーに、フェレットは何も答えられない。

　ゲルハルトから──自分とレリックの実の両親も、ハンターによって殺されたと聞いている。

　会ったこともない自分達の両親が火に掛けられる所を想そう像ぞうしてしまう。その顔は自然とレリックと自分の顔に変換され──思わず背せ筋すじに怖気おぞけが走る。

「なんてことはないわ。元々、あの男は私達の存在を知ってたの。得え体たいの知れない『化ばけ物もの』が住んでる山の廃はい屋おくを調べる、先せん遣けん隊たいみたいなものだったのよ。……全部私のせいよ。私が父さんと母さんにその事を話していたら、そもそも約束を破らなかったら……今いま頃ごろは、父さんも母さんも無事で……ゲルハルト達とも違った出会いをしていたかもしれない」

「……その青年や村人を……恨うらんでいるのですか？」

「いいえ？　今は全然恨んでないわ。……言ったでしょう、私が悪いって」

　そう告げた後、ドロシーは薄く微笑ほほえみを浮かべて呟つぶやいた。

　ただ、その微笑みの中には、どことなく底そこ冷びえするような寒さが感じられる。

「だって今は……もうそいつらは全員死んでるんだから」

「……」

　人間の寿じゆ命みようを考えれば当たり前の事だ。

　だが、果たしてその青年や村人達は寿命で死ねたのだろうか？

　ドロシーの声に含まれた冷たい響ひびきに、そんな疑念が湧わき上がる。

　しかし、少女はそれを一いち々いち確認する事はせず、ただ沈ちん黙もくして相手の言葉の続きを待った。

「暫しばらく誰も信じられなくなってね……。多くの人間達から逃げるように海へ出たの。白い棺を船の代わりにして……正直、私が流りゆう水すいが苦にが手てなタイプの吸きゆう血けつ鬼きだったら死んでたでしょうね……。でも、死んでもいいって思ってたかな」

　自じ嘲ちよう気味に笑うドロシー。その表情からは、すでに先せん刻こくの凛りん冽れつな冷たさは感じられない。

「だって、私にとって人生っていうのは父さんと母さんとの旅だけで、それが奪われたわけだから……。それに、あんな人間達がひしめいてる世界なんて、もう私にとってなんの価か値ちも無かった」

　石でも跳ねたのか、車が一いつ瞬しゆんだけ揺れる。

　フェレットはやはり何も口にする事ができず、たった一人の観客となって相手の語る過去を傍ぼう聴ちようし続けた。

「でも、もしも海に逃れて、生き残れたら……人間達を滅ほろぼしてやろう、なんて考えてた」

　ドロシーが紡つむぐかつての感情に、フェレットは一人の女を思い出す。

　木き島じま閑しず音ねという名の『食鬼人イーター』の存在を。

　かつてヴォッド・スタルフと組み、『この世の全ての吸きゆう血けつ鬼きを滅する』という歪ゆがんだ信しん念ねんを持っていた──あるいは現在でも持ち続ける女。

　義ち父ちに聞いた話では、かつて吸血鬼に家族を殺され、それ以来復ふく讐しゆうに走ったのだという。

　全く逆の立場にいながら、対象は違えど、同じ道を選んだ二人。

　恐らく彼女達だけではないだろう。

　自分もまた──大おお鎧よろいの『食鬼人イーター』に襲おそわれた時に復讐の感情が湧わき起こった。

　そこまで考えて、フェレットは唐とう突とつに不安の渦うずに囚とらわれる。

「あの……お話の途中で申し訳無いのですが……」

「あら、どうしたの？」

　嫌な顔一つせずにフェレットに答えるドロシーに、少女は単たん刀とう直ちよく入にゆうに尋たずねかける。

「ミヒャエルを襲った大鎧の男は……今はどうしているのですか？　もしも、ミヒャエルが向こうで鉢はち合あわせたらと思うと……」

　不安が勝ったのか、強がりなどは見せず、素直な感情が口をつく。

　ドロシーはそんな少女を愛らしく感じつつ、安心させるように疑問に答えた。

「確かにその可能性はあるけれど、もう、彼がそのミヒャエル君を襲う事はないと思うわ」

「そんな！　あの大鎧の男は明らかに異常でした……簡単に心を曲げるとは思いません！」

　半年前に襲しゆう撃げきされた時の、大鎧の猛もう執しつとでも言うべき感情を思い出し、フェレットはミヒャエルの身を強く案じる。

　だが、ドロシーは落ちついた調子で答えた。

「そうね……確かに、ルーディの信念は簡単に曲がらないと思う。でも……曲がらなかったからこそ……彼は壊れてしまったの」

「え……？」

「今の彼は……もう、自分の意い思しで戦う事すらできない状態なのよ」

　そして、ドロシーは思い出したように時計を見ながら言葉を紡ぐ。




「ああ、そういえば……もう始まってる頃かしらね、『組織』の会合」
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同どう時刻　マーズ邸てい　大だい食堂内




　住人達の日々の食事とは違い、多くの来客達をもてなす為ためだけに作られた広大な空間。

　最大で五百名は収容できるという巨大な室内には、数多く、様々な種類の吸きゆう血けつ鬼き達が集合している。

『色つき』の幹かん部ぶ達は、一人で訪れている者から十人近い部下を連れている者まで様々であり、その格かつ好こうもコスプレ少女から液体、チワワまで様々な顔が見える。

　彼らは現在会合の真っ最中であり──その議題は、このマーズ邸の敷しき地ちから東に向かった先にある山村で起こった、大量失しつ踪そう事件についてだった。

　それぞれの幹部達の前にはマーズ家のノートパソコンが置かれ、画面に映る様々な情報を元に会議が進められていく。

　パソコンが扱えない者、文字が読めない者の為にマーズ家の使用人達がそれぞれ一人ずつ背後に控えており、画面の操作から文章の通訳に至るまで様々な手助けをしている状態だ。

　過か保護とも思えるような設備の元に行われる会議。

　その中で、一ひと際きわ異い質しつを放つ『液体』が、淡たん々たんと事件の経緯いきさつについて説明している。

【現在の所、吸血鬼が関かん与よしたという確たる証しよう拠こはない。だが、現地を中心としてそのような噂うわさが出回っているのも事実でね】

　自ら空中に文字を紡つむぎ、同時にノートパソコン上の共きよう有ゆう画面に文字を紡ぐという器き用ような真ま似ねをするゲルハルト。

　そんな彼の綴つづる文字に、『金』のプレートが立つ席に座ったガルダスタンスが声を上げた。

「ふむ、ならば問題は無かろう？　組織に属さぬ吸血鬼がやったという可能性はあるが、それならばいつも通りの対たい処しよをすれば良いだけだろう」

【確かに、だが、今回の事件はあまりにも世界で騒がれすぎている】

「構うまい。私の国ではテロリストの仕し業わざという意見が大たい半はんを占めていたぞ？　……それとも、会議を開く必要のある別の要素でもあったのか？」

　淡々と尋たずねるガルガスタンスの言葉に、ゲルハルトは赤い身を揺らめかせながら答えを綴る。

【うむ……『血けつ族ぞく』のうち三家から連れん名めいで書しよ状じようが来てね。彼らはこの事件が『組織』の手によるものではないかと疑っているようだ】

『血族』。

　その単語に、会議内が露ろ骨こつにざわめき始める。

　子し爵しやくの後を繫つなぐように、怪け我がから回復したカルジミールが忌いま々いましげに声を上げた。

「あの家いえ柄がらだけの化か石せき連れん中ちゆうどもは、どうしても我々が邪じや魔まと見える。今回の件に関しても、10年以上前の『楽らく殺さつ者』の件を持ち出して来た」

【もっとも、それに関しては既すでに否定の返答を出しておいたがね。ＭＲ．ドゥーも自ら確認に行くと言っていたが……む？　そういえばまだ来ていないな……】
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　そんな吸きゆう血けつ鬼き達の会話を、食堂の外から聞き続ける者達がいた。

「ああ、まだ姿は見てないけど、子し爵しやく様、元気そうで良かったなあ」

　ミヒャエルとドゥー、そしてファニーの三人だ。

　聞き耳を立てるようにドアに背中を付け、廊下にいた使用人達に手を挙げて挨あい拶さつしているドゥー。そんな玉たま虫むし色いろの衣装を着た男に、ファニーが不ふ思し議ぎそうに尋たずねかけた。

「ねえ、ドゥーさん、なんで中に入らないのさ？」

「後から登場した方が目立って面白いでしょう？」

　あっさりと答えるドゥーに、ファニーは呆あきれた視線を送り、ミヒャエルは「なるほど」と頷うなずいている。

　彼らは使用人達からちゃっかりノートパソコンを受け取っており、無線ＬＡＮで内部と同じ共きよう有ゆう画面を覗のぞき込んでいた。

　ミヒャエルが、その中に出てきた単語を見て尋ねかける。

「ところで……『血けつ族ぞく』ってなんですか？」

「ああ、我々の『組織』とは別の吸血鬼の一族と言ったらいいでしょうか……他の吸血鬼達たちとは連つるまず、同じ血けつ縁えんの純じゆん粋すいな吸血鬼のみの……まあ、早い話が吸血鬼一家ですね。一いち世代などではなく、延々と血ち筋すじを増やし、三十人を超える家族を『血族』という単位で呼んでいます」

「へー、大家族ですね！」

「まあ、永遠に生きられる人達が十年に一いち度ど子を生めば１０００年で百人ですからねえ。実際、最大の血族は二百人ほどの大家族ですよ。ねずみ算ざん式しきに増えないのは、増えすぎると自滅に繫つながるので一族内で厳げん重じゆうに繁はん殖しよくを管理しているからですが」

　淡たん々たんと語りながら、ドゥーは共有画面とは別に、インターネット上から一つの画面を呼び出した。

　それは、ネット上にある辞じ典てんの『吸血鬼』の項であり、様々な特徴や例が示されている。

「彼らのイメージは、貴方あなた達人間が思い描く『吸血鬼』と大差ありません。人間の血を啜すすり、人じん狼ろうや魔ま女じよ達を下げ僕ぼくとして扱い、吸血鬼を人間の支配者だと思っている。蝙蝠こうもりや霧きりに身を変え、森の奥深い古城に住み、結けつ界かいのようなものを張って人間を寄せ付けない、そんな漫まん画がや映画でお馴な染じみの吸血鬼像ぞうを持つのが『血族』だと思っていただいて結けつ構こうです。もっとも、全ての能力を平等に使える一族はいませんでしたし、映画や漫まん画がに出てくるような、一人で世界征せい服ふくできる程ほどの力を持つ者もいませんでした。……つい、この間まではね」

「へえー、あれ？　この間って……それってもしかして……」

　ミヒャエルの中に、一人だけそのようなタイプの吸きゆう血けつ鬼きが思い当たる。

　その想そう像ぞうを待っていたかのように、ドゥーは楽しげな笑みを貼はり付けた。

「ご想像の通り、君の友人のレリック・フォン・バルシュタインです。素晴らしい、賞品としてお金を上げましょう」

「い、いや！　お金は受け取れませんよ！」

　慌あわてて拒きよ否ひするミヒャエルに『冗じよう談だんです』と微笑ほほえみ、ドゥーは淡たん々たんと語り続ける。

「そもそも、レリック君はそういう者達の力を全て持ちながら──そういう者達を圧倒できる程の力を持つ、『吸血鬼達たちの真しん祖そ』となるべく生み出された存在です。ぶっちゃけた話、『血けつ族ぞく』の人達は……まあ、家いえ柄がらや個人の差はありますが、その多くが自分達の血族以い外がいの吸血鬼を快く思っておりません。彼らからしてみれば、我々は邪じや道どうな吸血鬼であり、それこそ、単なる『下げ品ひんで不快な化物』なのです」

　ドゥーがそこまで言った所で、それまで黙っていたファニーが声を上げた。

「あいつらは……本当に酷ひどい連れん中ちゆうさ。ボクの事をあっさりと殺そうとしたしね」

「えッ？」

「正統な吸血鬼じゃないからって……人間から進化したわけじゃない『紛まがい物もの』だって言ってボクの事を殺そうとしたんだ」

　幼さの残る少年の双そう眸ぼうには、強い怒りと僅わずかな怯おびえの色が入り交じっている。

　過去に何があったのか、その感情の強さから十二分に推測できた。

　ミヒャエルは更さらにその『血族』について聞きたかったのだが、ノートパソコンの共きよう有ゆう画面では次の話題に移っていた為ため、とりあえずそちらに集中する事にした。
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【現地でその噂うわさの出で所どころとなっているのは、少女の首くび筋すじに残った二つの傷きず痕あとだそうだが──残念ながら、そちらに関しては本当に吸血鬼の牙きばによるものなのかどうか確認はできない。少なくとも、その少女が陽光の下を堂々と歩いているのは目もく撃げきされているそうだが】

　ゲルハルトの説明に、フム、と顎あごをさすりながらガルダスタンスが意見を述べる。

「確認するだけならば、病院や警察関係を適当に買ばい収しゆうしてもよいが？」

　それに対し、カルジミールがこめかみをひくつかせながら口を開いた。

「世界中からマスコミが集まって町の裏うら事情までひっくり返してる最中だぞ!?　そんな買収行為をしてみろ！　あっという間にガルダスタンス・グループの関かん与よが疑われるだろう！」

「ほう……つまり、マスコミも全てを買ばい収しゆうすればいい、という事か」

「そういう話じゃない！」

　カルジミールが叫んだ後、それまで傍ぼう観かんしていた褐かつ色しよくの肌はだの男がゆらりと手を挙げて発言する。インディアンらしき顔立ちをしているが、服装はアロハシャツにサンダル履ばき、目にはサングラスを掛けている。適度に筋肉と脂し肪ぼうが合わさった恰かつ幅ぷくのいい体をしており、根っからの遊び人か、どこかのベンチャー企業の社長とでもいった肩書きが似に合あいそうな男だ。

　男はゆったりとした動きと共に笑い声をあげ、ガルダスタンスに語りかける。

「ＨＡＨＡＨＡ、御お言葉だがね、ＭＲ．ガルダスタンス。現地にはうちのグループのテレビクルーもいるんだ。うちの会社がそう簡単に金で買収できると思わない事だねえ、ＨＡＨＡＨＡ」

　独特な笑い方をする男は──実際には社長でも遊び人でもないが、『影えい響きよう力りよく』という点ではガルダスタンスと同等か、それ以上の力を持つ男だった。

　ザオー・ダグナルド。

　全米でも有名なテレビ局のプロデューサーであり、自らも司会者として多くの番組に顔を出している存在だ。

　その男の言葉に、ガルダスタンスもふむ、と一考してみせる。

「確かに……君の局のクルーを金で転ばせるのは難しそうだな」

「ＨＡＨＡ、いやあ、俺の番組もあんたの会社にスポンサーになって貰もらってるが、そんな買収に回す金があったらもっとそっちに回してくれ」

「一いつ考こうしよう」

「ちょっと待て！　待てお前ら！」

　と、そんな二人の会話に割って入るカルジミール。

「ザオーの息が掛かったテレビクルーなら話は早いだろ、そいつらに上う手まく情報操そう作ささせたりはできないのか？」

「ＨＡＨＡＨＡ、身み内うちだからこそジャーナリズムの自由は保証してやりたいねえ」

「そんな事を言ってる場合か!?　くそ！　他の奴やつらにも言える事だが、どうしてお前らはいつもいつも会議に緊きん張ちよう感かんが無いんだ！」

　嘆なげくように言うカルジミールに、藍あい児じが溜ため息いきを吐きながら答えた。

「我が慢まんしろ、カルジミール。今日は『鏡ミラルド』と『無ホーキング』、『玉ド虫ウ色ー』が口を出さんだけマシだ」
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　内部の会話を聞きながら、ドゥーはショックを受けたというように大げさによろめいた。

「あれぇ、藍児さんたら酷ひどいですねえ！　私の事を邪じや魔ま者もの扱いですよ！　よりにもよってミラルドやホーキングと同レベルですか!?」

「実際、いつもは会議の邪じや魔ましかしてないじゃない」

「何を言うのですかファニー！　私はただ、カルジミールが偉そうにしている姿を見るのが退たい屈くつで退屈で、ミラルドやホーキングと共きよう謀ぼうしてカルジミールの妨ぼう害がいをしているだけです！　何な故ぜなら、そうすると楽しいから！　主に私が！」

　語るに落ちる言い訳をわざとらしく紡つむぐドゥーを無視し、ファニーは黙々と内部の様よう子すに耳を傾け続ける。

　一方、ミヒャエルはノートパソコンに映る会議の資料を見つめながら、珍しく神しん妙みような雰ふん囲い気きで言葉を紡ぎだした。

「それにしても……本当になんなんだろうね、この失しつ踪そう事件」

　刹せつ那な──




　ガシャリ




　と、目の前で何かを落とす音が響ひびき、ミヒャエルは思わずそちらに目を向ける。

　そこに立っていたのは、一人の青年だった。

　背はそんなに高くもなく、ミヒャエルと同じぐらいだろう。白と黒を基調としたゴシック調の服の上には幼さが少しだけ残る顔が乗っている。

　若さは感じられるが、土つち気け色と言っても良い顔色は決して健康そうに思えない。

「あ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　どうやら、手にしていた布ぬの袋ぶくろを落としたようで、ミヒャエルは左手でそれを拾って差し出したのだが──

　青年は微び動どうだにせず、ミヒャエルの顔面を凝ぎよう視ししている。

「なんで……なんでお前が……お前がッ……ここにッ……！」

「え？」

　青年の顔に浮かぶのは、強い動どう揺ようの色。

　自分でもどのような感情を描けば良いのか理解できぬままに浮かべられた、純じゆん粋すいな『驚きよう愕がく』を煮に詰つめた表情だ。

「ええと……どこかで会った……こと……」

　最初は戸と惑まどいに首を傾かしげるミヒャエルだったが、次第に妙な違い和わ感かんが頭の中にこびりつき、そのまま言葉が尻しりすぼみになっていく。

「あれ……その声、どこかで」

　視線を床におろしながら、ミヒャエルは思し案あんを巡らせた。

　顔に見覚えはない。それは確実だ。

　だが、その声には、なにか焦しよう燥そうしたような感情を込めた声には確かに聞き覚えが──

　──あれ？

　ふと、頭の隅すみから浮き上がった光景がある。

　それは、血ち塗まみれになった自分の体と、フェレットの哀かなしそうな顔。

　動かない筈はずの右手がジンジンと疼うずき、ミヒャエルの心を激しく揺らめかせる。

　──まさか。

　ハッと顔をあげ、ミヒャエルは目の前で硬こう直ちよくする青年に口を開く。

「……貴方あなた……いや、おまえ、もしかして」

「ぅあ……ぁぁぁあああぁぁぁぁぁ！」
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　ミヒャエルが相手の正体に気付くのとほぼ同時に、青年はその身を翻ひるがえして長い廊下を駆けだした。

「あ、待てよ！」

　珍しく強い調子で呼びかけるミヒャエルを余よ所そに、青年は足を縺もつれさせながら歩を進める。

　ミヒャエルもそれを追うように走り出し、後にはただ、ドゥーとファニーの二人だけが残された。

「……どうしたの？　あれ、誰だっけ？」

　子供の姿をした吸きゆう血けつ鬼きの問いに、ドゥーは目を爛らん々らんと輝かせながら答える。

「ルーディ・ベンダース。うちの『組織』の子こ飼がいである『食鬼人イーター』ですよ。君も聞いたことはあるでしょう？　カルジミール直ちよく属ぞくの配はい下かだった男女の狩人かりうど、『フレースヴェルク』と『ニーズホッグ』の事は」

「ああ、良く知らないけど、女の方がどこかの吸きゆう血けつ鬼きに支配されて裏切ったって奴やつでしょ？　あと、男の方も今は使いものにならないとか」

「その通り！　半年前に独どく断だんで人間を半はん殺ごろしにし、自らは瀕ひん死しの状態となってギリギリの所で『黒』のギャルドに助けられた猟りよう犬けん！　もっとも、現在では戦士としては昔ほど使い物にならないようですがねえ」

「で、そいつがあのミヒャエルって人間とどういう関係があるの？」

　少し好こう奇き心しんをそそられたのか、無む邪じや気きな調子で尋たずねかけるファニー。

　すると、ドゥーは思いがけない幸運に巡り会ったとでも言わんばかりに目を輝かせ、ファニーの問いに帽ぼう子しを深く被かぶり直しながら返答する。

「その、半殺しにされた民間人というのが、ミヒャエル君なんですよ」

「えッ!?」

「まさかもう鉢はち合あわせするとは！　いつ顔を合わせるかと私もドキドキしていたのですよ！　こういう事は演出せずに自然な成り行きを見守るに限ります！」

　酷ひどい事を口にしながらも、ドゥーの顔面には無邪気な笑みが貼はり付けられていた。

「面白くなってきましたね！　ワクワクしません？　ああ、会議も気になりますしあちらも追いたい！　さて、どうすべきでしょうね！」

「……最低な上に変へん態たいだね、ドゥーさんて」

　ファニーは呆あきれたように溜ため息いきをつき、ノートパソコンの共きよう有ゆう画面に目を向けたのだが──

「ッ！」

　不意にガキリと表情を固めたかと思うと、目を見開いて画面に顔を近づける。

　画面に浮かぶのは、一人の少女。

「どうしました？　ただでさえレンズみたいな目を、ことさら強調するように見開いて」

「こッ……この娘こは……誰？」

「ああ、事件の生き残りの少女ですよ。まだ12歳さいですか、その割にはしっかりしてそうな子ですねえ……惚ほれちゃいましたか？」

　外見年ねん齢れいはファニーと同じぐらいだろうか、まだ事件が起こる前に学校で撮とられた写真らしく、清せい楚そな顔立ちの中に無邪気な微笑ほほえみを輝かせていた。

　ファニーはドゥーのからかう声は無視し、ただ淡たん々たんと自分の言葉を紡つむぎ続ける。

「この娘が……生き残り……」

「ええ、首くび筋すじに二つの傷きず痕あとがあった事から、吸血鬼の関係者ではないかと疑われ……って、聞いてますか？　ファニー？　ファニー？」

「……美味しそう……だね」

　どこか恍こう惚こつとした表情で、少年の姿をした吸きゆう血けつ鬼きは口元から涎よだれを垂らしかけていた。

「あぁ……どうしようどうしよう、ドキドキしてきた……。この子の血を全部吸い尽くして、肉も骨も全部全部独り占めにしたい……その前に、この細い体を強く強くツヨクダキシメテクビスジニキバヲ……」

　徐々に言葉から理り性せいを失わせていく少年を見て、ドゥーはケラケラと笑いながら体を伸ばす。

「やれやれ、また悪い癖くせが出ましたね。まったく最低で変へん態たいなのはどちらですか」

　パソコン画面に目を奪われる吸血鬼を余よ所そに、ドゥーは小さく独り言を呟つぶやいた。

「……ま、何をするにも、君が出会う前に彼女が無事でいればの話ですがね」




「人間とは、時に君のような変態の化物よりも遙かに残ざん酷こくな事をしますからねえ」
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一日前




　全ての聴ちよう取しゆを終えたホルストは、アルマを伴って警察署しよの玄げん関かん口へと向かう。

　家が焼き払われてから丸二日。警察の話ではどうやら放火らしいという事だが、犯人の目め処どはまるで立っていない状態だという。

　──家の壁に巫ふ山ざ戯けた落らく書がきをした連れん中ちゆうだ、そうに決まってる！

　ホルストはそう訴えたのだが、警察もその意見を留りゆう意いはしてくれたものの──落書きと放火について、決定的な関連をつける事は難しいだろうと言い出した。

　それは何な故ぜかと詰め寄るホルストに、対応した刑事は粗そ野やな調子で言葉を返す。

「心当たりがな、多すぎるんだ」

「え……？」

「町の中には、あのアルマって子が吸血鬼に血を吸われた下げ僕ぼくか、あるいは吸血鬼そのものだと疑ってる連中が山ほどいるんだよ。何かの宗教や組織がとかじゃなくて、本当に、どこにでもいる誰でもがだ」

「そんな……！」

　何か言おうと立ち上がるが、その前に刑事が強い調子で声をかぶせる。

「俺らだってな、そんな馬鹿げた噂うわさに賛同して見み逃のがす程ほどにアホでもマヌケでもねえ！　……だがな、多すぎるんだよ。少なくとも、それが動どう機きだとすりゃ、犯人を絞しぼり込むだけで千人はくだらねえし……千人だろうが調べ上げてやると断言したくても、そもそもあの村で起こった事件に人が駆り出されててそれどころじゃねえんだ」

　刑事の言葉には、明らかに苛いら立だちがあった。

　自分達の護まもるべき市民が、非ひ現実的な噂うわさに躍おどらされて集団の悪意を作り上げているのだ。

　しかも、個々の悪意が無いが故ゆえに、それは極めて悪質なものだった。

　例えば──町中を歩いていても、面と向かってアルマやホルストに『吸きゆう血けつ鬼きめ』などと叫んだり睨にらみ付けたりする輩やからはいない。

　そんな真ま似ねをすれば、自分が『吸血鬼などという迷めい信しんを信じて騒ぐ人間』と世間に認にん識しきされてしまうからだ。

　現在は町に海外からもマスコミが詰め寄せている状況であり、いくらアルマを疑う者が多かろうと、世界的には彼女は『哀あわれな被害者』なのである。

　不安故ゆえに少女を傷つけようとする者達は、自らの行為が『悪』と断ぜられる事も不安に思う。

　何しろ彼らは、悪意を持たない、少なくとも持っていないつもりなのだから。

　それが、ホルストにとってもどかしくて仕方がなかった。

　学校や職場で行われる虐いじめのように、加害者達が目の前に現れてくれれば、反撃する覚かく悟ごも屈しない覚悟も即そく座ざに決める事ができるだろう。

　町の噂を聞いた時に、既すでにある程度の想そう像ぞうはしていた。

　──話しかけても無視をされる。

　──町を歩いていたら石を投げられる。

　──「吸血鬼め！」と罵ののしられる。

　──「あんたみたいな奴やつに売る商品はないんだよ」と買い物を断られる。

　──ストレートに、アルマや自分に暴力を振るおうとする。

　そんな類たぐいの悪意ならば、まだ良かった。

　相手の顔を見て、ハッキリと反論する事ができるからだ。

　しかし──悪意は結果だけを残し、その姿を現さない。

　学校の机の中に猫の死体が入れられていたのに、クラスメイト全員が普段通りに友達として接してくれている。そのような不ぶ気き味みさともどかしさを感じる。

　親友だと思っていた者達から、自分だけが集まりに呼ばれなかったという事を知った時の怒りとも悲しみとも違う下か腹ふく部の臓ぞう腑ふを抉えぐる重苦しい寒さむ気けを感じる。

　ネット上で匿とく名めいを用いて誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを書き込みながら、現実では同じ相手に友として温かい言葉をかける。そんなドロリとした毒どつ気けを感じる。

　自分達には反論をする機会すら、敵の姿を見る機会すら与えられない。

　そして、自分は間接的に受けているだけだが、アルマはそうした姿すがた無なき敵意を直接その身に浴びせられているのだ。

　──なんとか……なんとかしないと……。

　火事の件はまだ両親に伝えていない。

　下へ手たに心配を掛けたくなかったし、場合によっては向こうにまで被害が及ぶ可能性もある。

　ホルストは、自分のようなただの郵ゆう便びん配達人にアルマを守れるのかと不安に思う。さりとて、他に頼れる者もない。

　なにしろ──この町のどこが安全なのかも解わからぬ状態なのだ。

　無理を言ってアルマだけでも警察に保護してもらう事を考えたが、警察に対して心を閉ざしている彼女の様よう子すを見るに、それも正解とは思えない。




　──とにかく、この町を出る事も本気で考えないとな……。

　そんな事を考えながら警察署から出ると、ふいにホルストは視線を感じた。

　思わず町並みを見渡すが、そこにはいつも通りの人通りが広がっているだけだった。

　自意識過か剰じようになっているのだろうか。そう思いつつも、いつも通りの町並みである事が悔くやしくて仕方がない。

　このいつも通りの町が、自分が過ごしている町が、自分やアルマの『敵』であるという事がどうしようもない理り不ふ尽じんに思えた。

　見ると、アルマも同じような不安を感じていたのだろう。暗い面おも持もちから少女の心細さが如によ実じつに伝わってくる。

「……アルマ、心配することはないさ」

　ホルストはホルストなりに、なんとか元気づけようと少女の頭を軽く撫なでる。

「でも……私のせいで……ホルストさんにまで……」

「気にするなって！　噂うわさなんてすぐに消えるさ。大体、吸きゆう血けつ鬼きだなんて非ひ現実的な話、信じる方がどうかしてるんだ。……あ、いや……」

　口にしてから、しまったと思う。

　噂の内容自じ体たいを言ってしまっては逆に彼女を怯おびえさせるだけだ。

　なんとかフォローしようと、ホルストは声をあげる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、アルマが人間だっていうのは俺が良く解ってるから。他の連れん中ちゆうがどんな事を言ってきたとしても気にするなよ？　な？」

　上う手まく繕つくろえたのかどうか自分でも解らず、ちらりとアルマに視線を向けたのだが──

「……ッ」

　その瞬しゆん間かんから、ホルストは視線を逸そらせる事ができなくなった。

　少女は沈ちん黙もくしたまま、ホルストの顔を見上げている。

　だが、彼女の表情に浮かんでいるのは、どうしようもない悲しみの色。短い間とはいえ、今まで家族同どう然ぜんに過ごしてきたホルストに対し、絶望とでもいうような色に瞳ひとみを澱よどませていた。

　失しつ望ぼうや蔑さげすみではなく、諦あきらめという色の濃い絶望の色。

　そこに驚きよう愕がくの色はなく、予想されていた不幸が予定通りに襲おそいかかった。そうとでも言いたげな表情だった。

「あ、アルマ……？」

　背骨の中に氷の針はりを突き刺されたような感覚が走る。

　自分は何か、取り返しのつかない事をしてしまったのではないか。

　それが何なのかは解わからない。

　だが、少女の心の中の何かを確実に傷つけたという事は理解できる。

「お、俺、何か……」

「ううん……ごめんなさい、なんでもないの」

　少女は静かに首を振ると、そのまま歩を進め、ホルストに背を向けたまま歩き始めた。

「あ、ああ……」

　ホルストも黙ってその後に続くが──

　ほんの１メートル先にいる筈はずの少女は、随ずい分ぶんと遠い世界の人間のように感じられた。




　だが、二人はまだ繫つながりがあった。

　後に襲おそいかかる絶望的な量の悪意を、二人で同時に受け止める事になるのだから。





†






グローワース島　バルシュタイン城　地下研究棟とう




　村を失った少女が表情に深い絶望を貼はり付けてから20時間以上経過した頃──

　かつて多くの村と人間を消しよう滅めつさせた吸きゆう血けつ鬼きが、暗い面おも持もちで椅い子すに座っている。

『どうしたんですか？　博士！　元気無ないですよう？』

　そんな少年──テオドシウスに声を掛けるのは、純白の巨大な棺かん桶おけだった。

　通常の棺桶とは違い、足の入る狭い側の縁ふちを下にして立っており、床についた下部にはまるで戦車のようなキャタピラが取り付けられている。

　さらに言うならば、その棺桶には背後からロボットの腕のようなものが装そう着ちやくされており──そのアームに袖そでを通して、巨大なサイズの白はく衣いを身にまとっていた。

　冗じよう談だんか悪あく夢むとしか思えない外観から、アニメなどに出てくる人じん語ごを介する子猫のような可愛かわいらしい声を紡つむぎ出しており──アームなどを動かす仕し草ぐさも、人間として当てはめればまだ年若い乙女おとめのように感じられる。

　博士と対ついになって『教授』と呼ばれているその存在は、かつては別の姿をしていた。

　かつて博士と共に過ごした吸きゆう血けつ鬼き──エルザ・ベンダース。

　エルザという名の若い女の姿と記き憶おくは、とうの昔に失われており──現在は『教授』としての人格と棺ひつぎの体のまま、博士の相あい棒ぼうとして研究を続けている。

「例の、南部で起こった事件について考えててね」

　深く息を吐き出しながら紡つむがれた博士の言葉は、老人口く調ちようのものではなかった。

　半年前の事件以い来らい、博士は教授に対して一いつ切さい老人口調は使っていない。事情を知らぬミヒャエル達の前ではともかく、教授には偽いつわりの無い自分を晒さらし続けている。

　だが、完全に過去を語るという事も無く、普段通りとも全く新しいとも言えぬ関係が続いている状況だった。それでも互いにギクシャクとしないのは、やはりそれなりの信頼を築き合ってきたからだろう。

『ああ、そう言えば、それでこの前、私が寝てる時に変な人が来たって言ってましたね。結局、何を聞きたくて来てたんですか？』

「ああ、ミヒャエルの事でうやむやになりかけてたけど、後で色々と聞いて帰ったよ。どうにも……事件について色々な可能性を探ってたらしい。実際に、僕の経験は随ずい分ぶんと参考になったって言ってたけどね。でも、ちょっと不安だよ。あのドゥーとかいう奴やつはまともじゃない。吸血鬼らしくも人間らしくもなく、両方の境さかい目めを自分の楽しみの為ために平気で破るような……そんなタイプの男だと思う」

『博士……どうしてそんな人に過去を話したりしたんですか？』

　──自分にもまだ全ては話してくれないのに。

　そう思いかけたが、口には出さない。

　例えどんな過去だろうと、自分は博士を受け入れると誓ちかったのだ。

　ならば、過去を聞く事に意味などない。

　教授はそう考えたのだが──

　テオは、自じ嘲ちよう気味に笑いながら妙みような事を口にする。

「ミヒャエルが来たって言ったろ？」

『ええ、元気そうだったって言ってましたけど、怪け我がが治ったみたいで何よりですよね！』

　殆ほとんど顔を合わせた事の無い青年の無事を喜ぶ教授。そんな彼女に対し、博士は静かに目を閉じながら言葉を続けた。

「僕はね、ミヒャエルがここに来たのは……僕を糾きゆう弾だんするためだと思ってたんだ」

『えッ？』

「ずっと、ずっと待ってた。彼が回復して、自分の怪我も、フェレットが怪我をしたのも僕のせいだって責め立てる。それを覚かく悟ごしてた……いや、望んでたんだ」

『博士……』

　椅い子すの背もたれに体を預け、テオはどこか虚うつろな目で天てん井じようを仰ぐ。

「僕がこの島にこなければ、僕の過去さえなければ、ルーディーとテレジアもこの島に来る事はなくて、彼もフェレットも幸せに祭りを楽しめたんだ……。……でも、ミヒャエルは僕を責めるどころか……自分の怪け我がの事すら忘れてるみたいだった……」

『そ、それは、えーと、博士の過去や因いん縁ねんを知らないんじゃ』

「……レリックに頼んで、全部伝えてあるよ。レリックは気にする必要は無いと言ってたけれど……。ああ、僕達どころか、組織の連れん中ちゆうさえ全然恨うらんでないみたいだった……」

　ギイ、と椅い子すを揺らし、微睡まどろむように目を細め──

「おかげで、思い出したよ……昔の事を。そして、君に聞いて貰もらう覚かく悟ごもできた」

　少年はただ、静かに語り始める。

「君に聞いて欲しい話ではあるけれど……聞きたくない話かもしれない。だから、聞きたくなければいつでも僕の話を止めてくれ」

『博士……』

「そうだね……僕がまだ７歳さいぐらいの頃……一人の女おんな吸きゆう血けつ鬼きと会った時の事から始めようか」

　まるで、寝ね物語を話すように、半分夢ゆめ見み心ごこ地ちで過去に陶とう酔すいするテオドシウス。

　悲しみも苦しみも平等に、自らの行く末にその過去を染みこませるように──




「僕は、吸血鬼になりたかったんだ」





†　　　†　　　†






過去




　グローワース島で出会った年上の少女。

　だが、彼女は自らの事を吸血鬼だと名乗った。

　７歳という幼い少年でも、その単語は知っている。

　蝙蝠こうもりや狼おおかみに変へん化げし、夜の闇やみを自由に飛び回る。人の血を啜すすり、ゾンビやらグールやらと呼ばれる怪かい物ぶつに変える悪あく魔まのような存在。

　映画や絵本、アニメなどではそう描かれており、幼おさな心ごころにも『こわいものだ』と認にん識しきしていた。

　だが──テオと出会った吸血鬼は、そんなイメージを全てどこかに消し飛ばしてしまう。

　島で迷子まいごになったテオが、無事に両親の元に辿たどり着くまでの間、少女は手の先から一匹の蝙蝠を出して見せた。

「……怖い？」

　少女の問いに、テオはブンブンと首を振る。

　掌てのひらから霧きりを伴った蝙蝠が湧わき出るという光景は、どこか幻げん想そう的であり、手て品じなや錯さつ覚かくの類たぐいではないという事を少年の本能に強く強く刻み込んだ。

　そして──テオは、目の前に立つ年上の少女の虜とりことなる。

　両親と再会して振り返った時、既すでに少女の姿はなく、暮ぼ夜やの風が吹きすさぶのみだった。

　だが、結けつ局きよく少年は年上の少女を脳のう髄ずいの中から消し去る事ができず、今まで以上に両親にねだって島へと連れられていく。

　少女と再会するまで何年でも通い続け、大人おとなになったらグローワース島に家を買おうとまで思っていたテオだったが、再会の時は意い外がいに早く訪れる。

　半年後、少年は城の庭園で少女の姿を見つけ──両親に遊んでくるとだけ告げて駆けだした。

「君は……？」

　少女は最初、少年の顔を忘れていたようだが、迷子まいごだった自分を助けて貰もらったと説明すると、ああ、と頷うなずいて微笑ほほえんだ。

「そっか、私の事、覚えててくれたんだ」

　あどけない喜びを爛らん漫まんと輝かせる少女を前に、テオは再び心しん臓ぞうの奥底を優しく撫なでられたような感覚に囚とらわれる。

「吸きゆう血けつ鬼きの私が、怖くないの？」

　半年前と同じ質問。

　少年は力強く頷き、少女は半年前と変わらぬ笑みを浮かべて見せた。

「そっか、ありがとう」

　柔らかい笑みは、麻ま薬やくとなって幼い少年の心を虜とする。

　そして、双方に自覚の無いまま、二人は互いに人生を狂わせ始める。

　体に蓄ちく積せきしていく毒どく素そのように、ゆっくりと、ゆっくりと──







　この日を境さかいに、テオと少女は何度も出会いを繰り返す。

　互いに約束することもあれば、島や本土で偶ぐう然ぜんに出会う事もある。

　聞けば、あの島は吸血鬼達たちにとって楽らく園えんのような場所なのだという。

　数多くの吸血鬼達は島に住んでいるというのだが、テオは少女以外の吸血鬼とは出会う事もなく、また、少女も他の吸血鬼達と一緒にいるような事はなかった。

　その事を尋たずねた時、少女は妙みような事を口にする。

「うん……苦にが手てなんだ、吸血鬼って」

「どうして？」

「私は……なりたくて吸血鬼になったわけじゃないからかな……。それに、やっぱり私は人間が好きだから……人間に嫌われたくないの」

　テオには少女の言っている意味が良く解わからなかった。

　こんなに優しくて綺き麗れいな少女を嫌う人なんかいる筈はずがない。

　それに、日光が平気だという彼女ならば、吸きゆう血けつ鬼きだと隠かくし続ければ隠し続ける事ができるだろうし、もしバレたとしても、きっとみんな受け入れてくれる筈だ。

　漠ばく然ぜんとそんな事を考え続けた少年も──年月を経るに従って、次第にその意味が解わかり始める。







　少年が成長するに従い、徐々に少女に身長が追いつき始める。

　何しろ、少女の方は数年の時を経ても、出会ったときと全く変わらないのだ。

　あと数年もすれば完全に少女の外見と釣つり合う年ねん齢れいになるだろう。

　そんな折に、彼女がどこか寂さびしそうに言った。

「……もうすぐ、年を追い抜かれちゃうね」

「どうして？　お姉ねえちゃんの方が僕よりずっとずっと年上じゃない」

「私の時間は、もう止まってるの」

　少女は静かに呟つぶやくと、少年にいつも通りの柔らかい微笑ほほえみを浮かべる。

「多分、この島で会うのはこれが最後になると思う」

「え……？」

　最初、何を言っているのか解らなかった。

　いつも通りに出会い、いつも通りに別れる。

　今日もただ、それだけの日。それだけだからこそ幸せな時間が過ごせると思っていた。

　だが、その幻げん想そうはあまりにもあっさりと打ち砕かれる。

　呆ほうけた面つら構がまえで相手の抱ほう擁ようを受け入れる少年に、少女は何かに耐えるような声を絞しぼり出す。

「だけど……もしも、もしも次に会えた時は……最初からやり直せるといいな」

「ちょっと待ってよ！　どうしたのさ！　急に！」

　あまりにも唐とう突とつな言葉に混乱し、少女の手を摑つかもうとするテオ。

　すると、その手をスルリと潜くぐり抜け──少女は、テオの体を強く強く抱きしめた。

「ごめん、ごめんね、テオ」

「──」

　涙なみだ混まじりの声に、テオは混乱の声すらも喉のどの奥へと押し込まざるをえなかった。

「私……このままじゃ、君の血を吸いたくなるから……」

「お姉ちゃん……？」

「きっと、きっと君を吸血鬼にしたくなるから……」

　相手の言葉が上う手まく入ってこない。

　言葉はハッキリと聞き取れるが、その裏側にある意味が解らない。

　大好きなその少女の言葉の意味が解らない。それは少年にとって一つの恐怖だった。

　突とつ然ぜん彼女が遠い存在に見え、自分が巨大な泡あわに包まれて世界から乖かい離りしてしまったような錯さつ覚かくに囚とらわれる。

「だけど……もう、もういいの。いつかまた会えたら……その時は────」

　彼女が何を言いかけたのかは解わからない。

　だが、少年はその続きを聞くことができなかったし、吸きゆう血けつ鬼きもそれ以上は言わなかった。

　少女の体は無数の蝙蝠こうもりへと変へん化げし、少年の頭上を一度だけ旋せん回かいして、そのまま夕暮れの海の方へと消えていく。

　叫ぶ事すらできなかった。

　何を叫べばいいのかも解らなかった。

　引き留めるという選択肢しなど思いつきもしない。

　あまりにも唐とう突とつな出来事に、それが『別れ』であるという事も理解できなかったのだから。
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『そんな……』

　相あい方かたの過去を聞き、教授はただ、哀かなしげな声を響ひびかせる。

　テオは椅い子すからゆっくりと立ち上がると、どこに向かうでもなく、部屋の中をコツコツと歩きながら言葉の続きを語り出す。

「あの時は何がなんだか解らなかったけど、今なら理解できるよ。この島は、吸血鬼にとっては本当に楽らく園えんだ」

『それなのに、なんで』

「吸血鬼である事が嫌になり始めていた者にとって……この島は、どうしようもなく心地ここちいい毒薬なんだよ」

『博士……』

「だけど、僕はそんな事も分からなかった……。だからこそ……」




「だからこそ、僕は吸血鬼になろうとしたんだ」
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過去




　喪そう失しつ感を襲おそったのは、２週間ほど経たってからの事だった。

　いつものように島に来ても、彼女の姿はない。

　初めて少女の姿を捜し続けた時のように、島の中を彷徨さまよい歩いた。

　だが、かつて感じた期待と希望の変わりに、今は不安と絶望が心の中に渦うず巻まいている。

　本当に少年の心を捉とらえたのは、少女の笑顔ではなく──最後に見せた、悲しみの色だった。

　どうして、あんなに綺き麗れいな彼女が──あんなにも哀かなしい顔をしたのだろうか。

　彷徨い続けるが、姿は見えない。

　答えも見つからない。

　島に来る度たびにそんな事を繰り返し続けたが、少女の姿は疎おろか、その他の吸きゆう血けつ鬼きの姿すら見つける事ができなかった。

　あの少女は幻まぼろしだったのではないだろうか、夢だったのではないだろうか。

　そんな考えすら頭を過よぎり始める。

　吸血鬼などこの世に存在しない。そう認めてしまう事は、彼女の言葉を否定し、彼女との過去を否定する事だ。

　まだ子供に過ぎなかった少年は、意味が解わからぬまでも、それは認めてはならない事だと心の奥底で感じていたのだ。




　やがて、半年が過ぎた頃──

　少年は、とうとう手がかりを見つける。

　宵よい闇やみの空を飛ぶ蝙蝠こうもりの群。

　だが、その蝙蝠には強い違い和わ感かんがあり、もしかして彼女かもしれないと飛び退すさる蝙蝠達に少女の名を叫び、ただひたすらに追い続ける。

　やがて、一つの路ろ地じ裏うらに蝙蝠の群が入り込み──それを追って入ると、すでに群の姿は消えていた。

　変わりに……そこには一人の男が立っていた。

　長いブロンドの髪かみに紫むらさきのロングコート。些いささか奇き妙みようとも取れる出で立ちを風に揺らし、シャープな印いん象しようの顔立ちだが、どこか人間とは隔へだたりのある空気を身に纏まとっている。

　──吸血鬼だ。

　──あの子と同じ、吸血鬼だ！

　テオは心の内の高鳴りを抑えきれず、警けい戒かいすることすら無く男の方に足を踏み出した。

　すると、男は訝いぶかしげに目を細めながらこちらに向かって口を開く。

「何者だ、小こ僧ぞう。ただの蝙蝠好きの少年には見えんが」

「あ……ええと……僕はテオドシウス・バルシュタインって言います」

　素直に名乗ってしまったテオに対し、吸血鬼のコメカミがピクリと動く。

「バルシュタイン、だと？」

「あの、ぼ、僕、吸血鬼の女の子を捜してて……！　それで、何か知りませんかと思って……」

　しどろもどろになりながらも、自分の目的を語る少年。

「ほう……どういう事だ？」

　吸きゆう血けつ鬼きは少し考え込みながら、やや興きよう味みを引かれたのか、その場に立ち止まって話の続きを促うながした。




　そして──テオが全てを語り終えた後、鋭い目つきのまま緩かん慢まんに口元を緩め、少年の肩に手を置きながら自らの意見を述べる。

「そうか……その少女は、きっと君を失うのが怖かったのだろう」

「……？」

「その娘が後こう天てん的な吸血鬼だとすれば、肉体的にはそれ以上歳としを取らん。だとすれば、君に家族のような愛情を感じつつも、いずれ君が先に死ぬ、自分と違う生き物であると思い知らされる事が耐えられなかったんだろうな。さりとて、君を吸血鬼にする勇気も無かったわけだ」

　紫むらさきのコートを纏まとった吸血鬼は、くつくつと笑いながら手近にあった箱に腰をかける。そのまま長々と吸血鬼などについて話し続けたが、まだ若いテオにはその意味の全てが理解できるわけではなかった。

　だが、一つだけハッキリしつつあったのは──

　少女は、二度とこの島に戻ってこないであろうという事だけだった。

　状況を吞み込むにつれ、少年の体を冷たい怖気おぞけが包み込む。

　後頭部の裏側がドロドロと震える感覚。

　自分の体はあるのに、現実感だけが失われていく恐怖。

　少年の心の中にある少女の顔が歪ゆがみ、忘れてはならないと思っているのに、次第にその顔が思い出せなくなっていく。

　──誰だろう、これは誰だろう。

　──本当にこのお姉ねえちゃんはお姉ちゃんだっけ。

　──違う、もっと、あれ、え……

　彼女の顔を鮮せん明めいに思いだそうとすればするほど、自らの思し念ねんが泥どろ沼ぬまと化して少女の記き憶おくが沈み込む。

　ズブズブ、ズブズブ、少年の頭の中で音が響ひびく。

　それは果たして少女の叫びか、それとも自分自身の呻うめき声か。

　脂あぶら汗あせを搔かいて路ろ地じ裏うらの壁にもたれかかるテオ。

　そんな少年を見て、紫外がい套とうの吸血鬼は静かに微笑ほほえみ、心で嗤わらう。

「なに、いい方法があるさ」

　彼はただ──少年にとある方法を口にした。

　その言葉は、少年の、そして吸血鬼自じ身しんの運命を大きく変える事となる。

「君も、永遠を手に入れれば良い」




「永と久わに、彼女を探し続ける為ためにね……」
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「その後の事は……暫しばらく記き憶おくが途と切ぎれ途切れでね……。どうやって家を出たのかも覚えてない。父とうさんや母かあさんはまだ生きてる……筈はずだけど、今いま更さらに会いにもいけないしね。ただ、ゲルハルトに言われて一度だけ手紙を出した事はあるけれど……直接は会えない」

『……』

　教授は何か言いたそうだったが、敢あえて何も声には出さなかった。自分が言う事は博士自じ身しんも何度も考えている事なのだろうと思い、口にする事を避けたのだ。

「ただ……メルヒルムに吸きゆう血けつ鬼きにされて……色々な奴やつの血を入れた事は覚えてる……。もう、何が自分で何が自分じゃないのかも解わからないんだ。まるで、自分の心が誰かに乗っ取られるような感覚だけがあって……」




「僕は、吸血鬼ですらない。ただの殺人鬼の化物になった……いや、最初から僕にはそういう性質があったのかもしれない」
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過去




　一体どれだけの時間が経たったのか──何も知らぬ人間だったテオドシウスは、今は子供の姿をした吸血鬼と化していた。

『実験』と称して、様々な吸血鬼の血や細さい胞ぼうを植え付けられる日々。苦痛を伴う実験も少なくはなく、麻ま酔すいは掛けられたものの、傷口が再生するまでの間は全身に鋭い痛みが響ひびき続ける。

　多くの吸血鬼の血けつ肉にくを吸収、融ゆう合ごうさせる事により、後こう天てん的に強力な吸血鬼を作り出す。

　メルヒルムはそれを決して強制したわけではない。だが、テオも『ちゃんとした吸血鬼になって少女を探しにいく』という思いが強かったのか、自ら進んでその実験を受けいれた。

　だが、その思いが結果に結びつく事は無かった。

　蝙蝠こうもり化や霧む化かはせいぜい体の一部ができれば良い方で、支配の力も繁はん殖しよくの力もほとんど無い、人間に毛が生はえた程度の──寧むしろ吸血鬼としての欠点を考えれば人間以下とでも言うべき存在に成り下がった。




「結局、お前は何者にもなれなかったな」

　自分を吸きゆう血けつ鬼きに変えた男──メルヒルム・ヘルツォークの声に、テオは最初なんの感かん慨がいも感じていなかった。

「何処いずことなりと行くがいいさ。失敗作とはいえ、細さい胞ぼうに負ふ担たんを掛けているわけではないし、人間よりは遙かに長く生きられるだろう。それが唯ゆい一いつの利点だとも言えるが……。まあ、せいぜい元気に暮らす事だ」

　──ステラレル。

　自じ我がが崩ほう壊かいしかけていた少年にも、かろうじてそう意識するだけの理り性せいは残っていた。

「……──」

　そして、少年は最後の理性を振り絞しぼって、自分を吸血鬼の世界に引き込んだ少女の名前を呟つぶやいた。

　立ち去りかけていたメルヒルムはその名を聞いてピタリと立ち止まり、どこか忌いま々いましげな色を表情に貼はり付ける。

「ああ……調べさせてはいた。別の幹かん部ぶが彼女の事を探り当てたそうだ」

　だが、その怒りはテオや少女に向けられたものではなく──

　寧むしろ、この場にいない『何か』に強い憎にくしみを向けているように見えた。

「詳しい事は解わからんが……」




「人間に、殺されたそうだ」




「──────」

　刹せつ那な、少年の時間が止まる。

　少年のショックを察したのだろう。メルヒルムは小さく立ち止まり──

「我々を恨うらむのはお門かど違いだぞ。……殺されたのは、君と私が出会うよりも前らしいからな」

　しかし、少年は何の反応も示さない。

　目から光を完全に失い、その視線は目の前にある如い何かなる現実をも素す通どおりしている。

　──哀あわれだな。

　完全に壊れたのだろうと判断したメルヒルムは、この場で少年を始し末まつしてやるべきかとも考えたのだが──敢えてそうする事はしなかった。

「……聞こえているかどうかは解らんが、もしも正気を取り戻したなら、グローワース島に戻るといい。あそこには、お前を救ってくれる奴やつがいるだろう」




　その言葉は、確かに少年の耳には届いていた。

　だが、その意味を理解し、少年の心に届くのはずっと先の事となる。

　少年の心の中には、今はただ、絶望の音しか響ひびき渡っていなかった。

　──ステラレタ。

　──ステラレタ。

　──ナニカニ、ステラレタ。

　──僕ハ、僕ニステラレタ。

　──僕ハ、ステタ。全テヲステタ。

　──ダかラお前は、捨てられたんだ。

　実験によって自分の中に入り込んできた様々な『何か』。

　それらが揺らめき合い、一つの巨大な波となって少年の心を搔かき乱す。

　──お前が人間を捨てたように、お前は捨てられた。

　──ステナイデ。

　──お前は全てに捨てられた。もうお終しまいだ。お終いだ。さようなら、さようなら。

　──ステナイデ。

　──お元気で、どうかお元気で。いつか日の当たる公園で花を咲かせますように。

『何か』も徐々に崩ほう壊かいを始め、少年の心に意味のない言葉の羅ら列れつと、ただ困こん惑わくと絶望だけを鳴り響かせる。

　──貴方あなたは捨てられました。君は捨てられました。意味の無いジンセイなんテ嫌ダ。

　──嫌ダ！　イヤダ！　イヤダ！

　──さようなら、さようなら。貴方は選ばれたけど空が青いんです。ハンカチを取ってそこの血ち溜だまりに縫ぬいつけましょう。お前がゴミにならぬよう。

　全く意味の無い言葉の数々。

　だが、そんな声が響くだけで少年の心はえぐり取られ、その存在は希き薄はくなものになっていく。

　──捨テルナ！　僕ハ、デキソコナイナンカジャナイ！

　──吸血鬼ダカラ、僕ハカノジョト一緒ナンダ！

　──ダカラ、ダカラ、ダカラ、オ姉ねえチャンハ渡サナイ、人間ナンカニ、世界ナンカニ絶対ニ絶対ニ絶対ニ渡スモンカ！

　──ダカラ、だから？　ダカラ！　だから？　だかラダからダカラだカラダカラダカラダカラダカラ……───────────────────

　──さようなら。




　最後に響いた声は、少女の声だったような気がしたが────

　テオドシウスという名の少年の意識と存在はそこで途と切ぎれ、後にはただ、後に『楽らく殺さつ者』と呼ばれる壊れきった『何か』だけが残されていた。




　それが──悲劇の始まりだった。





†　　　†　　　†






「後は……噂うわさの通りさ」

『博士……』

「僕は、何が憎にくくて何が憎くないのかも解わからなかったのかもしれない。その後の記き憶おくは殆ほとんど無いけれど、心しん神しん喪そう失しつなんて言葉で済まされるような話でもない。だから僕は……人間に、永遠に復ふく讐しゆうされ続けなくちゃいけないんだ。例え、自じ己こ満足に過ぎなくても」

『でも……博士は、正気に戻れました……』

　だからこそ今の博士がある、そう言おうとしたのだが、博士は再度天てん井じようを仰ぎ、呟つぶやく。

「正気に戻れたのが、幸か不幸かと言われれば……あれ以上の犠ぎ牲せいが出なかった事については良かったんだろうと思う。僕としては狂ったまま誰かに殺される方が良かったんだろうけど……そんな幸せを得る権利なんて……」

『それでも、私は今の博士が居る事が嬉うれしいです』

「ありがとう、教授」

　僅わずかながらに微笑ほほえみを浮かべるテオに、教授は安あん堵どの息にも似た声を響ひびかせる。

「……だけど、ルーディとテレジアの二人だけは心配だ。ゲルハルトに聞いた話じゃ、テレジアが組織の部外者である吸きゆう血けつ鬼きに支配されたって言っていたけれど……。今、その吸血鬼についても情報を集めてる所なんだ。悔くやしいけれど、僕の情報網もうは海外までは届かないからね」

『ああ、それで最近、いろんな吸血鬼の人と連絡を取ってたんですね』

　最近の自分の作業をようやく納なつ得とくしたという調子の教授。そんな彼女を見て、博士は静かに立ち上がり、研究室を後にしようとしたのだが──

『あの、博士』

「なんだい？　話はもう特には……」

『いいえ、終わってません。エルザさんの……私が生まれる前の私だった人の事をまだ聞いていません』

「……」

　博士は明らかに口ごもるが──教授もまた、ある種の覚かく悟ごと共にその言葉を吐き出した。




『教えてくれませんか……。エルザさんっていう、博士と過ごした人の事を』
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ドイツ南部　マーズ邸てい　バルコニー




「待てってば！　なんで逃げるんだよ！」

　ミヒャエルが追い詰めた先は、単なるバルコニーというには広すぎる、一種の屋上庭てい園えんのような場所だった。

　周囲にはゲームキャラクターを象かたどった彫ちよう像ぞうなどが有り、冷静に見れば強い違い和わ感かんを覚えるのだが──今はミヒャエルにも、相手の青年にも周りに目を向ける余よ裕ゆうはない。

「あ……うぁ……」

　どこか怯おびえたような声を上げる青年。

　だが、その声には確かに聞き覚えがあった。

　半年前、グローワース島の祭りの前日に──

　フェレットの胸を杭くいで打ち抜いた、黒い大おお鎧よろいを着込んだ『食鬼人イーター』。

　ミヒャエルにとっては、フェレットを傷つけた許せない相手だ。

　──だけど……

　なんと言えばいいのか、ミヒャエルにはいまいち言葉が出てこない。

　フェレットに謝れと叫ぶべきなのだろうか？

　──でも、フェレットはそんな事を望んでないかもしれないし。

　口汚く罵ののしるべきなのだろうか？

　──なんかそれも違う気がする。

　もう二度と島に近づくなと拒きよ絶ぜつするべきなのだろうか？

　──でも、それならちゃんとフェレットに謝るのが先だよなあ。

　それとも、何もなかったように許すべきなのだろうか？

　──いや、俺はフェレットじゃないんだから、俺にどうこうする権利なんてないし。

　もしもフェレットが無事ではなかったら、ミヒャエルは勝ち負けを考える事もせずに殴なぐりかかっていた事だろう。

　あるいは、彼がまたフェレットを襲おそうというのならば、なんの躊躇ためらいもなく非難の言葉をぶつける事ができるだろう。

　だが、現在ここにフェレットはおらず、目の前の青年から敵意は感じられない。むしろ。こちらに怯えている様よう子すすら感じられる。

　──ええと、どうすればいいんだ？

　混乱するミヒャエルだったが──彼は肝かん心じんの事については考えすらもしなかった。

　自分を殺そうとし、右手の感覚を奪った張ちよう本ほん人にんであるという事を。




　だから──許すという選択肢しはなかった。

　自分に許す権利があるということを忘れている上に、フェレットを襲おそった事に関しては、フェレットが許すものであって自分は関わりが無いと思っていたのだから。





†






大だい食堂前




「ミヒャエル君。彼は素晴らしい。最高に面白い人間だ」

　ドゥーが呟つぶやいた言葉に、ファニーは涎よだれを拭ふきながら顔を上げる。

「……。えッ!?　な、なに、ドゥーさん」

　慌あわてふためく吸きゆう血けつ鬼きの少年を見ながら、ドゥーは呆あきれ半分の溜ため息いきを吐きだした。

「今の今までその被害者の女の子の写真に見とれてたんですか？　どこまでロリコンなんですか。……それはともあれ、さっきまでここにいた少年の事ですよ」

「あ、ああ。あの子がどうかしたの？」

「彼は面白い、という話です」

　帽ぼう子しのツバを深く押し下げ、ファニーから瞳ひとみが完全に見えぬようにし、口元だけで薄く嗤わらう。

「彼は周りの全てを受け入れる代わりに、自分自身が見えていません。なんというんでしょうね。一人の少女に抱く思いを除けば……物もの凄すごく、自分の優ゆう先せん順位が低いんですよ。だからこそ、人間から見た常識を超えた私達のような存在も簡単に受け入れてしまうんでしょうね」

「難しい事はよくわかんないよ。でも、悪い奴やつじゃないと思うよ？」

「もちろん！　彼は吸血鬼にとって尊き存在にも、唾だ棄きすべき存在にも成り得るでしょうね。相手が人間であろうが吸血鬼であろうが、分け隔へだて無く受け入れ、誰とでも友になれる」

「いいことじゃない。あと５歳さいぐらい若くて女の子なら良かったのになあ」

　一体どこが唾棄すべき存在なのかと言いたげなファニーの言葉に、ドゥーはクスクスと笑いながら言葉を続ける。

「友達になれば、後ろから簡単に刺さし殺せますからねえ」

「……どうしてそう最低な発想をするかなあ」

「それに、彼は何もかもを受け入れすぎます。愛想あいそのいい善ぜん人にんというものは、善人過すぎるが故ゆえに、偽ぎ善ぜん者ではないかと疑われ、嫌われるという事もあるのですよ。腹はら黒ぐろい者であればあるほど、相手を自分の鏡かがみとして見ますからねえ」

　別に楽しい事などない言葉の筈はずなのに、ドゥーは愉ゆ快かいで堪たまらないとでも言うように笑いながら、ゆっくりと立ち上がる。

「正直、彼が立っているのは非常に危うい境きよう界かい線せんです。人間と吸きゆう血けつ鬼きという存在の間に渡された小さく細く、風が吹くだけで壊れてしまいそうな橋。それが彼ですよ」

　ドゥーは服に付いた埃ほこりを払い、帽ぼう子しを被かぶり直しながら己おのれの心情を吐と露ろし続けた。

「正直楽しみです。彼が吸血鬼の、そして人間のドス黒い部分に触れ続けた場合……果たして彼はそれをも受け入れるのか、それとも拒きよ絶ぜつするのか、あるいは新しい可能性を見せてくれるのか……わくわくしますよね？」

　同意を求められたファニーは、眉まゆを顰ひそめながらジットリとした視線で頭上の男を睨ねめ付ける。

「ドゥーさんが一番の極ごく悪あく人にんだと思うけどなあ」

　すると、男は緑を主体とした七色の布ぬの地じを煌きらめかせながら、芝しば居い掛かった動きで首を大きく左右に振った。

「とんでもない！　私はただ自分が楽しければいいだけなのですよ？　その為ためならば、私は悪人にも善ぜん人にんにも偽ぎ善ぜん者しやにも偽ぎ悪あく者にも生き仏ぼとけにも悪あく魔まにも隣りん人じんにも観察者にも黒くろ幕まくにも被害者にも裏切り者にもなりましょう！」

　動きに負けじと芝居掛かった台詞せりふを吐き出し、ドゥーは大だい食堂への扉とびらに歩み始める。




「それこそが……私の二つ名が『玉たま虫むし色いろのエキストラ』たる所以ゆえんなのですから！」
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ドイツ南部　高速道路上じよう




　ドロシーの話を聞き終え、フェレットは複雑な表情を浮かべ、口を開く。

「そうなのですか……あの大おお鎧よろいの男は、もうろくに戦えもしない状態なのですね……」

「ええ、ギャルドに体の細さい胞ぼうを支配された事で、死にはしなかったけど……完全に生きてるとも言い難い状態でね。もう、前ほど動けるような状態じゃないのよ。体も……心もね」

「……」

　ルーディ・ベンダース。

　フェレットにとって忘れる事のできぬ『食鬼人イーター』の名前。

　かつて自分の体を杭くいで貫つらぬき、ミヒャエルから右手の感覚を奪った男。

　許せなかった。

　ただ、ただ許せなかった。

　博士から事情は聞いた。その男が復ふく讐しゆうに囚とらわれた経緯いきさつも理解できる。

　だが、理解などというものに、感情の激げき流りゆうを止める事などできなかった。

　顔を合わせれば殺してしまいかねない。そんな激げき情じようが事件後暫しばらく燻くすぶり続けていたのだが──

　その火を消したのは、入院しているミヒャエルの笑顔だった。

　ミヒャエルも、確かにその『食鬼人イーター』に対して怒りの感情を見せていた。

　だが、それは──フェレットが傷つけられた事に対する怒り。

　自分自身が殺されかけ、体の自由を一部奪うばわれた事に関して怒っているわけではなかった。

「それでも……私は心配です」

　膝ひざの上の布ぬの地じを軽く握りしめながら、フェレットは顔を半分伏ふせた状態で言葉を紡つむぐ。

「ミヒャエルは……恐らく自分を殺そうとした男すらも許すでしょう。その危き機き感の無さが、お人好し過ぎる所が、私は不安で仕方ないのです！」

「でも、そういう所に惚ほれたんでしょう？」

　強い調子で言い放たれた叫びに、あっさりと自分の言葉を返すドロシー。

「なッ……何を……！」

　あからさまに狼ろう狽ばいする少女を前に、ドロシーは前を向いたまま語り続ける。

「そのミヒャエル君って子は……私はまだ会った事はないけれど、ゲルハルトから聞いてる通りの子なら、きっと、強く強く貴女あなたの支えになってくれると思うわ」

「……」

　図ず星ぼしだった。

　実際に、自分はミヒャエルに数えきれぬほど救われている。

　それを除いたとしても、ミヒャエルを失いたくはない。絶対に、絶対に。

　心が、軋きしみの声をあげたような気がした。

　──会いたい。

　理り屈くつなどはもうどうでもいい。自分がミヒャエルの事をどう思っているのかも関係ない。

　ただ、過去から連れん綿めんと積み重ねてきた心の土つち壁かべが激しく震えているのが解わかる。

　──会って……一度思い切り殴なぐりつけて……。それで……。

　──……それから……？

　完全に黙り込んだフェレットに、ドロシーは優しく語りかける。

「だから……貴女も、その子を支えてあげなきゃダメよ？」

「私が……ですか？」

「そうよ？　どんなものも受け入れるのは……人間でも吸きゆう血けつ鬼きでも、とても危うい事なの。そういうタイプの人間って、毒だろうと、自分の器うつわに余るものだろうと平気で受け入れるから、結局自分を壊すの」

　笑顔を崩さぬままのドロシーは、直後に一言、冗じよう談だんとも本気とも受け取れる言葉を口にした。




「だから、ゲルハルトは壊れないようにって……あんな体になっちゃったんだけどね」
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数分後　バルコニー




「解わかったよ、殺したりしないから落ちついてくれよ、な？」

「う……うぁ……」

　大人おとなからの虐ぎやく待たいに怯おびえる子供。

　目の前の青年は、そのような存在にしか見えない。

　本当にこの青年が、あの大おお鎧よろいの中身なのだろうか。

　ミヒャエルは疑問に思ったが、敢えて口に出さず、目の前の男に語りかける。

　自分よりも年上なのだろうが、流石さすがに敬意を払う気にはなれないが、憎にくしみも湧わいてこない。

　相変わらず警けい戒かいを続ける相手に、とりあえずミヒャエルは対話を試みる事にした。

「なあ……俺もレリックから事情は聞いたけどさ……博士の事を恨うらんでるってのは解ったけど、どうしてフェレットを襲おそったりしたんだよ？」

「……」

「……」

　重い沈ちん黙もくが時間の上にのしかかり、周囲の空気を澱よどませる。

　それでも、ミヒャエルは言葉を待った。

　何か、少しでも自分を納なつ得とくさせる事ができればと思ったミヒャエルだが──

　目の前の青年は、カタカタと体を震わせながら首を振るばかり。

　ただ、うわごとのように小さな声で何かを呟つぶやき続けている。

「？」

　ミヒャエルが耳を澄すますと──青年は怯えるような声で同じ言葉を繰り返していた。

「ありえないんだ……あっちゃいけないんだ……」

「あっちゃいけないって、何が」

　更さらに尋たずねると、男はビクリと体を震わせ──こんどはミヒャエルの目を見ながら語り始める。

「人間と……吸血鬼が……信頼しあうだなんて……あっちゃいけない。無理なんだ」

　それは、ミヒャエルに答えるというよりも、自分自身に言い聞かせているようだった。

「人間と吸血鬼が手を取り合うなんて……無理なんだよ！　無理じゃなくちゃ……でなくちゃ……俺は……手を取り合えなかった人間は、どうすればいいんだよ……」

「……」

　混乱しているのか、男が吐き出したのは、ミヒャエルに完全に伝わる言葉ではない。

　だが、事情をある程度知しっているミヒャエルは、その言葉の意味をなんとなく理解したのか、星空を仰ぎ見ながらゆっくりとバルコニーの柱に背中をもたれかける。

「お前は……お前はどうなんだ？　本当に！　本当に人間と吸きゆう血けつ鬼きが上う手まくやれるなんて思っているのか？　裏切られた事も、絶望したこともないんだろう？　それなのに、どうして自分達の関係だけが上手く行くと信じられる!?　あそこまで……あそこまで自分の命をかけられるんだよ……！」

「……」

　何と言葉をかけるべきか。

　人間と吸血鬼の関係。

　フェレットへの想いは変わらないが、ミヒャエルにとって『人間と吸血鬼』という括くくりで考えた事はない。

　それを言えば、博士と眼前の青年の関係も個人的なものであり、決して種しゆ族ぞく同士の関係性を語ったものではないのだが、ミヒャエルは彼の言葉をきっかけにして少し考えてみる事にした。

　だが、少し考えたぐらいでは答えなど出てこない。

　──市長は半はん分ぶん吸血鬼で半分人間だって言うけど……どんな両親なのかな？

　──レリックは友達だし、グローワース島は人間も吸血鬼もあんまり関係無い感じだしなあ。

　そう考えるが、そのグローワース島の空気こそが青年の否定したがっているものだと気付き、考え直す。

　暫しばらく悩むように目を瞬またたかせた後──ミヒャエルは、自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんだ。

「うん、……そうかもしれない」

「え……？」

　顔を上げる青年に目を向け、今度はミヒャエルの方が自分に言い聞かせる調子で語り始める。

「あっちゃいけない事かもしれない。無理なのかもしれない」

「……」

「だけど……それでも……それでも、俺はフェレットが好きだ。ただ、それだけなんだ」

　一見、話の流れと関係ない告白のように思える。

「裏切られるぞ……俺みたいに……全部……全部奪われて……殺されて……」

「それでもいい、とまでは言えない。もしも、フェレットにヒルダや父とうさん達を殺されたら……多分、凄すごく悔くやしくて、哀かなしくて、絶望すると思う。だけど……上手く言えないけど……例え未来に絶対にそうなるって言われても、俺はフェレットの事が好きなんだ。これはさ、もうしょうがないんだ」

　惚気のろけ話のようだが、それを青年に語るミヒャエルは、どこか寂さびしそうだった。

「これはさ、もう惚ほれちゃった弱みだよ。どうしようもない、どうしようもないんだ」

　まるで、自分がフェレットを好きな理由を説明できないのが悔しいとでも言うかのように。

「俺がフェレットを好きな事は、理解とかそういう事とは違う部分で感じてると思うから」

「……」

　ミヒャエルの答えに、青年はしばし口を閉ざす。

　やがて、相手が『言っても無む駄だなタイプ』だと悟さとったのか、大きく息を吐き出して、哀あわれみと羨うらやみを同時に込めた瞳ひとみでミヒャエルを見る青年。

「……今だけさ。実際に失えば……君にも……」

　すぐにその目を逸そらし、何かを言いかけたのだが──




「あ、いたいた。こんな所にいたんだ。ルーディと一緒になにやってるの？　ま、とりあえず殺し合いとかになってなくて良かった」

　邸てい内ないへの入口部分から響ひびいたファニー・ルーの声に、二人の会話は強制的に打ち切られた。

「ミヒャエル、ドゥーさんが、バイトを始めるから準備しろってさ」

「あ、本当に？　……えっと、ルーディ？　この話は、また今度にしよう」

　青年にそれだけを告げると、バイトの内容を全く知らされていないミヒャエルは、なるべく迅じん速そくに従うべくバルコニーから出ようとする。

　ところが──その際、ファニーはルーディと呼ばれた青年にも声をかけた。

「それと、ルーディ」

「え……」

「君も、そのミヒャエルと一緒に来て貰もらうってさ。あと、ボクも行くから宜よろしく」

「なッ……」

　思わず音をたてて立ち上がる青年を見て、ミヒャエルは特に構わないという調子だったが──何かに気付いたような調子で、ゆっくりとファニーに耳打ちする。

「あのさ、結局バイトって何やるの？　俺、会議の書類運はこびのバイトかなーとか思ってたんだけど、なんかもう始まっちゃってるし」

　当然と言えば当然の疑問。

　だが、今いま更さらというにはあまりにも今更な疑問。

　フェレットあたりに言わせれば『そんな大事なことをなぜ最初に確認しないのですか！』とどやしつけられそうだが、ファニーは特に目立った反応を見せずに答えを返す。

「なんだ、聞いてないんだ。まあボクもさっき聞いて、行くって挙きよ手しゆしたんだけど」




「ここから東にちょっと行った町から──女の子を保護する。君達にはその手助けをしてもらいたいんだってさ」





†






同どう時刻　大だい食堂




「レディース＆ジェントルメン＆馬の骨！　やあやあ、高こう邁まいにして不ふ埒らちなる皆々様、此こ度たびは遠路はるばるようこそいらっしゃいました！　心の底から歓かん迎げい致しますので、どうか私の事も賞しよう賛さんの声をもって歓迎して頂きたい！」

　大おお仰ぎような仕し草ぐさと共に現れた玉たま虫むし色いろの衣装の男を見て、吸きゆう血けつ鬼き達の半分は歓声と拍手で迎え、半分は露ろ骨こつに嫌な顔をする。

【おや、遅かったね、ドゥー君。……ところで、私の故こ郷きようからメールが来ているのだが……誰か連れてきているのではないかね？】

「はっはっは、紳しん士し殿どの、その話はまた後ほど」

　目の前で文字を紡つむぐ血ち溜だまりに愛想あいそを振りまき、ドゥーは食堂の中央まで歩き、グルリと周囲を見渡した。

　人間らしい吸血鬼から異い形ぎようの中の異形まで、百ひやつ鬼き夜や行こうさながらの猛も者さ達の視線を一いつ斉せいに浴びながら、それが快感であるとばかりに身を震わせ、朗ろう々ろうと語り始める玉虫男。

「さて、会議の様よう子すは外から立ち聞きさせて頂きましたが──事件の具体的な概がい要ようについてはともかく、裏側についてはまだ何も解わかっていないようですねえ」

　含みを持たせた物言いに、紫むらさきの外がい套とうを纏まとった男──メルヒルムが眉まゆを顰ひそめながら皮ひ肉にくの言葉を吐き出した。

「まるで、自分は解っているとでも言いたげだな」

「まあ、大体は」

　あっさりと答えるドゥーに、食堂内の吸血鬼達たちがにわかにざわめき始める。

　室内に響ひびき渡る声の群を一身に受けた男は、指をパチリと鳴らして一人の名前を口にした

「ＱＡＷＳＥＤキーボード、例の資料を」

『ハイヨー』

　その甲かん高だかい声は、室内のパソコンというパソコンから一斉に響き渡った。

　だが、肝かん心じんの姿は周囲に見られず、ただ声だけがそれぞれのスピーカーから放たれる。

『ていうか、あんまり悠ゆう長ちような事は言ってられないよー。昨日きのう、例の女の子の家が火事になったっていう話だよー？』

　キーボードと呼ばれた『存在』──『侵略する鼠色ハツキーマウス』の二つ名を冠かんする幹かん部ぶは、パソコンの奥から直接皆に話しかける。

『それに、「敵」も動き出してる。そろそろ動かないとマズいと思うよー』

「敵？」「なんだそれは？」「どういう事だ、ハッキー」

　唐とう突とつな単語に、何人かの幹かん部ぶが顔を見合わせ、ドゥーはおやおやと首を振って溜ため息いきをついた。

「なんという事でしょう、どうやら悠ゆう長ちように会話を愉たのしんでいる場合では無さそうだ」

　そして、男は邪じや悪あくに煮にえたぎったような怪あやしげな笑みで口元を歪ゆがませ──幹部達に、自分が知る事件の真実を口にし始める。

「ハッキリと言いましょう。この事件には──確かに、吸きゆう血けつ鬼きが関わっています」

　堂々たる態度で断言した男は、両手で妙みようなポーズを取りながら自分に酔い、恍こう惚こつとした表情でその身を震わせる。




「どうです？　良かれ悪かれ……退たい屈くつしのぎにはなりそうでしょう？」





†






数時間後ご　マーズ邸てい　敷しき地ち内ない




　フェレットを乗せたドロシーの車は、既すでに正門を潜くぐり、マーズ家の敷地内に入り込んでいる。

「とりあえず、今は会議の真っ最中か、もう終わって適当に懇こん親しん会かいでもやってる頃だと思うわ」

「懇親会……」

　自分が抱いていた『組織』のイメージとかけ離れた単語に、フェレットはそれが何かの隠いん語ごなのだろうかと推測する。

　だが、義ち父ちの赤い体が目に浮かび、恐らくは本当に言葉通りの意味なのだろうと思い直す。

「お義と父う様は……上う手まくやれているのですか？」

「ええ、信頼が厚いからね。誰の言う事も聞かない『鏡ミラルド』や『黒ギヤルド』も、ゲルハルトの言う事だけには素直に従うのよ？」

「でも、一度組織を裏切ったと……」

「裏切ったわけじゃないわ。ただ、島の仕事の方が大事だったのと……ちょっとしたすれ違いがあって袂たもとを分かっていただけ。本気でゲルハルトを敵てき視ししてるのはカルジミールぐらいよ？」

　カルジミールという人物の事は良く知らないが、名前だけは義父の話に度たび々たび出てきたような記き憶おくがある。

　しかし、一度組織から抜けた人間が簡単に戻れるなどとは、一体どういう組織なのだろう？

　今までは悪の組織であるかのようなイメージを抱いていたが、こうして組織の人間であるドロシーと話していると、どうもイメージと現実が食い違っているように思えてならない。

　だが、一方で──自分達のような存在や博士の悲劇、あの大おお鎧よろいの復ふく讐しゆう者しや達を生み出したのも間違いなく『組織』なのだ。

　一体何を信じれば良いのか解わからなくなり、フェレットは直じかにこの目で判断しようと決意する。

　もっとも、過去に兄を狙ねらった前例があるので気を緩ゆるめる事はできない。

　最大限の警けい戒かいを払いながら。フェレットは尚なおもドロシーと会話を続ける事にした。

「そもそも……貴女あなたは、どうして組織を作ろうなどと……」

　その問いかけに対し、ドロシーの顔から僅わずかに笑顔が陰り──数すう拍はく置いて口を開く。

「ああ、そういえばさっきの話、続きがまだだったわね。そう……ゲルハルトに組織の設立を提案したのは、私。ハッキリ言うと、その頃はゲルハルトの事は好きじゃなかったわ。人間と吸きゆう血けつ鬼きの共存を目指すなんて……。いけすかない偽ぎ善ぜん者しやだと思ってた」

「……」

　ゲルハルトに対する過去の思いを語るドロシーに、怒りは湧わかなかった。今は、彼女は心の底からゲルハルトの事を好いているのだと、この一日がかりのドライブの中でなんとなく感じ取る事ができていたからだ。

「……でも、組織の基本的な所っていうのは、あの頃から何も変わってないのよね……」
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数百年前　北ほく欧おう某ぼう所しよ




「組合ギルドだと？」

　夜の湖の畔ほとりに、青白い青年の声が響ひびき渡る。

　空には星が輝いているが、周囲は深い雪に包まれている湖こ畔はんの山小屋。

　その中に屯たむろしていた数人の人ひと影かげのうち、ロシア人の男が丸まる眼鏡めがねを押し上げながら首を振る。

「何を言い出すかと思えば……ドロシー・ニパス。帰ってゲルハルトに伝えておけ。共通の目的を持たぬ我々が、なんの為ために組合などを作る必要があるのだとな」

　鼻で笑う男に対し、異い論ろんを唱える者達が現れる。

「カルジミール、とりあえず話を最後まで聞くべきだろう」

「ああ、人の話を最後まで聞かねえと、自分の悪口も聞き逃すぜ、カルジミールの旦だん那な」

　そう言ったのは、双ふた子ごと思おぼしき東とう欧おう系の二人組だった。

　部屋には他にも五、六人の吸血鬼達たちがおり、それぞれ壁や椅い子すに身を預けながら、ドロシーの持ち込んだ話に耳を傾けていた。

　そして──ゲルハルトの言葉を伝えに来たというドロシーは、底そこ冷びえするように冷たい声で、ただ、淡たん々たんと提案の続きを語り始める。

「何も、共通の目的を持とうというワケではありません。私わたし達たち吸血鬼は人間より遙はるかに強い力を持っている。ただ、それを上う手まく利用できない間は人間達に迫はく害がいされるまま。それは事実ですし、現に、『血族けつぞく』以外の吸きゆう血けつ鬼き達は簡単に滅ぼされています」

「ふん、そんなものは弱じやく者しやの言い訳に過ぎん。……そもそも、ゲルハルトは人間と吸血鬼の共存などという甘い事を考えている男だ。そんな奴やつと我々の目的が一致する筈はずがあるまい。……全く、時間を無む駄だにしたよ」

　最初から話を受けるつもりの無いカルジミールは、これ以上話す事は無いとばかりに踵きびすを返し、雪の降り積もる湖こ畔はんへと去っていった。

　ドロシーはそれを止めようとはせず、ただ、残った吸血鬼達に向かって語りかける。

「皆さんも、彼と同じ意見ですか？」

　その問いに、残った者達たちは暫しばし顔を見合わせ──皆の意見を纏まとめたわけではないが、とりあえず代表して自分達の意見を口にする。

「……我々はゲルハルト殿どのには恩がある。確かにゲルハルト殿は甘い考えだとは思うが、切り捨てるべき意見だとは思えぬ」

「ガキの頃、人間に殺されかけてた俺らを助けてくれたのはゲルハルトの旦だん那なだしなぁ。俺は人間は嫌いだけど人間の作った服だの絵だのは好きだし、人間を喰ってる俺らの仲間も多いからどっこいどっこいなんじゃねえの？」

「……ええ、そうした曖あい昧まいな状況を打破する為ために、情報網もうや意見交こう換かんの場を作りたい。それがゲルハルトの意思です。決して『国』を作ろうなんて大げさな話ではありません」

　そう言い切った後に、ドロシーは顔を上げ、室内の全ての吸血鬼に語り始めた。

　朗ろう々ろうと、朗々と、しかし、どこかその声の中に冷たい感情を滲にじませながら。

「ただ……より多くの情報網を世界に広げる為、数が集まる事が何よりも重要です。よって……皆様には方々に足を向け、意思の疎そ通つうができるありとあらゆる吸血鬼と接せつ触しよくを図って頂きたいのです。……無む論ろん、『血族』の方々は除いてですが」







　小屋の内部でそんな会話が続けられている中──カルジミールは、小屋から既すでに１００メートルほど離れた所を歩いていた。

　暫しばし湖畔の景色を眺ながめながら歩いていたが、それにも飽あきたのか、蝙蝠こうもりに身を変じさせようとしたその時──

「待って下さい、カルジミール」

　純白の蝙蝠が一匹追いつき、人じん語ごを用いてカルジミールへと語りかける。

「……なんだ、引き留めても無駄だぞ、ドロシー・ニパス」

「いいえ、ここから先は、ゲルハルトの代理ではなく、私の言葉として聞いて頂きたいのです」

「……なんだと？」

　蝙蝠はカルジミールの肩に摑つかまると、彼の耳元に淡たん々たんとした調子で言葉を続けた。

「貴方あなたも、復ふく讐しゆうしたいのでしょう？　貴方達を拒こばんだ『血けつ族ぞく』の連れん中ちゆうに」

「……」

　その言葉に、カルジミールは足を止める。

「……何ど処こまで知っている」

「風の噂うわさに聞いたまでです。一つ私の立場を明かしておくと、私は人間が憎にくい。ゲルハルトの意見には反吐が出ます」

[image: ]

「お前とゲルハルトは恋人同士だと聞いたが？」

　訝いぶかしむような声に、ドロシーの意思を持つ蝙蝠こうもりは、やはり底そこ冷びえするような調子で答えた。

「私は、彼の持つ、人間の貴き族ぞくの養よう子しであるという立場を利用して……吸きゆう血けつ鬼きの『力』を人間の社会に浸しん透とうさせたい。その為ために、ゲルハルトを利用しているに過ぎません」

「……」

「貴方はまた別の目的を持っている。人間に対しても力を持っている『血族』達を見返したい。その為には力が必要なのでしょう？」

　まるで共きよう闘とうを持ちかけるように、純白の蝙蝠は腹はら黒ぐろい言葉を口にする。

「だったら……貴方もまた自分の目的の為に、ゲルハルトの立場と『組織』を利用すればいい。違いますか？」

　カルジミールは暫しばし無言で佇たたずみ、やがて、口元を歪ゆがめながら振り返り──再び山小屋へと足を向けて歩み始めた。

「……貴き様さまは最低の売女ばいただな。その為ためにゲルハルトをたぶらかし、その体を売り渡したか」

　皮ひ肉にくを込めたカルジミールの言葉に、蝙蝠こうもりはやはり冷たい声を紡つむぎ出す。




「心まで、あの世せ間けん知らずに売った覚えはないわ」
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「あの時は、私も若かったなあ。ゲルハルトと同じぐらい世間知らずだったのにね」

　どす黒い過去の想いを、隠かくす事なくフェレットに伝えるドロシー。

　彼女の語る言葉を聞いて、フェレットは何と答えていいのか言葉に詰まる。

　ドロシーは笑いながら語っているが、どう聞いても笑い事ではない。

　最初に会った時に想そう像ぞうした『財産目め当あてではないか』という疑ぎ念ねんよりも酷ひどい事を考えていたというのだから無理もない事だろう。

　散さん々ざん迷った挙あげ句く、フェレットは確認するように問いかける。

「でも……今は違うのでしょう？」

「え？」

「今は、貴女あなたの言葉を借りれば……お義と父う様に心まで売り渡しているのでしょう？」

　フェレットの問いに、ドロシーはやや顔を背け、照れるようにはにかんだ。

「まあ、そういう事。あの頃は、本当にゲルハルトの事を好きになるとは思ってなかったんだけどね」

「一体、何があったのですか？」

「それは……あら」

　彼女は語り始めようとしたのだが、前方の様よう子すに気付いて車を停める。

「ちょっと、その話は今日は許して貰もらえないかしら」

「？　何な故ぜです？　……あッ」

　何故車くるまを止めたのかと思って前を見ると──そこには既すでに豪ごう邸ていの入口が迫っており、何人かの吸きゆう血けつ鬼きらしき男達が入口付近で屯たむろしているのが見受けられた。

「結けつ構こう長い話になるからね、それに……もしゲルハルトに聞かれでもしたら恥ずかしいから」

　そう言いながら、駐ちゆう車しやスペースへとハンドルを切り、ゆっくりと車を移動させるドロシー。

　フェレットはバルシュタイン城とは違った趣おもむきの豪邸を見て、感心したような表情を浮かべている。恐らくは、彼女の思い描く貴き族ぞくや吸血鬼のイメージと近かったのだろう。

「とりあえず、ゲルハルトの所に行きましょう。きっとミヒャエル君も一緒にいると思うわ」

「え、ええ……」

　ドロシーの言葉に頷うなずきながら、車を降りるフェレット。

　──どうしよう。

　もうすぐミヒャエルに会える。その事実を実感するにつれ、彼女は自分の心が高鳴っている事に気付く。

　会ったらまず殴なぐる。

　そう思っていたのだが、ドロシーと会話していたせいか、徐々に頭も冷え始めていた彼女は、自分が何な故ぜミヒャエルの家に行ったのかということを思い出す。

　──もう、構わない。会ったら、自分の思いの丈たけをぶつけるしかない。

　表面上は冷静を取り繕つくろっているものの、内心では混乱して半分ヤケになっている状態だ。

　このまま出会ったら泣き出してしまうかもしれない。

　自分でもそんな予感がしつつ。ある程度の覚かく悟ごをもって足を踏み出したのだが──

「ええッ!?」

　先に車から出て、玄げん関かん前にいた吸きゆう血けつ鬼き達と話をしていたドロシーが、驚きに目を見開いた。

「またドゥーの奴やつね……。まったく……」

　額ひたいに手を当てて呆あきれた声をあげるドロシーに、フェレットは訳が分からず声を掛ける。

「あの……何があったのですか？」

「ああ……御ご免めんなさい。ちょっと入れ違いになっちゃったみたい」

「？」

「乗って」

　詳しい事を話すよりも先に、車に乗り込んでフェレットを呼ぶドロシー。

　彼女の目には苛いら立だちと諦あきらめが入り交じったような色が浮かんでおり、フェレットに顔を向けたとたん、申し訳無なさそうな表情で呟つぶやいた。




「ミヒャエル君……今、ちょっと危ない事になってるかもしれないから」













５章　吸きゆう血けつ鬼き……！







ドイツ南部　森林




「はぁ……くそ……なんだよ、なんだってんだよ、あいつら！」

　ハンドルを握りしめて森の中を疾しつ走そうする軽けい自動車が一台。

　その中に乗っていたホルストは、先せん刻こくからバックミラーをしきりに気に掛けている。

　──吸血鬼、あいつらは、きっと吸血鬼だ！

　心の中でそう繰り返しながら、遙か後方に感じる圧あつ迫ぱく感かんを紛まぎらわせようとする。

　口に出さないのは、助手席に座っているアルマに気を遣つかっての事だろう。

　しかし、気を紛らわせようにも確実に背後に『彼ら』は迫っており、どうしようもない絶望をもってホルストの心を押し潰つぶさんとしていた。

　──くそ……畜ちく生しよう！　畜生！

　──なんでだ!?　なんでこんな事になった！

　──どうして誰も放って置いてくれないんだ！

　──アルマが何かしたのか!?　お前らに何かしたのか!?

　──どうしてこんな……こんな事に……！

　胸の内で叫びながらも、湧わき上がる恐怖は抑えられそうもない。

　助手席に視線を向けると、アルマもまた自らの体を抱きしめるように腕を交差させ、小さな体を小こ刻きざみに震わせている。

　そんな少女の姿が、自分の本ほん心しんを鏡きよう映えいしたものに見え、己おのれの恐怖と不安が増ぞう幅ふくされる。

　──ああ、どうして……どうしてこんな事に……。
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数時間前まえ




「町を出よう」

　ホルストの言葉に、アルマは思わず視線をあげた。

「親父おやじとお袋ふくろがミュンヘンにいるんだ。そっちの方が何かと便利だしさ。あそこなら俺もギリギリここまで通えるし」

「でも……」

「どのみち、新しくアパートを借りたりするよりはマシさ」

「……御ご免めんなさい。……私のせいで」

　自分が原因だと顔を伏せる少女に、ホルストは笑顔を浮かべて口を開く。

「だから、そんな事を気にするなって言ってるだろ？　悪いのは火を点つけた連れん中ちゆうさ！　それにな、ミュンヘンに行った事はあるか？　あの町はみんないい人達ばかりだぞ？　この町の連中みたいに細かい事を気にしたりはしないし……そうだ、あそこのビール祭りは凄すごいんだぞ！　世界中から何百万人も観光客が来てさ、祭りの間だけ広場に遊園地ができるんだ！」

　少女を慰なぐさめるというよりも、自分に言い聞かせる意味で声を張り上げるホルスト。

　本当の事を言えば、彼の心も恐怖に包まれかけていた。




　警察から帰る途と中ちゆう、自分の前に山村への配達員をしていた男から電話があった。

　彼は今、病院に入院しているとの事だった。

　誰かに階段から突き落とされたそうで、見舞いに駆けつけると、その先せん輩ぱい配達員は言った。

「お前の家の方にはあれだ、変な落らく書がきとか無かったか？　もしもあったら気を付けろ」

　彼は、ホルストの家の火事の事は知らないようだった。

　だが──それは具体的な恐怖となってホルストの心を締め付ける。

　直接事件と関係の無かった、既すでに山村から遠ざかっている彼が、何な故ぜこんな目に遭あわなければならないと言うのか。

「なに、酒場でな……アルマの嬢じようちゃんを悪く言ってる連れん中ちゆうがいたからな、それをどやしつけてやった事があってな……それからちょこちょこ嫌がらせみたいなのはあったのさ」

　やはり、犯人の顔は見ていないという。

　時とき折おり怪あやしい者は見かけたのだが、それは男だったり女だったり、サラリーマン風ふうの男にチンピラ風の人間だったりと、全く共通点もなく、何いずれが犯人かも解わからないという。

　だが、ホルストには解る。

　恐らくは──その誰もが犯人たりえるという事に。




　姿の見えない集団の悪意。

　顔を合わせる誰もが、アルマを見て心配の声を掛けてくる。

　誰も彼女に嫌な顔をする者もいないし、蔑さげすむ者もいない。

　だが、そうした者達の中にも確実にいるのだ。家に火を点つけた連中と同じような思し想そうを持っている者達が。

　それから逃れる為ために、彼はアルマを引きずるような形で町を出る事にしたのだ。

　アルマは決して町に残りたがっていたわけではないが、自分が一緒にいるとまた迷めい惑わくがかかるといった事を口にした。しかし、ホルストにとってそれはできない。

　これは、彼にとって半分意い地じのようなものだ。

　もしもこの状況で彼女を放り出したりしたら、自分も町の連中と同じく『不安に負けて少女を見捨てた者』に堕おちてしまうと考えたのである。

　半分は少女への憐あわれみ、半分は自分への意地。

　町の全ての人間と喧けん嘩かをしているような気分になり、ついには町に火を放つ事も考えたのだが──そんな事を想そう像ぞうしている自分に気付き、このままではおかしくなると判断して町を出る事にしたのだ。

　自分は決して、町の連中のようにはならないと握り拳こぶしを軋きしませながら。







　そして──運命の時は訪れる。

　近所のモールで買い込んだ最低限の日用品と着替えを積み、車をミュンヘンへと向けて走らせた。仕事場には休職願ねがいを出して来たが、場合によってはもう二度とこの町に戻るまいと考えていた。

　ただ、日も暮れてきた事もあり、道中にあったモーターホテルに一いつ泊ぱくする事に。

　町から離れて、ホルストはどこか開放感かんを覚える。

　あの町の空気は、何か澱よどんでいるような気がして仕方なかった。

　河を泳ぐ淡たん水すい魚ぎよの群の中に、自分達だけが海かい水すい魚ぎよとして紛まぎれ込んだような気分だった。

　だが、噂うわさを恐れているのならば、彼らにとってアルマは鮫さめのようなものだったのだろう。直接文もん句くを言う事もできず、なんとか陰から毒どく殺さつしようとする淡水魚たち。

　そんなことをせずとも──淡水の中では、サメはやがて死んでしまうのに。




　ホルストは窓の先に見える町の景色を見て、住人達がもたらした理り不ふ尽じんに憤いきどおりを覚える。

　モーターホテルの周囲は既すでに閑かん散さんとしており、半分森もりの中に入り込んでいる状況だ。

　どこか不ぶ気き味みな印いん象しようも感じさせる中──

　アルマが、消え入りそうな声をホルストに向けて投げはなつ。

「もしも……」

「ん？　なんだい、アルマ」

「もしも……私が吸きゆう血けつ鬼きだったら……お兄にいさんは、どうするの？」

　そんな物もの言いいをするものだから、ホルストは呆あきれたような溜ため息いきをついてみせる。

「おいおい、肝かん心じんのお前がそんな噂を信じてどうするんだよ。心配するなって、アルマは吸血鬼なんて話──」

「もしもの話」

　少し強い調子で相手の言葉を遮さえぎる少女。

　ホルストは少女の真剣な調子に気け圧おされ、顔から愛想あいそだけの笑いを消し、真剣に相手の話に耳を傾け始めた。

「……もしもって」

「もしも、私が町の人達が言うみたいに、本当に吸血鬼だったら……ホルストさんも、私を殺そうとするの？　胸を刺したり、燃やそうとしたり……」

「馬鹿な事を言うな！」

　思わず強い調子で答えてしまい、しまったと思って少女を見るが──

　少女はその大声にも恐れた様よう子すは見せず、ただ暗い瞳ひとみでホルストの事を見つめている。

　何な故ぜか、ホルストの中に強い罪ざい悪あく感かんが湧わき上がる。

　警察署しよから出てきた時、少女に哀かなしげな目で見上げられた時と同じ感覚だ。

「馬鹿な事を……言うなよ……。アルマが吸血鬼だとしたら、本当に嚙かまれて吸血鬼になってたんだとしたら、絶対に人間に戻してやるさ」

　安心させる為ために吐き出した言葉──その筈はずだった。

　だが、ホルストの言葉に、少女の表情はますます陰る。

　彼を責めているわけではなく、ただ、自分自身の状況に絶望したという表情だった。

「吸血鬼じゃ……ダメなんだね」

「あ、アルマ……？」

「人間じゃないと……やっぱり、いけないんだね」

　声を掛けようとした。

　しかし、ホルストの喉のどからは肺の空気が絞しぼり出されるだけで、何の言葉も出てこない。

　何か言うべきだとは理解しているが、その答えが思い浮かばないのだ。

　──まさか。

　喉が渇かわく。舌が乾く。鼻の奥も、眼球までもが乾き始める。

　緊きん張ちようのあまり、顔面から水分が失われている

　──まさか……本当に……？

　──いや、そんな事がある筈はず……

　ない、とどうして言えるだろうか。

　そもそも、あの事件自じ体たいが常識の埒らち外がいなのだ。

　人間が血の一いつ滴てきも残さずに消えるなどという事があるのだろうか？

　あるとすれば、それこそ、吸きゆう血けつ鬼きのような『何か』の仕し業わざとしか思えない。

　空想上の存在が、不安という霧きりの中に色濃く映し出される

　普通の会話の流れだったならば、家族の団らんの最さい中ちゆうだったならば、

『ああ、君が吸血鬼だとしてもアルマは大事な家族みたいなものさ』

　と言うことができただろう。

　だが、少女の言葉には、男の口を閉ざし、押さえつけるだけの重みがあった。

　簡単に答えていいことではない。

　無視していいことでもない。

　ホルストは、それでも構わないと断言しようとしたのだが────乾いた舌が口の裏側に貼はり付き、上う手まく言葉を転がす事ができなかった。

「……ア……ルマ」

　なんとか、少女の名前を呼ぶ事ができた。

　そして、それが限界でもあった。

「……ごめん、変なことを……聞いちゃって」

　少女は静かに笑って首を振る。

　だが、その瞳ひとみに浮かぶのは、深い深い悲しみの色。

　──俺は、何をやってるんだ。

　──この子を護まもるって覚かく悟ごしただろうが！

　──俺が……俺が傷つけてどうす……る……。

　そこまで考えた所で、一いつ旦たん思し考こうが停止する。

　部屋の反対側に掛けられた装そう飾しよく品ひんの鏡かがみ。

　鏡きよう面めんに映し出されているのは、固まっている自分の顔と、その背後にある窓の外の景色。

　その景色の中で──何かが動いたような気がした。

「……？　ホルストさん？」

　男の様よう子すに気付いたのか、少女は改めて彼の方を向き──ヒ、と悲鳴のように息を吞む。

　ホルストの背後──

　窓の外に広がる森の奥から、無数の灯あかりが蠢うごめいているのを見つけたからだ。





　ゆらゆら　　　ゆらゆら




　　　　　　ゆらゆら　　　ゆらゆら






　不安定に宙を照らす光の群。車のライトなどではなさそうだが、それにも関わらず、光はかなりの速度で背後の森を散さん開かいしているのが解わかる。

　まるで、鬼おに火びの群がこのモーテルを取り囲もうとしているかのように。

　ホルストはゆっくりと振り返って背後を見たが──その光の群の正体は解らない。

　だが、恐らくは懐かい中ちゆう電灯かランタンのようなものだろう。

　しかし、こんな夜よ更ふけに一いつ体たい何をしているというのだ？

　何となく感じていた『恐怖』を無む理り矢や理り疑問へとすり替えようとしたホルストだったが──

　その試みは、アルマの言葉で無に帰る。

「あぁ……ぁぁ」

　顔を真まっ青さおにして震える少女は──恐ろしさのためか、肩を戦慄わななかせながら呟つぶやいた。

「あ……あれ……」

「おい、どうした!?」

「私……の……村……を……」

　言葉になるのは最初だけ。

　何かを思い出しているのか、怯おびえきった少女の目からは涙がボロボロとこぼれ落ちている。

　だが、それだけで十分だった。

　ホルストは背中を怖気おぞけに嚙かみつかれ、爆発的に膨ふくれあがった不安が膝ひざにのし掛かる。

　不安で腰が砕けそうになったのを必死に堪こらえながら、ホルストはアルマに向かって呟いた。

「……逃げるぞ」

　小さく呟き、ホルストは即そく座ざに窓から離れる。

　カタカタと震えるアルマはその場から動こうとしない。

　そんな彼女を抱きかかえると、ホルストは車のキーだけを摑つかんで部屋の外へと駆けだした。
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　そして、彼らの逃亡劇げきが始まった。

　もう、どれだけ車を走らせただろうか。

　背後に迫る光を振り切ろうとアクセルを噴ふかし続けるが、まるで森もり全体を囲むように光の輪は広がり続ける。

　それどころか、遙か前方にも同じような光が見え、いよいよホルストの精神は限界を迎えようとしていた。

　だが──車のライトを点つけた時、遙か遠くに見えた影。

　──あれは確かに、人ひと影かげだった。

　その事実が、ギリギリの所でホルストの理り性せいを繫つなぎ止めている。

「あいつら……あいつらは何なんだ！　畜ちく生しよう！」

　虚こ空くうに向かって叫ぶが、それに答えたのは、顔を青ざめさせたままのアルマだった。

「あいつらは……なんなのか解わからない。人間だけど……人間じゃなかった。それで、それであの夜、みんなを……みんなを！」

　それは、彼女が警察にも話している事だった。

　──『何か』に襲おそわれた。

　彼女にとってはその事実だけが重要であり、他の事はどうでもよかった。




　その筈はずだったのだが────

　アルマには、警察にも、ホルストにすら話していない秘密があった。

　隠かくさざるを得なかった真実が。

　彼女がその秘密を語ろうが語るまいが、状況は何一つ変わらなかっただろう。

　警察も、その証言を『ショックによる混乱』あるいは『宗教的な思し想そう対立が事件に関係か』と位置づける事だろう。どちらも真実ではないのだから、解決には結びつかない。

　しかし、彼女がそれを語らない事には理由があった。

　それは、ホルストにも話してはならない。

　自分が最後まで背負い、あるいは胸に抱き続けなければならないのだから。




　少女が唇くちびるを嚙かもうとした所で、前方の道路上に何かが見えた。

　それは、道をふさぐように止まっている巨大な貨物トラック。

「おい……なんだそりゃ！」

　ホルストが叫び、ブレーキを掛ける。

　そして──そのトラックの陰から、光の束を持った人ひと影かげが複数現あらわれるのを目にし──

「……冗じよう談だんだろ」

　相手の正体は分からない。

　だが、仮に捕つかまったとしたら、命に関わる危険が待っている気がする。

　気がする、という曖あい昧まいなものではなく、本能的な勘かんとでも言うべきものだ。

　そして、その勘は恐らく当たっているであろう事を確信する。

　ヘッドライトに照らされた『彼ら』は──首から下の服装だけを見れば、全員が一般人のように思えた。スーツ姿からＴシャツ姿、スカートを履はいた女の姿まで見受けられる。

　しかし──彼らの頭部は、顔面を含めて隠かくされている状態だった。

　布を巻いただけの者。帽ぼう子しとサングラス、マスクを装着している者。仮か面めんを着けている者。バラエティショップで売っているようなマスクを着用している者など様々だが──服装が一般的なものであるだけに、そのギャップが殊こと更さら不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　──なんだか解わからないが……あれは、ヤバイ。

　──アルマに何かしようとしてる町の連れん中ちゆうとも違う気がする。

　手に手に電池式のランタンを持っている者達は、無言のままこちらに歩を進めてくる。

「……揺れるぞ」

　ホルストは覚かく悟ごを決め、大きく息を吸い込み──

　車のハンドルを大きく切り、車体を山の中へと躍おどり込ませた。




　それから更さらに数分──

　バックミラーを見ると、背後の山中からは相変わらず光の群が見える。

　一いつ体たい何人いるのだろうか。

　数十ではきかない数の者達が自分達を山に追い詰め、追つい従じゆうしてくる。

　──まさか、まさかあいつらが……吸きゆう血けつ鬼き？

　噂うわさに過ぎなかった筈はずの異い形ぎよう。その影を思い浮かべ、ホルストはアクセルを強く噴ふかしこんだ。

　だが、山は徐々に斜面をあげ、それ以上先に進まない。バックをしようとするが、岩か何かに乗り上げたのか、後こう輪りんが空回りして思うように動かない。

「くそッ……！　どのみち、車じゃすぐに見つかる……！　降りて逃げよう！」

「う、うん……」

　二人はそのまま車を降り、足下の不安な山道を駆けだした。




　更に数分──

　足下すらおぼつかぬ山を、上へ上へと逃げていく。

　背後に広がる灯あかりを振り返らぬようにしながら、二人はどこに逃げれば良いのかも解らぬまま逃げ続けたのだが────

「きゃッ……！」

　アルマが足を滑らせたのを見て、ホルストが咄とつ嗟さにその手を摑つかむ。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

「だ、大丈夫……」

　そのまま引きずり上げようとするのだが、道になっていない山の傾斜は徐々にその勾こう配ばいを増してきており、暫しばらく硬こう直ちよく状態が続いてしまう。

　普段、少女が住んでいた山村への手紙の配達で慣れていなければとっくに滑すべり落ちていた事だろう。

　だが、この場にいつまでも留まるわけにはいかない。

　アルマの手を引く際に山の麓ふもとの方を見てしまったのだが──木々の間には人の群の持つ灯あかりが星のように瞬またたいており、歪いびつな夜景が自分達の下方に広がっているのが見えた。

「くそ……でも、車を捨てたんだ。どこか隠かくれる所があれば……」

　灯りを持たない自分達がこれだけ車から離れられた事も奇き跡せきだろう。ホルストは楽らつ観かん的にそう考えたかったが、あの人数が本気で山やま狩がりをすれば、自分達などあっという間に見つかってしまうに違いない。

　なんとか体勢を立て直し、近くに生はえていた木を足がかりとして体を安定させる二人。

　周囲に山道もなく、闇やみ雲くもに動けばまた足を滑らせる事だろう。

　そこから迂う闊かつに動く事もできぬ状態で、アルマが今にも泣きそうな声を絞しぼり出した。

「ごめんなさい……私の……私のせいで……」

「謝るなって言ったろ」

　自己満足でも構わない。

　意い地じでもこの子に責など負わせるものか。

　半分ヤケになりつつも、なんとかこの状況を脱出する事はできぬかと携帯を取り出すホルストだったが──無情にも、画面には圏けん外がいを表す記号が浮かび上がるのみだった。

「……糞くそ……圏外か……」

　歯がみをしようとしたその時────




　圏外の筈の携帯が突如振動し、登録した覚えの無い着信メロディを奏で始めた。




　そして、この瞬しゆん間かんより──交こう錯さくする。

　決して交わる事の無い筈はずだった、人間と異い形ぎよう、二つの夜が────
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　山の周囲を封ふう鎖さし、取り囲む異い様ような集団。

　アルマとホルストが乗った車を追っていた灯あかりの群が、ゆっくりと動きを止める。

「……この気け配はいは……」

「感じる……」

「近づいてくる」

「来たな」

「間違いない」

「……吸きゆう血けつ鬼きだ」

「それも……かなりの数だ」

　顔を隠かくした人ひと影かげの群は、周囲の空気が変わった事に気付いて口々にそう呟つぶやく。

　そして、緊きん張ちようした空気が走ると同時に──その誰もが、隠している口元に、歪ゆがんだ笑みを浮かばせ、誰ともなく呟いた。




「……まさか、こうも上手く行くとはな」
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　恐る恐る通話ボタンを押すと、耳に当てるよりも先に、スピーカーを通して周囲に甲かん高だかい声が響ひびき渡った。

『ヤア！　元気かな！　まだ二人とも元気なら僥ぎよう倖こうだ！　あ、自己紹しよう介かいしておくね！　オイラの名前はＱＡＷＳＥＤキーボード！　渾あだ名なはハッキー！　君らも気軽にハッキーって呼んでおくれ！』

「な、なんだお前!?」

　携帯電話の画面には、ネズミの帽ぼう子しを被かぶったキャラクターがクルクルと回っている。

　当然ながら、そんな画面を登とう録ろくした覚えもダウンロードした覚えもない。考えられるとすればウイルスの類たぐいだが、通話を受け取っただけで携帯電話の画面やスピーカーを乗っ取る事など物理的に可能なのだろうか？

　そんな疑問を思い浮かべている間にも、何者かに乗っ取られた携帯電話がケラケラと笑いながら言葉を紡つむぐ。

『脅おどかしてゴメンよ！　オイラ達は君らの味方さ！　さあ、涙を拭ふいて顔を上げるんだ！　今からそこにいる君らにＢＩＧな助すけっ人とが登場するぜ！　答えはＣＭの後、続きはＷＥＢで！』

「……」

「……」

　緊きん迫ぱくした状況に全く似に合あわぬ調子の言葉を紡つむぐ携帯電話。

　まるで、映画などで主人公が怪かい物ぶつに襲おそわれている時、ラジオの中ではＤＪが平和にハガキを読んでいる、そんなような雰ふん囲い気きだった。

　空気が完全に壊され、アルマもホルストも、ただ沈ちん黙もくする事しかできない。

　だが、その沈黙が続く前に──別の声が二人の左右から聞こえてくる。

「思い出すな、兄あに貴き。俺らもこうやって逃げてたよなぁ」

「因いん果がだな。今度は我々が助ける側に回るとは」

　突とつ然ぜん現れた人ひと影かげに、ホルストもアルマもビクリと体を震わせた。

　東とう洋よう人じんと欧おう米べい人の二人組だが、顔立ちはよく似ており、髪かみや瞳ひとみの色を除けば双ふた子ごだとしか思えない。

「あ、あんた達一いつ体たい……」

　顔を晒さらしている事から、自分達を追っている集団の仲間というわけではなさそうだ。

　混乱したまま尋たずねるホルストに、東洋人の男の方が冷静な声で言葉を紡つむぐ。

「脅おどかして申し訳ない。やっと貴方あなたの携帯電話の電波を拾えましてね。詳しい事情は後でお話ししますが、とりあえず、我々は貴方達の味方であり、危き害がいを加えるつもりはありません」

「ま、いいや、信じようが信じまいが、力ずくで連れてくからな」

「イエロー！　怖がらせるような事を言うな！」

「はいはい」

　突然現れた二人組も、ホルスト達の不安や恐怖といった空気とはまるで関係の無い調子で会話を続けている。

　一いつ体たい何者なのか解わからず、再度尋ねようとしたのだが──

「うあッ!?」

「キャッ」

　アルマとホルストは抵抗する間もなくそれぞれの男達に抱え上げられ──そのまま、山の上方へと運ばれる事となった。

　自分が人間に担かつがれて移動している。

　暗くら闇やみの中、ホルストはそう思っていたが、体に受ける感覚がどうもおかしい。

　オープンカーに乗った時のような風と重力を全身に感じ、ザン、ザンという音と共に一ひと際きわ強い衝しよう撃げきを感じる。

　月明かりを頼りに目を凝こらすと、周囲の木々が物もの凄すごい速さで後ろに流れていくのが見えた。

　──人間じゃない。

　──こいつら、人間じゃない！

　瞬しゆん時じにそう理解し、ホルストの顔面に冷ひや汗あせが滲にじむ。

　もっとも、その冷ひや汗あせも風によってすぐに乾いてしまうのだが。
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　30秒と掛からず、自分達を抱えた『何か』が動きを緩める。

「こ……ここは……？」

　気が付くと、そこは山の中ちゆう腹ふくにある休憩所のような場所だった。アルプスのような高山ではなく、比較的低ひくい部ぶ類るいに入る緑の多い山なので、恐らくは森林浴よくに訪れる登山者の為ために設けられた施設なのだろう。

　何がなにやら解わからぬまま、呆ほうけた顔をしているホルストとアルマ。

　地面に降ろされると、周囲にまた別の影が蠢うごめいている事に気が付き、二人は思わず全身を緊きん張ちようさせる。

　だが、そんな彼らに声を掛けてきたのは、安あん堵どした表情のドイツ人の少年だった。

「ああ、良かった！　無事だったんですね！　えーと、初めまして、俺、ミヒャエルっていいま──」

　その言葉を遮さえぎり、ゴシック系の服を纏まとった少年がアルマに向かって手を伸ばす。

「ボ……ボクは、ファニーっていうんだ！　あ、アルマちゃん、だよね！」

　ファニーと名乗った少年は、自分の方が緊張した調子で話している。

　すると、その少年はそれに続いてとんでもない事を言い出し、ホルストはギョッとして目を見開く結果となった。

「えと……その、このミヒャエルって子は人間だけど、ボクは一応吸血鬼だから安心して！」




「えッ……」




　アルマもまた、少年が紡つむいだ言葉に驚きの反応を示す。

　だが、彼女の驚きはホルストのものとは違い──恐怖や疑ぎ念ねんといった負の感情が無い、純じゆん粋すいな驚きの色だった。

「え、えっと、あの、だから、安心していいよ！　村の人達は本当に残念だったけど……これからは……ぼ、ぼ、ボクが君を……」

　何な故ぜか照れたようにまごつきながら話すファニー。アルマはその言葉を最後まで聞く事ことなく、どこか虚うつろとも取れる表情で声を上げた。

「本当に……吸きゆう血けつ鬼きなの……？」

　それに答えたのは、彼女を運んだ東とう洋よう人じんの男。

「これで証しよう拠こになりますか？」

　見れば──男の左手を黒い影が包み込んだかと思うと、その影から幻まぼろしのように蝙蝠こうもりが現れ、少女とホルストの周りを飛び交い始める。

「あ、アルマ！」

　目の前の者が完全に『異い形ぎよう』だと判断したホルストは、少女を庇かばおうと立ち上がった。

　だが、アルマの顔に浮かぶ表情を見て、彼はその動きを止める。

　少女の瞳ひとみからは驚きの色が徐々に失われ、入れ替わるように目に涙を溜ため始めた。

　その涙は恐怖や悔くやしさによるものではなく、どこか安あん堵どや感動といった色合いを含んでいるではないか。

[image: ]

　目の前の状況についていけず、ホルストはわけの解わからぬまま声を漏らす。

「まさか……アルマは……本当に吸きゆう血けつ鬼きなのか……？」

「いえ、違いますよ？」

　彼の呟つぶやきに答えたのは、ファニーに『人間だ』と断言されていた少年だった。

「ええと、アルマちゃんは正しよう真しん正しよう銘めい、人間だそうです。でも──」

　ミヒャエルと名乗った少年は、少し間を空あけてから、ゆっくりと言葉を紡つむぎ出す。

　その言葉が語る事実の中に──二重、三重の衝しよう撃げきを含ませながら。




「彼女の住んでいた村は、彼女以外は全員吸血鬼だったそうです」
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　時は、しばし遡さかのぼる。

　大だい食堂の中央に立ったドゥーは、享きよう楽らく的な笑顔を浮かべながらも、実に淡たん々たんと事実を語る。

「そうです、あの村は、吸血鬼の村だったんですよ。日光や流りゆう水すいに耐たい性せいがある反面、せいぜい吸血と怪かい力りきぐらいしか能力の無いタイプですが」

　彼の言葉に、会議の場のざわめきが最さい高こう潮ちように達する。

　互いの声も聞き取れない状況の中で、声量とは無む縁えんな存在であるゲルハルトがドゥーに対して言葉を綴る。

【むう……国内にそのような村があったとは初はつ耳みみだが、あり得ぬ話でもない。しかし……ならば、その村が消しよう滅めつしたというのはどういう事かね？】

「それも簡単な事です。遺い憾かんな事実では御ご座ざいますが」

　哀かなしげに首を振るが、心しん底そこ悲しんでいるようにはとても見えない。

　ドゥーは一いつ旦たん言葉を止め、溜めを作ってから声を潜ひそめるようにその答えを吐き出した。

「狩られたんですよ、人間に」

【村にいた数十人の吸きゆう血けつ鬼きが、かね？】

「無理もありませんねえ。相手は人間とはいえ──『食鬼人イーター』の集団ですから」

　食鬼人イーター。

　その単語が出た瞬しゆん間かん、ざわついていた会場内が一いつ斉せいに沈ちん黙もくする。

「集団、だと？」

　最初に沈黙を破ったのは、眉まゆを顰ひそめながら立ち上がったメルヒルムだった。

「ハハ、一度『食鬼人イーター』に喰われた御おん身みとしては、少々怖気おぞけの迸はしる事実でしたか？」

「貴き様さま……」

　瞬しゆん時じに殺さつ気きを膨ふくれあがらせるメルヒルム。

　そんな一いつ触しよく即そく発はつの血ち生なま臭ぐさい空気を宥なだめたのは、宙に揺らめく赤い液体。

【落ち着きたまえ、メルヒルム。ドゥー君も挑ちよう発はつするのはやめないか】

「くッ……」

「これは失礼を」

　とりあえず場を収めながら、ゲルハルトはドゥーに対して尋たずねかける。

【さて……すると、生存者の少女というのは……？】

「人間で唯ゆい一いつ共存していた一家の両親が落らく石せきで死んで、そのまま村の人達に養よう子しにされた子……といった所でしょうか。まあ、役所などの記録から推測しただけですが」

【……人間だからこそ、生き延びられたというわけか……】

「その通りです！　早い話──襲しゆう撃げきがあった夜、吸きゆう血けつ鬼き達は『食鬼人イーター』に次々と殺され、灰となった。当然血ちは残りません。食鬼人イーターは吸血鬼の気け配はいを感かん知ちできますからねえ。便利な話です」

　苦く笑しよう混まじりの溜ため息いきと共に、玉たま虫むし色いろの吸血鬼は淡たん々たんと今回の事件の事実を語り続けた。

　どこか楽しそうに、どこか哀かなしそうに、正まさしく見方によって変へん幻げんする玉虫色の表情で。




「ですが──それ故ゆえに、人間である少女だけは生き残ってしまった。それを知った食鬼人イーターの集団は、顔を見られていた事を恐れて秘ひ密みつ裏りに少女を始し末まつしたかった……。食鬼人イーターの多くは人間としての戸こ籍せきを持ってますし、警察沙ざ汰たは致ち命めい的ですから。ま、そういう事です」
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　そして、時は進み──

　少女を保護すべく、ミヒャエル達がアルマと合流した休憩所。

　ファニーは心底名残なごり惜おしそうな顔をしつつ、アルマの手を一方的に握って上下に振った。

「本当はボクが連れて逃げたいんだけど、ボクと一緒だと『食鬼人イーター』の連れん中ちゆうに気け配はいでバレるからね……しかたないから、そこにいる人間達と一緒に逃げて」

　彼の視線の先には状況を吞み込めているのか解わからない笑顔を浮かべているミヒャエルと、その奥の木に寄りかかっている顔色の悪い青年だった。

「気配……？」

「ああ、その辺は後で説明するから、とりあえず今は逃げて」

「あ、あの……」

　ホルストは、自分がどうすればいいのか解わからず、恐る恐る物もの腰ごしの柔らかそうな東とう洋よう人じんに声をかける。

　すると、相手はこちらの言う事は分かっているとでもいうように──

「私達に不安を抱くのも解りますし、状況についていけないのも理解できますが、今はそのお嬢じようさんの安全を第一に考えて行動してあげて下さい。それに、そのミヒャエル君という子は正しよう真しん正しよう銘めい人間ですから御ご安心を」

　冷静に呟つぶやき、視線を山の下方にある光の群へと足を向ける。

「我々は、成すべき事がありますので」
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森　西側　マーズ邸てい




　異い変へんは、伝でん染せんする。

　ドイツ南部の町で、アルマとホルストが謎なぞの集団に追われていた頃──

　ミヒャエルの元に向かおうとしていたドロシー達の前にも、一つの暗あん雲うんが立ちこめようとしていた。

　あるいは、彼女達だけではなく、マーズ邸に集った吸きゆう血けつ鬼きの『組織』そのものに。




「……」

「あれは……なんですの？」

　ミヒャエル達を追うべく、車をマーズ邸の正門から出したドロシーとフェレット。

　ところが──暫しばらく一本道が続く道どう中ちゆうで、その道を塞ふさぐような形で巨大なトレーラーが横向きに停車しているのが見えた。

　事故を起こした様よう子すは無く、本当にただ、『道を塞ぐ』という意図で停められている車体。

　ドロシーは溜ため息いきをつくと、苦く笑しようしながら溜息を吐き出し、フェレットに尋たずねた。

「謝る前に言っておくけど、体力はある方？」

「少しなら」

「じゃあ、とりあえず普通に謝っておくけど……」

　ドロシーが言葉を終えるよりも前に、トラクターの陰から無数の人ひと影かげが現れ──唐とう突とつに、車の周囲が眩まばゆい光に包まれる。

「ミヒャエル君だけじゃなくて、貴女あなたまで何かに巻き込んじゃったみたい。ごめんね」

「謝罪の必要はありません。私は、自分の意い思しでここまで来たのですから」

　どうやら強烈な照明がトレーラーの方から浴びせかけられたようで、荷台の上と路上、上下に複数のライトがセットされているようだ。

　ドロシーは車を停車させると、ゆっくりと扉とびらを開き、アスファルトの上に降り立った。

　フェレットもそれに倣ならい、車を降りながら一言呟つぶやく。

「……ただ、私はともかく、ミヒャエルは心配です」

「そうね……幹部の誰かがついてるなら大だい丈じよう夫ぶだとは思うんだけど……」

　目の前の集団は、十人や二十人で済むような人数では無さそうだ。

　照明の輝きの隙すき間まから、トレーラーの荷台より次々と人ひと影かげが降り立つ姿が見える。

　ドロシー達は知らぬ事だったが──彼らはアルマ達を追っていた者達とは違い、殆ほとんど同じ服装で統一されていた。

　黒い目め出だし帽ぼうの上にヘルメット、軍ぐん服ぷくを思わせるデザインのジャケットは黒く染め上げられ、どこかの国の特とく殊しゆ部隊といった出で立ちである。

　しかしながら、特殊部隊らしいのは服装だけで、その身にはアサルトライフルやショットガンといった装備は見受けられない。せいぜいが、腰に付けた手しゆ榴りゆう弾だんらしき武器程てい度どだろう。

　代わりに、誰もが手に短い剣のような物を持っている。過か剰じような装そう飾しよくが施ほどこされたその刃やいばの輝きから、ドロシーはそれが恐らく銀ぎん製せいの武器であると推すい察さつする。

「ミヒャエル君が心配なら……貴女あなたは先に行った方がいいわね」

「……？」

　そうしたいのは山々だが、ドロシーを見捨てていくわけにもいかない。それに、この状況で正確な居い場所の分からぬミヒャエルの元に辿たどり着く事などできる筈はずもない。

「居場所とか、愛の力で解わからない？」

「……この状況で、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうなんですのね」

　頰ほおを引きつらせるフェレットに、クスクスと笑いながら何かを投げ渡すドロシー。

「冗じよう談だんよ、持っていって」

　それは、一台の携帯電話だった。

　純白のボディに、どこで撮とったのか、ゲルハルトとツーショットの写真シールが貼はられている。一見すると美女の横に赤い血ち溜だまりが浮く心しん霊れい写真にしか見えないのだが、フェレットは敢えてそれは指し摘てきしない事にした。

「後で連絡させるから、とりあえず東に向かいなさい。ここから東に一番近い町との間に、ミヒャエル君達はいる筈はずよ」

「ですが、それにはまずこの妙みような連れん中ちゆうを……」

「あら、大だい丈じよう夫ぶよ。……貴女には、お迎えが来たみたいだし」

「え？」

　ガシャリ、という衝しよう撃げき音おんが響ひびいたのはその直後の事だった。

　音の方に目を向けると──フェレット達のすぐ側に、二台のバイクが忽こつ然ぜんと姿を現しているではないか。

　トレーラー側の集団も、それを見て警けい戒かいするように動きを停めてこちらの様よう子すを窺うかがっている。

　だが──その正体に気付いた瞬しゆん間かん、フェレットは驚きと戸と惑まどい、そして僅わずかな安あん堵どが入り交じった表情を見せた。

「あ、貴方あなた達！」

　バイクに乗っていたのは──青せい髪はつとスキンヘッドの二人組。

『島』でよく顔を合わせる、フェレットにとって信頼の置ける人じん狼ろう達だ。

「フェレットのお嬢じよう！　迎えにきやしたぜ！　乗って下さい！」

「恋人でもねえ野や郎ろうの後ろってのは、乗り心ごこ地ちは良くないと思うっすけどねぇ！」

　軽かる口くちを叩たたきながら、それぞれ背中を向けてアクセルを噴ふかす人狼達。

　戸惑うフェレットに、ドロシーが背中を後あと押おしする。

「さ、早く行って」

「でも、貴女は……」

「心配しないで、私達、こういうのには慣れてるから」

　その自信に満ちた笑顔を見て、フェレットは唇くちびるを嚙かみしめ──

「……感謝します。また後ほど」

「ええ、また後でね」

　短い挨あい拶さつを済ませると、そのまま青せい髪はつのバイクの背に跨またがるフェレット。

　だが──




「逃がすと……思っているのか？」




　それまで無言だった集団の中から、威い厳げんに満ちた声が響ひびき渡る。

　声の質からして、どうやら眼前の集団のリーダー格のようだが──照明の明かりに隠かくされ、姿は見えない。

　だが、人じん狼ろう達は欠片かけらも気にする事はなく、そのままバイクを発進させた。

　──でも……どうやってバイクでここまで？

　──道にはトレーラーが……それにさっきの衝しよう撃げき音は……。

　緊きん迫ぱくした状況ながらも、『島』の人間との再会にどこか安心感を覚えたフェレットは、そんな疑問を頭の中に浮かべたのだが──

　その答えは、すぐに解わかる事となった。

「揺れますぜ！」

　言うが早いか、青せい髪はつの人じん狼ろうはバイクを走らせたまま、ヒョイ、と片足を高く上げ──

　ハンドルを握ったまま、両足を片側の大地につける。

　刹せつ那な、爆音。

　大地が爆発したのかと思える衝撃音が周囲を包み──次の瞬しゆん間かんには、既すでに青髪の足はバイクに跨る形に戻っていた。

　他に変わった事があるとすれば──

　バイクが、地上から高く高く浮き上がっているという事だった。

　放ほう物ぶつ線せんを描き、高く、高く、トレーラーを飛び越す形で、どこまでも高く──

　それでも、フェレットは悲鳴一つあげなかった。

　非常識だと呆あきれる事もしなかった。

　どんな経緯いきさつであれ、今、彼女のあらゆる感情は──一人の馬鹿な幼なじみと出会った時の為ために固く押し込められていたのだから。





†






「ふん……逃がしたか」

　バイクに頭上を越された事に、さほどガッカリとした様よう子すも見せずに『声』が答える。

　そして、スポットライトに慣れてきたドロシーの目が、中心人物と思おぼしき男の姿をハッキリと映し出した。

　年ねん齢れいは30手て前まえといった所だろうか、黒のダークスーツに身を包み、黒くろ髪かみを整せい髪はつ料で固めている色白の男。

　眼光は鋭いが、その他に男の体に生せい気きを感じる事は無く、ただ死体が生きて歩いているといった雰ふん囲い気きを纏まとう存在だった。

　──吸きゆう血けつ鬼き。

　なんの前まえ情報も無い者が見れば、目の前のような者こそを吸血鬼と呼ぶのだろう。

　そんな雰囲気の男だった。

　ただし、声の割に風ふう貌ぼうの威い圧あつ感かんはさほどなく、相手がホラー映画の役者かコメディアンでも無い限り、ほぼ間違いなく吸血鬼だろうという程度の事だけが理解できた。

「これはまた、随いく分ぶんとらしい人が出てきたわね……。挨あい拶さつした方がいいかしら？」

「その必要はあるまい。貴き様さまのような馬の骨に名乗る名などないからな」

　尊そん大だいな物言いの男は、あっさりと対たい話わを放ほう棄きする。

「なら、私も名乗る必要は無いわね」

　──目の前の男は、恐らく吸血鬼。

　──でも、周りの連れん中ちゆうは……さっき聞いた話の通りなら、『食鬼人イーター』の群ってわけね。

　──あ、下へ手たしたら私、死ぬかも。

　問もん答どう無む用ようといった空気の中──心しん中ちゆうで苦にが笑わらいを浮かべるドロシーの背後から、場の空気を搔かき乱す暢気のんきな声が響ひびき渡る。

「あのう、私の屋や敷しきに、一体どのような御ご用件でしょうか？」

　そう言って現れたのは、屋敷の主あるじである少女、ロミー・マーズ。

　その横にはルード・ガルダスタンスも佇たたずんでおり、組織の幹かん部ぶの『金』と『銀』の色を冠かんする二人が同時に揃そろった事になる。

「あ、ドロシーさん！　来てたんですか！　良かったぁ、来る途と中ちゆうで巻き込まれてたらどうしようかってみんなで言ってた所なんですよう」

　少女らしい無む邪じや気きな声を上げるロミーに、『食鬼人イーター』達の主と思おぼしき吸血鬼は咳せき払ばらいを一つしてから語り始めた。

「これはこれは。かつては『血けつ族ぞく』の一ひと柱はしらであったマーズ家の当とう主しゆ殿ではございませんか」

「そういう貴方あなたは、他の血族の方ですか？」

「ええ。ただし、元もと々もと人間である貴方独りとなり『血族』としての地位を失った下げ賎せんな存在に身み元もとを明かすつもりはありませんがね」

　あからさまに見み下くだした視線で慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度をとる男に対し、それまで葉は巻まきを咥くわえていたガルダスタンスが首をコキリと鳴らし、会話の中に入り込む。

「なるほどなるほど。今回の件の黒くろ幕まくは、全て我らを疎うとむ『血けつ族ぞく』の仕し業わざというわけか」

『血族』。

　今回の会議の中でも取りざたされ、前々から議題に上がっている単語。

　血の繫つながりに重きを置いてコミュニティを形けい成せいする彼らにとって、『組織』のような得え体たいの知れない存在が吸血鬼という存在の中で力を付けるのを好ましく思える筈はずもない。そもそも、彼らは自分達の血けつ縁えんの無い吸血鬼をそれだけで侮ぶ蔑じよくの対たい象しようとするのだから当然と言えば当然の流れであるとも言える。

　そして──その噂うわさに違たがわぬ尊そん大だいさで、『血族』の関係者らしき男は口を開いた。

「黒くろ幕まく？　それは違うな。村の消しよう失しつに関しては何も指し示じしていない。確かに、実行したのは私の息が掛かった『食鬼人イーター』ではあるが────」

　青白い顔におぞましい笑みを浮かべながら、男は淡たん々たんと語り続ける。

「彼らは表おもて向むき……というわけではないが、吸きゆう血けつ鬼き退たい治じを生業なりわいとしていてね」

　その話を聞いても、別べつ段だん幹部達は眉まゆを顰ひそめたりはしなかった。

　噂には聞いていたし、先せん刻こくドゥーが見せた資料にもあった事だ。

　吸血鬼を狩かる裏側の生業は、確かに世にいくつか存在する。

　そして、その黒幕として吸血鬼が関わっている事は決して少なくないのだ。あるいは縄なわ張ばりを広げる為ため、あるいは純じゆん粋すいな正義感から、あるいは──眼前の『血族』のように、自分達以い外がいの吸血鬼を本当に疎うとましく思い、それを排除すると同時に人間達の社会に自分達の『影えい響きよう力』を根付かせるといったケースなどがある。

　だからこそ、その事実は大して幹かん部ぶ達を驚かせるものではなかった。

　しかし──続く言葉は、少なからず吸血鬼達たちを閉へい口こうさせる。




「彼らに吸血鬼退治を依頼したのは……正真正銘、山の麓の町の連中だよ」




「……」

「どこからか噂うわさは漏れていたのだろうなあ。我々としても、戸こ籍せきを持って人間と混じって生活している吸血鬼の事など聞いた事がなかった。人間の世で騒ぎとなり、この愚おろかな『食鬼人イーター』どもが泣きついてきたのが始まりよ」

「始まり？　運の尽き、の間違いだろう」

　何者に対しても上からの目め線せんで語る男の声に、それ以上に尊そん大だいな態度で返すガルダスタンス。

「なるほどな、自分達の息が掛かった『食鬼人イーター』が吸血鬼の集しゆう落らくを滅ほろぼしたと聞き、それを利用して『楽らく殺さつ者』の件から我々に疑いの目を向ける材料にするとは……全くもって恐れ入る。面つらの皮を丁てい寧ねいに削けずって覆ふく面めんとして売ればそこそこの値がつくのではないかね？　少なくとも私は３ドルで購こう入にゆうして一度も使わずに捨てるが」

「黙れ！　野や卑ひなる吸きゆう血けつ鬼きが！」

　葉は巻まきの煙と共に吐き出された皮ひ肉にくの言葉に、黒くろ髪かみの吸血鬼は激げつ昂こうして言葉を返した。

「本来ならば、貴き様さまらのようなただの吸血鬼がこの世に存在する事自じ体たいが許されぬのだぞ！　あまつさえ我々よりも人間の世に影響力を持っているという事実、もはや捨て置けん！」

　突然怒いかりを露あらわにしたかと思うと、理り不ふ尽じんな怒りをぶつけてくる『血けつ族ぞく』の吸血鬼。

　しかし、ルードは泰たい然ぜん自じ若じやくたる態度で葉巻をゆるりと咥くわえ直す。

「やれやれ……それは、映画で言えば典てん型けい的なかませ犬の台詞せりふだぞ？　高こう貴きな存在と見られたければ、もっと見けん聞ぶんを広めたまえ。君の気き品ひんは吸血鬼で言えばクリストファー・リーの足下にも及ばんな」

「ワケの解わからん事を……！」

「何!?　君はもしや、クリストファー・リーを知らんのか!?　驚いた！　それでも高名なる『血族』の一員かね!?　君が当とう主しゆという事は無いだろうが、その事は同じ一族の中でも口外しない方がいい！　まさかとは思うが、あの偉大なる血ち筋すじのバスカヴィル卿きようも知らんという事はなかろうな!?　だとすれば……君は血族から絶ぜつ縁えんされ、追放される事となりかねんぞ！」

「な……ッ!?　ぐ……」

　本気で狼ろう狽ばいした様よう子すを見せる敵側の吸血鬼に、ドロシーはほんの少しだが憐あわれみを覚える。

　クリストファー・リーは吸血鬼ではなく、吸血鬼ドラキュラ伯はく爵しやくを演じた映画俳はい優ゆうの名で、バスカヴィル卿きようというのはその役者が別の映画で演じた役やく柄がら……というよりも、シャーロックホームズの登場人物だ。

　それを知っているドロシーは、相手の慌あわてふためく様さまが滑こつ稽けいに見えて仕方がない。

　血族の吸血鬼は人間の文化に触れる事を嫌う者が多いと聞くので、こうした反応も仕方のない事だろう。

　──それにしても……こういうハッタリをさせたら無む駄だに偉そうなルードの右に出るものは……ああ、ゲルハルトぐらいかもしれないわね。

　すっかり緊きん迫ぱく感かんを失ったドロシーは、軽く後ろに跳ちよう躍やくしてロミー達の後ろに並ぶ。

　見ると、他にも屋や敷しきに残っていた吸血鬼達たちがぞろぞろと顔を出しており、大だい体たい七、八人程ほどの『色つき』幹かん部ぶが集まっている状況だった。

「やれやれ、烏う合ごうの衆しゆうとはまさにこの事だな」

　先せん刻こくの狼狽をうやむやにすべく、無む理り矢や理り眼前の状況を嘲あざける黒髪の男。

「ふん……自分達が我々の掌てのひらで踊っているとも知らずに、暢気のんきなものだ」

「そちらこそ、『組織』の幹部の集団を相手に、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうではないか」

「ぐふッ……グファファ！　その程度の数で、何を勝ち誇っている！」

　だんだん言葉から気き品ひんが無くなっていく男に、ルードは変わらぬ態度で語り続ける。

「今回の件は、我々の真なる敵は君でも『食鬼人イーター』でもない。人間達だよ」

「……何？」

「裏の事情など何も知らぬ、ただの人間達だ。不安が歪いびつな正義を呼び起こし、自分達の行動を正当化させる……たかが『不安』などというものが、無む実じつの少女を断だん罪ざいすることを肯こう定ていする、そうした集団の『自分達の平へい穏おんを護まもらなければ』という善ぜん意いが呼び起こした、『吸きゆう血けつ鬼きかもしれない少女を殺せ』という悪意に満ちた結けつ末まつ。それこそが、今回の事件で我々が闘うべき敵だよ。決して、君のような小こ物ものではない」

「……小物、だと？」

　瞬しゆん時じに声の温度を下げた『血けつ族ぞく』の関係者は、一度だけギリ、と歯を擦すり鳴らし──

　ただ、笑う。

　ルードの言葉に、黒くろ髪かみは口の端を人間ではあり得ぬ程ほどに歪ゆがめ、笑い、笑い、笑う。

　イカサマを仕掛けた賭と博ばく師しが、あらかじめ解わかっていた目で当たりを引いた時、自じ制せいできずに漏れ出す哄こう笑しよう。それを数倍やかましくした笑いが森の中に響ひびき渡る。

「クハッ……クハハッ！　野の良ら犬いぬ共どもが……今の内に吼ほえるがいい！」

「吼えているのは君だろう？」

　不ふ思し議ぎそうに尋たずねるガスダスタンスを無視し、男は朗ろう々ろうと一人よがりの言葉を謳うたいあげる。

「このトレーラーの周囲にいる『食鬼人イーター』だけでも十分なのだが──私は用心深ぶかくてねえ！　害がい虫ちゆう駆く除じよは文字通り虱潰しでなければ満足しないのだよ！」

　叫びあげると同時に、男は宵よい闇やみに高く手を翳かざす。




　刹せつ那な──

　周囲に、歪いびつな星空が広がった。




　光、光、光──

　数十という話ではない、少なくとも百は下らない数の光が森の中に灯ともり、広大なマーズ邸ていを圧倒的な数を持って取り巻いている。

　一人一人が手に武器らしきものを所持しており、服装はトレーラーの周りにいる者達とさほど変わらない。明かりはヘルメットの側そく部ぶに付けられているヘッドライトのもので、その輝きは全て正門の入口付ふ近きん。吸血鬼の幹かん部ぶ達へと向けられていた。

「ハハハハハハ！　どうかね？　貴き様さまらも『食鬼人イーター』をいくらか飼い慣らしているようだが、流石さすがにこの数は想そう定ていしておるまい！」

　勝ち誇ったように笑う男に対し、ガルダスタンスは呆あきれたように溜ため息いきをつき、答える。

「随ずい分ぶんと大がかりな事だ。空から振ぶりだったらとんだ恥はじを搔かく所だったんじゃないか？」

「それほどマヌケではないのだよ。計画通り、君達を分ぶん断だんする事もできたからねえ。報告通り……この屋や敷しきには少人数だけが残ったようだな。『食鬼人イーター』の数はせいぜい二、三十人。そのような報告を受けていたのではないか？」

　べらべらと余よ計けいな事を喋しやべるのは、相手を絶望させて見み下くだす為ため。

　歪ゆがみきったサディズムを開け広げながら、『血けつ族ぞく』の男はパチリと指を打ち鳴らす。

　すると──

「フフフフフ……」

　意味ありげな笑いが、幹部達の間に響ひびき渡る。

　邪じや悪あくとも取れる笑い声と共に、幹部達の間から一歩踏み出したのは──

　玉たま虫むし色いろのスーツを纏まとった、帽ぼう子しをトレードマークとする青年だった。

「ドゥー？」

　訝いぶかしげにその名を呼ぶドロシーを余よ所そに、『玉虫色のエキストラ』の二つ名を冠かんする幹部が、軽やかな足取りで『血族』の男へと歩み寄る。

　そして、数メートル手前で立ち止まると、男に対して恭うやうやしく一いち礼れいしてみせた。

「これはこれはルビリオ様。私めの事を気に掛けて頂けるとは恐きよう悦えつ至し極ごくに御ご座ざいます」

　彼はそのままクルリと踵きびすを返すと、こちらに向かって静かに一礼し──。

「ふふふ……悪く思わないで下さいよ、これで私も『血族』の末まつ端たんに加えて頂けるのです」

「ハッ！　どうかね！　自分達の同どう胞ほうに裏切られた気分は！」

　裏切り。

　組織というシステムの中では致ち命めい的とも言える存在の暴ばく露ろ。

　相手に絶望を植え付けてから始し末まつするという試みを成功させたと確信し、勝利を確信しながら『食鬼人イーター』達の主あるじは謳うたう。

　朗ろう々ろうと、朗々と──

「この男の情報に躍おどらされて、屋敷の中の幹部共どもの多くを森の東に向かわせたのだろう？　そちらにも当然戦せん力りよくは割さいたが、こちらの屋敷に残るであろう幹部──ロミー・マーズこそが我らの本ほん命めいだったのだよ！」

「え？　私ですか!?」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれたロミーは訳が分からないというように背中の羽をパタつかせる。

「なんだその羽は……？　まあ良い！　腐くさってもかつて血族の一ひと柱はしらだった女よ！　組織のリーダーを務めれば、有う象ぞう無む象ぞうとはいえ、万を超える数の吸きゆう血けつ鬼きが集うのだからな！」

「へ？」

　自分がリーダーなどと、それこそ訳が分からないといった表情をするロミー。




　チャンスがあったとすれば──

　ここで、ルビリオと呼ばれた吸きゆう血けつ鬼きは気付くべきだった。

　眼前に並ぶ者達の表情が、明らかに絶望のそれとは違っていたという事に──




「とぼける必要もなかろう！　君きみ以外に誰がこの混こん沌とんたる組織を束ねられるというのだね！」

「全くです。今いま更さら往おう生じよう際ぎわが悪いですよ、ロミー嬢じよう！」

　ルビリオに続いて声を張り上げるドゥーに、ロミーは心しん底そこ首を傾かしげるのだが──

「この私を、罠師としてあんなにこき使っておいて！」

「あッ！」

　罠わな師しという単語に反応し、ロミーは得とく心しんが行ったとばかりに手を打ち鳴らす。

「そうそう、そうでした！　確かに私、リーダーでした！　そうそう、報ほう酬しゆうの配分、ドゥーさんの分も私が預かってますから！」

「……？」

　何か反応が妙みようだと感じるが、ロミーは馬鹿なのだろうという判断で即そく時じに納なつ得とくしてしまった。

「ふん……罠師として使っていたこの男の手で罠に掛けられたわけか。正しく自じ業ごう自じ得とくという奴やつだな！　ハハハハハ！　さて、そろそろ話はお終しまいにしようじゃないか。ドゥー君、何かかつての同胞に別れの言葉はあるかね？」

「そうですねえ」

　玉たま虫むし色いろの男はフム、と帽ぼう子しのツバを直しながら考え込み──ニカリと笑いながら、言った。

「賭かけでもしましょうか、皆さん。ここにいる二百人を超える『食鬼人イーター』を打ち倒せるかどうか……賭けるものは、無む論ろん皆さんや私の命です」

「ハハハハ！　意い地じの悪い男だな、貴き様さまも！　私もその賭けに乗ってやろう！　ここにいる者達を全て倒す事ができたなら、私の命でもなんでもくれてやろうではないか！」

　ルビリオに続き、『食鬼人イーター』達の間からも失しつ笑しようが漏れる。

　笑い、笑い、笑う。

　殺し合いを目前にしながら、自分達の優ゆう位いが全く動かぬ事を信じているからこその笑顔。

　だが──

「では、この数の『食鬼人イーター』を倒せるという方に賭ける方は挙きよ手しゆを！」

　ドゥーがそう言うと、幹かん部ぶ達は全員が手を挙げた。

　当の、ドゥー自身も含めて。

「……？」

「私も、彼らが勝つ方に賭けましょう」

「どういうつもりだ？　ドゥー」

　訝いぶかしむルビリオに、ドゥーは笑顔で答える。

「いえいえ、この戦いが終わったら、文字通りこの命を賭けの代だい償しようとして貴方あなたに捧げるという事ですよ。その忠ちゆう誠せいを示す為ための儀ぎ式しきだと思って頂ければ……」

　調子の良い言葉に聞こえるが、自分達の優ゆう位いを信じているルビリオはその言葉を疑うたがわない。すぐに破は顔がんすると、上じよう機き嫌げんで彼の賭けを受け入れた。

「なるほど！　ハハハハ！　良い心掛けだな！　我らが偉い大だいなる当とう主しゆに進言し、道どう化けとして取り立ててやろう！」

「ありがたき幸せ」

　深々と頭を下げるドゥー。

　帽子の鍔つばに隠かくれた彼の表情は、誰も知る事はない。

　彼の事を古くから知っている、『色付き』の幹部達を除いては。

「では、始めるとしよう！　懺悔ざんげを聞くほど暇ひまではないのでね！　悲鳴の中に含みたまえ！」

　ルビリオが手を挙げると、周囲にいた百を超える『食鬼人イーター』達から笑いが消え去り──瞬しゆん時じに殺さつ気きを身に宿らせ、一いつ斉せいに大地を蹴けって跳ちよう躍やくさせ──




「────ＣＡＳＴＬＥＶＡＮＩＡキヤツスルヴアニア────」




『食鬼人イーター』達は、その瞬しゆん間かん気が付いた。

　最さい優ゆう先せんで狙ねらうように指示されている、ロミー・マーズという少女。

　何かの単語を呟つぶやいた彼女の手に、いつの間にか一ひと振ふりの剣が握られていたという事に。




　そして──空が、銀色に輝いていたという事に。
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森　東側　市街地近きん郊こう




　山の中ちゆう腹ふくからは、木々の隙すき間まを縫ぬって町の景色が見える。

　だが、そこに辿たどり着くまでの間には、一つの『壁』が存在した。

　ランタンを手にした、『食鬼人イーター』の群。

　吸きゆう血けつ鬼きの血けつ肉にくを喰らい、滅ほろぼした後の灰を自らの血に溶かして啜すすり、骨が残ろう物なら砕いて喉のどに押し込む事により、人間のまま吸血鬼と同等の身しん体たい能力を得る『狩人かりうど』。

　多くの吸血鬼にとって、『食鬼人イーター』は自身の天てん敵てきであり、関わってはならぬ存在なのだ。

　その『食鬼人イーター』が、集団となって山と町の間に広がっている。

　ランタンの明かりは広い範はん囲いでユラユラと蠢うごめき、まるで山そのものを怯おびえさせているかのように見えた。

「……向こうも作戦は上う手まくいったようです」

　そちらの集団の中心と思おぼしき男達が、麓ふもとの道路を封ふう鎖さするトレーラーの横で会話を紡つむぐ。

「ならば、こちらも狩かるとしようか」

「生存者の少女とその保ほ護ご者はどうする？」

「男は吸きゆう血けつ鬼きに殺されたように殺しておけ。ガキの方は『砦とりで』まで持ち帰れとさ。できれば、生かしたままだそうだ」

「全く、俺達の主人はいい趣しゆ味みしてるぜ」

　皮ひ肉にくを言いながら、男達は互いに笑い合う。

　完全なる余よ裕ゆうから来る笑み。

　その中には、危き機き感という物は欠片かけらも感じられない。

「ともあれ、これであの少女は吸血鬼だと確定。町の連れん中ちゆうは、男が吸血鬼に襲おそわれて死んだって事にしてくれるってわけだ。まあ、俺らにとってはどっちでもいい事だし──これ以上何なにかしなくても、町の連中はとっくにあのガキを吸血鬼だと思ってるようだったがな」

「真に恐ろしきは、吸血鬼ではなく人間だな」

　トレーラーの荷台に寄りかかりながら、山を登るランタンを眺ながめる男達。

　彼らも『食鬼人イーター』であり、過去に吸血鬼を喰らっている。

　そして、自分達の周囲にいる者達も、全て全て『食鬼人イーター』であり、人間の力を遙かに超ちよう越えつした存在だ。軍隊ほどの規律もなく、余よ裕ゆうが出るのも仕方がないと言える。

「奴やつらの気け配はいが増えてきたな」

　自分達もそろそろ動くとしよう。

　そう思って、自分達の得え物ものを探ろうとした瞬しゆん間かん──

　何か違い和わ感かんを感じ、再さい度ど山を見上げる『食鬼人イーター』達。

「なんだ……？」

　自分達は、吸血鬼の気配は感じ取る事ができる。

　しかし、同じ『食鬼人イーター』の気配を感かん知ちする事はできない。

　それ故ゆえに、互いの位置を把は握あくするためのランタンだったのだが──

　山の中に数多く輝いていた筈はずの明かりが──少なくなっていた。

「……？」

　よく見てみると、少なくなって『いた』のではない。

　現在進しん行こう形けいで、山の中を蠢うごめく光が消え続けているではないか。

「おい……どういう事だ？」

「ヤバイ奴やつでもいるのか……？」

『組織』の幹かん部ぶとは言え、『血けつ族ぞく』からあぶれたはぐれ物の集団。

　上からはそう聞いていた。

　ならば、目の前に広がる『闇やみ』をなんと説明するのだ？

　男達が異い質しつに気付いた時はもう遅い。

　闇は、光点の絨じゆう毯たんを切り裂くように、山を駆け下り──こちらに向かって一直線に進んでくるではないか。

「来るぞ」

　それでも取り乱す事は無く、迎え撃うつ体勢を取る『食鬼人イーター』達。

　恐らくは闇に紛まぎれて奇き襲しゆうをしているのだろうが、路ろ上じようであるこの地点ではその手は通用しない。また、この周囲にいる数十人の『食鬼人イーター』をもってすれば十分に迎え撃てるであろうと確信していた。

　しかし、既すでにその顔に油ゆ断だんはなく、全力で闇から現れる存在と相あい対たいする覚かく悟ごを決めていた。

　闇が来る。

　闇が来る。

　山を雪崩なだれのように切り裂く闇が、今、まさに何かが現れようとしている。

　覚悟を決めたが、恐れはあった。

　一体、闇の中から如い何かなる怪かい物ぶつが飛び出してくるのか──

　闇は『食鬼人イーター』達の想そう像ぞう力を刺し激げきし、ただそれだけで心しん中ちゆうの不安を増大させる。

　そして──彼らは知る事になる。




　光を切り裂き、闇の中から現れた物が──

　闇そのものだったという事を。
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　──ぼくがアルマをずっとまもってあげる。

　──アルマが大人おとなになったら、いつか決めてほしいんだ。

　──人間のまま生きるか、吸きゆう血けつ鬼きになるか。

　──だけど、人間のままでも、僕たちと同じ吸血鬼になっても──

　──ぼくは、アルマのことが大好きだよ。




　少女は、幸せな筈はずだった。

　村の外では決して言ってはならない秘密。

　その秘密の共きよう有ゆうこそが、彼らと繫つながっている事を実感する鍵かぎとなった。

　吸血鬼になる事に、不安などない。

　将来、自分が大人になったら、大好きなあの子の成長が止まったら──

　その時、自分もあの子に吸きゆう血けつ鬼きにして貰もらうんだ。

　いつまでも、いつまでも、この村の中で平和に暮らしていくために。

　そんな日々が訪れると、少女は幼い頃からずっとずっと夢みてきた。

　永遠という言葉が持つ負の意味も知らぬまま、純じゆん粋すいに想い続けた夢。

　だが、その夢は簡単に砕かれる事となった。

　永遠の命の意味を知るよりも先に──

　村を襲おそった、純粋なる暴力の嵐あらしによって。




　──隠かくれていて、アルマはここに隠れていて。

　──あいつらは、吸血鬼のぼくたちを殺しにきたんだ。




　なんで？　どうして？　みんなは何も、みんなは何もしてないのに！




　──ぼくたちが吸血鬼だから、だから殺すんだ。

　──あいつらは、ぼくたちのいる場所が解わかるみたいだ。

　──だけど、君は人間だからみつからないよ。だからここで隠れていて。




　いや、そんなのいやだよ、私も、私も────







　そして、少女は懇こん願がんする。

　自分も吸血鬼にして欲しいと。

　拒こばむ少年に少女は縋すがる。

　一人は嫌だ。一人はもう嫌だ。

　だから、自分も吸血鬼になって君と一緒に死んだ方がマシだ。

　少女はただ、それを願った。

　すると、少年は優しく微笑ほほえみ──少女の首くび筋すじに優しく牙きばを立てる。

　だが、少年は少女を吸血鬼にはしなかった。

『繁はん殖しよく』の能力がありながら、少女を人間のまま生かす事を選んだのだ。

　そんなことを知らぬ少女は、血を急きゆう激げきに吸われた事により、ゆっくりとその意識を薄れさせ──最後に、少年の言葉を耳にする。




　──さようなら。




　それが、少女と吸きゆう血けつ鬼き達の物語。

　彼女は人間の郵便配はい達たつ人にんに救われ、少年の望み通り、人間としての人生を歩む筈はずだった。

　だが──人間達は、それすらも許さなかった。

　誰かが許さなかったわけではない。

　個々の意識が少しずつ寄り集まってできた、『町』という大きな塊かたまり。

　その中に渦うず巻まき始めた不安が──少女の幸せを排はい除じよしようとしたのだ。
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森の中




「警察でも……病院でも……みんな噂うわさしてたの」

　森の中を歩みながら、静かに自分の事を語り続けるアルマ。

　ミヒャエルや先行するルーディに対して話しているわけではなく、横で手を貸しているホルストに対しての、懺悔ざんげのような告白だった。

「吸血鬼が村の人達を消したって……。吸血鬼がみんなを殺したって……」

「アルマ……」

「違うって言いたかった……！　吸血鬼だったのは村のみんなで、何もしてないのに、ただそれだけで殺されたって……！　だけど……だけど……それを言っても、きっと誰も信じてくれない。信じても……吸血鬼がいい人だなんて言う人……誰もいなかったから……だから、だから……本当の事、誰にも、言えなかっ……」

　涙が喉のどに詰まるのか、とぎれとぎれになる言葉を聞いて、ホルストは少女の話を信じる事にした。

　正直な話、混乱していると言えば混乱している。

　吸血鬼の存在自じ体たい、先せん刻こくの光景を見なければ信じる事は無かっただろう。

　だが、混乱が徐々に収まるにつれ──ホルストは気付く。

　警察署しよから出た時や、モーターホテルの中で、どうしてアルマがあんなにも哀かなしそうな顔をしたのかという事に。

　彼女は自分という、現在においてもっとも身み近ぢかな人間から『吸血鬼』という存在が悪であると断じられ、それが人間全すべての意見であると受け止めたのだ。

　実際、多くの人間はそうしたイメージを抱いている事だろう。

　それを理解したからこそ、彼女は自分の中に秘密を隠かくし続けるしかなかったのだ。

　──俺は、なんてバカだ。

　──彼女の事を何も知らなかった癖くせに、彼女を護まもってるつもりになって……！

　事実を知らなければ無理も無い話であり、寧むしろホルストがかけた言葉は正しい事だったのかもしれない。ただ、彼にとっての不幸は──この事件が、普通ではない領りよう域いきにまで足を踏み入れたものだったという点だ。




　そして──『そちら側』に足を踏み入れた青年が、淡たん々たんとした調子で呟つぶやいた。

「……忘れるといい。吸きゆう血けつ鬼きの村の事も、君が好きだった吸血鬼の事も」

「えッ……」

「その思い出は、いつか君を不幸にする」

　こちらを見ないまま呟くルーディに、ホルストは訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめ、アルマはどうしていいのか解わからずに目を左右に泳がせる。

　ルーディは、アルマとホルストの警けい護ご役やくとしてこの場に同行している。

『食鬼人イーター』の気け配はい感かん知ちに引っかからず、なおかつ戦せん闘とう力を有している者として候補にあげられたのだ。他にも『食鬼人イーター』がいるのに壊れかけの自分が選ばれたのは、ミヒャエルがいる事に対してドゥーが当てつけたものだろう。

　あの玉たま虫むし色いろの吸血鬼はそういう事を好んで行う最低の男。

　前まえ情報としてそんな知識を持っていたので、さしてこの取り合わせを不ふ思し議ぎには思わず──彼はただ、淡たん々たんと自分に与えられた任務をこなし続けた。

　実際、彼は壊れかけていた。

　半年前に島に来たときと比べ、その力は半分も出す事はできていない。

　しかし、たかが吸血鬼を一体や二体食しよくしただけの『食鬼人イーター』よりは遙かに高い戦せん闘とう能力を有していた。先行してライトへと近づき、陰から相手を気き絶ぜつさせてランタンを奪う。

　そんな事を繰り返した為ため、アルマやホルストにとって『もっとも頼れる存在』という認にん識しきが出来上がりつつあった。

　だからこそ、その相手による『忘れた方がいい』という言葉はアルマにとってショックだったのである。

　明らかに動どう揺ようしている少女の姿も確認もせず、ルーディは静かに自分の言葉を語り続けた。

「それに……上う手まく行くわけがない」

「……おい、ルーディ」

　彼が何を言おうとしているのか察したのだろう。

　ミヒャエルが止めようとして声を掛けるが、それでも、ルーディの口からは彼の言葉が溢あふれ出る。

　例えその言葉が、少女を無用に傷つける物だと分かっていても。

「君とその吸血鬼の関係だって……いつまで続いてたか解わからないさ」

「そんな事……」

「俺は……友達だって言ってくれた吸きゆう血けつ鬼きに……友達だと思ってた吸血鬼に……父とうさんや母かあさん、友達もみんな殺されて……姉ねえさんは無む理り矢や理り吸血鬼にされたんだ」

　少年の言葉に、ホルストとアルマは息を吞む。

　ショックを受けた気け配はいは通じてくるが、それでもルーディの言葉は止まらない。

「君は、俺に言い切れるか？　人間と吸血鬼がずっと……永遠に仲良く暮らせるだなんて！」

「……」

　相手の苛いら立だちに気付いたのだろう、アルマはビクリと体を震わせ、ホルストの手を強く強く握りしめた。ホルストもそんな少女の手を強く握り返したが──今の彼には、ルーディという青年に対して何もかけるべき言葉が思い浮かばなかった。

「おい、気持ちが解わかるとまでは言わないけど、いい加か減げんにしようぜ」

　ミヒャエルがルーディの肩を叩たたこうとすると、彼はその手を振り払い、周囲に響ひびかぬ程度の声を叫び放つ。

「吸血鬼と人間は、たまたま形が同じで、同じ言葉を喋しやべる！　それだけなんだよ！」

「……」

「解り合える筈はずがない！　吸血鬼なんて……絶対に……絶対に……畜ちく生しよう！」

　そんな事を叫んでしまった自分自身が苛いら立だたしいのか、一いつ旦たんアルマの方に顔を向ける。

　すると、涙ぐみながらもこちらを強く見み据すえている少女と視線が合った。

　──自分は、村の吸血鬼の人達を信じている。

　──例え、誰に否定されようと、自分だけは信じ続ける。

　彼女は無言だったが、まっすぐにこちらを射い貫ぬく視線はそう物語っていた。

　ルーディは、それでも何か言おうとしたのだが──

　彼の言葉は、ホルストの持っていた携帯電話からの声によって遮さえぎられた。

『それ以上はやめておきなよ、ルーディ』

　機械の合ごう成せい音おんのような甲かん高だかい声。

　幹かん部ぶの一人、『ハッキーマウス』だ。

　ＱＡＷＳＥＤキーボードという名もあるのだが、幹部達はハッキーという渾あだ名なの方で呼んでいる。魂たましいを電でん脳のう上に融ゆう合ごうさせただの、日本にいる同じような存在と電脳上の縄なわ張ばり争いをしているだのという噂うわさを持つ吸血鬼で、ルーディも実際に姿を見たことは無い。会議などには常にパソコンを通して参加しているような男（？）だ。

「……ハッキーさんですか。貴方あなたとは関係の無い話です」

『おーおー、メルヒルムやカルジミール、ギャルドにはホイホイ従う癖くせに、他の幹部には随ずい分ぶんとそっけないよねえ君！　いけないよ、君はもっと社しや交こう的になって世界を広げるべきだ！』

　馴なれ馴れしく語るハッキーに、ルーディは耳を貸すつもりなどなかったのだが──

『まあ、あんまり女の子を虐いじめるもんじゃないぜ！　だって、それは君のお姉さんを侮ぶ辱じよくする事になるからね！　えーと、エルザちゃんって言ったっけ？』

「……ッ！」

　エルザ。

　その名前を聞いた瞬しゆん間かん、ルーディが体を僅わずかに硬こう直ちよくさせた。

「……何で……姉ねえさんの名前が出るんだ」

『このまま黙っていてやるのも良かったんだけどねえ。オイラ、ドゥーさんから盗とう聴ちよう器きの管理とかも任されててさ、いろんな所からの話を聞いて知ってるんだよ。あんたの姉さんの事』

　盗聴器。

　さりげなく物ぶつ騒そうな単語を持ち出す携帯電話の声だが、今は誰もそれを指し摘てきしない。

「あんたが……エルザ姉さんの何を知ってるっていうんだ……」

『なんでアンタの姉貴がテオを許したのか、知りたくないか？』

「……！」

　それは、ルーディにとって完全なワイルドカードだった。

　エルザ。

『楽らく殺さつ者』テオドシウス・バルシュタインによって奪い去られた姉。

　その後、正気に戻ったテオを支え続けたという姉。

　最後には、ルーディの幼おさな馴な染じみである少女の手によって灰に帰し──現在はその骨だけが現世に留まり、本人かどうかも解わからない魂たましいを宿している。

「……」

　ルーディは足を止めかけるが、任務を優先させねばならないという理り性せいと激しくぶつかり合い、その結果として歩いたまま沈ちん黙もくする事にした。

　沈黙とは、すなわち──話を聞く気があるという事だ。

『ＯＫ、じゃあ話すとしようか、君の姉さんの真実──全てを君に告白したように見えたテオが隠かくしていた、最後の秘密』

　すると、沈黙していた筈はずの青年が、嘲あざけるように笑い、力無なく呟つぶやいた。

「……テオが……まだ何か僕に隠してたっていうのかい？」

『ああ、あいつが墓はか場ばまで持って行こうとしてたネタだ。それでも聞くか？　……いや、実はよ、このネタはまだドゥーの旦だん那なにも伝えてねえんだ。オイラも黙っておくつもりだったけどよ、今のあんたのアルマに対する態度があんまりにあんまりだったからオイラは話す事にした。だが、今すぐアルマに謝るってんなら……』

「いいから話せよ」

　もったいつけるハッキーに、苛いら立だたしげに言い、続いて自じ嘲ちよう気味に独り言を口にする。

「これ以上……底なんてあるはずがないんだからさ」




『……ＯＫ、後こう悔かいするな、いや、後悔しろよ？』





†






グローワース島　地下研究棟とう




「やっぱり、知りたいのかい？」

　──エルザの事が知りたい。

　その意い思しを伝えた棺かん桶おけに、テオは諦あきらめ半分で尋たずねかける。

　教授は静かに棺桶を前に傾けると、いつになく真剣な調子で声を響ひびかせる。

『今いま更さら、そのエルザさんっていう人格に近づこうとか、マネをしようとは思いません』

　腕から延びるアームをくねらせながら、液状紳しん士しと同じぐらい異い様ような姿をした吸きゆう血けつ鬼きは──博士をまっすぐに見み据すえ、誰よりも人間らしく、心の中を打ち明ける。

『ただ──私は、博士の事がもっと知りたいだけです。博士を助けて、博士が愛したっていう、その女の人の事を。って……あはは、こんなこと言うと、恋人の昔の彼女さんを気にする女みたいで格かつ好こう悪いですかね！』

　最後の方は照れ隠しになっていたが、彼女の思いは痛い程ほどテオに伝わってきた。

　伝わったからこそ、テオを縛しばる罪ざい悪あく感かんの鎖くさりが一いつ層そう重くその心を締め付ける。

　しかし、それに耐えながら──博士は柔らかい笑顔を浮かべると、ゆっくりと言葉を紡つむぎ始めた。

「話すよ。僕とエルザの事。あと、先に言っておくけど……」




「聞いてくれて……ありがとう」





†　　　†　　　†






過去　ドイツ某ぼう所しよ




　殺した。

　殺した。　殺した。

　殺した。　殺した。　殺した。

　殺した殺した殺した殺した殺した殺した殺した殺した殺した殺した殺した殺した。

　殺した殺した殺した殺した殺した殺した

　　　　　　殺した殺した殺した殺した殺した殺した殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺して殺した殺した殺した殺した殺した殺した

　──吸きゆう血けつ鬼きダカラ。

　──ボクハ、吸血鬼ダカラ。

　──殺セ、殺セ、殺セ殺セ殺セ殺セ。

　──吸血鬼ダ。

　──ボクハ、吸血鬼ダ。

　──ダカラ、誰モボクヲステナイデ。




　少年の中に巣食う吸血鬼達たちの魂たましいの欠片かけら。

　その歪ゆがみの中に少年の理り性せいは囚とらわれる。

　──吸血鬼ハ、人間ニ知ラレチャイケナイ。

　──闇やみノ中ニシカイチャイケナイ。

　──ダケド、吸血鬼ダカラ人間ノ血ヲ

　──血ヲ、血ヲ、血ヲ、血ヲ──

　──僕じゃない。

　──僕ダ。

　──僕じゃない！　こんなの僕じゃない！

　──デモ僕ハ吸血鬼ダカラ血ダ血ダ血ダ血ダ血ヲ殺セ殺セ殺セ殺セ……

　完全に狂気に囚われている状態でも──少年の外面に浮かぶのは、子供らしい無む邪じや気きな微笑ほほえみ。口をついて出るのは、理り性せい的な優しい言葉。

「友達になれるかな」

　そんな言葉が、あっさりと口をついて出る。

　だが、そこに理性は無い。

　ただ、吸血鬼として人を騙だまし、裏切り、殺し、血を啜すする。

　幾いく人にんもの吸血鬼の魂を組み合わせた結果、そうしたシステムだけが彼の脳のう髄ずいに組み上げられていく。

　獣けものが本能で狩かりをするように。

　自らの意い思しではなく、自然の過程で擬ぎ態たいを得た昆こん虫ちゆうのように。

　そこに理性がなくとも、記号の組み合わせで吸血鬼は吸血鬼へと変化するのだ。




　しかし──そのシステムが完全に完成されるに従い、異い変へんが起こる。

　システムの完成は、むしろ狂気を必要としなくなり始めたのだ。

　少年の心に、時とき折おり理性が戻り始める。

　睡すい眠みんと起き床しよう、二重人じん格かくのようなサイクルではなく──ぼんやりと世界を認にん識しきしているような、自分が世界そのものと解け合っているような曖あい昧まいな感覚。

　ピンボケの世界。心はそれにピントを合わせようともせず、ただゆらゆらゆらゆらとレンズの距離を調ちよう節せつし続ける。

　その日も、ゆらりゆらりとただような曖昧な世界を映し続けていた。

　ルーディとテレジア。

　そんな二人と仲良くなった。

　システムは、この後二人を殺すのだろう。

　町の人達も殺すのだろう。

　彼らを裏切り、血を啜り、絶望の中に追い落とすのだろう。

　だが、何も感じない。

　意識は大分ハッキリとしてきているのに、何も感じぬまま行動を起こしているのが解わかる。

　他人に体を乗っ取られ、薬やく物ぶつか何かで感情を失った自分が背後から見ているような状況だ。

　事実──彼らに会う少し前あたりから、テオはおぼろげな記き憶おくがある。

　しかし、この時は、本当にただ自分の行動を後ろから見ているような感覚であり、自分が何をしているのかも理解できない状態だった。




　これから犠ぎ牲せいになるであろうルーディとテレジア。

　その少年少女を哀あわれと思う感情すらなく──

　テオはただ、勝かつ手てに動く自分の体を傍ぼう観かんし続けた。




　だが──それは、唐とう突とつに終わりを告げる。

　何かを感じたのか、徐々に意識の中の世界が鮮せん明めいになっていく。

　声が──聞こえた気がしたのだ。

　ルーディが誰かと電話している。

　受話器の向こうから聞こえた声が、何な故ぜか意識のピントを僅わずかに調整したのだ。




　そして──運命の時を迎える。

　テオにとっての、

　ルーディにとっての、

　テレジアにとっての、

　多くの犠牲になった者達にとっての、

　エルザにとっての、運命の時。

　ルーディがテオを町へと連れだし、家に招くという瞬しゆん間かんが──。




　鮮せん明めいになる。

　鮮明になる。

　感情は戻らないが、視界と意識だけはハッキリとしている。

　自分の口が何を喋しやべっているのか、それも全て理解できる。

　この辺りからの記き憶おくは、テオの中にもおぼろげではなく鮮明な映像として蓄ちく積せきされていた。

　しかし、この時点では、感情と、体の自由だけが戻っていない。

　吸きゆう血けつ鬼き達の魂たましいの歪ゆがみが動かす体が、とある家の玄げん関かんを通る。

　廊下を通り、食事の準備がしてある部屋へと向かい──

　角を曲がり、部屋の中の映えい像ぞうが見える。




　そして──少年は、エルザの姿を見つける。
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「……最初に話してた過去の事で……教授に言ってなかった事が一つあるよね」

「あの……」

　予想はついたのだろう。

　教授の声が躊躇ためらいを感じている。

　自分は本当に、それを知ってしまっても良いのだろうかと。

　しかし、自分は聞かなければならない。

　自分は──例えどのような結果を迎えるにせよ、それを聞く義務があると感じていた。

　教授の沈ちん黙もくを覚かく悟ごと受け取ったのか、テオは今にも消えてしまいそうな表情で、一人の少女の顔を思い出し──語る。

「僕が……この島で最初に会った吸血鬼の女の子の名前……言ってなかったろ？」




「……エルザ、っていうんだ」





†






ドイツ南部　山さん中ちゆう




「……は？」

　携帯電話から紡つむがれた事実に、ルーディの意識はそれを理解する事を拒きよ絶ぜつした。

「何を……言ってるんだよ……？」

『……だからな、あんたの姉ねえさんは──あんたの目の前でテオに嚙まれるずっとずっとずっと前から……とっくのとうに吸血鬼だったって事だよ！』

「ハハッ」

　笑いが零こぼれる。

　それまで無感情だったルーディの口から、感情の無い笑いが零れる。

「おかしな……事を……言ってるよね？　なあ、あんた達……聞いたかい？　俺の姉さんが……昔から吸きゆう血けつ鬼きだったんだってさ！」

　子供のような表情を浮かべ、ミヒャエルやアルマ達に話を振った。

　事情を詳しく知らないアルマやホルストは、その言葉に何も反応する事ができない。というよりも、今のルーディに下へ手たな事を言えば殺される。そんな雰ふん囲い気きが感じられたからという事もある。

　ミヒャエルは逆に、ある程てい度ど事情を知っているからこその無言だった。

　携帯電話の主が語った話が事実だとすれば──それは、ルーディにとっていかほどにショックな事なのか、ミヒャエルには想そう像ぞうする事もできなかったからだ。

「姉さんは……姉さんは人間だッ！　だって……俺は人間なんだぞ!?　それなのに……どうして姉ねえさんが吸血鬼だっていうんだよ……！」

『君がまだ赤あかん坊ぼうの頃の写真に、そのエルザって姉さんが写っていた事はあるかい？　いや、こう聞こうか……君の幼い頃の記き憶おくの中に、君の姉さんはどの時点から居た？』

「……ッ」

『エルザはね、吸血鬼としての過去を全て捨てて──人間になりたかったのさ』




『そして、彼女はついに安あん住じゆうの地を見つけたんだ。自分の事を吸血鬼だと知りながら、養よう子しに貰もらってくれるっていう夫婦をね』
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　お姉ちゃんが

　エルザが

　吸血鬼が

　あの子が　　　ここにいる




　別の誰かの　　家族として

　　　ルーディが

　　「僕の姉ねえさんのエルザ！」と　　　違う

　この子は　　　エルザは　　　違う

　　　この子　　　お姉ちゃん　　　ルーディ




　目が　見えた　　　エルザの目　　　僕を　　見て　　　驚いてる

　震えて　る　　　違う　　　違う

　　　エルザは死んだって　　　死んだって言ってたのに

　人間に　　　人間に殺され

　　　やめて　　　そんな目で　　僕を　　どうして

　　捨てないで　　ステナイデ　　捨てないで　捨てないで捨てないでステナイデ捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないで捨てないでステナイデ──────




　感情が──

　世界から乖かい離りしていたテオの感情が、爆発的に元に戻る。

　だが──先に戻ったのは、憎にくしみと怒り、そして相手を欲する欲望。

　それは一つに纏まとめれば愛と呼ばれる感情の一面だったのかもしれないが──

　歪ゆがんだ心の中に、感情が一度に雪な崩だれ込む。

　そして、システムはエラーを起こし──

　周囲にバレぬように行ってきた殺さつ戮りく。その狡こう猾かつさはどこかへ吹き飛び──




　体の自由を『何か』に預けたまま、テオはただ、感情だけを自らの魂たましいに流し込んだ。

　そして──

　平和だった筈はずの町に、虐ぎやく殺さつの風が吹き抜けた。




　ルーディもテレジアも、誰も彼も殺す筈だった。

「君達は殺さないでおいてあげる」

　その言葉も、いつもならば口だけの約束で、最後には殺す筈だった。

　火事や行方ゆくえ不明に見せかけ、少しずつ少しずつ町の人口を減らしていく筈だった。

　筈だった、筈だった、筈だった。

　もはや彼の中に組み上げられた吸きゆう血けつ鬼きとしての『システム』は用をなさず、ただの殺人鬼きとして町の中全ての命に対して暴ぼう威いを振るい続ける。

　だが──ルーディとテレジア。

　二人の生き残りを出す結果となったのは、エルザの行動だった。

　彼女はテオを止めようとしていたが、既すでに『楽らく殺さつ者』の力は吸血鬼としての彼女の力をも大きく上回っており、結局、その殺戮を止める事はできなかった。




「僕はね、君達の事を気に入ってるんだよ」

　テオがルーディにそう呟つぶやいたとき──彼の腕の中には、エルザが抱きかかえられていた。

　首くび筋すじからは血が滴したたっており、テオが衝しよう動どうのままに嚙かみつき、血を吸ったという事が窺うかがえる。

　口では色いろ々いろ言うが──テオは、ルーディも殺すだろう。

　目の前にいるのは、かつて出会った少年ではない。

　だが、間違いなく少年は『これ』の中にいる。

　確かく証しようも根こん拠きよもない。ただ、そう信じたかっただけだ。

　そして──彼女は静かに身を起こし──テオの唇くちびるに自らのそれを重ね合わせる。

　刹せつ那な──少年の中で、明らかな変化が起こる。




　──え……？




　僅わずかながら、テオの中に『自じ我が』が戻り始めたのだ。




　──僕は……何をしてるんだ……？




「さて……君の次の言葉で、このお姉ねえさんの生死が決まるよ」

　意識とは裏うら腹はらに、口は別の事を喋しやべっている。

　ルーディという名の少年に、絶望を与える為ための言葉を。




　──ルーディは　友達　だった　筈はず　なのに　なんで　僕　なんで




「好きと言っても殺すし、嫌いと言っても殺す。じゃあ、どう答えればいいんだろうね？　ああ、君の言葉で僕を止めてみてくれ！　お姉さんを助けてあげてくれ！」




　──あぁ……ぁぁああ　　そう　だ　エルザ　だ。

　──エルザ　あれ　死んだんじゃ　生きてて　良かった　え　殺す　なんで？




「ハハ、全ては君の責任なんだ。どう？　君の大事な家族の命を預かった気分は。君は今、この女を支配していると言ってもいいんじゃないかな？　ハハ、ハハハハハハハハ！」




　──違う　僕　じゃない　　僕　こんなこと　いわ　な　い




　少年の意識は、体の自由を取り戻そうともがき始める。

　だが──体の自由は戻らず、『システム』の残ざん滓しが勝かつ手てな言葉を語り続ける。

　ルーディと呼ばれた少年が何かを言った。

　命いのち乞ごいの言葉。

　自分だけは助けてくれという、命乞いの言葉。

『弟』の言葉を聞き、エルザはゆっくりとテオに顔を寄せ────

「貴方あなたなんか……いなければ良かったのに……」

　と、ただ一言呟つぶやいた。




　この瞬しゆん間かん──テオドシウス・Ｍ・バルシュタインの意い思しは完全なる『絶望』に包まれた。

　慕したい、愛し、追い求めた存在である筈はずの少女。

　永遠に失われた筈はずの女性。

　奇き跡せきのような巡り合わせをした直後に──少年は、その存在自じ体たいを拒きよ絶ぜつされたのだ。




　絶望が引き金となってテオから生まれた『楽らく殺さつ者』は──やはり、絶望が引き金となってテオの中へと消えていく。

　ただ、自らが引き起こした結果だけを、残されたテオドシウスに押しつけて。





†






過去　グローワース島




　テオドシウスが目を覚ました時──

　目の前には、懐なつかしい星空が広がっていた。

「……」

　同時に、少年の目には涙が零こぼれた。

　ただ、涙が零れ続けた。

　目を覚ました時には、テオは既すでに、かつての少年へと戻っていた。

　体は吸きゆう血けつ鬼きのまま、心だけが人間の頃の自分へと。

　そして、テオは全て理解していた。

　自分が、何をされたのか──

　自分が、何をしてしまったのか──

　その意味を嚙かみしめる暇ひまも無く、ただ、涙が溢あふれ続ける。

　あのやりとりの後、何があったのかは覚えていない。

　ただ、何となく、エルザを連れて何ど処こかに移動し──そこで意識が途と絶だえたような感覚が残っている。

　しかし、そんなことはもうどうでもいい事だった。

　自分は今度こそ、全てを失ってしまった。

　例え永遠に地じ獄ごくの業ごう火かに焼かれようとも、決して償つぐないきれない罪を犯してしまった。

　お終しまいだ。全てお終いだ。

　どうして、どうして僕なんか生まれてきたんだ。

　そう考えた瞬しゆん間かん、まだ生きている筈の両親の顔が浮かんで再び泣けてきた。

　どうすれば、過去に戻って自分自身を殺す事ができるのだろう。

　今の自分も、自分が引き起こした全ての惨さん劇げきも無かった事になればいいのに。

　それが不可能だと理解し、再び涙が溢あふれてきた時──

「目……覚ましたんだ」

　隣となりに誰かが座る気け配はいを感じ、聞き覚えのある声がテオの鼓こ膜まくを震わせた。

「事情は……子し爵しやく様に聞いたよ。貴方あなたが、なんで吸きゆう血けつ鬼きになってるのかも」

　彼女の声は、とても優しく──そして、とても寂さびしそうにテオの心に響ひびき渡る。

「子爵様、貴方を助けられなかった事を悔くやんでた。珍しいんだよ？　子爵様が何かを悔やむって……ああ、テオ、まだ子爵様に会ったことなかったっけ？」

　──どうして。

　テオはその声がエルザのものであると確信したのだが、上う手まく感情が纏まとまらない。

　──どうして、彼女がここにいるんだろう。

　──僕を、殺す為ために来たのかな。

「エル……ザ……」

　昔のように『お姉ねえちゃん』とは呼べなかった。

　もう、自分はその言葉を使う事はできないだろう。

「よかった……本当に、君なんだね、テオ」

　エルザは静かに微笑ほほえみ、少年に語りかけた。

「私ね……君と別れた後……本ほん土どに渡ってさ……。ずっと……死にたいって思ってたの……」

　何を責めるわけでもなく、ただ、ただ、自分の事を話し続ける。

　ある夫婦との出会い。

　弟ができた事。

　人間として、たくさんの友人達ができた事。

　吸きゆう血けつ鬼きである事を、忘れられた日々。

　何気ない事から、人生の転てん機きまで、少女は取り留めもない自じ叙じよ伝でんをテオに語り聞かせた。

　一方、テオは何も答えない。

　彼女の言葉は全て耳から入ってきて、脳のう髄ずいに、心に焼き付けられるのだが──反応をする事ができなかった。

　今の自分には、何も答える資格など無いと。

　ただ──少年は、罰ばつを望んでいたのだ。

　償つぐないきる事のできぬ罪。

　それがせめて、彼女の手によってもたらされ──少しでも、彼女の心の救いになればと。

　だが、いつまで経っても彼女はテオを殺すどころか、責める言葉すら口にしない。

　しかし、最近の弟について話が及んだ時、彼女は初めて感情に変化を表した。

「弟を見てるとね……いつも……いつもね……思い出すの……テオのこと」

「僕を……？」

「おかしな話だよね？　貴方あなたを捨てた私が……私が……ッ！　弟に……大事な大事な弟に……やっとできた人間の家族に……貴方の姿を重ねてたなんて……！」

　徐々にエルザの声が震え始め、テオの心にその声が突き刺さり始める。

　彼女は誰を責めるだけでもなく、全ての憤いきどおりを自分自身の中に吞み込んでいるかのようだ。

「それなら……私は、君と家族になるべきだったのかもしれない。こんな結果になるんだったら、君を吸血鬼にして一緒に過ごしてた方が良かったのかもしれないって……！　でも、私には、君を引き込む事ができなかった！　私が吸血鬼を憎にくんでたから……貴方が愛する吸血鬼を、私自身が一番一番憎んでたから……！」

　ひとしきり叫んだ所で、一いつ旦たん彼女の言葉は止まり──

　そのまま暫しばしの時が流れ、島を吹き抜ける夜風が二人の間を吹き抜ける。

「……私は、やっぱり吸血鬼だよ」

「そんな事、ない」

　不意に言い出した言葉に、テオはやっと言葉を返してみせた。

　何か根こん拠きよがあったわけではないが、彼女の声の中に自分と同じような絶望を感じ、それだけは否定しておきたかったのだが。彼女がそんな絶望を背負ってはいけないのだと。

　しかし、エルザはゆっくりと首を振り──

「私が人間なら……貴方をもう殺してるのかもしれない……目の前で大事な人達を殺されて……　家族を殺されて……ショックで動けなくなってるのかもしれない……。でも、でも……私は……どこかホッとしてる、ホッとしてるんだよ!?」

「エルザ……」

「また、思ってた……。今度こそ、血の欲求を抑えられたと思ったのに……ッ！　ルーディを見てると、君を思い出して……最近、ずっと、ずっとルーディの血を、弟の血を吸いたいって思ってた。吸きゆう血けつ鬼きにしたいと思ってた。ううん、きっとルーディだけじゃない！　父とうさんも、母かあさんも、友達のみんなの血も……心の底では吸いたいと思ってた……！」

　自分を責めるように叫び続ける少女に、テオは今度こそかける言葉がなくなった。

　エルザも暫しばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて、消えいるような声で呟つぶやき始める。

「だから、ホッとしてるの。私の手でみんなを吸血鬼にしてしまわなくて良かったって。ルーディだけでも助かって良かったって」

　──本当にホッとしてるんだったら、そんな懺悔ざんげみたいな告白したりしないよ。

　テオの喉のどからそう出かかったが、その前にエルザが小さく呟き、テオの心を揺さぶった。

「だけど、だけど私は……貴方あなたを許す事もできない」

　だが、心が揺さぶられた瞬しゆん間かん、テオは寧むしろ自分が救われたようにも感じていた。

　──ああ、そうだ。

　──僕は許されたらいけないんだ。

　──それで、それで少しでもエルザが楽になるなら、僕はそれで満足だ。

　しかし、少女は続けて言い放つ。

　本当の意味で、テオを突き放す一言を。

「だから……だから、私は、貴方を許す」

「──ッ！」

　──駄だ目めだよ。

　──そんなの、そんなの駄目だ。

「本当は……この島の地下にある処しよ刑けい場じようで、貴方を一生殺し続けてやるって……そのつもりでこの島まで戻ってきたの。でも、子し爵しやく様に事情を聞いて、それもできなくなった。だけど、だけど私は貴方を許す事もできない……」

「だったら……」

「許す事が、貴方への罰ばつ。償つぐないなんて……許さないよ」

　罰は、償いの為ためにある。

　自おのずから罰を求める者にとって、それは寧むしろ救いなのかもしれない。

　だが──エルザは今、断言したのだ。

　許さないからこそ許す。

　テオの犯した罪は、決して決して償えぬ物なのだと知らしめ、心の枷かせとする為に。

「エルザ」

「だから……だから君も、私を絶対許ゆるさないで。私が貴方あなたと出会わなければ良かったのに……貴方を好きにならなければ良かったのに……。それでも、私はまだ『貴方がいなければ良かった』って思ってる。だから、だから貴方も私を絶対に許さないで……！」

　こちらに背を向けたまま呟つぶやく言葉に、テオはやはり何も言葉をかける事ができなかた。

「吸きゆう血けつ鬼きが人間と幸せになるなんて、私には分ぶん不ふ相そう応おうな夢だったの。それを夢見て、貴方を巻き込んだ私を、貴方は、テオは絶対に許さないで……」

　自分の無む知ちが悔くやしかった。

　自分の無能が恨うらめしかった。

　自分の幼さが許せなかった。

　どうしてこんな時に、自分は彼女にかける言葉が思いつかないのかと。

　同時に、自分に彼女を慰なぐさめる資格などないのだと考え、仰あお向むけに倒れたまま夜空を見上げる。

「僕は、これから永遠に誰かに殺され続ける事になるだろうね」

　何年も変わらず、吸血鬼や人間が生まれるよりも昔からそこに輝き続ける星々を見つめながら、テオは静かに言葉を綴つづる。

「うっかり死んで救われないように……僕は、誰よりも不ふ死じ身みに近い吸血鬼になるよ」

　これには、エルザの方も沈ちん黙もくで答える。

　彼女もまた、テオになんと声を声をかけて良いのか解わからずにいるのだろう。

　それが解っているからこそ、テオもまた、相手の答えを待たずに言葉を続けた。

「だけど……一つだけ、僕からも一つだけ言わせて」

「……何」




「君と島で遊んでた頃──僕は人間だったけど……とてもとても幸せだった」




　二人の間に、再び静せい寂じやくが訪れる。

　ほんの数秒間かんが、永遠のように感じられる。

　風が二人の間を吹き抜け──

「酷ひどいよ、テオ」

　気付けば──エルザは泣いていた。

「それが、今の私にとってどれだけ辛つらい言葉か解ってる……？」

「うん。それでも……伝えなくちゃいけないって思ったから……」

　テオは仰向けに倒れたまま動かない。

　エルザにこのまま殺されてもいいと思った。

　寧むしろ、それを望んでいた。

　しかし、彼女はやはりテオが償つぐなう事を許さず──

　テオの手に触れ──それ以上は何もせず、ただひたすらに泣き続けた。

「あぁ……ぁあぁああぁぁぁぁぁぁ！　あぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁぁあああぁぁ！」

　慟どう哭こくする少女の横で、テオもまた、涙を流し続けた。

　自分も叫びたい衝しよう動どうを必死で吞み込みながら、ただ、ただ静かに涙を流し続けた。

　己おのれの泣き声が、彼女を責めることの無いように。




　島の夜空も、吹き抜ける風も、憎にくらしい程ほどにいつも通りだった。

　それが何よりも哀かなしくて、二人は共に泣き続ける。

　いつまでも、いつまでも──

　己の疵きずが、決して乾くことの無きように。





†　　　†　　　†






現在　グローワース島　地下研究棟とう




「それから、僕は子し爵しやく様に庇ひ護ごされて……今に至るって感じかな」

『博士……』

「君が生まれた時の話は、またいつかする機会もあると思うけど……だけど、それはエルザの話というよりはテレジアと僕の話になるからね……また、話す覚かく悟ごができたら自分から言うよ」

　テオの言葉を最後に、二人の間に沈ちん黙もくが訪れるが──

　少年は静かに教授に歩み寄ると、その背中をポン、と棺ひつぎに寄りかからせる。

『は、博士？』

「ゴメン……少しだけ、少しだけこうさせていて欲しいんだ……」

『……』

　教授はそれ以上何なにも言わず、ただ、黙って教授の背中を受け入れる。

　彼女は気付いたのだ。




　博士が今──泣いているという事に。





†






　一方で、彼らは気付いていなかった。

　研究室の机の下。誰にも気付かれぬような場所に、ドゥー・ヒューリーの仕掛けた盗とう聴ちよう器きが存在するという事に。

　そして──結果として、博士が語った真実を知る吸きゆう血けつ鬼きがもう一人存そん在ざいしたという事に。





†






ドイツ南部　山さん中ちゆう




「噓うそだ……」

　携帯電話が紡つむぎ出したテオとエルザの過去。

　それを聞いたルーディは、近くにある木に手をつき、全身に脂あぶら汗あせを滲にじませる。

　次の瞬しゆん間かん、その木の幹みきの一部を握あく力りよくのみで抉えぐり潰つぶし、この世の全てを否定するかのような声で叫びあげる。

「噓だ！　そんなの……ッ！　でたらめだ！」

『ま、そうかもしれないねえ。今となっちゃ、全ては藪やぶの中って奴やつさ。真実かもしれないし、真実じゃないかもしれない。ただ──誰か、真実を知ってる奴はいるのかもね』

「そんな……もしも……もしもそれが本当だとしたら、俺は一いつ体たい……一体!?」

『君は吸血鬼と人間が一緒に暮らす事は可能だっていう、これ以上ない好こう例れいだったのさ。エルザが本当に君の血を吸いたがっていたのかどうかにもよるけれど、少なくとも、テオが現れるまでは君達は幸せな家庭を築いていた』

　吸血鬼と人間の関係を誰よりも否定してきた自分が、知らぬ間に吸血鬼と幸せな関係を築いていた。

　皮ひ肉にくに満ちた事実。それを真実だと受け入れてしまえば、自分のこれまでの行動は一体なんだったのか。

　ルーディにとっては、決して認められぬ事実であった。

　彼は全身が震えるのを感じ取り、山の傾斜にゆっくりと膝ひざをつく。

　その瞳ひとみに映るのは、怒りや絶望とった類たぐいのものでなかった。

　感情ではなく、本能による拒きよ絶ぜつの色。

　受け入れれば『終わる』と判断した心が、青年の動どう揺ようを無む理り矢や理りシャットダウンさせていく。　呼吸が荒くなり、心しん臓ぞうに熱が籠こもる。

　自分自身を落ち着けるまで、ルーディーは暫しばしの間は動けないだろう。

「あッ……」

　そんな折──ミヒャエルは視し界かいの中にあるものを捕らえる。

　ルーディーの叫び声に気付いたのだろう。少し離れた場所を蠢うごめいていたランタンの明かりが、こちらに向かって近づいてくるではないか。

　ホルストもそれに気付いたようで、膝をついて顔面を蒼そう白はくにしているルーディを見て、自らの携帯電話に抗こう議ぎの声をあげる。

「お、おい！　なんでこんな大事な時にそんな話をした！」

『うん、オイラも今そう思ってる。いやでも、さっきのルーディの態度、あんまりにも腹が立ったからさー』

　いやあ、失敗失敗、と呟つぶやく携帯電話。そのまま地面に叩たたきつけようと、ホルストは手を振り上げたのだが──

『待って待って！　落ちついて！　いや、いや、大だい丈じよう夫ぶだから！』

「一体何なにが大丈夫だっていうんだ！」

　そんな会話をしている間にも、ランタンが迫る。

　向こうもこちらに気が付いたようだ。もっとも近い場所で動けずにいるルーディに目をつけたのだろう。手にしたナイフを握りしめ、山の中をスプリンターさながらの速度で近づいてくる『食鬼人イーター』。

「──ッ」

　──ここまでか。

　ルーディは静かに微笑ほほえみ、死を受け入れようとしたのだが──

「危ない！」

　何の躊躇ためらいもなく叫びながら、ルーディをかばうように割って入る影が一つ。

　──ミヒャエル！

　──こいつ……なんで……。

　──なんで、俺を庇かばうなんてバカな事をしようと……！

　ほんの一いつ瞬しゆんの間に、そんな疑問が過よぎり──

　同時に、疑問そのものの中に答えがある事に気付く。

　──ああ、そうか……。

　──こいつ……バカなんだ。




　ルーディがそんな酷ひどい事を考えているとも知らず、ミヒャエルは本当に考え無しに飛び出していた。無む駄だに死ぬつもりはない。自分はフェレットと幸せにならなければならない。それは理解しているのに、彼は生せい来らいの先を考えぬ性格ゆえにルーディの前に飛び出していた。

　だが──仮に考える時間があったとしても、ミヒャエルはやはり飛び出していただろう。

　ここで誰かを見捨てる人間には、フェレットを幸せにすることができないかもしれない。

　愚ぐ直ちよくな綺き麗れい事ごとにも、平気で命をかけてしまう少年だという事をルーディは知っている。

　そして──

　だからこそ、あの女吸きゆう血けつ鬼きを信じる事ができるのだろうと理解した。




　刃やいばが迫る。刃が迫る。

『食鬼人イーター』はより近くに移動したミヒャエルへと目標を変へん更こうし、勢いを緩めぬまま突進を続けた。気け配はいで相手が吸きゆう血けつ鬼きではないという事は理解しているが──顔に巻かれた布ぬの地じの間から覗のぞく男の目に、躊躇ためらいは微み塵じんも感じられない。

「ああッ！」

『だから、大だい丈じよう夫ぶだって』

　もう駄だ目めかと叫んだホルストに、携帯電話は静かに告げる。




『もう、着くから』




　次の瞬しゆん間かん──エンジン音と共に、空から巨大な鉄の塊かたまりが舞い降りた。

　ぐしゃり、という音を響ひびかせて、ミヒャエルに向かっていた『食鬼人イーター』の頭上へと──




　ホルストやアルマは、瀕ひん死しの状態の『食鬼人イーター』の上に振ってきたものが、一台のバイクであると気付く。

　だが、ミヒャエルはバイクよりも先に、その上に跨またがる二人の影に気付き──

　後部に座る存在を見て──現在の状況も何もかも、全てを忘れて飛びかかった。

「フェレーッ！」

　ありとあらゆる空気を壊しながら、いつも通りの調子で『スイートハート』へと飛びかかるミヒャエル。

　当の相手は、ミヒャエルの無事な顔を見て心底安あん堵どしたといった微笑ほほえみを浮かべ──

　天使の笑顔を浮かべたまま、悪あく魔まのような勢いでミヒャエルに平ひら手てを見み舞まい、そのまま山の斜面へと叩たたきつけた。

　木の根や岩が露ろ出しゆつしていない部分に叩き落としたのは、彼女なりの気き遣づかいだったのだが──それを知る由よしも無く、周囲の者達は皆呆あつ気けにとられてその光景を見守っていた。

「全く……どれだけ心配をかければ気が済みますの!?　貴方あなたは！」

　顔に浮かんでいた安堵の笑顔を消し去り、仏ぶつ頂ちよう面づらをしながらバイクを降りるフェレット。

　ミヒャエルはいつもの軽かる口くちを叩たたこうと、笑顔でフェレットの顔を見上げたのだが──

　彼女の目に、僅わずかに涙が浮かんでいるのを見て、真剣な表情で一言だけ呟つぶやいた。

「……ごめん」

「……馬鹿」

　フェレットもそれだけを呟くと──ミヒャエルにそっと左手を差しのばす。

「本当に……無事で良かった」

　と、ミヒャエルにしか聞こえないように呟きながら。

[image: ]

　聴ちよう覚かくの優れた青せい髪はつの人じん狼ろうも、空気を読んで、それは聞かなかった事にした。




　そして、このタイミングを唯ゆい一いつ知り得た存在──

　フェレットに道みち案内をしていたハッキーが、ホルストの物と、フェレットが持つドロシーの携帯電話、双方から同時に甲かん高だかい声を響ひびかせた。

『『ほらね？　大だい丈じよう夫ぶだったろ？』』





†






森　東側　路ろ上じよう




　トレーラーの前で待ちかまえていた『食鬼人イーター』達の前に現れたのは、『闇くらやみ』そのものだった。

　黒い影の塊かたまりが、質しつ量りようのある暗闇が迫りくる。

　絶対的な黒が自分達を吞み込もうという直前──彼らは見た。

『影』の先頭に居たのは──弾だん丸がんのように地を滑すべる、一匹の巨大な蝙蝠こうもり。

　その蝙蝠が生み出した地面の影から、まるで新たな蝙蝠が生まれるかのように、影が立体的な膨ふくらみを見せ──地面から乖かい離りする。

　その影の蝙蝠こうもりが新たな影を大地に映し、その影がまた新たな蝙蝠となって飛びたった。

　闇やみは連れん鎖さを続けながら膨ふくれあがり、本物の蝙蝠を先頭にした『影』の群が押し寄せる。

　黒い雪崩なだれは『食鬼人イーター』達に判断の暇ひますら与えず、圧倒的な量をもってして彼らの体を包み込んだ。

「ゴァぁあぁッ！」

　影であるにもかかわらず、その影の雪崩は確かに質しつ量りようを持っていた。質量ではない何かだとしても、路上で待機していた『食鬼人イーター』達が押し流されたという事は紛まぎれもない事実である。

「糞くそッ……散さん開かいしろ！」

　運良く雪崩から回かい避ひできた者達が、その奇き妙みような力の使い手を捜すべく視線を巡らせた。

　すると──黒い雪崩の勢いが収まり始め、その中心から一人の吸きゆう血けつ鬼きが現れる。

「ったく、俺おれ一人でいいっつってんのに、兄あに貴きの心配性にも困ったもんだ」

　典てん型けい的な若者のファッションに身を包んだ金きん髪ぱつの男は、両手に玩具おもちやの鉄てつ砲ぽうを一丁ちようずつ握りしめながらヘラヘラと呟つぶやいた。

「まあ、なんだ。『食鬼人イーター』の群とかいうから、あの閑しず音ねとかいう嬢じようちゃんか、ルーディとかと同じぐらい強いのかと思ってたけどよぉ……お前ら、多分『食鬼人イーター』っつっても殆ほとんど一口か二口喰くったってだけだろ？」

　期待が外れたという調子で首を左右に振る金髪の男。

　周囲にいた『食鬼人イーター』達は、未だ彼の周囲に蠢うごめく『影』に警けい戒かいしつつ、一いつ斉せいにその吸血鬼へと攻撃の狙ねらいを定める。

「おーおー、威い勢せいがいいねぇ」

　ニイ、と口元を歪ゆがめ、ガンマンはゆっくりと両手の拳けん銃じゆうを空へと突き上げた。

「俺はな、テレビとか見ててよ、いつもいつも応援してるんだぜ？　ヒーローに為なす術すべもなくやられる戦せん闘とう員いんっての？　そいつらがさ、いつか団結してヒーローを倒して、弱さを強さに変える瞬しゆん間かんを見せてくれるんじゃねえかって期待してなぁ」

　言いながら──何発も何発も、空に向かって黒い何かを打ち上げる。

「だからまあ、お前らも頑がん張ばれ」

　弾だん丸がん特有の発はつ射しや音おんはしない。サイレンサーを付けている様よう子すもない。

　だが、確実に何かが空へと打ち上げられていく。

　何かは解わからないが、危険なものだと感じ──『食鬼人イーター』達の中で飛び道具を持つ者達が、一斉にガンマンに向けて得え物ものを撃うち放った。

　しかし──それが届く寸すん前ぜん、空に打ち上げた弾丸のうちの何発かが急きゆう激げきにその軌き道どうを変え、ガンマンの周囲を旋せん回かいしながらその飛び道具の数々を撃ち落とす。

「馬鹿な……」

『食鬼人イーター』の一人が呻うめく。

　ガンマンの銃じゆう身しんから発射されているのは──小さな蝙蝠こうもり。

　弾だん丸がんのような素早さで動くホーミング弾だん。

　彼を狙ねらった射しや手しゆ達が、自らの放った武器が撃うち落とされる様さまに呆ほうけていると──

　空に打ち上げられた無数の蝙蝠達が、小さな流りゆう星せいとなって彼らの元に降り注そそぐ。

「……ッ！」

　高速で回転しながら、腕や肩を嚙かみ抉えぐる黒い雹ひよう。

　通常の蝙蝠ではないため、その牙きばが折れたり蝙蝠の体からだ自身が潰つぶれたりする事はなく、容よう赦しやなく周囲に血ち飛沫しぶきを跳ねさせる。

「距離を……距離を取れ！　森の中に散るんだ！」

　誰かの号ごう令れいに合わせ、『食鬼人イーター』達は蝙蝠の雨が降る路ろ上じようから逃れようとしたのだが──

　森に足を踏み入れた瞬しゆん間かん、『何か』が体に絡みつき、瞬しゆん時じに身動きが取れなくなる。

「!?」

　見ると──トレーラと森の木々の間に、髪かみの毛のように細い白しら糸いとが張り巡らされている。一いつ瞬しゆんでは解わからなかったが、トレーラーからの照明で一部が輝いていた為ために確認できた。

　──蜘く蛛もの……巣？

　手て触ざわりはそのままなのだが、ふりほどこうとしてもゴムのように伸びるだけで一向に切れる様よう子すが無い。

　ただの蜘蛛の巣ではないと理解した瞬間──森の奥から、幼さの残る少年が姿を現した。

「こんばんは」

「……ッ！」

　気け配はいから、即そく座ざに眼前の少年が吸きゆう血けつ鬼きだと理解する『食鬼人イーター』達。

　少年の周囲には五人程ほどの『食鬼人イーター』が糸に捕らわれており、完全に身動きを封じられている状態だ。

「アルマちゃんを虐いじめたのって……君達かな？」

　そして──『食鬼人イーター』は気付く。

　眼前の少年が、人間型の吸血鬼から感じるものとは微び妙みように違う気配を纏まとっているという事に。

「人殺しは女の子に嫌われるから、殺したりはしないよ」

　刹せつ那な、少年のレンズのような目が怪あやしく輝き、無む邪じや気きな微笑ほほえみを見せ──

　体の左右から、硬質の殻からに覆おおわれた二対ついの『足』が飛び出した。

「なッ……」

　哺ほ乳にゆう類るいと節せつ足そく動物のパーツが、ゴシック系の服を介かいし、調和する形で融ゆう合ごうしている。

　その奇き妙みような吸血鬼は、六本の腕を大きく左右に広げ──無邪気な声で呟つぶやいた。

「だから、とりあえず、両手か両足のどっちかを貰うね」

　次の瞬間、大地が揺らめき、土の中から無数の何かが湧わき出した。

　それは、数百、数千、数万という数の蜘く蛛もの群。

　大地の上を放射状に広がる蜘蛛たちは、まるで少年の手足のように蠢うごめき──『食鬼人イーター』達の体を上り、両の手、あるいは両の足に牙きばを突き立て、毒どく液えきを流しこむ。

　狩人かりうど達の絶ぜつ叫きようを聞きながら、蜘蛛の王であるかのように佇たたずむ少年は──足下に蠢く従じゆう者しやの群に目を落とし、深い深い溜ため息いきを吐き出した。

「こんなの見せたら、ボク、絶対女の子に嫌われるよね……」




「あああああああ！　あああああああ！」

　少し離れた山道上じようでも、絶叫を上げ続ける男が一人。

　だが、彼は『食鬼人イーター』ではなく──吸きゆう血けつ鬼きの『組織』の幹かん部ぶの一人だった。

『灰色』を冠かんする日本人、佐さ藤とう一いち郎ろう。

　外見からすると普通の人間にしか見えない彼は、事件に巻き込まれた一般人であるかのように『食鬼人イーター』の執しつ拗ような攻撃の中を逃げまどう。

「なんでッ！　私がッ！　こんな目にッ！　ああああ！　来なきゃ良かったッ！　屋や敷しきで待っていればよかった！」

　そんな事を言いながら、周囲に迫る剣や銃じゆう弾だんを次々と紙かみ一ひと重えで避け続ける。

　吸血鬼から見ても十分に素晴らしい動きなのだが、本人はそれに気付いているのかいないのか、『ひいい』と情なさけない悲鳴を上げつつ躱かわし続けた。

「あぶッ……」

　目の前に迫った剣を、瞬しゆん時じに体を霧きりと変へん化げさせて擦すり抜けさせる。その刃やいばが後ろから迫っていた別の『食鬼人イーター』の体にぶつかり、同士討うちの形となる。

「ら、ラッキー！」

　涙なみだ目めになりながらも、ただ逃げるだけで次々と敵の群を翻ほん弄ろうしていく日本人。

　その姿を遠とお目めに見て、別の幹部達が特に助けようともせず呟つぶやき合う。

「一郎ってさ、普通に吸血鬼として凄すごくないか？」

「卑ひ屈くつ過ぎてそれに気付いてないのが難なん点てんだけどねえ」

「これも前ぜん世せのお導き……ナモナモ」「クワセロ！　クワセロ！」

　彼らが木の上から暢気のんきに佐藤の逃とう走そう劇を眺ながめていると──彼を追う『食鬼人イーター』達が次々と背後から襲おそわれていくのが見えた。

　鋭い牙によって足の腱けんをかみ切られた『食鬼人イーター』達が痛みと驚きよう愕がくに目を見開き、振り返っては同じ事を叫ぶ。

「チワワだと!?」

「狼おおかみと言え！」

　そして、毎回同じ言葉を返しながら顎あごに体当たりして相手を昏こん倒とうさせる吸血犬けん。その滑こつ稽けいとも言える姿を見て、木の上の傍ぼう観かん者しや達は揃そろって微び妙みような顔をする。

「……チワワだからしょうがないよなあ」

「あれは……流石さすがに理り不ふ尽じんだと思うわねえ」

「これも前ぜん世せのお導き……グーテンターク」







「なんだ……なんだこれは」

『食鬼人イーター』の一人が、周囲の状況についていけずに顔面を青ざめさせる。

「お……俺達は……『食鬼人イーター』は、吸きゆう血けつ鬼きの天てん敵てきじゃあなかったのか!?」

　それに答えたのは、彼の目の前に立ちふさがる吸血鬼。

「蛇へびの卵を恐れるカエルはおるまい。確かに『食鬼人イーター』は我々の天敵だが……これだけの数を用意するには、せいぜい一人に一人ずつ吸血鬼を喰わせるのが限界だろう。それと比べれば、百人の吸血鬼を喰らった一人の『食鬼人イーター』こそが天敵なのだよ。……有う象ぞう無む象ぞうの吸血鬼ならともかく、我々もそれなりに長く生きているのでな」

「つ、つーか、つかよぉ……お前はッ！　お前はなんなんだ！　こッ……この、化物！」

「今いま更さら何を言うんだ？　その通り、私は化物。吸血鬼だよ。私程てい度どで驚いていては、『鋼はがね色いろ』や『鉄てつ色いろ』、『海うみ色いろ』に出会った時、心が持たんぞ？」

　そう答えたのは──全身からギチギチという音を鳴らす、ハリウッド映画のエイリアンのような風ふう貌ぼうをした完全なる『異い形ぎよう』だった。

　鈍にび色いろの体は銀の刃やいばを容易たやすく跳ね返し、鋭利な爪つめはこちらの銃じゆう器きを紙のように引き裂く。

　そんな正しよう真しん正しよう銘めいの『異形』を前にし、逃げる事を考える『食鬼人イーター』。

　彼らはルーディ達と違い、吸血鬼への復ふく讐しゆう心や憎にくしみでこの道に踏み込んだわけではない。

　こんな場所で無む駄だに命を賭かける義理などないのだ。

「糞くそッ！」

　踵きびすを返して走りだした瞬しゆん間かん──足下に何か違い和わ感かんを感じる。

　──ピアノ線？

　それに気付いた瞬間、男の両りよう脇わきから閃せん光こうが走り──







「ありゃ、『迷めい彩さい』の奴やつの骸がい骨こつ部隊の仕し業わざか？」

「多分な。もしくは『紅ぐ蓮れん』の自じ爆ばく攻撃だろう」

　遠くの閃光を眺ながめながら、動く敵のいなくなった路上でイエローと藍あい児じが言葉を交わす。

「全く、うちの幹かん部ぶ連れん中ちゆうは個性派はすぎていけねえや」

「そうか？」

「灰色の佐さ藤とうみてえな普通の奴やつもいりゃ、ファニーみてえな蜘く蛛も野郎、ロボットが二人にチワワが一匹、果てはティラノサウルスときたもんだ。中には『鈍にび色いろ』や『空そら色いろ』みたいによくわかんねーのもいやがる。……一体、なんなんだろうなあ、あいつら」

「吸きゆう血けつ鬼きさ。ワニもカエルもヘビも全て爬は虫ちゆう類るいという枠わくで括くくるように、我々も全て吸血鬼という範はん疇ちゆうにいる化ばけ物ものに過ぎないのさ」

　藍あい児じが弟を諭さとすように言うと──

　イエローは暫しばし考え込み、眉まゆを顰ひそめながら一言だけ指し摘てきした。

「……カエルは両りよう生せい類るいじゃね？」

「……ッ！」

　素すでうっかりしていた事に気付き、藍児は即そく座ざに周囲を見渡し、誰もいないことを確認すると、表情を消して一言だけ呟つぶやいた。

「……みんなには内ない緒しよにしてくれ。幹かん部ぶの威い厳げんがなくなるからな」

　兄の言葉に、イエローは暫し沈ちん黙もくを続けるが──

「幹部の威厳だぁ？」

　女の『食鬼人イーター』を口く説どいて殴なぐられている幹部の姿を遠くに見つけ、顔面に苦く笑しようを貼はり付ける。




「んなもん、ある奴やつの方が少ねえっての」





†






マーズ邸てい前




「なん……だ……？」

　ロミー・マーズの頭上10メートル。

　そこを中心として、地面と水平な形で空に浮かぶ、巨大な銀色の円えん盤ばん。

　周囲にいた『食鬼人イーター』達は、一いつ旦たん動きを止め、警けい戒かいするような目つきでそれを見上げている。

　トレーラーから放たれる照明の輝きを反射する円盤は、まるで天地逆さまに現れた銀色の舞台のようだった。

『血けつ族ぞく』の吸血鬼であるルビリオもまた、それを訝いぶかしげな目で見つめている。

　──見たことの無い物体だ。

　だが、銀色の反射に目が慣れると、彼は認にん識しきを改める。

　──あれは……武ぶ具ぐ？

　それは──武器だった。

　巨大なＣＤを空に浮かべているような輝きの正体。

　それは──放射状に並ぶ幾百、幾千もの刃が、高速で回転している姿だった。

「なッ……!?」

　恐らくは、念ねん動どう力りきのようなもので動かしているのだろう。

　それは理解できる。吸きゆう血けつ鬼きの中には、念動力で離れた所にある物を動かす事ができる者も数多く存在し、自らの血けつ族ぞくにもその力に長たけた者はいる。

　だが──驚くべきは、その刃やいばの数の方だ。

　やがて、徐々にその銀ぎん盤ばんの回転が遅くなり、その細やかな全ぜん貌ぼうが明らかになる。

　中心にあるのは、一つの巨大な銀ぎん輪りんだった。純じゆん銀ぎん製の車しや輪りんのようにも見えた。

　その周囲には、死神しにがみが用いるような二ふた振ふりの大おお鎌がまが存在し、刃の曲線が綺き麗れいな円形を形作っている。更さらに外側には四本のハルバード、その外側では八本の斧おのが放ほう射しや状に並んでいる。

　更に外側に行くに従い、武器の種類ごとに輪を作りあげ、外側に行くに従ってその刃の面積が小さくなっているような印いん象しようを受けた。

　正確な数までは解わからないが、もしも外側に行くごとに倍になっているのだとしたら──

　一の銀輪、二の大鎌、四のハルバード、八の斧、十六の大たい剣けん、三十二の銀ぎん杭くい、六十四の日本刀、百二十八本の西洋剣けん、二百五十六のチャクラム、五百十二の短たん剣けん、千二十四のナイフ、二千四十八の針はりという──まさに、馬鹿げているとしか思えぬ数の凶狂器気が空に浮かんでいる事になる。

「なん……だ……あれは……？」

　彼の疑問に答えるように、ガルダスタンスが葉は巻まきを携けい帯たい灰皿の中に押し込みながら淡たん々たんとした調子で口を開く。

「おや、そこにいる裏切り者君から聞いていないのかね？　銀輪『ＣＡＳＴＬＥＶＡＮＩＡ』を中心とした刃の群……必殺技わざという言い方は陳ちん腐ぷなので、なんと呼ぶべきか……そうだな、彼女の『スタイル』とでも言うべきものだよ。この頭上の銀盤はね」

「ルードさん」

　すると、当のロミーが真剣な表情でガルダスタンスに口を挟む。

「おや、何か異い論ろんがあるのかね、ロミー嬢じよう」

「必殺技って言った方が、格かつ好こう良くて好きです」

「……まあ、個人の趣しゆ味みはとやかく言わんが……。というわけで、『必殺技』だそうだ。我々はこれにちなんで彼女に『銀輪舞ぶ台たい』、もしくは『銀輪部ぶ隊たい』の二つ名を付けているがね」

　優ゆう雅がに笑うガルダスタンスを無視し、『食鬼人イーター』達は一斉にその刃の群を警けい戒かいする。

　念ねん力りきであれを一いつ斉せいに飛ばしてくるつもりだろうか？　だとすれば、この人数ならば決して避けられない事はないだろう。最悪の場合、何人かの仲間を防御、迎げい撃げきに専せん念ねんさせ、攻撃手しゆの盾たてとすれば問題ない。

　そんな事を考えていたのだが──

「皆様が私達の『組織』を土足で踏み荒らすというのならば──お相手します」

　ロミーは既すでにその中から一本の剣を握りしめており、口元で何かを呟つぶやき始める。

「脆もろき体に勇ゆう敢かんなる魂たましいを宿した勇ゆう者しやよ────暗あん澹たんたる奈な落らくを彷徨さまよう悪しき魂を散らせ！　……『スペランカー』！」
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　少女が何かわけのわからない事を口にしたかと思うと──

　刹せつ那な、剣の刀とう身しん自体が眩まばゆい輝きを放つ。

『!?』

　それは、トレーラーの照明などを軽く凌りよう駕がする光量であり、周囲を飛んでいた野生の鳥や蝙蝠こうもりが目め眩まいを起こして地面に落ちる程ほどのものだった。

『食鬼人イーター』とて、閃せん光こうに耐たい性せいがつくわけではない。

　思わず目を眩くらませ体を怯ひるませた瞬しゆん間かんを狙ねらい──ロミーが一歩だけ前に出て、手にした剣を振り抜いた。

　すると──周囲にいた『食鬼人イーター』達の体に衝しよう撃げきが走る。

「がッがががッ……がぁ……ッ!?」

　マシンガンのような勢いで体に突き込まれた『何か』。

　ロミーは刃やいばを投げてもいなければ、散さん弾だん銃じゆうを用いたわけでもない。

　ただ、剣を振り抜いた瞬間──無数の力が空間を走り抜け、『食鬼人イーター』達の体を襲しゆう撃げきした事だけは確かだった。

　──念ねん動どう力りきか!?　これほど……強力な……!?

「くそ……怯ひるむな！　力押しで負ける相手ではない！」

　相手の力の正体に気付いたルビリオは、手て下したの『食鬼人イーター』達を一いつ斉せいにけしかける。

　だが、『食鬼人イーター』達はまだ視力が回復せず、その間にロミーは『スペランカー』と呼んだ剣を頭上に掲げる。

　すると──剣が独りでに浮き上がり、銀ぎん盤ばんの中に戻っていき、入れ替わるように、数本の刃が彼女の周囲に降り立ち、彼女を護まもるように回転しながら浮ふ遊ゆうする。

「深しん緑りよくが織りなす業ごう火かをかいくぐり──無限なる深しん淵えんを貫つらぬけ！　……『ディグダグ』！」

　彼女の詞ことばに合わせ、ドリルのような形状をした銀ぎん杭くいが勢いよく宙を舞い──トレーラーの荷台にある照明器き具ぐを鉄てつ鋼こう弾のように貫つらぬいた。火花が飛び散り、トレーラの前に立っていたルビリオがその場から飛び退すさる。

　彼女は続けざまに力のある詞を口にし、その度たびに刃が自らの意い思しを持っているかのように蠢うごめき始めるではないか。

「我は囲み、結ぶは再生と破は滅めつ！　……『ＬＩＢＢＬＥ　ＲＡＢＢＬＥ』！」

　二本のナイフがそれぞれ別の方向に飛び──森に潜ひそむ多くの『食鬼人イーター』達の間を飛び回る。

　それぞれの刃の間は糸状の念動力で繫つながっており──その糸が張る事により、『食鬼人イーター』の多くが森の木々へとその身を縛しばられる。

「獰どう猛もうにて高こう潔けつなる騎き士しよ、赤い絶望となって光を切り裂け！　……『レッドアリーマ』！」

　日本刀とうを手にしたロミーが、舞のような動きでその身を大きく回転させる。

　すると──次の瞬しゆん間かん、マーズ邸ていを取り囲んでいた全ての『食鬼人イーター』だけに異い変へんが起きた。

　彼らの周りに一いち陣じんの風が吹き抜けたかと思うと──瞬しゆん時じにその全身に傷が走り、夜の闇やみの中に大量の血液を噴ふき上がらせた。そして、ロミーは新たな剣を手に叫ぶ。

「星より流れし血けつ脈みやくよ、在るべき故こ郷きようへ帰れ！　……『フィールドコンバット』！」




「なんの……なんの冗じよう談だんだこれは」

　宙に舞い上がった血液は、そのまま地面に落下する事はなく、植物の成長を早回しで見た時と同じ動きで、森の中のただ一点、ロミーの頭上の銀盤へと吸い込まれていく。

　血液が宙を泳ぐ異い様よう。

　ドロシーが『なんだかゲルハルトみたいね』と呟つぶやいた時には──既すでに殆ほとんどの『食鬼人イーター』達が貧ひん血けつ状態となり、まともに動ける状態ではなくなっていた。

　こうして──圧倒的な数と力を誇っていた『食鬼人イーター』の群は、僅わずか数十秒で壊かい滅めつ寸すん前ぜんまで追い込まれる結果となったのである。




「相変わらずデタラメな威い力りよくだな、君の力は。……ふむ、金で買える類たぐいのものではない」

　たった一人であらかたの『食鬼人イーター』達を退しりぞけた少女に、ガルダスタンスは彼なりの惜しみない賞しよう賛さんを送る。

　だが、ロミーは静かに首を振り、新たな刃やいばを手にしながらノンビリとした調子で言葉を返す。

「いいえ、私の力ではなく、この武ぶ具ぐの力に過ぎません」

「ふむ、吸きゆう血けつ鬼きの念ねん動どう力りきを受けて様々な効果を発はつ揮きする『魔ま剣けん』か。いやいや、これだけの数を集めただけでも大変な事だと思うがね。そういえば……世には自らの意い思しを持つブロードソードやサムライソードもあると聞いたが、それは持っていないのかね？」

「そういうのは管かん轄かつ外がいですねえ。一振りぐらい欲しいと思うんですけれど……」

　まだ敵が眼前に残っているというのに、暢気のんきな調子で日常会話を紡つむぐ『金』と『銀』。

　だが、彼らに攻撃の手が迫る事は無い。

『食鬼人イーター』達は殆どが意識を失い、また、残った者達も完全に戦せん意いを失っている。遠くに離れた場所にあったランタンがいくつか消え始めるが、恐らくルビリオを見捨てて逃げ出しているのだろう。

「ところで、前から言っているが……その、君が剣を扱う時の詩の朗ろう読どくのような詠えい唱しようはなんとかならんのかね？　万まんが一いち、喋しやべってる間に攻撃されては意味がないだろう」

　無表情で尋たずねる男に対し、ロミーは自身に満ちた笑顔を浮かべて言い放つ。

「それは正せい論ろんですし、みんなに『子供っぽい』とか『黒くろ歴史っぽい』とか言われますけど……。必殺技わざを使う時に名前を叫んだり呪じゆ文もんを詠えい唱しようしたりするのは、その……浪漫ですから！」

「浪漫ろまんか、それならば仕方がない」

　一秒で納なつ得とくしたガルダスタンスは、ハハ、と笑いながらトレーラーの方に向きなおる。

「我々永えい生せい者にとって、浪漫は何よりの信しん念ねんとなりえるからな。君にも何か浪漫はあるかね？」

　すると──トレーラーの前で呆ぼう然ぜんと立ちつくしていたルビリオは、その問いに答える事もなく──ただ、呆然とした表情で呟つぶやいた。

「馬鹿……な……」

「ふむ、ご自じ慢まんの『食鬼人イーター』達が敗れてショックなのは解わかるが、そういう時は買い物でもして気分転換するといい。金が無いのなら、見み舞まい金として１万ドル程度なら提供しても構わないから、まあ、それを持ってとっとと帰り給たまえ」

　完全に相手を蔑さげすんでいるガルダスタンスの言葉も耳に入っていないのか、ルビリオは横に立っていたドゥーを睨にらみ付ける。

「なんだ……なんなんだこれは！　聞いていないぞ！」

「ハッハッハ、聞いてくれていれば答えていたのに、どうして聞かなかったんですか？」

　ケロリとした調子で答えるドゥーに、ルビリオはワナワナと拳こぶしを握りしめ、叫ぶ。

「貴き様さまッ……！　二重スパイだったというわけか！　仲間を裏切ったふりをして……私の方を嵌はめたのかッ！」

「とんでもない！　二重スパイなど、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい侮ぶ辱じよくです！」

　玉たま虫むし色いろの青年は両手を広げながら胸をはると、ヒョイ、とトレーラーの荷台に飛び上がり、門の周囲にいた幹かん部ぶ達や、まだ意識のある『食鬼人イーター』、そして怒りに震えるルビリオと、その場にいる全ての『観客』に対して朗ろう々ろうと語り始める。

「このドゥー・ヒューリー、恥ずかしながらこの組織を始めとして、四の血けつ族ぞく、三の反はん吸きゆう血けつ鬼き団体、二の国家、五の個人、一のギャング集団と、二十に近い組織に同時に所属しております！　言わば二重スパイではなく二十スパイ！　解わかりやすく言えば多重スパイ！　二ヶ所しか行き来していないようなスパイとはレベルが違います！　望めば如い何かなる集団の情報をも売り渡し、あるいは罠わなのある場所に誘おびき寄せもしましょう！」

「巫ふ山ざ戯けるな！」

　激げつ昂こうして怒ど鳴なりつける男とは裏うら腹はらに、幹部達は冷静にその言葉を聞いている。

　その様よう子すを見て、ルビリオはガルダスタンス達にも怒りの声を投げつけた。

「貴き様さま……貴様らは最初から解っていたのか！」

　それに答えたのは、呆あきれたような表情で状況を見守っていたドロシーだった。

「まあ、彼が裏切り者だっていうのは有名な話よ？」

「……なんだと？」

「彼は最初に会議に出席したとき『自分は多重スパイで、情報を余よ所そに売るから宜よろしく』なんて自己紹介したのよ？　だから、私達の組織では、売られて困る情報は彼には教えない、っていうのが常識なの」

　冗じよう談だんとしか思えない言葉だが、ドロシーの表情は真剣そのものだ。

「わ、我々と接せつ触しよくした時にはそんな事は一言も……」

　それに対して、トレーラーの上からドゥーがケラケラ笑いながら答える。

「だって、貴方あなた達の場合……怒るでしょ？　多重スパイだとか言ったら」

「当たり前だ！」

「怒らないのが、この『組織』なんですよ。ま、カルジミールさんなんかは私の事を嫌って何も教えてくれませんけどね」

　ハッハッハと笑う、文字通り『玉虫色』の男に対し──ルビリオは歯を強く食いしばるが、敢あえて言い返す事はせず、その怒りをガルダスタンス達にぶつける事にした。

「なんだ……!?　貴様らはなんだ!?　組織ではないのか!?　全く理解できん！　貴様らは……貴様らは一体なんなんだ！」

「吸血鬼さ」

「貴様らなどが……貴様らなどが我らと同じ吸血鬼だなどと認めるものか！　聞けば、貴様らは犬や鮫さめの異い形ぎようまでをも『吸血鬼』として受け入れているというではないか！」

「それは、見けん識しきの相違という奴やつだろう」

　ガルダスタンスは一歩踏み出し、その場にいた者達の意見を代表する形で口を開く。

「君達のように血けつ縁えんを重視する集団からすれば、吸きゆう血けつ鬼きというカテゴリを狭めるのも無理はないが──。『組織』が重要視し、考え続けているのはどんな奴が吸血鬼かという話ではない。人間社会との関わりだ」

　ガルダスタンスは懐ふところから葉は巻まきを取り出すと、一歩一歩ルビリオに近づきながら言葉を紡つむぐ。

「吸血鬼というのはね、人間の社会に本来囚とらわれないものなのだよ。そもそも人間ではないのだからね。世にあまねく昆こん虫ちゆうが人間の法律を守らぬように、だ。もっとも、その行為が人間にとって善ぜんであるか悪であるかはその時の状況次第だがね」

　大学の講義をする教授というよりは、友人に新しい電子機器の機能を伝えるような調子で喋しやべるガルダスタンス。しかしながら、その言葉にはやはりどこか傲ごう慢まんな調子が含まれる。

「しかし、吸血鬼は一方で人間社会の中で暮らす者も多い。我々のようにね。人間の法を守る必要が無い一方で、人間社会の旨うまみだけは享きよう受じゆする。強力な力を持った吸血鬼というのはね、その一人一人が自由に移動する独立国こつ家かのようなものだと考えればいい。敵てき対たい行動を取るか友ゆう好こう関係を結ぶか、全ては人間と吸血鬼という個々の関係が積み上がった結果として表れる」

　葉巻に火をつけ、一口煙けむりを吸い込み──煙と共に、長い長い言葉の続きを吐き出した。

「我々の『組織』は、その殆ほとんどを受け入れようというだけだ。これはゲルハルトの受け売りだが──吸血鬼という種、全体の不利益にならぬ限りは……あらゆる思し想そうも、あらゆる個も受け入れるべきだとな。カルジミールが仕切っていた頃はその思想も薄らぎ、こちらから他の吸血鬼を襲しゆう撃げきする事も多かったのだがな」

　ガルダスタンスは、そこまで言うと足を止め、声のトーンを落として目の前の吸血鬼に断言する。

　普段は傲慢な男が、その瞬しゆん間かんだけは相手を蔑さげすむ事も自らを讃たたえる事も無く──ただ、言葉に強い覚かく悟ごを込めて。

「それでもまだ我々の組織を潰つぶすというのであれば──『組織』ではなく、このルード・ガルダスタンスという『個』が、全身全ぜん霊れいをかけて誓ちかおう。この時、この場所において、君らという『社会』に対し──私という名の『国家』は──宣せん戦せん布告を行うと」

「……舐なめるなよ、若わか造ぞう！　私一人でも、貴き様さま一人程てい度どならば……」

　相手の反応を見て、ガルダスタンスは再び口く調ちようを尊そん大だいな調子へと切り替える。

「フフ、『貴様ら全員』と言わぬあたり、ロミー嬢じようの武具には恐れを成したようだな」

「貴様……ッ！」

　ルビリオの体に瞬しゆん時じに殺気が膨ふくれあがり、全身の筋肉が音を立てて変化を始める。

　外見は殆ど変わらぬまま、『戦せん闘とう態勢』に変わろうとしている吸血鬼を前に──ガルダスタンスは、淡たん々たんとした調子で呟つぶやいた。

「そうそう、闘とう争そうの前に、敵に塩を送るとしよう」

「……なに？」




「彼女はパーティーの食事では足りなかったようだから……その、逃げた方がいいぞ？」




　意味が解わからず、目の前の金きん満まん吸きゆう血けつ鬼きの喉のど笛ぶえを嚙かみ切ろうとしたのだが──

　妙みような震しん動どうが足下を揺らすのを感じ取る。

　──地じ震しん……？

　バチバチと火花を立てる照明器き具ぐの残ざん骸がいの音に混じり、何か違う音が混じっているようにも思える。更さらには、視し界かいの端はしで、まだ動ける様よう子すだった『食鬼人イーター』達が、何かに怯おびえるように逃げていくのが見えた。

　──なんだ？

　と、自らの頭に、何かの液体が垂れ落ちたのを感じ取る。

　何事かと上を向いた瞬間──

　そこには巨大な爬は虫ちゆう類るいの顎あごが存在し──




　ルビリオの上半身は、僅わずか二秒でティラノサウルスの巨大な口こう内ないに旅立つ結果となった。





†






森　東側




「それにしても、フェレット……どうしてここに？」

　間かん一いつ髪ぱつの所を助けられ、その直後に思い切り殴なぐられたミヒャエルは、眼前の愛いとしき少女に対して不ふ思し議ぎそうに尋たずねかける。

「……それは、こちらの台詞せりふです！　大体貴方あなたは……」

　溜たまりに溜まった愚ぐ痴ちをここぞとばかりに溢みたそうとするフェレット。

　そんな彼女に、続けてその場にバイクを着地させたスキンヘッドの男が告げる。

「お嬢じよう、周りの連れん中ちゆうが気付きました。ここはヤバイっすよ」

　彼の言葉に呼こ応おうするかのように、青せい髪はつの青年がバイクを降りながら上着を脱ぐ。

「俺らが相手しときますから、その間に逃げて下さい」

　言うが早いか──青髪とスキンヘッドの男達はみるみるその体を変へん化げさせ、僅わずか数秒で人の形をした狼おおかみへと姿を変える。

「うわあ!?」

　突然の『変へん身しん』にホルストが悲鳴をあげ、アルマを庇かばうように抱き寄せる。

　アルマもまた、人じん狼ろうを見るのは初めてなのか、急激な変身に目を丸くしているようだった。

　だが、ミヒャエルがそんな二人を安心させるように微笑ほほえみかける。

「大丈夫たいじようぶだよ、二人ともいい人だから」

　完全に相手を信じ切っているという、混じり気の無い笑顔。

　普段ならば無む邪じや気きすぎて逆に不安にさせる笑顔かもしれないが、この状況では、ミヒャエルの笑顔が何よりの信頼となってアルマ達の心を落ちつかせる。

「それじゃあ、ルーディも行こう！　さ、立って立って！」

　ミヒャエルはそう言って、膝ひざをついたままのルーディを立たせようとするが──

　彼は右手が動かぬ為ため、左手だけでその体を引く事になり、なかなか上う手まく立ち上がらせる事ができない。

　──あ……。

　その様よう子すを見て、ルーディの心が更さらに抉えぐられる。

　目の前で少年の右手が動かないという事を思い知らされ──




　そして──次の瞬しゆん間かん、彼の目の前にフェレットが立つ。




「あッ……あぁッ……」

　フェレットを見るルーディの目には、明らかに怯おびえの色があった。

　かつて、島で自分に対して『消え去れ』と言ってきた時の事を思い出したのだろう。

　あの時は、テオへの憎にくしみが何よりも優先していた。だからこそ、そんな彼女の怒りなど全て無視する事ができた。

　だが、今のルーディの心しん身しん状態では、過去の記き憶おくにすら怯えを抱いてしまうのだろう。

　フェレットは、じっとそんなルーディーを見つめていたが──

　無言のまま手を伸ばすと、ビクリと身を震わせたルーディの腕を摑つかみ、ミヒャエルと二人がかりで支えるように引き上げた。

　その行動が理解できず、ルーディは暫しばし呆ぼう然ぜんとした後、恐る恐る尋たずねかける。

「どうして……どうして僕を……？」

「なんの事ですか？　私は、貴方あなたのような臆おく病びよう者ものなど欠片かけらも存じ上げません」

　内心では苛いら立だちがあるのだろう。決してルーディと目を合わせないようにしたまま──フェレットは静かに自分の心を告げる。

「それに……私がここに着く直前、ミヒャエルは貴方を助けようとしていました。それなのに、私が貴方を見捨てるわけにはいきません」

　そんな彼女の言葉に何も答える事ができず、ルーディは沈ちん黙もくしたまま斜面を踏みしめ、

「後は……大だい丈じよう夫ぶ」

　と告げ、自ら先頭に立って歩を進める。

　自分の今の情なさけない表情を、誰にも見られぬように。

　ミヒャエルとフェレットを見て、これ以上心が壊れぬように。

　先せん刻こく、携帯電話から告げられた事実。

　──それでも、僕は……。

　あれが真実であろうとなかろうと、やはり、青年の心に浮かぶのは一人の少年の顔だった。

　──僕は、テオに復ふく讐しゆうしなくちゃいけない。

　例えそれが間違っているとしても、ルーディには他にどうする事もできなかった。

　テオに裏切られ、テレジアに裏切られ、姉への信頼まで揺らいでしまった今──

　今の彼には、もはや何一つ信じられる物がなくなってしまったのだから。

　無む論ろん──自分自身も含めて。




　そして──フェレットの気け配はいに引かれた『食鬼人イーター』の残ざん党とうが、次々と一向に襲おそい来る。

　二人の人じん狼ろうとルーディがそれを食い止めるが、一人気き絶ぜつさせる間にまた一人、また一人とこちらに接近してくる状態だ。

「キリがねえな」

「中ちゆう途と半はん端ぱに頑がん丈じようだしな、こいつら。かといって全力でやると殺しちまう事になるしな」

　彼らは人狼だが、戸こ籍せきはしっかりと存在する。一方の『食鬼人イーター』達にも、同じように戸籍が存在する可能性がある。

　だとすると、殺してしまっては後々面めん倒どうな事になるし──なにより、後ろにいるミヒャエルや少女に人殺しの瞬しゆん間かんを見せるのは気まずいという思いもあった。

　いざとなればそれも仕方ないが、その『いざという時』にはまだ達していない。いっそ人狼二人で全員抱かかえて飛ぶという事も考えたが、重量はともかく、安定した持ち方をするまでの間に攻撃を受けてはどうしようもない。

　ルーディの方も、吸きゆう血けつ鬼きはともかく、『食鬼人イーター』とはいえ人間を殺す事には消極的だ。

　そして──ついに、遠くに離れていたランタンの明かりの群までもがこちらに気付いたようで、今までの倍ばい以上の集団がこちらに向かって近づいてくるのが見えた。

「……私も戦います。四方を護まもった方が良いでしょう」

「俺も……」

「なりません！」

　ミヒャエルの提案をぴしゃりと遮さえぎり、フェレットは静かに拳こぶしを握る。

　──死ぬかもしれない。

　──まだ、何もミヒャエルに伝えていないのに。

　──だけど……絶対に……もう、ミヒャエルをあんな目には遭あわせない！

　自分の大事な存在である少年だけではなく、その少年が護まもろうとしている物も全て全て護る覚かく悟ごを固めながら。




　そして、ランタンの群がいよいよこちらに迫った瞬しゆん間かん──




　周囲にいた『食鬼人イーター』達が突然自らの喉のどを押さえ、呻うめき声と共に山の斜面に倒れ伏した。

「え……？」

「なんだぁ？」

　攻撃していた相手が突然倒たおれた事に、ルーディも人じん狼ろう達も混乱する。

『食鬼人イーター』達は誰もが白しろ目めを剝むいて顔を青ざめさせており、ぴくぴくと体を震わせている。

　そして──

　次の瞬間、『食鬼人イーター』達の口元から、大量の血液が溢あふれ出し──

　フェレットの前に、赤い血文字を綴つづりあげた。

【遅くなってすまなかったね、フェレット】

「お……お義と父う様!?」「子し爵しやく様！」『旦だん那な！』

　ミヒャエルとフェレット、そして人狼達が一いつ斉せいに声をあげる。

【いやはや、彼らを溺おぼれさせるのが間に合って良かった】

　続いて、ランタンが近づいてきたのだが──それは、足でランタンの柄えを摑つかんだまま飛びかう、人間の瞳ひとみを持った蝙蝠こうもり達の姿だった。

　蝙蝠の群はランタンを地面に落とすとすぐさま一ヶ所に集中し、一人の吸きゆう血けつ鬼きの姿を形作る。

「こちらも片付いたぞ、ゲルハルト」

【おお、早かったね、メルヒルム。怪け我がはないか？】

「無用の心配だ。しかし、やはり『食鬼人イーター』といえども、力の吸収が少なければこの程度か……これでよく『血けつ族ぞく』の連れん中ちゆうは戦力になると考えたものだな」

【ふむ、傭よう兵へいを雇やとった方が遙かに効率が良いかもしれんな。組織でも人間の傭兵を雇う事を検討してみるかね？】

「特に必要はないだろう。ルードの奴やつに借りれば済むしな」

　そんな日常的な会話をする二人の姿を見て、ホルストとアルマの二人は揃そろって目を丸くしている。吸血鬼はともかく、赤い血ち溜だまりが文字を紡つむいで会話しているのだから無理もあるまい。

　一方、ミヒャエル達は、その会話こそが──緊きん迫ぱくした時間が終わりを告げている事を示していると気付き、周囲から喧けん噪そうの音が消えている事に気が付いた。

　安あん堵ど感を覚えると同時に──ミヒャエルは、自分の背後を護ろうとしてくれていた少女の名前を呼んだ。

「フェレット」

「な、なんですか、急に」

　振り返ると、ミヒャエルの顔が想そう像ぞう以上に近くにあって、思わず素すの表情で見つめてしまうフェレット。

　そんな少女の気持ちを知ってか知らずか、ミヒャエルはただ一言だけ呟つぶやいた。

「ありがとう」

　──貴方あなたの為ためにやったわけではありません。

　いつもなら、顔を背けながらそう呟いている所だ。

　だが、ミヒャエルの笑顔があまりにもいつも通りで──彼女は、唐とう突とつに気付く。

　彼に思いを伝える為でも、苛いら立だちをぶつけるためでも、危機から救う為でもなく──

　ただ、この笑顔が見たかった。

　だからこそ、自分はずっと、ずっとミヒャエルに会いたかったのだと気が付いた。

　伝えたかった想い、ぶつけたかった苛立ちが全てその笑顔に消された事に気付き、フェレットは、ミヒャエルの顔を見てただ一言だけ呟いた。

「……ずるい人です、貴方は」

「え？　何が？」

　ミヒャエルが不ふ思し議ぎそうに尋たずねるが、フェレットは既すでに背中を向けている。

　そして、彼には見られないように──

　彼女もまた、少年と同じような微笑ほほえみを浮かべていた。




　そして、遙か東の空が白み始め──

　吸きゆう血けつ鬼き達の時間が終わりを告げ、再び人間達の時間がやって来る。
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マーズ邸てい内ない　遊ゆう技ぎ場




「終わったらしいな」

　部下から報告を受けたカルジミールが、チェスのコマを進めながら呟いた。

「ギャルドはどうした？」

　対面に座ってチェスの相手をするのは、今回動うごかなかったラティーシャ。

「ゲルハルトの奴やつが説得したようだ。奴が動くと敵が全員死ぬからな。もみ消すのに苦労するハメになる。……そういうお前こそ、この手の騒ぎを側そばで観察しないとは珍しい」

「ドゥーの奴がいるからな。私が奴を嫌いなのは知っているだろう？」

「性格はよく似てると思うがな。同族嫌けん悪おか？」

「その通りだ」

　あっさりと認める軍ぐん服ぷくの女は、カルジミールと同じようにチェスのコマを進めて言葉を返す。

「で、お前としては、この事件に関わるつもりはないのか？」

「いいや？　傍ぼう観かん者しやと思われるのも癪しやくだからな。後始し末まつだけはさせてもらうさ」

「ほう？」

「これは、あくまで人間の事件として人間に解決してもらう。……ジグムント」

　彼がその名を呟つぶやくと、部屋の隅すみにいた秘ひ書しよ風ふうの女が恭うやうやしく一いち礼れいをする。

「なんでしょうか、同志カルジミール」

「────、─────────────。──────────」

「仰おおせのままに」

　カルジミールが指し示じを伝えると、ジグムントと呼ばれた女は再び恭しく一礼し、無言のまま部屋から退出する。

「ほう……そう来たか」

　ラティーシャが置いたコマを見て、感心したように言うカルジミール。

　あとは事件の事は語る必要など無いとばかりに、目の前の勝負に没ぼつ頭とうし始める。

「クックック……なかなかの妙みよう手しゆだが、私に通じると思うな？」

　仰ぎよう々ぎようしく呟くカルジミールを前に、ラティーシャはやや真剣な声で呟いた。

「ところで、カルジミール」

「なんだ」

「私はチェスのルールを全く知らず、今までお前と左右逆ぎやくに動かしていただけなのだが」

「……」

　凍り付いたように固まるカルジミールに、ラティーシャはニヤつきながら呟いた。

「妙手、ねえ」




　数秒後、カルジミールの自分を恥じる絶ぜつ叫きようが響ひびき渡り──特に誰の興きよう味みを引くこともなく、広すぎる屋や敷しきの中に吸い込まれていった。
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翌よく朝あさ──




　ドイツの南部に存在する、とある田舎いなか町。

　その町に住む一部の者達は、昨日きのうまで心の中に強い不安を抱えていた。

　山村に住んでいる住人は、皆吸きゆう血けつ鬼きである。

　その噂うわさを聞いて、ある集団に冗じよう談だん交じりに依頼した者達。

　あるいは、半分以い上じよう本気で依頼した者達。

　そんな事実は全く知らず、ただ噂に流されて生存者の少女に疑いの目を向けた者達。

　あるいは、実際に家に火を点つけた者達。




　少女が昨日きのう、保護者に連れられて町を出たという話を聞き、彼らは一様に安あん堵どした。

　これで、自分達が抱える不安の種たねはなくなったのだと。

　殺人を依頼した者達でさえ──これで吸血鬼がいなくなったのだと安堵した。

　だが、不安が続いたせいか、体がいつもより重い気がする。

　人々の多くは、いつもの習しゆう慣かん通り、顔を洗おうと洗面所に向かい──

　そこで、気付く事になる。

　安堵に浸ひたっていた筈はずの自分の身に──とてつもない絶望が降りかかったのだと。




　彼らの首くび筋すじからは、血が僅わずかにしたたり落ちていた。

　血の筋を辿たどった先にあったのは──丸く小さい、二つの傷きず痕あと。




　しかし、それは実は、町の中の殆ほとんどの家において起こった出来事だった。

　後ろめたい事がなにもない者達にとっては、ムカデにでも嚙かまれたかという程度の傷。

　だが、それが何を意味するのか解わかる者にとっては──それは、呪のろいの刻こく印いんと同じだった。




　後ろ暗さがある者ほど強く、深く──

　二度と逃れる事のできない不安に囚とらわれる結果となったのである。




　そして──吸血鬼と人間の夜は、朝日の光に搔かき消される。

　まるで、夜の闇やみなど最初から無かったとでもいうように。













エピローグ　人間と吸きゆう血けつ鬼き







昼　マーズ家邸てい内ない




『警けい察さつ当局は、昨さく晩ばん街道で起こったという暴動は、山村の行方ゆくえ不明事件と関連があるとして捜そう査さを進めております。町民の中には「村人は本当に吸血鬼だったんだ。だから専門家に依頼して退治して貰もらった」と証言するものが多く、また、彼らが本当に吸血鬼の存在を信じているという事から、背後に新しん興こう宗教や特殊な思し想そう団体があるのではないかとの見方を──────』

　客間のニュースでは、今朝の事件についてかなり歪ゆがんだ情報が流れていた。

『また、今日になって町民からそうした証言が出てきた理由については、町の中が軽いパニック状態になっているという事があげられます。今け朝さから町民の間で「吸血鬼に嚙かまれた」とパニックを起こす者が多く、警察はこれも暴ぼう動どうで逮たい捕ほされた者達との関係があると──』

　ホルストはそれをぼんやりと眺ながめながら、夕べの出来事が全て夢だったのではと思う一方、三百人に及ぶ暴動集団が逮捕されたという事実が、夕べの事が現実であると強調しているように感じていた。




「君の立場については問題無い。各方面に圧力をかけておいたので、君は今まで通りに生活したまえ。口止め料と言ってはなんだが、家を立て直す資金も私のポケットマネーから提供しようではないか」

　今け朝さ方がた、ガルダスタンスと名乗る男にそう言われた時も、夢なのではないかと思っていた。

　ガルダスタンス・グループと言えば、ドイツ国内でも有名な外がい資し系けい企業だ。

　世界でも有数の資産を持つそのガルダスタンス・グループの元総そう帥すいが自分の目の前に立ち、しかも吸きゆう血けつ鬼きであるなどと──一体どう信じろというのだろうか？

　当のアルマは、暫しばらくはマーズ邸ていで育てられる事になる。

　今回の件でますます奇き異いの視線に晒さらされる可能性もあるため、落ちつくまではそうした方がいいだろうとの事で、ホルストもその意見に賛成だった。

　と言うよりも──賛成せざるを得なかった。

　──俺は……結局アルマの事を何も解わかってなかったなあ……。




　この屋や敷しきに連れてこられ、吸血鬼達たちに囲まれた時──彼女は物怖ものおじする事なく口にした。

「私を、吸血鬼にして下さい」

　と、年ねん齢れいにそぐわぬ、強い覚かく悟ごの籠こもった眼差まなざしで。

　すると、妙みような赤い液体が文字を紡つむぎ出し、少女に対して尋たずねかけた。

【それは、人間への復ふく讐しゆうのためかね？　それとも、愛していた者達と同じ存在になりたいとの想いかね？　後者ならば、成長するまで待った方がいいと進言するし──前者ならば、やはりしばし時を待つべきだ】

「……」

【君がもしも、村人達の敵かたきを討ちたいというのならば、あるいは、町の人々の誤ご解かいを解き、後こう悔かいさせたいとでもいうのならば──私にはそれを止める権利などないが、進言はさせてもらうよ。……真に村人達の──君を愛し、君が愛した吸血鬼達の名めい誉よを回復させたいのならば──君は、まだ人間であるべきだ。人間であり続けて、人間の言葉で成し遂とげなければ──人々に伝える事は難しいだろうね。吸血鬼と人間が幸せに共存できていたという事実は】

「……よく、解らない」

　本当に、どうしていいのか解らないのだろう。アルマは静かに俯うつむくばかりだったが──

　赤い液体は、遠くにいるミヒャエルの方に血ち文字の矢印を向け、更さらに紡つむぐ。

【彼も君と同じように、吸血鬼を愛している。ただ、彼の場合は──吸血鬼だけではなく、人間の事も好きで好きで仕方ないのだけれどね】

「……」

【君は山の村にいた吸きゆう血けつ鬼き達の良い所を知っている。ならば君も、人間の良い所を捜すべきだろう。山村の皆は──人間社会と交わらずに暮らすという道もあったろうに、それでも人間と関わり、人間である君を愛したのだから】

　血ち溜だまりは、何か郷きよう愁しゆうでも感じているのか、体をゆらめかせながらゆっくりと少女に語る。

【彼らを愛するならば、彼らが愛したものの事も、少しは知っておいて損はないさ。吸血鬼になるのは──それからでも遅くはないだろうからね。それと──今の君を大事に想っている人の事も、時々は思い出してあげるといい】

　周囲の吸血鬼にゲルハルトと呼ばれていた赤い液体。彼も、自分の言葉が１００％正しくはないと理解しているのだろう。決して少女に何かの選択を無む理り強じいする事はせず──ただ、考える時間だけを与える事にしたようだ。

【帰る場所は、いくつあっても困るものではないのだからね】




　──あの血溜まりは上う手まい事を言ってたなあ。

　──それなのに、俺と来たら……。

　──彼女を傷つける事しかできなかった。

　自己嫌けん悪おに陥おちいったまま、窓から中庭を眺ながめていたのだが──

　不意に、背中から自分を呼ぶ声がする。

「ホルストさん」

「あ、えーと、アルマ、俺さ……」

　男が謝るよりも先に──少女は柔らかい微笑ほほえみを浮かべ、言った。

「ありがとう」

「え……」

「ホルストさんがいなかったら……私、きっと……本当に人間が嫌いになってた」

「……」

　──俺は、そんな……違うんだ。

　──俺は、ただ、意い地じでお前を護まもってたようなもんで……。

　罪ざい悪あく感だけが膨ふくれあがるホルストに、少女は更さらに語りかける。

「いつか──いつかミュンヘンのお祭りに連れていってね」

「えッ……ああ！　ビール祭りか！　ああ、アルマはまだビール飲めないけどな、他にも色々楽しい事は一いつ杯ぱいあるし──それに、世界中から色々な人間が集まるんだ！　そういう人達が笑ってるのを見るだけでさ、結けつ構こう楽しいもんだぞ？」

「約束だよ」

「ああ、約束する。休みの日は、俺もここに遊びに来るよ」

　ホルストの言葉に、少女は一いつ旦たん口を閉ざし──

　息を大きく吸い込み、前と似たような質問を口にする。

「ねえ、ホルストさん。……もしも、もしも私が吸きゆう血けつ鬼きになったら──私の事、嫌いになる？」

　彼女の言葉に、ホルストは軽く少女の頭を撫なで、噓うそをつく事にした。

　どう思うかなどその時にならなければ解わからないだろうに、彼は、ただ自分の理想を口に出す事にしたのだ。

「アルマがいい子だったら、それでいいさ」

　綺き麗れい事ごとだという事は分かっている。

　だが、少女がゆっくりと微笑ほほえむのを見て、ホルストは静かに祈った。

　せめて、この少女の未来には、そんな綺麗事を言える程度の自由がありますようにと。

　自分も、本当にその時が訪れたら──

　何かの答えを見つけられる人間になれているようにと。
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中庭




　開け広げられた窓越しに、客間の中でアルマが微笑んでいる姿が見えた。

　その様よう子すを覗のぞこうとしたファニーが、藍あい児じにヒョイと襟えりを摑つかまれ、何ど処こかに運ばれていく。

　一連のやりとりを遠くから見て、中庭のベンチに座りながらミヒャエルが嬉うれしそうに笑う。

「良かったねえ、あの子、少しだけど元気になったみたいだよ」

「ええ……でも、大事な人達を失ったのですから、その傷は癒いえていないでしょうね」

　少女の境きよう遇ぐうを他ひ人と事ごととは思えず、フェレットは静かに俯うつむいた。

　彼女も両親を吸血鬼専せん門もんの狩人かりうどに殺されており、『食鬼人イーター』に襲おそわれた事もある。

　そこで彼女はミヒャエルの右手の事などを思い出し、自分が彼にずっと言おうと思っていた事を思い出す。

「そこでフェレットが落ち込んだら駄だ目めだよ」

　今も優しい言葉をかけてくるミヒャエルに、フェレットはますます躊躇ためらいを覚える。

　何か言ったら、この関係が壊れてしまうのではないかと。

　何も言えずにもじもじしているフェレットと、それを見て『トイレでも我が慢まんしてるのかな？』と思いながら首を傾かしげるミヒャエル。

　そんな二人の元に──ジュルジュルと蠢うごめきながら、赤い血ち溜だまりがやってきた。

【やあやあ、二人とも何日かここに留まるのだろう？】

「お、お義と父う様」

「あ、子し爵しやく様！　はい！　なんか、住み込みのバイトがあるって……」

【うむ、それなんだが、あのアルマという少女がいるだろう】

　子し爵しやくはウゾリと体をうねらせ、あっさりとした調子で告げる。

【ちょっとの間、彼女と同どう棲せいしてくれたまえ】

「はあ」

「……は？」

　ミヒャエルは暢気のんきな調子で返事をし──

　フェレットは、途と端たんにピキリと固まった。

【いやあ、彼女はまだ吸きゆう血けつ鬼きの事を良く知らない所もあるからね、人間である君が色々面めん倒どうを見ながら教えてやるのがいいだろうという話になってね】

「ああ、そういう事なら！」

　喜んで引き受けるといった空気のミヒャエルに、フェレットが立ち上がりながら声を荒げる。

「だ、駄だ目めに決まっています！　何を……同棲などと破は廉れん恥ちな！」

「え!?　な、なんでフェレットが怒るの!?」

「な、何な故ぜって……」

　口ごもるフェレットに、子爵は赤い体をくねらせ──

【まさかフェレット、お前、あんな小さい子供に嫉しつ妬とを……？】

「していません！」

「そうなのかいフェレット!?　でも安心してよ！　俺は例え百人の美女と同棲しても君一ひと筋すじだからブモモモモモ」

　首を絞しめられながらも幸せそうな顔をするミヒャエル。

　フェレットはあからさまに狼ろう狽ばいしながら、半分涙なみだ目めになって抗こう議ぎの声を上げる。

「わ、私はアルマという少女が心配なのです！　まだ12歳さいぐらいでしょう！　そんな子がミヒャエルと関わったら将来だらしのない存在に……」

　面白いように慌あわてふためく娘を見て、子爵はカラコロと体で笑いながら言葉を綴つづる。

【なら、フェレットも同棲すればいいじゃないか】

「お、お義と父う様!?　何を……」

【うむ、将来ミヒャエルとの間に子供ができた時の練習だと思えばいい】

「～～～～～～ッ！」

「それだ！　っていうか、聞いたかいフェレット！　とうとう子爵様が僕らの仲を認めてくれたよ！　やっと！　やっと！　バンザーイ！　バンゴヒャッ」

　涙を流しながら喜ぶミヒャエルに、フェレットの鉄てつ拳けんが叩たたき込まれた。




「私は認めていません！」
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東とう欧おう某ぼう所しよ　城じよう砦さい内部




「くそ……この屈くつ辱じよくは決して忘れんぞ……」

　息も絶え絶えに、一人の吸きゆう血けつ鬼きが自らの拠きよ点てんへと帰り着く。

　肉にく食しよく竜りゆうに消化される寸前に霧きりとなって抜け出し、満身創そう痍いとなって戻ってきたルビリオだ。

　人ひと里ざと離れた場所にある巨大な城で、表おもて向むきは私有地内にある廃はい城じようという事になっていた。

　だが、実際にはその城の内部は観光地の城砦以い上じように手を加えられており、当時の貴き族ぞく達の生活がそのまま再現できるようになっている。

　そして──現在この城に『貴族』として君くん臨りんしているのは、ルビリオが所属する『血けつ族ぞく』の吸血鬼達たちだった。

　七つあるという『血族』の内、二番目に力の無いサンフォールド家。

　多数の『食鬼人イーター』が主おも立だった戦力であったのだが、殆ほとんどが使い物にならなくなり、あまつさえ、人間社会の警察に逮たい捕ほされるという大失しつ態たいだ。

「主あるじになんと言えば良いのだ……。あんな化ばけ物もの共ども、ディンギルの奴やつでもなければ歯が立たん……！　だが、あのはぐれ者にどうやって言う事を聞かせるか……」

　足を引きずりながら歩を進めるが、城の大おお広間には誰の姿もない。

　夜が明けた為ために、皆棺ひつぎの中で寝ているのだろうか？　しかし、日光に耐たい性せいがある自分達の一族が一いつ斉せいに眠りについた事など数える程ほどしかない。

　三十人程居る血族の誰でも良いから出会わなければと思いつつ、ルビリオは城の中を彷徨さまよい続けた。

「そうだ……クリストファー・リーなる人物とバスカヴィル卿きようとやらについても秘ひ密みつ裏に調べなくては……」

　ショックで混乱しているのか、ガルダスタンスのハッタリを完全に信じ込んでいる。

　物事の優ゆう先せん順位も解わからず、とにかく誰かに会わねばと思っていた所──

　城じよう主しゆの間で、その少女を見つけた。

「あら、ごきげんよう」

　無む邪じや気きな微笑ほほえみを浮かべる、ツインテールの少女。

　見たことの無い顔だ。髪かみの色などからして血族ではないと解る。

「貴き様さま……何者だ」

　そんな部外者が、恐れ多くも城主の椅い子すに座っているのだ。相手が吸血鬼だろうと迷い込んだ人間だろうと容よう赦しやはしないといった殺さつ気きを浮かべるルビリオに、少女は静かに立ち上がって恭うやうやしく一いち礼れいして見せた。

「お初にお目に掛かりますわ。私はロアと申します」

「名前などどうでもいい。ここで何をしている！」

「そうですね……強いて言うならば……電話番ばんでしょうか。はいッ☆」

　少女は笑顔のままルビリオに何かを放り投げる。

　それは、ハートマークのデコレーションが施ほどこされたピンク色の携帯電話だった。

「なんだ……？」

　通話中になっているそれを受け取ると、スピーカーから聞き慣れた声が響ひびいてくる。

『やあ、ルビリオさん。さっきはどうも』

「貴き様さまッ……！　ドゥー・ヒューリー！」

『これはこれは！　私なんぞの名前を覚えていただけるとは光栄の極みに御ご座ざいます！　次は是ぜ非ひ拍手と共にお呼び頂ければ幸いです』

「貴様……どういうつもりだ！」

　今すぐにでも八つ裂きにしてやりたい男の声を聞きながら、ルビリオは目の前にその男がいないという事実に歯がみする。

『いえいえ、賭かけの結果を説明しておこうと思いまして』

「なん……だと？」

『貴方あなた、自分が命を賭けた事を忘れたわけじゃないですよね？　ほら、二百人の「食鬼人イーター」を倒せるかどうかっていう。貴方は負けてしまいましたねえ。お悔くやみ申し上げます』

　もったいぶった言い方をするドゥーに、ルビリオは激げつ昂こうして怒ど鳴なりつける。

「貴様！　どの口が……。……が？」

　だが、怒ど声せいは最後まで響かなかった。

「ピーピーうるせえんだよ、血けつ統とう書しよ付きの負け犬野郎が」

　ルビリオは、自分の胸元から赤い何かが生はえている事に気が付いた。

　背後から聞こえるのは、先せん刻こくの少女の声で紡つむがれる口汚い罵ののしりの言葉。

　こちらの状況を知ってか知らずか、受話器からは相変わらず軽い調子の声が紡がれる。

『それで、まあ、貴方の命を、知り合いにそのまま渡しただけです。その人に気に入られれば殺されなくて済むかもしれませんよ？　って、もう遅いみたいですねえ。今の呻うめき声』

「きさ……ま……」

　それは、背後の少女とドゥー、どちらに向けられた言葉だったのか。

　自分の胸から生えているものが銀を含んだ剣先だと気付き、ルビリオは全身に走る破は滅めつの音を感じ取る。

「主あるじは……皆は……どこ……に」

「ああ、あの腹の立つ糞くそ爺じじいなら……今いま頃ごろ私の腹ン中だよ！　ゲヒャヒャヒャヒャヒャ！」

　下げ卑びた言葉を喋しやべる少女に、ルビリオは絶望に目を見開きながら問いかける。

「ディンギル……は……」

「はあ？　誰だそれ？　名前とか一々知らねえよ。この城に居る奴やつは、全員残のこさず喰っちまったからな」

「馬鹿……な……貴き様さまのような小こ娘むすめが……どう……やって……」

「こうやってさ」

　次の瞬しゆん間かん──ルビリオの体が少女の前から消え失せる。

　彼女の目の前には、床から唐とう突とつに生はえた巨大な狼おおかみの口が開いている。そのまま、狼の顎あごは中に入った『死肉』をバリボリと砕きながら床の中へと消えていき──最後に、ハートマークの携帯電話だけがプフリと床上に吐き出された。

「この城は、もう私なんだよ、糞くそ野や郎ろう！　ヒャハハハハハ！　ゲヒャハハハハハ！」




　一ひと頻しきり笑った後──少女は唐突に両りよう膝ひざを床につき、肩を震わせながら一人ごちる。

「……くそ、やっぱり負ふ担たんが半はん端ぱねえな。やっぱりレリックの体じゃねえとこの力は負担がでかすぎんのかもな。あの腐くされ市長じゃ五回も使わないうちに死ぬんじゃねえか？」

『大だい丈じよう夫ぶですか？　辛つらそうですけど』

　床から吐き出された携帯電話がまだ通じていたようで、スピーカー越しにドゥーの軽かる口くちが聞こえてくる。

　その問いに対し、ロアは猫を被かぶった声と態度で話かけた。

「あら、貴方あなたとは話しておりませんわ。ともあれ、今回の件はありがとうございました。おかげで、私達の欧おう州しゆうにおける足がかりができましたので」

『私「達」ですか。……ロアさん以外にどんな人が集まるのか、とても気になりますね』

　電話の向こうから聞こえる露ろ骨こつな探りの声。

　ロアは爽さわやかに微笑ほほえむと、自分にできる限りの可愛かわいらしい声を出し、勢いよく相手に別れの挨あい拶さつをねじ込んだ。




「多重スパイのテメエに教えてやる事なんざ、ネズミの耳に詰まった耳みみ糞くそほどもねえんだよ。今度ケツにキスして嚙かみ千ち切ぎってやるから興こう奮ふんしながら消えろ、カス野郎☆」
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マーズ邸てい




「切られてしまいました」

『あんたは本当にゲス野郎だねえ、ドゥーの旦だん那な』

「ケツを嚙かみ千ち切ぎるそうです。ラティーシャぐらいの年とし頃ごろの子だったらそれもアリなのに」

『おまけに変へん態たいと来た。救いようがないねえ、アンタ』

　切れた携帯電話を余よ所そに、無線ＬＡＮを繫つなげたままのノートパソコンからはハッキーマウスの声が響ひびき続ける。

　ドゥーは彼の言葉を黙もく殺さつし、窓から中庭の様よう子すに目を向ける。

　そこではフェレットにボカスカと殴なぐられるミヒャエルの姿があり、彼を取り巻く幹かん部ぶ達が笑ってその様子を眺ながめていた。

「ミヒャエル君、ここでもすっかり気に入られたようですねえ」

『そうそう、なんであいつを連れてきたんだ？　最初は、あのテオって奴やつを連れてくるつもりだったんだろ？　つーか、あのテオって子もかわいそうになあ。メルヒルムに言われてエルザって吸きゆう血けつ鬼きを調べてたのはアンタなんだろ？　それで、アンタが「エルザは人間に殺された」なんて言ったばっかりに！　……もしかして、そいつも計画通りって奴だったのかい？』

「エルザという名の吸血鬼は、人間の愛によって死んだ。私は、人間として生まれ変わった彼女を祝しゆく福ふくするつもりでそう伝えたんですけどねえ。メルヒルムにその手のセンスは理解できなかったようです。まさか言葉のまま受け取るとは」

　何かを思うように、ドゥーは暫しばし沈ちん黙もくし──

「無関係の人が大おお勢ぜい死ぬのは、私はそんなに楽しくないですから。だから食鬼人イーター達が村を全ぜん滅めつさせた件を聞いた時は面白くもなかったですし、テオ君にも皮ひ肉にくを言ったりしたんですが、話を聞けば、テオ君の方には私にも一因があったとは」

『そうか、そうだったねえ。あんたは享きよう楽らく主義者だが殺人鬼じゃあなかった。悪かったよ』

　ハッキーの声に苦く笑しようを返し、ドゥーはミヒャエルから目を逸そらさぬまま言葉を紡つむぐ。

「彼を連れてきたのは……ファニーにも言いましたが、見てみたいからですよ。彼が辿たどる行く末をね。ただ……あのフェレット嬢じようもまた特殊な存在です。彼女もまた、人間と吸血鬼の境きよう界かい線を歩いている存在です。ちょっと、二人を応おう援えんしたくなってきましたね」

『へえ、あんたが誰かの関係を応援したいだなんて珍しい』

「言ったでしょう。私は自分が楽しければいいんです」

　淡たん々たんと答えるドゥーの口く調ちようには、どこか寂さびしげな色が含まれていた。

「無む垢く過ぎるあの二人は……不幸な結果しか待ち受けていない、そんな気がするんです」

『ああ、特にミヒャエルは、自分が不幸だと気付かない内に笑いながら死ぬタイプだね』

「そんな二人が幸せになったら──なんだか博打ばくちで大穴を当てた気分になって凄すごく凄く楽しいじゃないですか」




「祈りましょう。せめて、二人の未来が誰かに祝福されるものであることを」
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　そんな目で見られている事も知らずに、ミヒャエルは殴なぐられながらも笑い続ける。

「どうしようフェレット！　夫婦の練習ならまずペアルックかな！　親子でも揃そろえる形でアルマちゃんにも同じ服を用意するべきから！」

「黙りなさい！　そもそも同どう棲せい自体が不ふ潔けつだと……」

【いや、同棲と言っても……このマーズ邸ていなので他の使用人達も一緒なんだが……】

「ええッ!?　メイドさん達も!?　でも大だい丈じよう夫ぶ！　俺はメイドさんよりフェレレレレレ」

「ですから、貴方あなたはまず人の話を聞く事から覚えなさい！」

　フェレットもまた──ミヒャエルに強く当たりながら、心の中で安あん堵どしていた。

　結局ふりだしに戻ってしまったが、こうなってみて、改めて実感する。

　今は、吸きゆう血けつ鬼きと人間という関係ではなく──

　ミヒャエルと自分という二人の間にある日常こそが好きなのだと。

　どことなく義ち父ちの罠わなに嵌はまったという気がしないでもないが、それでも良いと思った。

　いつまでもこの関係が続く筈はずはない。それは、フェレットにも解わかっている。

　だが、それでも彼女は祈りを捧ささげる。

　人間と吸きゆう血けつ鬼きとしての道を選ばなければならない時にも、せめて、せめて今と同じ笑顔を浮かべていられるようにと──




　彼女はただ──自分自身に祈り続ける。
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余よ話わＢ　人間







日本某ぼう所しよ　ある民みん俗ぞく学者の言げん




　これが、ついこの前に起こった事件の顚てん末まつだそうですよ。

　いやあ、組織にいる友人とついこの前に飲みましてね。その時に最近の事情を聞いたんです。

　あ、私の友人ですか？

　逃げ回ったストレスでまた胃を悪くして、とうとう胃い潰かい瘍ようになったそうです。

　なんていうんですかね、自分に噓うそがつけないと苦労するってのは、吸血鬼だろうが人間だろうが変わりませんねえ。

　ともあれ、人間と吸血鬼の関わりも、愛あい憎ぞう関係一つとっても様々な形があると解わかっていただけましたか。これがまた、利り害がい関係とか義ぎ理りとかしがらみとかを含めるとそれはもうドロドロのグチャグチャになるんです。

　それなら人間と人間の関係でも同じじゃないか、と言われるでしょうが──やはり最大の壁は、生きる時間なのかもしれませんね。

　人間が嫉しつ妬とする？　いえいえ、それだけじゃありません。

　……御ご存ぞん知じですか？　吸きゆう血けつ鬼きの主な死因を。

　もちろん、人間に殺されるケースも多いですよ。でも、それは二番目です。

　吸血鬼の死因の一位は……自殺ですよ

　永遠の生に絶望したり、退たい屈くつに負けて鬱うつになった挙あげ句くに……というケースが多いようです。

　彼らは永遠に生きている分、退屈や自じ我がの喪そう失しつと常に戦い続けている。

　長く生きていると、だんだん自分というものが希き薄はくになってくるんだそうで……ただでさえ吸血鬼は孤こ独どくなケースが多いですからね。

　例の組織の幹かん部ぶの面めん々めんの我がが強いのも──ひいては、自分を見失わない為ための自己防ぼう衛えいなのかもしれません。『血けつ族ぞく』ならば家族という支えや比ひ較かく対たい象しようがあるのでしょうが、組織の吸血鬼は、ほら、種別からして独り者が多いでしょう。鈍にび色いろの人とか特に。

　ともあれ──だからこそ、吸血鬼は人間に憧あこがれるのかもしれません。

　人間が永遠の命に憧れるように、吸血鬼は短い寿じゆ命みように憧れる。

　だからこそ、刹せつ那な的に生きる人間達の輝きに美しさを感じると言います。

　もしも吸血鬼と人間の関係に、幸せな結末を望みたいのならば──




　せめて、彼らと共に並び──駆け抜けましょう。

　我々の刹那の輝きを、彼らの永遠に焼き付ける事ができると信じてね。





完
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成なり田た良りよう悟ご

某トリックアート美術館にて撮影。最近は時間に対して借金（借時間？）してばかりで首が回らない状態の28歳。美術館に著者近影に使っていいか聞くのを忘れていたのでモザイクにて。モザイクを取ると、なんと胴体が消えています！　いや、本当ですって！
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で注目を集めている実力派。
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